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表記と記載内容について 


マーク 

内容 

大 

オプションや仕様により異な 
る装備にはマークび付いて 
います。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていたださたいことです。 

Q 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていたださたいこ 
とです。 

H 

注意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
ださたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていたださたいこ 
とです。 

► 

操作手順などを示してい 
ます。 

(> ぺージ） 

関連する内容び他のページに 
ち态ることを示してし"'ます。 



お客様へ 


このたびはメルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、ありびとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱いち法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避するた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読みください。 

• 取扱説明書は、いつでわ読めるよラ 
に必ず車内に保管してください。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どび含まれている場合びあります。 

• 表紙の画像はイメージであり、日本 
仕様とは異なる場合びあります。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合びあります。 

• この取扱説明書には、走行速度び 
100 km / h を超えたときの車両機能 
や状態についての記述びあります 
が、公道を走行する際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守してくだ 
さい。 


• 装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あります。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることび 
あります。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関し 
ては、別冊の 「 COMAND システム 
取扱説明書」をお読み< ださい。 

• 車を次のオーナーにお譲りになる場 
合は、車と一緒にすベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不明な点は、お買い上げの販売店 
またはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


〇 メルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式ヴィト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス.ベンツ日本株式会社 
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アクティブライトシステム . 111 


アクティブライトシステム . 111 

アシストグリップ . 266 

アダプティブブレーキランプ . 57 

雨降りや 濃霧 時の運転 . 303 

ま全のために . 15 

オートマチック車の取り扱い . 18 

オートマチックトランスミッションのセレ 
クターレバーを操作するとさのを意 ••• 15 

テ供を乗せるとき . 17 

こんなことにもを意 . 19 

走行する前に . 16 

イージーエント U . . 94 

イグニッション位置 . 82 

キーレスゴー装備車 . 83 

インストルメントパネル . 24、25 

ウィンタータイヤ . 296 

ウォッシャー液 . 286、410 

ウォッシャー液を補給する . 286 

運転のヒント . 139 

エアコンディシ ョナー . 225 

ML 350 . 226 

AC モード . 229 

エアコンディショナーの 

停止 . 227、236 

コン ト□—ルパネル . 226 

送風口の開閉 . 229、238 

送風口の風向さ調整 . 229 

送風口の選択 . 228 

送風量の調整 . 227 

通常の使いかた 

( AUTO モード） . 226、227、236 

デフ□スターモード . 231 

内気循環モード . 230 

余熱 ヒーター.ベンチレーション’’ 232 

リア送風口 . 233 

U ア送風口からの送風の停止 . 233 

U アデフォッガー . 232 

ML 63 AMG . 235 

AC モード . 238 

運転席モード . 242 

コン ト□—ルパネル . 235 


送風口の風向き調整 . 238 

送風口の選択 . 237 

送風量の調整 . 236 

デフ n スターモード . 240 

内気循環モード . 239 

フ□ントのコント□ールパネルで U アエ 
アコンディショナーを操作ずる’’’’ 243 
余熱ヒーター.ベンチレーション’’ 242 

U アエアコンディショナー . 244 

リアデフォッガー . 241 

エアコンディショナーの取り扱い’ •••225 

エアバッグ . 39 

エマー ジェン シーキー . 360 

キーからエマージェンシーキーを 
取り外す . 360 

エンジン . 298 

エンジンオイル . 280、407 

エンジンオイルの量を点検する . 280 

エンジンオイル容量 . 408 

エンジンオイルを補給ずる . 281 

使用するエンジンオイル . 408 

エンジンの始動 . 123 

キーによるエンジンの始動 . 125 

キーレスゴー操作による 

エンジンの始動 . 125 

シフトポジション . 123 

タッチスタート機能 . 126 

エンジンの停止 . 130 

エンジン番号 . 404 

エンジンルーム . 275 

ウオッシヤー液 . 286 

エンジンオイル . 280 

エンジンルーム . 277 

エンジンルーム内の手入れ . 279 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 282 

ブレーキ液 . 284 

ボンネット . 275 

冷却水 . 282 

エンジンを停止ずるとき . 128 

キーレスゴー操作でエンジンを 

始動したとき . 129 

オイル-液類/バッテリー . 405 
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AdBlue ®. 406 

ウオッシヤーイタ . 410 

エンジンオイル . 407 

オイル-液類に関するミ主意 . 405 

才ートマチックトランスミッション 

オイル . 408 

燃料 . 405 

バッテ U —. 410 

ブレーキ液 . 409 

冷却水 . 409 

応急用スペアタイヤへの交換 . 370 

才ートマチックトランスミッション •••• 129 

運転のヒント . 139 

シフトポジション . 130 

シフトポジション表示 . 133 

セレクターレバー . 131 

走行モードの切り替え . 133 

ティップシフト . 134 

マニュアルギアシフト . 136 

オートマチックトランスミッション 
オイル . 282、408 

才ープン/クローズ . 68 

ドアの開閉 . 75、76、77 

オプションコードプレート . 404 

オフ□ード-ドライブ•プ□グラム •••• 178 

ML 350 BlueTEC 4 MAT に/ 

ML 350 4 MAT に . 178 

ML 63 AMG . 179 

オフ□—ド走行 . 304 

オフ□—ドでの走行 . 305 

巧川などを渡るとき . 309 

坂道の走行 . 307 

障害物を乗り越えるとき . 309 

砂地を走行ずるとき . 310 

わだちを走行ずるとき . 311 

オフ□-ド走行装備 . 173 

4 MAT に . 174 

DSR . 174 

オフ□ー ド-ドライブ•プ□グラム •• 178 

ディファレンシャル□ック . 182 

□—レンジモード . 180 

オフ□-ドでの走行 . 305 

オフ□-ド走行時のを意 . 305 


オフ□ー ドを走行した後に . 306 

オフ□-ドを走行ずる前に . 306 

外気温度表示 . 140 

ミ可川などを渡るとき . 309 

最大許容水深値 . 309 

カップホルダー . 252 

センターコンソールの 

カップホルダー . 253 

U アアームレストのカップホルダー •• 253 

可変スピードリミッター . 190 

可変スピード U ミッターの使いかた •• 191 
可変スピード U ミッターを解除する’’193 
可変スピード U ミッターを設定する’’192 

設定速度を上げる . 193 

設定速度を下げる . 193 

環境保護について . 15 

寒冷時の取り扱い . 294 

ウィンタータイヤ . 296 

スノーチェーン . 297 

雪道や凍結路面の走行 . 297 

キー 

キーレスコ'一 . 71 

U モコン機能 . 69 

キーの電池交換 . 363 

電池の交換手順 . 364 

キーの 電池交換 

キーの電池を点検する . 363 

キーの電池を点検ずる . 363 

キーレスゴー操作でドアウインドウと 

スライディングルーフを閉じる . 122 

キーレスコー装備車 . 83 

キーに よる 

イグニッシヨン位置の選択 . 84 

キー レス ゴース イッチによる 

イグニッシヨン位置の選択 . 83 

救急セット . 325 

クルーズコント〇—ル . 186 

一時的に速度を上げる . 189 

クルーズコント□ールの設定を 
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洗車するとさのを意 . 

路肩などに車を寄せるとさ . 

坂道の走行 . 

アプ□-チ/デパーチヤーアングル . 

急勾配の坂道 . 

坂を下るとき . 

坂を上り切ったとき . 

サンシエード . 

サンバイザー . 

バニテイミラー . 


4ウェイパワーシートの調整 . 86 

シートヒーター . 91 

シー トベンチ レーター . 91 

電動ランバーヴポート . 89 

パワーシートの調整 . 87 

フ□ントへッドレストの角度調整……88 

マルチコント□—ルシートバック . 89 

メモ U — 付パワーシートの調整 . 88 

リアへ ッ ドレストの 調整 . 90 

シート位置の記憶 . 99 

シート位置の D 乎び出し . 99 

シートヒーター . 91 

シートべ J レト . 100 

シートベルト着用警告 . 102 

シートベルトの高さ調整 . 103 

シートベルトの着用 . 100 

正しい運転姿勢 . 103 

シートベルト着用警告 . 102 

シートベルトの高さ調整 . 103 

シートベルトの着用 . 100 

シートベルトを外す . 102 

フ□ントシートベルトの 

テンション自動調整機能 . 102 

シート ベンチ レーター . 91 

事故-故障のとき . 324 

室内センサー . 65 

システムを待機状態にする . 65 

室内センサーを解除する . 65 

待機状態を解除する . 65 

室内装備 . 263 

12 V 電源ソケット . 265 


解除する . 189 

クルーズコント□ールの使いかた •••• 187 
クルーズコント□ールを設定する •••• 187 

設定速度を上げる . 188 

設定速度を下げる . 189 

グ□-ブボックス . 251 

けん引 . 393 

けん引時のを意 . 393 

けん引する . 394 

けん引ずるとさのミ主意 . 395 

けん引フックの取り付け . 394 

めかるみなどからけん引するとさ••” 395 

けん引防止警報機能 . 64 

けん弓 I 防止警報機能を待機状態にする •• 64 

けん引防止警報機能の解除 . 64 

待機状態を解除ずる . 64 

コーナ リングランプ . 110 

故障/警告メッセージ . 329 

イラストメ ッセー ジ . 335 

文字メッセージ . 330 

子供を乗せるとき . 46 

ISO - FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 50 

純正チャイルドセーフティシート……48 

助手席エアバッグオフ表示灯 . 49 

チャイルドセーフティシート . 47 

チャイルドセーフティシート固定機構 •• 49 

チャイルドプルーフ□ック . 52 

テヴーアンカー . 51 

ル物入れ . 251 

こんなことにちを意 . 19 

コンビニエンスオープニング機能 . 121 

コンビニエンスク□-ジング機能 . 121 

サイドビューカメラ . 209 

ガイドライン . 213 

サイドビューカメラの位置 . 212 

サイドビューカメラの映像 . 213 

サイドビューカメラの作動と停止 •••• 212 

サイドビューカメラの表示範囲 . 212 

障害物のあるカーブを巧びるとさ •••• 215 


14 77888 9 33 
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アシストグリップ . 

サンバイヴー . 

バニティミラー . 

灰皿 . 

フ□ントの灰皿 . 

U アの灰皿 . 

フ□アマット . 

ライター . 

自動防に機能 . 

シフトポジション表示 . 

車外ランプ消巧遅延機能 . 

車載工具 . 

応急用スペアタイヤを 

取り出ず . 328、 

ラゲッジフ□アボードを開く . 

車載品の収納場所 . 

救急セット . 

事故-故障のとさ . 

車載工具 . 

停止表示板 . 

非常信号用具 . 

輪止め . 

車台配 . 

卓内 . 

COMAND ディスプレイの清掃 . 

ウッドトリムの清掃 . 

シートの清掃 . 

シートベルトの清掃 . 

プラスチックト U ムの清掃 . 

車両に保存されるデータ . 

故障 データ . 

データび保存されるその他の装備 ••• • 

車両の電子制御部品について . 

収納ネット . 

純正部品/純正アクセサリー . 

柔誠全装備 . 

NECK PRO アクティブへッドレスト- 

PRE - SAFE ®. 

SRS (乗員保護補助装置） . 

テ供を乗せるとき . 

乗員保護装置 . 

乗員保護装胃 . 


障害物を柔り越えるとき . 309 


助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能 . 98 

助手席側ドアミラーの角度の記憶……98 

ステアリング . 93 

イージーエント U —. 94 

ステア U ングの調整（手動式） . 93 

ステア U ングの調整（電動式） . 94 

砂地を走行するとき . 310 

スノーチェーン . 297 

スピードメータ. . 140 

スライディングルーフ . 246 

サンシエード . 249 

自動チルトアップ機能 . 248 

スライディングルーフの操作 . 246 

スライディングルーフの U セット •••• 249 

挟み込み防止機能 . 247 

スライディングルーフのリセット . 249 

整備手帳 . 311 

セーフティネット . 259 

セーフティネットの取り付け . 260 

セーフティネットの取り付け位置… • 260 

セーフティネットの取り外し . 261 

セーフティネットを展開する . 260 

積載荷物の制限重量 . 410 

セレクターレバー . 131 

前席上方の操作部 . 32 

センターコンソール . 29 

ML 350 / ML 550オフ□—ドパッケージ 

非装備車 . 29 

ML 63 AMG . 31 

オフ□ー ドパッケージ装備車 . 30 

走行ま全装備 . 54 

4 ETS . 60 

ABS . 54 

BAS . 56 

EBD . 60 

ESP ®. 57 

アダプティブブレーキランプ . 57 

走行時の注意 . 298 

雨降りや濃霧時の運転 . 303 

エンジンを停止しての走行 . 298 


266 

263 

263 

263 

264 

264 

267 

265 

•97 

133 

109 

326 

329 

326 

324 

325 

324 

326 

325 

324 

328 

404 

320 

321 

321 

321 

322 

321 

• 21 

• 21 

• 21 

402 

253 

402 

•36 

• 46 

• 45 

• 37 

• 46 

• 36 

•36 
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走行するとき . 300 

走行中に異常を感じたら . 301 

タイヤグ U ップについて . 300 

駐停車ずるとき . 302 

ブレーキ . 298 

走行ずるとき . 300 

走行装備 . 185 

AIR マティックサスペンション 

(ML 63 AMG) . 201 

AIR マティックサスペンション 

(オフ□ー ドパッケージ装備車） . 194 

可変スピードリミッター . 190 

クルーズコント□—ル . 186 

サイドビューカメラ . 209 

パーキングアシスト 

U アビューカメラ . 216 

パークト□ニック . 205 

走行中に異常を感じた5 . 301 

走行と停車 . 123 

エンジンの始動 . 123 

エンジンの停止 . 130 

エンジンを停止ずるとき . 128 

駐車 . 127 

発進 . 126 

走行モードの切り替え . 133 

ML 63 AMG. 134 

オフ□ー ドパッケージ装備車 . 134 

タイヤ空気圧警告システム . 291 

タイヤ空気圧警告システムを 

再起動ずる . 292 

タイヤ空気圧ラベル . 289 

タイヤとホイール . 287、411 

ウインタータイヤ . 412 

応急用スペアタイヤ . 413 

タイヤ空気圧警告システム . 291 

タイヤ空気圧ラベル . 289 

タイヤの回転ち向について . 289 

タイヤの清掃について . 289 

タイヤの保管について . 289 

タイヤ□—テーション . 293 

標準タイヤ . 412 


タイヤの回転方向について . 289 

タイヤの修理およびタイヤ交換の準備 
. 367、368 


タイヤフィットでの修理 . 378 

タイヤ□—テーシヨン . 293 

タコメーター . 140 

正しい運転姿勢 . 103 

チャイルドセーフティシート . 47 

駐車 . 127 

パーキングブレーキ . 128 

駐停車ずるとき . 302 

ディーゼルエンジン車の燃料について • • 274 

寒を地での給油について . 274 

使用する燃料 . 274 

停止表示板 . 325 

ティップシフト . 134 

ディファレンシャル□ック . 182 

ディファレンシャル □ ックの作動 • •••183 

テールゲート . 78 

EASY-PACK 自動開閉テールゲート 

装備車 . 80 

EASY-PACK 自動開閉テールゲート 

非装備車 . 79 

テールゲートの開口角度設定 . 81 

テールゲートの開口角度設定 . 81 

テールゲートを開いたときの高さ . 411 

電球の交換 . 365 

テール ランプ . 366 

フォグランプ . 366 

へッ ドランプ . 366 

ライセンスランプ . 367 

電動ランバーヴポート . 89 

ドアウインドウび自動で 
開閉しないとを . 120 

ドアウインドウの開閉 . 118 

挟み込み防止機能 . 120 

ドアの開閉 . 75、76、77 

車外からの開閉 . 75 

ドアごとに解鏡/施錠する . 76 

ドア□ックスイッチ . 76、77 
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ドアの操作部 . 33 

ドアミラー . 96 

施錠時のドアミラーの格納 . 97 

ドアミラーの格納/展開 . 97 

ドアミラーの角度調整 . 96 

ドアミラーのリセット . 97 

盗難防止警報システム . 62 

警報び作動したとさの停止ち法 . 63 

システムの待機状態を解除する . 63 

システムを待機状態にする . 63 

盗難防止システム . 62 

けん引防止警報機能 . 64 

室巧センサー . 65 

盗難防止警報システム . 62 

時計 . 141 

トラブルの原因と対応 . 345 

ウインドウ . 357 

エンジン . 353 

オートマチックトランスミッション •• 355 

キー . 358 

車を使用しないとき . 359 

警告音 . 350 

事故のとさ . 351 

スイッチやボタンの表示灯/警告灯’’ 345 

燃料と燃料タンク . 352 

パークト□ニック . 355 

へッドランプ . 356 

ミラー . 357 

メーターノ くネルの表示灯/警告灯 • • • 346 
ワイパー . 356 

トランクを開いたときの高さ . 411 

慣5し運転 . 270 

日常の手入れ . 315 

外装 . 315 

ウインドウの清掃 . 318 

高圧式スプレーガンの使用 . 317 

自動洗車機の使用 . 316 

パーキングアシスト 

リアビューカメラの清掃 . 319 

パークト□ニックセンサーの 
手入れ . 319 


マツトペイント塗装車の取り扱い’’ 317 


マフラーの 清掃 . 320 

ランプ類の手入れ . 319 

ワイパーブレードの清掃 . 318 

車内 . 320 

COMAND デイスプレイの清掃••••321 

ウッドト U ムの清掃 . 321 

シートの清掃 . 321 

シートベルトの清掃 . 322 

プラスチックト U ムの清掃 . 321 

荷物の固定 . 257 

荷物固定用フック . 258 

荷物固定用リング . 257 

荷物の積み方/ル物入れ . 250 

EASY - PACK ラゲッジ ルームカバー •’ 258 
ラゲッジ ルームカバー 収納 U — ル •• 259 

カップホルダー . 252 

センターコンソールの 

カップホルダー . 253 

U アアーム レストの 

カップホルダー . 253 

ル物入れ . 251 

グ□-ブボックス . 251 

センターコンソール下部の 

小物入れ . 252 

フ□ントアームレストの小物入れ’’ 252 

収納ネット . 253 

セーフテイネット . 259 

セーフテイネットの取り付け . 260 

セーフテイネットの取り付け位置•’ 260 

セーフテイネットの取り外し . 261 

セーフテイネットを展開ずる . 260 

荷物の固定 . 257 

荷物固定用フック . 258 

荷物を積むとさのを意点 . 250 

分割可倒式 U アシート . 254 

シートクッションの脱着 . 256 

リアシートを折りたたむ . 255 

ルーフラック . 262 

荷物を積むときのを意点 . 250 

ニユーカープレー ト . 403 

燃料 . 405 

燃料消費について . 406 

燃料タンク容量 . 405 
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燃料給油フラップの解錠 •• 

燃料計 . 

燃料残量警告な . 

燃料の給油 . 

ディーゼルエンジン車の 

燃料について . 

燃料を給油ずる . 


J\ 


パーキングアシストリアビューカメラ •• 

COMAND ディスプレイの映像 . 

音声案内の設定 . 

カメラの位置 . 

後退駐車モード . 

縦列駐車モード . 

洗車するとさのを意 . 

パーキングブレーキ . 

パーク ト □ニック . 

インジケーター/作動表示灯 . 

センサーの感知範囲 . 

パークト□ニックセンサー . 

パークト□ニックの機能の解除 . 

パークト□ニックの作動 . 

パークト□ニックの作動条件 . 

灰皿 . 

フ□ントの灰皿 . 

リアの灰皿 . 

. 

ヒル スター トアシスト . 

バッテリー . 385、 

VRLA バッテ U —. 

インジケーター付さノ くッテリー . 

車載バッテリーの電圧/容量 . 

バッテリーの交換 . 

バッテ U —取り扱いの一般的なミ主意’’ 

バッテ U - の位置 . 

バッテリーびあびったとき . 

始動のち法 . 

バッテリーの交換 . 

バッテ U —の接続/取り付け . 

バッテ U - の取り外し . 

パワーウインドウ . 


コンビニエンスオープニング機能’ ••• 121 
コンビニエンスク□—ジング機能 •••• 121 


ドアウインドウび 

自動で開閉しないとさ . 120 

ドアウインドウの開閉 . 118 

パワーシートの調整 . 87 

パンクしたとき . 369 

応急用スペアタイヤへの交換 . 370 

応急用スペアタイヤに空気を入れる 

(ML 63 AMG) . 375 

応急用スペアタイヤの取り付け 

. 374、375 

ジャッキアップ . 371 

ジャッキダウン . 377 

タイヤ交換の準備 . 370 

タイヤの取り外し . 373 

ホイールボルトの締め付け . 377 

タイヤの修理および 

タイヤ交換の準備 . 370 

タイヤフィットでの交換 . 378 

タイヤフィットの準備 . 378 

タイヤを修理ずる 

(空気圧ゲージー体型） . 382 

タイヤを修理する 

(空気圧ゲージ別体型） . 379 

ビークルプレート . 403 

エンジン番号 . 404 

オプシヨンコードプレート . 404 

車台番号 . 404 

ニューカープレート . 403 

非常時の解錠/施錠 . 360 

運転席ドアの解錠 . 360 

エマージェンシーキー . 360 

車両の施錠 . 361 

テールゲート裏側のレバーでの 解錠 •• 361 

燃料給油フラップの解錠 . 362 

非常信号用具 . 324 

非常点滅巧 . 109 

ヒューズ . 396 

ヒューズー覧 . 398 

ヒューズ交換についてのを意 . 396 

ヒューズの位置 . 397 

ヒューズを交換ずる . 398 


362 

141 

141 

271 

274 

271 

■ 

216 

217 

224 

217 

218 

220 

217 

128 

205 

206 

208 

205 

209 

207 

207 

263 

264 

264 

126 

127 

410 

389 

389 

410 

387 

385 

386 

390 

391 

387 

389 

388 

118 
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ブレーキ . 298 

ML 63 AMG のブレーキのを意事項 • • 299 

ブレーキ警告灯 . 300 

ブレーキ液 . 409 

ブレーキ液 . 284 

ブレーキ液の交換 . 285 

ブレーキ液の量を点検する . 285 

フ□アマット . 267 

フ□ントへッドレストの角度調整 . 88 

ラグジュア U —へッドレストの調整…88 

フ□ントワイパー . 115、367 

レインセンサー . 117 

ワイパーブレードを取り付ける . 368 

ワイパーブレードを取り外す . 368 

分割可倒式リアシート . 254 

シートクッションの脱着 . 256 

リアシートを折りたたむ . 255 

へッドランプウォッシャー . 110 

へッドランプ下向き/上向きの 
切り替え . 108 

方向指示 . 108 

ボンネット . 275 

ボンネットを閉じる . 277 

ボンネットを開く . 275 

マニュアルギアシフト . 136 

シフトアップ表示 (ML 63 AMG ) •••138 

シフト操作 . 137 

マニュアルギアシフトの選択 . 136 

マルチコントロールシートバック . 89 

マルチフアンクションステアリング……28 

マルチフアンクションディスプレイ •••• 142 

AMG 表示 (ML 63 AMG ). 147 

ギア表示-電圧表示画面 . 147 

ギア表示-油温表示画面 . 147 

ギア表示•レースタイマー画面’ • 148 

全ラップの計測結果を確認する••••150 
ラップごとの計測結果を確認する • • 150 

才ーデイオメニュー . 151 


DVD ビデオのチャプターを 

選択ずる . 152 

音楽を選曲ずる . 152 

テレビ局を選局する . 153 

ラジオ局を選局する . 151 

オフ□ー ドモード設定 

(ML 63 AMG ). 151 

オフ n - ドモード設定画面 . 151 

各種設定 . 156 

インストルメントクラスタ . 157 

各種設定項目の初期化 . 156 

各種設定メイン画面 . 156 

コンフオート . 165 

シャ U ョウ . 163 

設定グループ選択画面 . 156 

ライト . 160 

故障表示 . 155 

故障表示のリセット . 155 

車高レベル/オフ□-ド表示 . 154 

車高レベル/ディファレンシャル□ッ 

ク表示画面 . 154 

車高レベル表示画面 

( ML 63 AMG ). 154 

車両情報 . 144 

ヴブスピードメーター/ 

外気温度表示画面 . 146 

車両情報サブ画面 . 144 

車両情報メイン画面（トリップメーター 

/オドメーター) . 144 

タイヤ空気圧警告システム画面’ •••146 
メンテナンスインジケーター画面’’147 

冷却水温度画面 . 146 

車両設定 . 167 

DSR 速度設定画面 . 167 

けん引防止警報機能設定画面 . 168 

室内センサー設定画面 . 168 

電言ち . 171 

着信した電話を受ける . 172 

通話を終える（電話を切る） . 172 

通話を保留する . 172 

電話画面を表示させる . 171 

電話帳から電話を発信する . 172 

発信履歴から電話を発信ずる . 173 

卜 U ップコンピューター . 169 

瞬間燃費画面 . 171 
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ショートト U ップメーター画面 •••• 169 

走行可能距離画面 . 170 

□ングト U ップメーター画面 . 170 

ナビ . 153 

ルート案内を行なっていないとき’’153 
ルート案内を行なっているとき’’ •• 153 
マルチフアンクションステアリング’’142 
メイン画面一覧 . 143 

ミラー . 95 

ドアミラー . 96 

ルームミラー . 95 

メーターパネル . 26、27、139 

外気温度表示 . 140 

スピードメーター . 140 

タコメーター . 140 

時計 . 141 

燃料計 . 141 

燃料残量警告灯 . 141 

メーターパネル照度調整ボタン . 140 

メー ターパネルの点灯 . 139 

リセットボタン . 140 

メーターパネル照度調整ボタン . 141 

メーターパネルの点口 . 139 

メモリー機能 . 99 

シート位置の記憶 . 99 

シート位置の呼び出し . 99 

助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能 . 98 

メモリー付パワーシートの調整 . 88 

メンテナンス . 311 

AdBlue ® (ディーゼルエンジン車）…314 
メンテナンスインジケーター画面 •••• 312 

メンテナンスインジケーター画面 . 312 

自動表示機能 . 312 

手動表示 . 312 

表示メッセージ . 313 

メンテナンスインジケーターの 
リセット . 313 

雪道や凍結路面の走巧 . 297 



ライター . 265 


ライター . 265 

ラゲッジルームカバー . 258 

ラゲッジルームカパ'—収納リール • …259 

ランプ . 105 

アクティブライトシステム . 111 

コーナ U ングランプ . 110 

車外ランプ消灯遅延機能 . 109 

非常点滅灯 . 109 

ヘッドランプウォッシャー . 110 

へッドランプ下向き/上向さの 

切り替え . 108 

ち向指示 . 108 

ランプスイッチ . 105 

ルームランプ . 111 

ランプスイッチ . 105 

車幅灯 . 106 

パーキングランプ . 108 

フォグランプ . 107 

へッドランプ/ 

LED ドライビングランプ . 106 

リアへッドレストの調整 . 90 

へッドレストの角度調整 . 90 

へッドレストの高さを調整ずる . 90 

へッドレストの脱着 . 90 

リアワイパー . 117、368 

ワイパーブレードを取り付ける . 369 

ワイパーブレードを取り外ず . 368 

リセットボタン . 141 

ルーフレール . 262 

J レームミラ. . 95 

ルームミラーの角度調整 . 95 

ルームミラーの角度調整 . 95 

ルームランプ . 111 

アンビエントランプ . 114 

センターコンソールランプ . 114 

ドア下部のランプ . 114 

ドアミラー下部のランプ . 114 

非常時の自動点灯 . 112 

フットウエルランプ . 113 

フ□ン h 読書灯の点灯/消灯 . 113 

フ□ントルームランプの点灯/消灯 •• 112 
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ラヴツジ} レームランプの点灯/消灯 • • 113 
U アルームランプの点灯/消灯……113 
ルームランプの点灯モードの選択 •••• 111 


冷却水 . 282、409 

才ーパ'-ヒートしたとさ . 284 

不凍液の濃度 . 409 

冷却水の量を点検ずる . 282 

冷却水を補給ずる . 283 

□—レンジモード . 180 



ワイパー . 115 

フ□ントワイパー . 115 

リアワイパー . 117 

ワイパーブレードの交換 . 367 

フ□ントワイパーの 

ワイパーブレード . 367 

リアワイパーのワイパーブレード… • 368 

わだちを走行ずるとを . 311 

輪止め . 328 



ABS . 54 

ABS び作動したとき . 55 

ABS 警告巧 . 55 

オフ□—ド ABS . 56 

AdBlue®. 406 

外気温度び高いとき . 407 

外気温度び低いとき . 407 

純度 . 407 

特別な添加剤 . 407 

AdBlue ⑥ （ディーゼルエンジン車） ……314 

AIR マティックサスペンション 

(ML 63 AMG). 201 

ADS . 202 

八イウェイレベル . 205 

レベルコント□—ル (ML 63 AMG ) .203 

AIR マティックサスペンション 

(オフ□-ドパッケージ装備車） . 194 

ADS . 194 

レベルコント□—ル . 195 



DSR. 174 


DSR の作動と解除 . 175 

マルチファンクシヨンディスプレイで 

DSR の速度を設定する . 176 

レノ く一操作で 

DSR の設定速度を変更ずる . 177 



EASY-PACK 自動開閉テールゲート 

装備車 . 80 

車外からのテールゲートの開閉 . 80 

車内からのテールゲートの開閉 . 81 

テールゲートを閉じて車を施錠する • • • 80 

EASY-PACK 自動開閉テールゲート 
非装備車 . 79 

テールゲートの開閉 . 79 

EASY-PACK ラゲツジルームカバ -258 

ラゲツジルームカバー収納リール’…259 

EBD . 60 

ESP®. 57 

ESP ® の機能の解除 . 59 

ESP ® 表示灯 . 58、61 

オフ□—ド ESP ®. 60 



NECK PRO アクティブヘッドレスト •••46 

NECK PRO アクティブへッドレストの 
U セット . 363 



PRE-SAFE®. 45 



SRS (乗員保護補助装置） . 37 

SRS 警告灯 . 37 

エアバッグ . 39 
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シートベルトテンシヨナー/ 

ベルトフ ォース リミッター . 38 

シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 . 37 


数字 


12 V 電源ソケット . 265 

4 ETS . 60 

オフ□—ド 4 ETS . 62 

4 MAT に . 174 

4ウェイパワーシートの調整 . 86 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気巧染の抑制、 
資源の有効利用をはじめとする環境保 
護対策に取り組んでいます。環境保護 
のため、お車をご使用になるときはじ ( 
下の点にご協力ください。 

• 短距離短時間の走行を控えること 
で、燃料の余分な消費を抑えられ 
ます。 



車両には警告ラベルび貼付されていま 
す。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車を安全に使用す 
るための情報などが記されています。 
警告ラベルは絶対にはがさないでくだ 
さい。 


• タイヤの空気圧び適正であることを 
確認してください。 


• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 


• 急発進や急加速は避けてください。 

• エンジン回転数びその車の許容限度 
の2/3 (許容限度び6,000回転の 
ときは約4,000回転）を超えない 
よラに運転してください。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないときは、車から取り外してく 
ださい。 


• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
してください。 

• メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
ください。 

• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないでください。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保ってください。 

9環境 

Daimler AG は、資源を有効活用ずる 
ため、 U サイクル部品を積極的に導 
入していまず。 


オートマチックトランスミッション 
のセレクターレバーを操作ずるとを 
のま意 




■ 一 


セレクターレバーの位置 

オートマチックトランスミッシヨンの 
セレクターレバーは、センターコン 
ソールではなく、ステア U ングのち側 
にあります。 


セレクターレバーの操作方法 

方向指示やワイパーの操作をする際 
は、誤ってセレクターレバーの操作を 
しないよラに注意してください。事故 
を起こすおそれびあります。 

また、センターコンソールにセレク 
ターレバーびある車両と比べると、セ 
レクターレノ く一の操作ち法び大さく異 
なります。詳しくは0123.131ぺ一 
ジ）をご覧ください。 
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走行"ずな刖に 


点検と整備 

日常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施することが法律で義 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読みください。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディシヨ 
ナーの冷媒に不足びないか、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 

•才ーバーヒートの予防策として、し'' 
つちより頻繁に冷却水量を点検して 
ください。 

日ごろの状態と異なるとき 

エンジンをかけたとさ、いつちと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
ときは、すみやかにメルセデス*ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置が自動的に 
動さ始め、作動音などが聞こえること 
がありますび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さが十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧び低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れがあります。 


シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員が 
シートベルトを着用してください。 

運輯席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かないで 
ください。 ブレーキ ペダルやアクセ 
ルペダルの下に物び入ると、ペダル 
を操作でさなくなるおそれびあり 
ます。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったわの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあります。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t するお 
それびあります。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び 
付かないラちに吸い込むおそれびあ 
ります。 

ウォーミングアップ（暖機運転） 

エンジンび冷えているとさでも、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウォーミングアップしてくだ 
さし、 
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荷物を積むとき 

• 荷物はでさるだけラゲツジルームに 
積んでください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
よラに確実に固定してください。急 
ブレーキ時などに荷物び放り出さ 
れ、乗員びけびをするおそれびあり 
ます。 

• ラゲツジルームカバーの上に荷物を 
置かないで<ださい。急ブレーキ時 
などに荷物が放り出され、乗員がけ 
びをするおそれびあります。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に必 
ずカバーをしてください。 

• 荷物は左ちのウインドウより下の位 
置に積んでください。 

燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 

レー吿などを積まないでくださし、。 

万一のとさに引乂や爆発のおそれび 

あります。 


子供を乗せるとき 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• テ供であっても、シートベルトを正 
しく着用して、シートやヘッドレ 
ストび正しい位置になっていること 
を大人び確認してください。正しく 
シートベルトび着用でさない小さな 
テ供は、チャイルドセーフティシー 
卜を使用してください。 

• 乳児やテ供を抱いたり、膝の上に乗 
せて走行しないで < ださい。急ブ 
レーキ時や事故のとさ、大人と車の 
間に挟まれて重大なけびをするおそ 
れびあります。 

ルさな子供にはチャイルドセーフティ 

シート 

6歳未満のテ供にはチャイルドセーフ 

ティシート（1>47ページ）を使用する 

ことび法律で義務付けられています。 

子供は後席に 

• テ供はでさるだけ後席に乗せてくだ 
さい。助手席では、テ供の動さび気 
になったり、テ供び運転装置をさわ 
るなど、運転の妨げになることびあ 
ります。 

• チャイルドセーフティシートは、必 
ず後席に装着してください。 

やむを得ず助手席に装着するとさ 
は、車の進行ち向に向けてチャイ 
ルドセーフティシートを装着し、 
助手席シートを最後部に移動して 
ください。 
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• テ供を助手席に座らせるとさは、助 
手席シートを最後部にし、正し <座 
らせてください。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれびあ 
ります。 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人び開閉 
してください。テ供び操作すると、 
身体を挟んだり、けびをするおそれ 
びあります。 

• U アドアのチャイルドプルーフ□ッ 
ク （053 ページ）やリアドアウイ 
ンドウのセーフティスイッチ053 
ページ）を活用してください。 

ドアウインドウやスライディン グルー 
フ * の開□部から身体を出さない 

テ供がドアウインドウやスライディン 
グルーフの開□部から身体を出さない 
よラに注意してください。けがをする 
おそれがあります。 

車か S 離れるとを 

テ供だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になります。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こすおそれびあります。 


オートマチック車の取り扱い 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上の注意を理解し、正し< 
操作してください。「走行と停車」わ 
あわせてお読みください（>123ぺ一 
ジ)。 

オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンがかかって 
いるとさ、シフトポジションび EE 、 
m じ(外になっていると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まなくても車びゆっくり動さ 
出します。これをクリープ現象といい 
ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数が上がって素早 < 加速します。 
これをキックダウンといいます。 

エンジンの始動前 

• ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こすおそれび 
あります。 

• ブレーキペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止す 
ることやぺダ j レの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 


シフトポジションび QPj になってい 
ることを確認し、ブレーキペダルを 
確実に踏んでエンジンを始動します。 
アクセルペダルを踏む必要はありま 
せん。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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発進 

• エンジンび適正なアイドリング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さい。 

• シフトポジションを EE 、 EE に 
するとさは、必ずブレーキペダルを 
十分に踏み込んで < ださい。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車が急発進するおそれび 
あります。 

• 急な上り坂で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動さ出すのを確認してから 
ノ くーキングブレーキを解除して発進 
してください。 

走行中 

• シフトポジションを m にしない 
で<ださい。エンジンブレーキび 
まった<効かないため事故につな 
がったり、トランスミッションを損 
傷するおそれびあります。 

• 滑りやすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、スリップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれがあります。 

• 走行中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なったり、ブレーキやステアリン 
グの操作に非常に大さな力び必要に 
なります。また、安全装備が作動し 
な < なるおそれびあります。 


停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをしな 
いでください。万一、シフトポジ 
シヨンび走行位置になると、車が急 
発進して事故を起こすおそれびあり 
ます。 

• 急な上り坂での停車時、後退しよラ 
とする車を、アクセルペダルを踏む 
ことにより停止状態を保たないでく 
ださしんトランスミツシヨンを損傷 
するおそれがあります。 

• 完全に停車する前に、シフトポジ 
シヨンを EE にしないでください。 
トランスミツシヨンを損傷するおそ 
れびあります。 

駐車 

•駐車時や車から離れるとさは、必 
ずシフトポジシヨンを [ E にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、すぐにシフトポジ 
シヨンを巧□か m に戻すように 
/こ\がけてください。 FRl になって 
いることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込むと、車び後退して事故を起 
こすおそれびあります。 


こんなことにちま意 


運輯ずるとさの注意事項 

• 服用後の運転が禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し 
ないで <ださい。 

• ペダル操作の妨げになるよラな蔚ヒ 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 






20 はじめに 


曰射に関ずる注意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤びレンズの働さ 
をして、乂災が発生するおそれびあ 
ります。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないでください。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形したり、ひび割れするおそれ 
があります。 

ライターに関する注意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターが発乂したり爆 
発するおそれがあります。 

• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにしたり、 
車内に落としたままにしないでく 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターび誤作動し、乂災び発 
生するおそれびあります。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないで<ださい。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでな<、事故 
の原因になります。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 


• 燃料やオイルなどの添加剤は、純正 
品または承認されてし" i る製品のみを 
使用してください。純正でない、ま 
たは承認されていない製品を使用す 
ると、エンジン内部の摩耗が進んだ 
り、エンジンを損傷するおそれびあ 
ります。故障が発生したとさは、保 
証の対象がになります。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取りがすとさは、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反になります。なお、八ンズフ 
リー機能は使用できますび、注意力び 
散漫になり事故の原因になります。ち 
全な場所に停車してから使用してくだ 
さし、 

COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、でさる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作してください。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとさ 
は、必要最小限（約1秒じ(内）にとど 
めて < ださい。 

さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行び多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりわ早 
く行なラことび必要になります。 
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車両に保存されるデータ 


故障データ 


車両には、故障時や異常時のデータを 
保存する機能があります。 

保存されたデータは、安全装備など 
が作動するとさ、または故障や異常 
の原因の特定、車両開発などに使用 
されます。 

データを使用して、車両の過去の動さ 
をさかのぼって調べることはできま 
せん。 


メルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されます。 


データび保存されるその他の装備 

COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨ ンや電話などでデータを保存した 
り、編集することがでさます。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
明書」をご覧ください。 
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24 インストルメントパネル 



痕 

が 

G 

插 

«n 











名称 

ぺージ 

① 

コンビネーションレバー 

108 


(へッドランプ/方向指 

115 


示/ワイパー/ U アワ 

117 


ィパー) 


② 

DSR /クルーズコン 

177 


卜□-ルレバー/可変 

187 


スピードリミッターレ 



バ_ 

191 

③ 

メーターノ くネル 

139 

④ 

セレクターレバー 

123 



131 

⑥ 

パークト□ニックインジ 

206 


ケーター/作動表示な 


⑥ 

前席上方の操作部 

32 

⑦ 

エアコンディショナー 

226 


コント□ールパネル 

235 



名称 

ぺージ 

⑧ 

エンジンスイッチ 

82 


キーレスゴースイッチ* 

83 

⑨ 

ステアリング□ック解 
除八ンドル* 

93 

⑩ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

276 

⑩ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

128 

⑩ 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

128 

⑩ 

ランプスイッチ 

105 

⑩ 

ステアリング調整レ 
パー* 

94 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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名称 

ぺージ 

⑨ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

276 

⑩ 

エンジンスイッチ 

82 


キーレスゴースイッチ* 

83 

⑩ 

ステアリング□ック解 
除八ンドル* 

93 

⑩ 

ステアリング調整レ 
パー* 

94 

⑩ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

128 

⑩ 

エアコンディショナー 

226 


コント□ールパネル 

235 



名称 

ぺージ 

① 

パークト□ニックインジ 
ケーター/作動表示な 

206 

② 

前席上ちの操作部 

32 

③ 

コンビネ ーシ ヨンレバー 

108 


(へッドランプ/方向指 
示/ワイパー/ U アワ 
ィパー) 

115 

117 

④ 

DSR /クルーズコン 

177 


卜□-ルレバー/可変 
スピード U ミッターレ 

187 


バ_ 

191 

⑥ 

メーターノ くネル 

139 

⑥ 

セレクターレバー 

123 



131 

⑦ 

ランプスイッチ 

105 

⑧ 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

128 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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痕 

が 

G 

插 

«n 


メーター パネル 


メーター パネル 



名称 

ぺージ 

① 

スピードメーター 

140 

② 

スピードメーター単位 
表示 

158 

③ 

照度調整ボタン 

140 

④ 

U セツトボタン 

140 

⑥ 

照度調整ボタン 

140 

⑥ 

タコメーター 

140 

⑦ 

燃料計 

141 

⑧ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

142 

⑨ 

時計 

141 
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名称 

ぺージ 

⑧ 

シートベルト警告な 

102 

⑨ 

予熱表示な 

125 


(ディーゼルエンジン車） 


⑩ 

SRS 警告灯 

37 

⑩ 

へッドランプ表示な 

106 

⑩ 

エンジン警告な 

348 

⑩ 

八イビーム表示灯 

108 

⑩ 

燃料残量警告巧 

141 



名称 

ぺージ 

① 

ABS 警告な 

55 

② 

可変スピードリミッター 
インジケーター 

- 192 

③ 

ESP ⑧/ ETS 表示口 

58 

④ 

車間距離警告な 1 ^ 


⑥ 

ブレーキ 警告な 

300 

⑥ 

方向指示表示な（左） 

108 

⑦ 

方向指示表示な（ち） 

108 


1) 曰本仕様車では、警告阿としては機能しません。 
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マルチファンクシヨンステアリング 




名称 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

142 

② 

COMAND システム 

別冊 

③ 

1 + 11- 1 

設定スイッチ/音量ス 

142 


イッチ 

1 の 1 因 1 

142 


通話開始/終了スイッ 
チ情話） 

142 


1の11 

音声認識スイッチ 



名称 ページ 

④ 

スク□ールスイッチ 

國困 

表示切り替えスイッチ 

I OFF 。 

音声認識解除スイッチ 






























センターコンソール 


29 


センターコンソール 


ML 350 BlueTEC 4MATIC / ML 350 4MATIC 



名称 

ぺージ 


名称 

ぺージ 

① 

COMAND システム 

209 

⑨ 

助手席エアバッグオフ 

49 


サイドビューカメラ/ 

216 


表示な 



パーキングアシストリ 
アビューカメラ表示 


⑩ 

盗難防止警報システム 
表示な* 

62 

② 

シートヒータースイッチ 

91 

⑩ 

センターコンソール下 
部のル物入れ* 

252 

③ 

ESP ⑧オフスイッチ 

59 



⑩ 

灰皿 

ライター 

264 

265 

④ 

DSR スイッチ 

175 

⑥ 

非常点滅なスイッチ 

109 

⑩ 

カップホルダー 

253 

⑥ 

オフ□ー ド*ドライブ • 
プ□グラムスイッチ 

178 

⑩ 

フ□ントアームレスト 

252 


⑦ シートヒータースイッチ 91 

⑧ パークト□ニックオフ 209 

スイッチ 




B 賣含麗 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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センターコンソール 



名称 

ぺージ 

⑨ 

助手席エアバッグオフ 
表示な 

49 

⑩ 

ディファレンシャル 
□ックダイヤル 

183 

⑩ 

□ーレンジスイッチ 

180 

⑩ 

DSR スイッチ 

175 

⑩ 

車高調整ダイヤル 

195 

⑩ 

盗難防止警報システム 
表示な* 

62 

⑩ 

灰皿 

264 


ライ ター 

265 


カップホルダー 

253 

⑩ 

フ□ントアームレスト 

252 



名称 

ぺージ 

① 

COMAND システム 

209 


サイドビューカメラ/ 
パーキングアシストリ 
アビューカメラ表示 

216 

② 

サスペンションモード 
選択スイッチ 

194 

③ 

シートヒータースイッ 
チ（助手席側） 

91 

④ 

ESP ⑧オフスイッチ 

59 

⑥ 

パークト□ニックオフ 
スイッチ 

209 

⑥ 

非常点滅なスイッチ 

109 

⑦ 

走行モード選択スイッチ 

134 

⑧ 

シートヒータースイッ 
チ（運転席側） 

91 


《オフ□ー ドパッケージは、日本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


オフ□ー ドパッケージ装備車 
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接 

が 

G 

猜 

«n 



名称 

ぺージ 

⑨ 

助手席エアバッグオフ 
表示な 

48 

⑩ 

盗難防止警報システム 
表示な 

62 

⑩ 

ESP ⑧オフスイッチ 

59 

⑩ 

サスペンションモード 
選択スイッチ 

202 

⑩ 

センターコンソール下 
部のル物入れ 

252 

⑩ 

灰皿 

264 


ライター 

265 


カップホルダー 

253 

颇 

フ□ントアームレスト 

252 



名称 

ぺージ 

① 

COMAND システム 

サイドビューカメラ/ 
パーキングアシストリ 
アビューカメラ表示 

209 

206 

② 

シートヒータースイッ 
チ（助手席側） 

91 

③ 

DSR スイッチ 

175 

④ 

非常点滅なスイッチ 

109 

⑥ 

走行モード選択スイッチ 

134 

⑥ 

シートヒータースイッ 
チ（運転席側） 

91 

⑦ 

パークト□ニックオフ 
スイッチ 

209 

⑧ 

車高調整スイッチ 

204 
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前席上方の操作部 






名称 ページ 


名称 

ぺージ 

① 

フ□ント読書なスイツ 111 

チ（左側） 

⑥ 

フ□ント読書なスイッ 
チ（ち側） 

111 

② 

ラゲツジルームランプス 111 

イッチ 

⑥ 

スライディングルーフ 
スイッチ* 

246 

③ 

点なモード選択スイツチ 111 

⑦ 

ルームミラー 

95 

④ 

フ□ントルームランプス 111 

イッチ 





オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ドアの操作部 


33 



名称 

ぺージ 

⑥ 

ドアウインドウスイッチ 

119 


セーフティスイッチ 

53 

⑧ 

テールゲートスイッチ* 

81 


運転席ドア（左八ンドル車) 



名称 

ぺージ 

① 

ドア レバー 

76 

② 

ドア□ックスイッチ 

77 

③ 

ドアミラー調整スイッチ 

96 

④ 

ドアミラー選択スイッチ 

96 


ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

96 


オプションや仕様により、異なる装備です。 



ドアの操作部 


B 賣含遇 





乗員安全装備 . 36 

走行安全装備 . 54 

盗難防止システム . 62 
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シー トベルトや シー トベルトテンシヨ 
ナ ー、 ベルトフ オースリミッター、 エ 
アバッグは、効果を高めるために補い 
合い、連携する乗員保護装置です。 

これらは、想定される事故の状況に 
おいて、乗員が負傷する可能性を最小 
限に抑えて安全性を高めます。 

シートベルトとエアバッグは、物び外 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護する効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、じ(下のことに注意してください。 

• シートやへッドレストは正しい位 
置に調整してください（>85〜 
90、103、104ページ）。 

• シートベルトを正しく着用してくだ 
さい（[>100ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してください039 
ぺージ)。 

• ステア U ングを正しい位置に調整し 
てください。 

. 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、 

〇 エアバッグはシートベルトを正し 
く着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることができます。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮する付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるものではありません。エアバッ 
グび装備されていても、必ず乗員全 
員びシートベルトを正しく着用して 
ください。 


また、エアバッグは、あらゆる種 
類の事故で作動するわけではあり 
ません。状況によっては、乗員び 
正しくシートベルトを着用してい 
る場合は、エアバッグが作動して 
わ乗員保護効果が高まらないこと 
があります。 

じ(下の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正しく着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさます。 

• シートベルトを着用することで、乗 
員とエアバッグの適切な位置関係を 
保つことがでさます。 

• シートベルトを着用することで、 
正面からの衝突のとさなどに乗員 
び前方に投げ出されるのを防ぐこ 
とびでさます。 

A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えたメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で行な ラ こ 
とをお勧めします。特に安全に関わ 
る整備については、必ずメルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場で行なって 
ください。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になりまず。 


A 警告 

乗員保護装置を取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで<だ 
さい。また、車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 

誤作動でけびをしたり、事故などの 
とさ、正常に作動しなくなるおそれ 
びありまず。 


擊辦が狀 
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SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は於下の装備により構成されます。 
• SRS 警告な 
• エアバッグ 

• エアバッグコント□—ルユニット 
(クラッシュセンヴーを含む） 

• シートベルトテン シヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 


SRS I SRS 警告。 

イグニッシヨン位置を1にすると点 
なし、数秒後に消なします。 

イグニッシヨン位置を2にすると点 
なし、エンジン始動後に消なします。 

イグニッシヨン位置び1か2のと 
さは、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出します。 

A 警告 

下のようなときは、 SRS に異常 
び発生していまず。衝撃を受けてを 
エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動しないおそれや、不意に 
作動ずるおそれびあります。ただち 
にメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

•イグニッシヨン位置を1わ、2にし 
たとさに SRS 警告灯び点巧しない 
とさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
さは数秒後に、イグニッシヨン位 
置を2にしたとさはエンジンを始 
動してから数秒後に SRS 警告灯び 
消巧しないとさ 

• エンジンびかかっているとさなど 
に SRS 警告巧び点巧したとさ 


シートベルトテンシ ヨナーと 運輯席/ 
助手席エアバッグの作動 

シートベルトテンシヨナーとエアバッ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
ります。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
ヴーは衝撃の強さやち向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要びあるか判断します。 

さらに前方から一定 iiLb の衝撃を検知 
したとさに、運転席/助手席エアバッ 
グが作動します。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びあります。 

事故の際にすベてのエアバッグび作 
動するわけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なります。 

いずれのエアバッグち、衝突の最 
初の段階において検知された、 
下の要素に基づいて作動します。 

• 前ちからの衝突 
• 側面からの衝突 
. 横転による衝突 
• 車両への衝撃度 

〇 センサーび検知する衝撃の強さや 
ち向は、(下の要素によって決ま 
ります。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


擊嫌がが 
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シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオースリミッター 


シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置です。 

フ□ントシートベルトと左ちのリア 
シートベルトに装備されています。 

シートベルトテンシヨナーは、じ(下の 
とさに作動します。 

• イグニッシヨン位置び2のとさ 
• SRS に異常びないとき 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトび正しくバッ 
クルに差し込まれているとき 

リアシートのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトの着用に関わら 
ず作動します。 

シートベルトテンシヨナーは、事故の 
状況や衝撃の強さがじ(下のよラなとさ 
に作動します。 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦方向に急激に一定(上の衝撃を検 
知したとさ 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
横方向に一定 iiLb の衝撃を検知した 
とさ 

• 車両が横転するよラな特定の状況 
で、シートベルトテンシヨナーの作 
動び乗員保護効果を高めるとシステ 
ムび判断したとさ 


ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定(上の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散*軽減します。 

フ□ントシートベルトと左ちのリア 
シートベルトに装備されています。 

フ□ントシ ー トのベルトフ オース リ 
ミッターは、運転席/助手席エアバッ 
グと連動しており、乗員にかかる力を 
分散-軽減します。 

A 警告 

• シートベルトテンシヨナーの作動 
時にわずかに白煙び発生すること 
びありますび、火災の配はあり 
ません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こすおそれびありまずので、安全 
を確認のラえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開さ、換気を 
行なってください。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ずメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で新品と交換し 
て < ださい。 

未作動のシートベルトテンシヨ 
ナーを廃棄するとさは、廃棄専用 
の処置び必要でず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場、 または 
専門業者に依頼してください。 


撃辦が狀 
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A 警告 

フ□ントシートのシートベルトテン 
シヨナーは、シートベルトのバックル 
び下方に引さ込まれたとさにのみ、正 
しく機能します。シートベルトのバッ 
クルの動さを妨げるよラなちのびない 
ことを確認してください。また、バッ 
クルをつかまないでください。 

P 助手席に乗車していないときは、 
シートベルトのプレートをバックル 
に差し込まないでください。衝突時 
などに、シートベルトテンシヨナー 
び作動することびあります。 

P シートベルトテンシヨナーの作動 
時に聞こえる作動音は、ごくまれに 
聴力に影響することびあります。 

〇 シートベルトテンシヨナーは、 
シート位置び不適切なとさや、シー 
トベルトび正しく着用されていない 
とさは、効果を発揮でさません。 

〇 シートベルトテンシヨナーは、 
バックレストに乗員の身体を密着さ 
せるためのちのではありません。 

〇 シートベルトテンシヨナーび作 
動すると、フ□ントシートベルトの 
バックルびシートクッシヨンの高 
さまで引き込まれます。また 、 SRS 
警告なび点なします。 


エアバッグ 


A 警告 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮するため、下の点にを意して 

<ださい。 

• 乗員全員びシートベルトを正しく 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストの中央び目の高さに 
なるように調整してください。 

• 身長 150 cm 未満の子供はチャイ 
ルドセーフテイシートを使用して 
確実に身体を固定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後 
部に動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔び狭す 
ざると、エアバッグび作動ずる衝 
撃でけびをするおそれびありまず。 

• やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着ずるとさ 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席シートをちっとち後ろの位置に 
して < ださい。 

• 運転中はステア U ングのパッド部 
を持ったり、身体をステア U ング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。エアバッグの作動び妨げ 
られるおそれや、エアバッグび作 
動したとさにけびをするおそれび 
あ0まず。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないでください。サイドバッグや 
ウインドウバッグび作動ずる衝撃 
でけびをずるおそれびあ0まず。 


• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで < ださい。 

• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 


撃嫌がが 
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• エアバッグ作動範囲と乗員の間 
に、ぺットや荷物を置かないでく 
ださい。 

• エアバッグ収納部やその近<に物 
を置かないでください。 

• アシストグ U ップやコートフック 
にかたい物や鋭利な物をかけない 
で < ださい。 

• ウインドウや ピラーの 周囲にアク 
セヴ U —などを取り付けないで< 
ださい。 

• ルームミラーに市販のワイドミ 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さい。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけびをしたり、 
正しく作動しなくなりまず。 


A 警告 

m 下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセヴ U —などを取り付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• ステア U ングコラム下部のパネル部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 
• フ□ントシートのバックレスト部 
• U アシートの左ち側面 


エアバッグの作動 

車び一定(上の衝撃を受けると、高温 
のガスび排出されて、収納されている 
エアバッグび瞬時にふくらみます。 

これにより、乗員の頭部や胸部への衝 
撃を分散*軽減します。 

A 警告 

• 関連部品に身体を触れないで<だ 
さい。部品び熱くなっており、乂 
傷をするおそれびありまず。 

• エアバッグの作動時にわずかに白 
煙び発生ずることびありますび、 
火災の配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こすおそれびありまずので、安全 
を確認のうえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開き換気を行 
なって < ださい。 

• 作動したエアバッグは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で新品と交換してください。 

未作動のエアバッグを廃棄すると 
さは、廃棄専用の処置び必要でず。 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場、または専門業者に依頼して 
<ださい。 

" エアバッグは高温のガスによりふ 
くらむため、すり傷や乂傷、打撲な 
どをすることびあります。 

" エアバッグの作動時に聞こえる爆 
発音は、ごくまれに聴力に影響する 
ことびあります。 

〇 エアバッグび作動すると、 SRS 警 
告なび点なします。 


撃辦が狀 
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エアバッグの種類と収納場所 


エアバッグ名 

収納場所 

運転席 

エアバッグ 

ステア U ング 
パッド部 

運転席 

二ーバッグ 

運転席足元 

助手席 

エアバッグ 

助手席ダッシュ 
ボードパネル部 

フ□ントサイド 
バッグ 

フ□ントシート 
のバックレスト 
側面 

U アサイド 
バッグ 

リアシートのを 
ち側面 

ウインドウ 
バッグ 

フ□ントピラー 
と U アピラー間 
のルーフライニ 
ング部 


運輯席/助手席エアバッグ 



左八ンドル車 


前ちからの強い衝撃を受けると作動 
し、乗員の頭部や胸部への衝撃を分 
散-軽減します。 

運転席エアバッグ①と助手席エアバッ 
グ②は、他のエアバッグの作動に関わ 
らず、じ(下のとさに作動します。 

• 衝突の最初の段階で、車両の縦方向 
に急激に一定 iiLb の衝撃を検知した 
とさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
び、シートベルトによる乗員保護 
機能を高めるとシステムが判断し 
たとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とさ 

車両び横転したとさは、車両の縦ち向 
に一定(上の衝撃を検知しない限り、 
運転席/助手席エアバッグは基本的 
に作動しません。 

〇 車の前ちからの衝撃び弱いとさは 
シートベルトテンシヨナーだけが作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことびあります。 


擊瓣がが 
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Q 助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムが助手席に乗員 
びいると判断し、事故のとさに助 
手席エアバッグが作動することび 
あります。 


運転席ニーバッグ 



左八ンドル車 


運転席ニーバッグ①は、運転席エア 
バッグに連動してステアリングの下方 
で作動し、運転席乗員の膝から下への 
衝撃を分散.軽減します。 


サイドバッグ 



横ち向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のフ□ントヴイドバッ 
グ①/リアヴイドバッグ③が作動し、 
胸部への衝撃を分散*軽減します。 

サイドバッグは、運転席/助手席エ 
アバッグやシートベルトテン シヨ ナー 
の作動、シートベルトの着用に関わら 
ず、衝突の最初の段階で、横ち向から 
一定(上の衝撃を検知したとさに作動 
します。 

車両が横転したとさは、車両の横方向 
に一定(上の衝撃を検知し、サイド 
バッグの作動がシートベルトによる乗 
員保護機能を高めるとシステムが判断 
しない限り、基本的に作動しません。 

A 警告 

シー トに市販の シー トカ バーを 使用 
しないでください。サイドバッグの 
作動び妨げられるおそれびあります。 


撃辦が狀 
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A 警告 

エアバッグのセンサーびドアの内部 
にあります。ドアやドアト U ムにオー 
ディオや電装品を追加装備したり、 
修理や飯金作業などを行なラと、エ 
アバッグの作動に悪影響を与えるお 
それびあります。詳しくはメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場におた 
ずねください。 

ウインドウバッグ 



エアバッグの作動条件 

運転席/助手席エアバッグ/運転席 
ニーバッグが作動するとさ 

正面衝突など車の前方左も 
約3□度け^内の方向から強 
し順撃を受けたとき 

-約30° 約30。一 

作動範囲 


W 



運転席/助手席エアバッグ/運転席 
ニーバッグび作動しないとさ 


横方向からの強い衝撃を受けると、 
衝撃を受けた側のウインドウバッグ 
①が作動し、頭部への衝撃を分散- 
軽減します。 

ウインドウバッグは、運転席/助手 
席エアバッグの作動や助手席の乗員 
の有無に関わらず、じ(下のとさに作 
動します。 

• 衝突の最初の段階で、横方向から一 
定じ(上の衝撃を検知したとさ 

• 車両び横転するよラな特定の状況 
で、ウインドウバッグの作動びシー 
トベルトによる乗員保護効果を高め 
るとシステムび判断したとさ 



擊撕がが 
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運転席/助手席エアバッグ/運転席サイドバッグ/ウインドウバッグが 
ニーバッグび作動しない場合びある作動するとさ 
とさ 


客室部分に横ち向から強い衝突を 



■サイドバッグ/ウインドウバッグが 
作動しない場合があるとさ 

トラックの下に潜り込ん 
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いずれかのエアバッグが作動する場合 
びあるとさ 



PRE-SAFE 膠 

PRE - SAFE ⑧（プレセーフ）は、車び 
危険な状態にあることを感知したとさ 
に、乗員保護機能を高める装置です。 

PRE - SAFE ⑧は、 liTF のときに作動し 
ます。 

• BAS が作動するよラな急ブレーキ 
を効かせたとさ 

• 車び物理的な限界を超えて強いア 
ンダース テア状態や オーバー ステ 
ア状態になったとさなど、車の姿 
勢び危険な状態になったとさ 

PRE - SAFE ® は、約 30 km / hiiLb で走 
行しているとさ、じ(下のよラに作動し 
ます。 

• 前席シートベルトび弓 I き込まれます。 

• メモリー付パワーシート装備車は、 
助手席シートび、エアバッグの作 
動に対し不適切な位置にある場合 
は、助手席シートを適正な位置に 
自動的に調整します。 

• 車の横滑りを感知すると、万一の横 
転時に乗員び車外に放出されること 
を防ぐため、ドアウインドウとスラ 
イディングルーフ*び少し開いた 
状態まで自動的に閉じます。 

車が危険な状態から脱すると、電動式 
シートベルトテンシヨナーの張力が緩 
みます。また、助手席シートの位置*、 
ドアウインドウやスライディン グルー 
フ*の開さ具合を再度調整することび 
でさます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


撃獻がが 
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前席シートベルトの引さ込みび解除さ 
れないとさ 

► シートベルトの張力び下がるまで、 
バックレスト角度やシートの前後位 
置を後ちに動かします。 

□ック機構び解除されます。 

A 警告 

助手席シートの位置を調整するとさ 
は、身体び挟まれないよラにを意して 
<ださい。 

〇助手席シートの位置を調整すると 
さは、シート下部や後方に物がない 
ことを確認してください。シートや 
物を損傷するおそれがあります。 


A 警告 

フ□ントシートには、必ず純正のシー 
トカバーだけを使用してください。 
市販のシートカバーを使用ずると、 
NECK PRO アクティブへッドレス 
卜の作動び妨げられるおそれびあり 
ます。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへッドレストが作動した場合 
は、へッドレストが前方に動いたま 
まの状態になります。このときは、 
NECK PRO アクティブへッドレスト 
の U セット作業を行なってください 
(1>363ぺージ）。 


NECK PRO アクティブへッドレスト 子供を秉せるとき 


NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後ちからの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレ 
ストび前ちおよび上方に動くことによ 
り、運転席と助手席乗員の頭部をより 
効果的に支持し、頭部や頸部の保護度 
合し'\を局めます。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストび作動しないことがあります。 


テ供を乗車させるとさは、テ供の体格 
や年齢、体重に合ったチャイルドセー 
フティシートを使用して、身体を固定 
してください。 

チャイルドセーフティシートは後席に 
装着し、走行している間は、チャイル 
ドセーフティシートによりテ供の身体 
を固定してください。 

Daimler AG では、テ供の体重や年齢に 
応じた純正チャイルドセーフティシー 
卜を用意しています（1>48ページ）。 


撃辦が狀 








乗員ま全装備 


47 


A 警告 

チャイルドセーフティシートを使用 
している場合でを、テ供だけを車内 
に残して車から離れないでください。 

• 運転装置に触れてけびをするおそ 
れびあ0ます。 

• 誤ってドアを開さ、事故の原因に 
なります。 

• 炎天下では車内び高温になり、熱中 
症を起こすおそれびあります。 

• 寒;令時には車内び低温になり、命 
にかかねるおそれびあ0ます。 

A 警告 

荷物び固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、 iU 下の 
よラな場合に子供びけびをずる危険 
1年び増加します。 

• 事故 
• 急ブレーキ 
• 急な進路変更 

荷物を積むとさ/固定するとさに 
ついて、詳しくは（>2日0、257ぺージ） 
をご覧ください。 


チヤイルドセーフテイシート 


A 警告 

• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格のテ供などは、チャイル 
ドセーフティシートを使用してく 
ださい。急な進路変更時や急ブレー 
キ時、事故のとさなどに身体を車 
内に激しくぶつけたり、車外に放 
り出されて致命的なけびをするお 
それびあ0ます。 

• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格の子供び、そのままシー 
トベルトを着用すると、首を締め 
付けたり、腹部を強く圧迫したり 
して致命的なけびをするおそれび 
あ0まず。 

• 6歳未満のテ供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフティシート 
を使用ずることび法律で義務付け 
られていまず。 

• 6歳!;上のテ供でを、シートべル 
卜び正しく着用できないテ供は、 
チャイルドセーフティシートを使 
用して < ださい。 

• 身長 150 cm 未満のテ供はチャイ 
ルドセーフティシートを使用して 
確実に身体を固定してください。 

• テ供の体格に適合したチャイルド 
セーフティシートを使用し、テ 
供を正しい姿勢で座らせ、身体を 
シートベルトで確実に固定してく 
ださい。 


• 子供を膝の上に乗せて走行しない 
で<ださい。急な進路変更時や急 
ブレーキ時、事故のとさなどに身 
体を車内に激しくぶつけたり、車 
外に放り出されて致命的なけび 
をするおそれびあ0ます。 


擊齡がが 
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• チャイルドセーフティシートは、 
U アシートに装着してください。 

やむを得ず助手席に装着ずるとさ 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席シートをちっとを後ろの位置に 
して < ださい。 

• 後ろ向さに装着するタイプのチャ 
イルド セーフティシー トは助手席 
に装着しないでください。また、 
タイプにかかわらず、助手席には 
チャイ ル ド セーフティシー トを後 
ろ向さに装着しないでくださし、 
エアバッグび作動する衝撃で致命 
的なけびをするおそれびあ0ます。 
チャイルド セーフティシートに 
関ずるを意事項を記載したステッ 
カーび、助手席側サンバイヴーお 
よび、助手席サンバイヴーを下ろ 
した ルーフ 内張り側に貼付され 
ていまず。 



• チャイルドセーフテイシートび損 
傷しているとさは新品と交換して 
ください。大さな衝撃を受けたり、 
損傷したをのはテ供を保護でさま 
せん。 

• チャイルドセーフテイシートは確 
実に装着してください。急ブレー 
キ時などに、チャイルドセーフテイ 
シートび投げ出されて乗員びけび 
をするおそれびあ0まず。 


• チャイルドセーフテイシートの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。チャイルドセーフテイ 
シートび確実に装着されないおそ 
れびあ0まず。 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用しないとさは、車から取り外す 
か、確実に固定してください。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートび高温になり、テ 
供び火傷をずるおそれびあります。 

• チャイルドセーフテイシートの取 
り扱いや装着ち法については、製 
品に添付されている取扱説明書を 
ご覧ください。 

純正チャイルドセーフティシート 

Daimler AG では、テ供の体重や年齢 
に応じた純正チヤイルドセーフテイ 
シートを用意しています。 


選択の目安 


シート名 

体重 

年離 

べビーセー 
フ プラス 

約 13kgl；rF 

新生児〜 
18力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

または 

キッド 

フィックス 

15〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


《チヤイルドセーフティシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあります。 
詳しくは販売店におたずねください。 


撃辦が狀 
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助手席エアバッグオフ表示'灯 



ヤイルドセーフティシート検知システ 
ム装備車のための表示なです。曰本仕 
様には設定のない装備のため、表示な 
としては機能しません。 

イグニッシヨン位置を1か2にした 
とさに、助手席エアバッグオフ表示 
なび点なすることがありますび、助 
手席エアバッグの機能は解除されま 
せん。 

チヤイルドセーフティシート固定機構* 

チヤイルドセーフティシートをシート 
ベルトで固定するとき、シートベルト 
び引さ出されないよラに□ックして 
チヤイルドセーフティシートを確実に 
固定するシステムです。 

リアシートのシートベルトに装備され 
ています。 


A 警告 

子供をチャイルドセーフティシート 
固定機構で遊ばせないでください。 
固定機構び作動するとシートベルト 
び引さ出しち向に動かなくなるため、 
誤ってシートベルトび首に卷さ付く 
と、窒息など致命的なけびをするお 
それびあ0ます。 

固定機構を使用ずる 

►チャイルドセーフティシートを、製 
品に付属の取扱説明書に従って正し 
く装着します。 

► シートベルトのプレートをバックル 
に差し込んだ状態でシートベルト 
をいっぱいまで引さ出した後、チャ 
イルドセーフティシートび確実に固 
定でさる位置までシートベルトを巻 
さ取らせます。 

チャイルド セーフ ティシートを固 
定後、シートベルトが引さ出しち 
向に動かないことを確認してくだ 
さい。 

固定機構を解除ずる 

► シートベルトの プレー トをバックル 
から外し、シートベルトを巻さ取ら 
せます。 

〇 シートベルトを着用した状態で上 
体を大さく動かしたときに、シー 
トベルトがいっぱいに引き出され 
てチャイルド セーフ ティシート固 
定機構び作動することがあります。 
このときは、固定機構を解除して 
から、シートベルトを再度着用し 
てください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


擊齡がが 
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に 0- FIX 対応チャイルドセーフテイ 
シート固定装置 

左ちのリアシートに、 ISO - FIX 対応チャ 
イルドセーフテイシート用の固定装置 
を装備しています。 

A 警告 

この固定装置は、体重 22 kgl ； i ^ 下の 
テ供を乗車させるとさに使用してく 
ださい。体重 22 kg 上のテ供を乗 
車させるとさは、チャイルドセーフ 
テイ シー トを U アシー トのシ~卜べ 
ルトで固定してください。 

A 警告 

チャイルド セーフテイシートは、 必 
ず製品の取扱説明書の指示に従い、 
左ちの固定装置に装着して < ださい。 
装着ち法を誤ると、事故のとさ、十 
分な効果び得られなかったり、チャ 
イルド セーフテイシー トび外れるお 
それびあ0まず。 

A 警告 

チャイルド セーフ テイ シー トや固定 
装置び事故で損傷したり強い負荷を 
受けた場合は、新品に交換してくだ 
さし、 


チャイルド セーフ テイ シー トを装 
着ずる 



► カバー①を取り外します。 



► 固定装置②にチャイルドセーフティ 
シートを装着します。 


H チヤイルド セーフ ティシートを装 
着するとさは、中央の席のシートべ 
ルトを挟み込まないよラに注意して 
ください。 


撃辦が狀 
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テザーアン カー 


リアシートの背面にテヴーアンカーを 
装備しています。 

それぞれのテヴーアンカーには、テ 
ヴーベルトを使用して、テヴーアン 
カーに対応した専用チャイルドセー 
フティシートを装着することびでさ 
ます。 

に 0-FIX 対応チャイルドセーフティ 
シートの上部を固定することにより、 
事故のとさなどにチャイルドセーフ 
ティシートの前方への移動を抑える 
ことびでさます。 

A 警告 

• テヴーベルトは、 チャイルド セーフ 
ティシー トの位置に対応した テヴー 
アンカーに取り付けてください。 

• テヴーベルトびねじれたり、複数 
のテヴーべルトび交差しないこと 
を確認してください。 

• テヴーアンカーに、テヴー ベルト 
び確実に固定されていることを確 
認してください。 

〇 純正チャイルドセーフティシート 
には、テヴーベルトを装備してい 
ないタイプがあります。詳しくは販 
売店におたずね < ださい。 


テヴーアンカーを使用ずる 



► テヴーアンカーのカバー ①を取り 
がします。 


テザーフックを取り付ける 



► へッドレスト③を上げます。 


► ヘッドレストの2本の支柱の間に 
テヴーベルトを通します。 

シート背後にラゲッジルームカバー 
収納リール①（>259ぺージ）を取 
り付けてあるとさは、テヴーベルト 
びノ（ックレスト③とラゲッジ J レーム 
カノ（一収納リー J レ①の間を通るよラ 
にします。 


擊瓣がが 
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► テヴーフック⑥をテヴーアンカー 
④にかけます。 


► テヴーベルト⑥を締めます。 

► 必要であれば、ヘッドレストを少 
し下げます。 

テヴーべルトの動さが妨げられて 
いないことを確認してください。 


チャイルドプルーフ□ック 


テ供が後席に乗車するとさは、(下の 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
ください。 

• リアドアのチャイルドプルーフ 
□ック 

• リアドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ック 

A 警告 

• チャイルドセーフティシート固定 
装置を使用して、チャイルドセー 
フティシートにテ供を乗車させ 
ているとさを、テ供だけを車内に 
残して車から離れないでください。 
事故の原因になった0、運転装置 
に触れてけびをするおそれびあり 
9 〇 

また、車内び高温または低温に 
なった状態では、命に関わるおそ 
れびあ0ます。 

• チャイルドセーフティシートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフティシートび高温になり、 

テ供び火傷をずるおそれびあり 
まず。 

• 子供び後席に乗車するときは、チャ 
イルドプルーフ□ックを設定して 
ください。テ供び U アドアや U ア 
ドアウインドウを開くと、事故や 
けびの原因になりまず。 


撃嫌が狀 
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リアドアのチヤイルドプルーフ□ック 
を設定ずる 



リアドアのチヤイ ル ド プルーフ□ッ 

クを設定すると、車内のドアレバー 

を引いてわリアドアび開かな<なり 

ます。 

► レバーを設定側②に操作します。 

►車内のドアレバーを引いて、ドアび 
開かないことを確認します。 

►解除するときは、レバーを解除側① 
に操作します。 

〇 U アドアのチヤイ ル ド プルーフ 
□ックび設定されていてわ、車び解 
錠されているとさは、車がのドア八 
ンドルで U アドアを開くことがでさ 
ます。 


リアドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ックを設定ずる 



左八ンドル車 


リアドアのスイッチによる U アドアウ 
インドウ操作びでさなくなります。 

►スイッチ①を押して、押されたが^ 
態にします。 

リアドアのスイッチからはリアド 
アウインドウが操作でさなくなり 
ます。 

►解除するときは、スイッチ①を押 
して、押されていない状態にし 
ます。 

〇 セーフティスイッチの設定/解除 
にかかわらず、運転席ドアのスイッ 
チではリアドアウインドウを操作で 
さます。 
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走行安全装備 


走行ち全装備には、 ii (下のものびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP ⑧（エレクト□ニック-スタビ 
U ティ*プ□グラム） 

• EBD (エレクト□ニック-ブレーキ 
J の一. ディスト U ビューシヨン） 

• 4 ETS (エレクト□ニック-トラク 
シヨン-サポート） 

〇 雪道や凍結路を走行するときは、 
ウィンタータイヤやスノーチェーン 
の装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、ウィン 
タータイヤやスノーチェーンを装 
着することで、走行ち全装備の効果 
び発揮されます。 

A 警告 

走行安全装備び適切に作動してを、 
車両操縦性や走行安定性の確保、制 
動距離の短縮には限巧びあります。 
常に道路や天候の状況にを意し、十 
分な車間距離を保つて運転して < だ 
さい。 

また、タイヤのグ U ップび失われた 
状況では、走行安全装備は効果を発 
揮しません。 


ABS 

ABS (アンチ□ック-ブレーキング • 
システム）は、急ブレーキ時や滑り 
やすい路面でのブレーキ時など、車び 
不安定な状況になったとさに、タイヤ 
の□ックを防ざ、ステア U ングでの車 
両操縦性を確保する装置です。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度び約 8 km / h を超えると作動でさ 
るよラになります。 

滑りやすい路面では、軽<ブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでち ABS は作 
動します。 

A 警告 

ポンピングブレーキは行なわないで 
ください。制動力び減少して制動距 
離び長<な0、停車しされずに事故 
を起こずおそれびありまず。ブレー 
キ操作をずるとさは、ブレーキぺダ 
ルを スムーズに しっかりと踏み込ん 
で < ださい。 

A 警告 

• ABS はブレーキ操作を補助ずる装 
置で、無謀な運転からの事故を防 
ぐちのではありません。 

ABS び適切に作動してち、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界 
びありまず。常に道路や天候の状 
況にを意し、十分な車間距離を保っ 
て運転してください。 

また、タイヤのグ U ップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 

^ 〇 


撃辦が狀 
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• ABS に異常びあるとさは、ブレー 
キペダルを強く踏み込むとタイヤ 
は□ックしまず。その結果、ステ 
ア U ングでの車両操縦性び制限さ 
れ、制動距離び長<なるおそれび 
あ0まず。 

• 故障により ABS の機能び解除され 
たときは、 BAS と ESP ⑩の機能も 
解除されまず。常に進路や天候の 
状況にを意して運転してください。 

Pabs は制動距離を短くする装置で 
はありません。じ(下のよラな路面び 
滑りやすい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離び長く 
なることびあります。 

• 雪の積わった路面や凍結した 
路面 

• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数び連 
続して変化する路面 

• スノーチェーン 装着時 

P マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに ABS に関する故障/警告 
メ ッ セージが表示されたとさは 
(^330、331ページ）をご覧くだ 
さい。 

Pabs に異常びあると、急ブレーキ 
時にタイヤが□ックしてステアリン 
グ操作び効かな<なり、制動距離び 
長くなるおそれびあります。 

OaBS に異常びあると、 ESP ⑧に関す 
る故障/警告メ ッ セージび表示さ 
れることびあります。すみやかにメ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


〇バッ テリー電圧び低下すると ABS 
び一時的に機能を停止します。電圧 
が回復すると、機能わ元に戻ります。 

ABS び作動したとき 


ABS が作動すると、ブレーキぺダ 
ルに脈動を感じたり車体び振動する 
ことびありますび、異常ではありま 
せん。そのままペダルを踏み続けて 
ください。 

強い制動力び必要なとさは、ブレー 
キペダルをいっぱいまで踏み込んで 
ください。 

〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
がわずかに振動したりモーターの音 
び聞こえることびありますび、これ 
は、システムび自己診断をしている 
とさの音で異常ではありません。 


(BJ ABS 警告'灯 

イグニッシヨン位置を2にすると点な 
し（点なしないとさは警告なび故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

エンジン始動後に消好しないとさやエ 
ンジンがかかっているとさに点灯した 
とさは、 ABS に異常びあります。 

ブレーキは通常通り作動しますび、 
ABS 、 ESP ®、 BAS 、 ETS 、 PRE - SAFE ® 
などは作動しません。 

いつちより慎重に運転し、すみやかに 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


擊齡がが 
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オフ □- ド ABS* 


オフ□ー ド ABS は、未舗装路やめか 
るみなどの悪路でブレーキペダルを 
踏んだとさにフ□ントタイヤを周期的 
に□ックさせ、制動力を向上させる才 
フ□ー ド専用のシステムです。 

オフ□ー ド ABS は、オフ□ード•ド 
ライブ•プ□グラム* (0178 ぺージ） 
を作動させたとさ、または□ーレン 
ジ（杉180ぺージ）にしたときに、約 
30 km/h (下の速度でブレーキぺダ 
ルを強く踏むと自動的に作動します。 

A 警告 

• オフ□ー ド ABS は未舗装路、めか 
るみなどの悪路でのブレーキ時の 
制動力を高める装備で、無謀な運 
転から事故を防ぐちのではありま 
せん。オフ□ー ド ABS び適切に作 
動しても、制動力には限界びあり 
よ y 〇 

• オフ□ー ド ABS の作動時は、フロ 
ントタイヤび□ックするため車両 
操縦性に影響をおよぼずおそれび 
あります。慎重に運転ずることを 
びけてください。 


BAS 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保するブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じですが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されます。 

A 警告 

• BAS は緊急ブレーキの操作を補 
助ずる装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐちのではありません。 
BAS び作動してち制動距離の短縮 
には限界びあります。また、タイ 
ヤのグ U ップび失われた状況では 
効果を発揮しません。 

• BAS に異常びあるとさもブレーキ 
は通常通り作動しまずび、緊急ブ 
レーキ時には制動距離び長<なる 
おそれびあ0まず。 

• BAS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 

^ 〇 


B マルチフアンクシヨン デイ スプレ 
イに ABS に関する故障/警告メツ 
セージび表示されたときは BAS は 
作動しません。詳しくは（>330、331 
ページ）をご覧ください。 

OBAS に異常があると、 ABS わ正し 
く作動しなくなることがあります。 


撃辦が狀 


※□ーレンジモードは、曰本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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Obas に異常びあるとさは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ABS に関する故障/警告メッセー 
ジび表示されますが、ブレーキは通 
常通り作動します。 

〇 バッテリー電圧び低下すると BAS 
び一時的に機能を停止します。電圧 
び回復すると機能も元に戻ります。 


アダプティブブレーキランプ 

約 50 km / hii (上からの急ブレーキ時 
に BAS び作動すると、ブレーキラン 
プび点滅し、後方の車両に注意を促し 
ます。停車すると、ブレーキランプは 
点なに変わります。 

また、約 70 km / h じ(上からの急ブレー 
キ時には、 ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車すると非常点滅好が自動的 
に/点滅します。 

自動的に点滅した非常点滅灯は、非常 
点滅なスイッチを押すか、再度走行を 
開始して走行速度び約 10 km / hii (上 
になると、自動的に消なします。 


ESP® 

ESP ⑧（エレクト□ニック.スタビリ 
ティ-プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不安定な状況 
になったとさに、個別のタイヤにブ 
レーキをかけたり、エンジンの出力を 
制御して、車両操縦性や走行安定性を 
確保しよラとするシステムです。 

この車には、4輪駆動システムのため 
に専用に開発された 4- ESP ® び装備さ 
れています。 


A 警告 

ESP ® は車両操縦性や走行安定性を高 
めるシステムで、無謀な運転からの事 
故を防ぐちのではありません。 ESP ⑩ 
び作動してを、車両操縦性や走行安 
定性の確保には限界びありまず。ま 
た、タイヤのグ U ップび失われた状 
況では効果を発揮しません。 

ESP ® 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任びあります。 

B マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに ESP ⑧に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
0331、332ページ）をご覧くだ 
さい。 

〇前輪または後輪のみを持ち上げた 
状態でけん引しないでください。馬区 
動装置などを損傷するおそれびあり 
ます。 

P ESP ⑧び故障すると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに故障/ 
警告メッセージび表示され、エン 
ジンの出力び低下することがあり 
ます。走行が困難なとさは、すみ 
やかに安全な場所に停車し、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してください。 

〇ブレーキダイナモ上で車輪を動 
かすときは、約10秒じ(内にしてく 
ださい。また、イグニッシヨン位置 
を0か1にしてください。ブレー 
キシステムや駆動系部品を損傷する 
おそれがあります。 


擊瓣がが 
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P ダイナモメーターを使用して検 
査などを行なラとさは、必ず2軸 
ダイナモメーターを使用してくだ 
さい。ブレーキシステムや駆動系部 
品を損傷するおそれがあります。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

〇 ABS に異常び発生したときは、 
ESP ⑧の機能も解除されます。 

〇 指定のサイズで4輪とわ同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ⑧び 
作動することがあります（走行中に 
ESP ⑧/ ETS 表示灯が点滅したまま 
になります）。 

〇 ABS 警告な®]び点なしている 
とさは、 ESP ⑧わ作動しません。メ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

〇 エンジンがかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のアプ 
□ーチを走行しているとさなどに、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に ESP ⑧に関する故障/警告メッ 
セージが表示され、 ESP ⑧/ ETS 表 
示なや ABS 警告灯が点灯すること 
があります。 

このよラなとさは、ち全な場所に 
停車して、イグニッシヨン位置を0 
に戻し、エンジンを再始動してく 
ださい。しばらく走行すると、故 
障/警告メッセージや表示な、警 
告なは消なします。 


A I ESP ⑥/ ETS 表示'灯 

イグニッション位置を2にすると点な 
し（点なしないとさは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消なし 
ます。 

発進時または走行中に点滅したとさ 
は、 ESP ⑧び作動しています。 

ESP ⑧オフスイッチで ESP ⑧の機能を 
解除 （^59 ページ）しているときは、 
点なしたままになります。 

A 警告 

ESP ⑩/ ETS 表示巧び点滅したとき 
は、タイヤび空転しているか、車び 
横滑りしています。アクセルペダル 
を踏む力を少しゆるめてください。 
また、慎重に運転するとともに、じ （ 
下の操作は絶対に行なわないよラに 
して < ださい。 

• 急八ンドル 

• 急ブレーキ 

• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

• ESP ⑩の機能の解除 

A 警告 

走行中に ESP ⑩/ ETS 表示灯び点巧 
しているときは、 ESP ⑩の機能び解除 
されていまず。路面や天候の状況に 
あわせて慎重に運転してください。 


撃辦が狀 
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ESP ⑥の機能の解除 

次のよラな状況では、 ESP ® の機能を 
解除したほラび走行しやすい場合びあ 
ります。 

• スノーチェーンを装着して走行する 
とさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行するとさ 
このときは ESP ⑧の機能を解除します。 

ESP ⑧の機能が解除されると、 iiTF の 
状態になります。 

• ESP ⑧は作動せず、車両操縦性や走 
行ち定性を確保しよラとすることび 
でさな < なります。 

• エンジンの出力制御は行なわれず、 
駆動輪び空転することがあります。 

•駆動輪び空転した場合、ブレーキ 
制御による駆動輪の確保は行なわ 
れます。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP ⑧ 
は自動的に作動します。 

么警告 

ESP ⑩の機能を解除したとさは、必ず 
路面の状況に応じた速度で慎重に運 
転ずるととちに、下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 


A 警告 

ESP ® の機能を解除する必要びなく 
なったときは、 ESP ⑩を待機状態にし 
てください。車び不安定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行安定性を 
確保しようとすることびできません。 



ESP ⑥の機能を解除ずる 

► エンジンびかかっているとさに、 
ESP ® オフスイッチ①を押します。 

メー ターパネルの ESP ®/ ETS 表示 
なび点なします。 

ESP ⑥を待機状態にずる 

► エンジンびかかっているとさに、 
再度 ESP ⑧オフスイッチ①を押し 
ます。 

ESP ⑧び待機状態になり、メーター 
パネルの ESP ®/ ETS 表示灯び消な 
します。 


• 急激なエンジンブレーキ 


擊瓣がが 
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A 警告 

エンジンびかかっているとさに 
ESP ⑩ / ETS 表示灯び点灯していると 
きは、 ESP ⑩の機能び解除されている 
か、 ESP ⑩び故障しています。路面や 
天候の状況に合わせて慎重に運転し 
て < ださい。 

〇 エンジンを始動したとき、 ESP ⑧ 
は常に待機状態になります。 

〇 ESP ⑧の機能を解除しているとき 
にタイヤの空転や横滑りを感知する 
と、 ESP ®/ ETS 表示灯び点滅します 
び、 ESP ⑧は作動しません。 

オフ□ー ド ESP ⑥ 


オフ□ー ド ESP ⑧は、オフ□ード•ド 
ライブ•プ□グラム （>178 ぺージ） 
を作動させたとさ、または□ーレンジ 
(>180 ぺージ）にしたときに、 ESP ⑧ 
の作動び自動的に悪路走行に適した制 
御になる、オフ□ー ド専用のシステム 
です。 

悪路でアンダーステアやオーバース 
テアび起きたときは、 ESP ® び遅れて 
作動することにより、駆動力び向上し 
ます。 


EBD 

EBD (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー•デイストリビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行安定性を確保し 
よラとするシステムです。 

A 警告 

EBD に異常びあるとさをブレーキは 
通常通り作動しますび、急ブレーキ 
時などには後輪び□ックずるため、 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれびあります。車両操縦性 
の変化にを意して慎重に運転してく 
ださい。 


4 ETS 

ETS は、 ESP ⑩の機能の一部です。 

ETS は、滑りやすい路面などで車輪 
が空転したとさにブレーキを効かせて 
発進時や加速時の駆動力を確保しよラ 
とするシステムです。 

この車には、4輪駆動システムのため 
に専用に開発された 4 ETS び装備され 
ています。 

ESP ⑩の機能び解除されている場合で 
も、 ETS の機能は解除されません。 


撃辦が狀 


※□ーレンジモードは、曰本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 警告 

• ETS は駆動力を確保し車両操縦性 
や走行安定性を高めるシステムで、 
無謀な運転からの事故を防ぐをの 
ではありません。 ETS び適切に作 
動してち、駆動力の確保には限界 
びあります。 

• ETS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
まず。 


AJ ESP ⑧ / ETS 表示な 

イグニッシヨン位置を2にすると点な 
し（点なしないとさは表示なび故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

発進時または走行中に点滅したとさ 
は、 ETS び作動しています。 

Oets に異常びあるときは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ESP ⑧に関する故障/警告メッセー 
ジび表示されます。（1>331、332 
ページ）をご覧ください。 

Oabs 警告な [ W \ び点灯していると 
きは、 ETS も作動しません。メルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


A 警告 

ESP ⑩/ ETS 表示灯び点滅したとき 
は、タイヤび空転しているか、車び 
横滑りしています。アクセルペダル 
を踏む力をかしゆるめてください。 
また、慎重に運転ずるとともに、政 
下の操作は絶対に行なわないよラに 
して < ださい。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
• ESP ⑩の機能の解除 

H 指定されたサイズ(外のタイヤを 
装着すると、 ETS が正しく機能し 
ないことびあります。 

H ブレーキダイナモ上で車輪を動 
かすときは、約10秒じ(内にしてく 
ださい。また、イグニッシヨン位置 
を0か1にしてください。ブレー 
キシステムや駆動系部品を損傷する 
おそれびあります。 

H タイナモメー ターを使用して検 
査などを行なラとさは、必ず2車由 
ダイナモメーターを使用してくだ 
さい。ブレーキシステムや駆動系部 
品を損傷するおそれがあります。 


擊瓣がが 


詳しくはメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 
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盗難防止システム 


B ブレーキダイナモ上でパーキン 
グブレーキの点検を行なラときは、 
必ずエンジンを停止してください。 
4 ETS によりブレーキび作動し、ブ 
レーキシステムを損傷するおそれが 
あります。 

〇 ブレーキに大さな負荷がかかりブ 
レーキが過熱すると、ブレーキの保 
護のため、 ETS び一時的に解除され 
ます。また、このとき ESP ⑧/ ETS 
表示灯び点灯し、マルチファンク 
シヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されます。 

P ブレーキダイナモを使用して パー 
キングブレーキを点検するときは、 
エンジンを停止してください 。 ETS 
が作動してブレーキシステムを損 
傷するおそれがあります。 

オフ□ー ド 4 ETS 


オフ□ー ド 4 ETS は、オフ□ード•ド 
ライブ•プ□グラム （>178 ぺージ） 
を作動させたとさ、または□ーレンジ 
0180ぺージ）にしたときに 、 ETS 
の作動び自動的に悪路走行に適した制 
御になる、オフ□ー ド専用のシステム 
です。 


盗難防止システム 


盗難防止警報システム * _ 

盗難防止警報システムび待機状態のと 
さにじ(下の状況を検知すると、サイ 
レンが約30秒間鳴り、非常点滅なび 
通常の2倍の速さで約5分間点滅し 
ます。また、ルームランプや読書なび 
約5分間点なします。 

• ドアまたはテールゲートが開けら 
れたとさ 

• ボンネットの□ックび解除された 
とさ 

盗難防止警報システムは、 U モコン操 
作またはキーレスゴー操作*により 
施錠した後、エマージェンシーキーで 
運転席ドアを解錠して開いたとさわ作 
動します。 



※□ーレンジモードは、曰本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


撃辦が狀 
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システムを待機状態にずる 


► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で施錠します。 

表示好①び点滅し、約10秒後に待 
機状態になります。 

システムび待機状態のときは、表示 
な①が点滅を続けます。 

〇 システムを待機状態にするときは 
ボンネットび確実に閉じていること 
を確認してください。ボンネットの 
□ ックが解除された状態でシステム 
を待機状態にすると、ボンネットび 
開けられてわ警報は作動しません。 

〇 システムが待機状態のときに車内 
からドアやテールゲートを開いた 
り、ボンネット□ック解除 レバーで 
ボンネットの□ックを解除すると警 
報び作動します。車内に人びいると 
きは待機状態にしないでください。 

〇 システムを待機状態にしても、表 
示な①が点滅しない場合は、システ 
ムが故障しています。すみやかにメ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、 

システムの待機状態を解除ずる 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で解錠します。 

表示な①び消なします。 


警報が作動したとさの停止方法 

► ii (下のいずれかの操作をすると、警 
報び停止します。 

• キーのいずれかのボタンを押す 

• キーをエンジンスイッチに差し 
込む 

• キーびキーレスゴーの左ち側ア 
ンテナの検知範囲071ページ) 
にあるとさは、ドア八ンドルに 
触れるか、テールゲート八ンド 
ルを引く（キーレスゴー装備車） 

• キーがキーレスゴーのテール 
ゲート側アンテナの検知範囲 
071ぺージ）にあるときは、テー 
ルゲー 卜八ンドルを引く（キー 
レスゴー装備車） 

• キーがキーレスゴーの車室内ア 
ンテナの検知範囲071ページ) 
にあるとさは、エンジンスイッ 
チに取り付けたキーレスゴース 
イッチを押す（キーレスゴー装 
備車） 

〇 ドアやテールゲートび開けられた 
り、ボンネットの□ックび解除さ 
れて警報び作動したとさは、それ 
らをすぐに閉じても、警報は停止 
しません。 


擊齡がが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 







64 


盗難防止システム 


けん引防止警報機能 


盗難防止警報システムが待機状態のと 
さ、車び傾いたことを検知すると、けん 
引防止警報機能が作動し、サイレンと 
非常点滅なの点滅による警報び作動し 
ます。 

けん弓 I 防止警報機能を待機状態にずる 

► リモコン操作またはキーレスゴー操 
作*で施錠します。 

約30秒後にけん引防止警報機能び 
待機状態になります。 

待機状態を解除ずる 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で解錠します。 

けん引防止警報機能の解除 

誤作動を防ぐため、じ(下のよラな状況 
で車を施錠する場合は、けん引防止機 
能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U —や車両運搬車に載せて 
運搬するとさ 

• 機械式駐車場などに駐車するとさ 

けん弓 I 防止警報機能を解除ずる 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 


ケンインポウシケイホウ 


► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、けん引防止警報機能設定画面を 
表示させます（1>168ページ）。 

►ステア U ングのを押し、"才 
フ " を選択します。 

けん引防止警報機能び解除され 
ます。 

► リモコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車を施錠します。 

または 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、エンジン停止時の表示設定画面 
を表示させます（[>163ページ）。 

► ステア U ングの[±]または Q を 
押し、"ケンインホ'' ウシケイホウ"を選択します。 


1^1 J 


イグニッシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"ケンインホ''ウシケイホウオン"と表示さ 
れます。 

II ケンインホ''ウシケイホウオフ"と表示された 
ときは、けん引防止警報機能び解 
除されています。そのまま、 U モ 
コン操作またはキーレスゴー操作* 
で施錠してください。 



けん引防止警報機能設定画面 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


撃嫌が狀 
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► ステア U ングの L + J またはを 
押します。 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"ケンインホ''ウシケイホウオフ"と表示さ 
れ、けん引防止警報機能び解除さ 
れます。 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で施錠します。 

〇けん引防止警報機能を解除したと 
さは、必ずマルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"ケンインホ''ウシケイホウオ 
フ II と表示されたことを確認してく 
ださい。 

〇 けん引防止警報機能を解除して 
ち、盗難防止警報システムは作動し 
ます。 

〇 次にリモコン操作またはキーレス 
ゴー操作*で施錠するまで、けん 
弓 I 防止警報機能は解除されたままに 
なります。 


室内センサー _ 

車を施錠して、室内センサーを待機状 
態にしたとさは、車内で物体の動さを 
検知すると、サイレンが約30秒間鳴 
り、非常点滅なび通常の2倍の速さで 
約5分間点滅します。また、ルームラ 
ンプが約5分間点灯します。 

例えば、ウインドウが割られたり、車 
内に腕を伸ばしたとさなどに警報び作 
動します。 


システムを待機状態にずる 


► システムを待機状態にする前に、室 
内センサーの誤作動を防止するため 
にじ(下のことを確認してください。 

• ドアウインドウび完全に閉じ 
ていること 

• スライディングルーフ*が完全 
に閉じていること 

• ルームミラーや アシストグ U ッ 
プにマスコットなどをかけてい 
ないこと 

► すべてのドアと テールゲー トが閉じ 
ていることを確認します。 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作* で 車を施錠します。 

約40秒後に待機状態になります。 

待機状態を解除ずる 


► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車を解錠します。 

室内センサーを解除ずる 


誤作動を防止するために、(下のよラ 
な状況で車を施錠する場合は、室内セ 
ンヴーを解除してください。 

• 車内に人や動物び残るとさ 

• ドアウインドウを少し開いた状態で 
車から離れるとさ 

• スライディングルーフ*を少し開い 
た状態で車から離れるとさ 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


擊瓣がが 
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盗難防止システム 


室のセンサーを解除ずる 

►イグニツシヨン位置を1か2にし 
ます。 




シツナイセンサ 


室内センサー設定画面 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、室内センサー設定画面を表示さ 
せます （^168 ページ）。 

►ステア U ングのを押し、"才 
フ"を選択します。 

室内センサーが解除されます。 

► リモコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車を施錠します。 

または 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、エンジン停止時の表示設定画面 
を表示させます（1>163ページ）。 


ステア U ングの m を押し、 
イセンサ''を選択します。 



シツ■ホイたソ巧辛ソ 

I テ 37— T ホ7ス 



シツナ 


► イグニッシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

マルチファンクシヨンディスプレ 
イに"シツナイセンサオン"と表示されます。 

II シツナイセンサオフ"と表示されたとき 
は、室内センサーび解除されてい 
ます。そのまま、 U モコン操作ま 
たはキーレスゴー操作*で施錠し 
てください。 

► ステアリングの m または 
を押します。 

マルチファンクシヨンディスプレ 
イに"シツナイセンサウオフ"と表示され、 
室内センサーが解除されます。 

► リモコン操作またはキーレスゴー操 
作*で施錠します。 

〇室内センサーを解除したときは、 
必ずマルチファンクシヨンディスプ 
レイに"シツナイセンサオフ"と表示された 
ことを確認してください。 

〇 室内センサーを解除しても、盗難 
防止警報システムは作動します。 

〇 次にリモコン操作またはキーレス 
ゴー操作*で施錠するまで、室内 
センサーは解除されたままになり 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


撃嫌が狀 
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キ- 


キ- 


U モコン機能付きのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錠に使用します。 

また、それぞれのキーにはエマージェ 
ンシーキーを収納しています。 

A 警告 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていてを、 
誤って車内からドアを開いたり、 
運転装置に触れて、事故やけびをす 
るおそれびあ0まず。 

また、キーび車室内またはドア付 
近などの車外にあるとさは、キー 
レスゴースイッチ*を押ずことに 
よりエンジンび始動し、事故の原 
因になりまず。 

• 短時間でち、車内にキーを残した 
まま車から離れないでください。 
事故や盗難のおそれびありまず。 

• エンジンスイッチにキーを差し込 
むとさは、重い物や必要!;^上に大 
さな物、ステア U ングなどの操作 
部に接触ずる物をキーホルダーと 
して使用しないでください。 
キーホルダー自体の重みや、キー 
ホルダーびステア U ングなどに接 
触ずることでキーびまわると、ェ 
ンジンび停止して事故を起こずお 
それびあ0ます。 


H キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

H キーを強い電磁波にさらすと 、 U 
モコンに障害が発生するおそれがあ 
ります。 

H キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因になります。 

H キーの先端部を巧したり覆ったり 
しないで<ださい。故障や誤作動の 
原因になります。 

[I 盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとさは必ず車を施錠してくだ 
さし、 

H 貴重品は絶対に車内に置いたまま 
にしないでください。盗難のおそれ 
びあります。 

H 車を操作するときは、運転者は常 
にキーを携帯してください。 

〇キーを携帯電話などの電子機器や 
硬貨などの金属製のわのと一緒に持 
ち運ばないでください。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作やキーレス 
ゴー操作*を行なラと、作動しな 
かったり、誤作動するおそれびあり 
ます。 

〇磁気を発生する電化製品の近<に 
キーを置かないで < ださい。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 


を跋 e お冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 キーの電池が消耗すると操作時に 
キーの表示なび点灯せず、リモコン 
操作やキーレスゴー操作*びでさ 
な<なりますが、エンジンスイッチ 
にキーを差し込むことによるイグ 
ニッシヨン位置の選択とエンジンの 
始動はでさます。 


リモコン機能 



EASY - PACK 自動開閉テールゲート装備車 
①施錠ボタン 

③ テールゲート 開閉ボタン* 

③解錠ボタン 

エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいないとさにじ(下の操作びでさ 
ます。 

• ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プの解錠/施錠 

• テールゲートの 開閉* 

• コンビニエンスオープニング機能と 
コンビニエンスク□ージング機能の 
操作(>121ぺージ） 

操作時にキーの表示灯び1回点滅し 
ます。 


〇 キーレスゴー装備車は、エンジン 
スイッチにキーを差し込んでいない 
状態で、イグニッシヨン位置び0 
のとさに、上記の操作び行なえます。 

解錠ずる 

► 解錠ボタン③を押します。 

ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップび解錠され、盗難防止警報シ 
ステム* 062ぺージ）が解除され、 
非常点滅なび1回点滅します。 

施錠ずる 

► 施錠ボタン①を押します。 

ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プび施錠され、盗難防止警報システ 
ム* (杉62ページ）び待機状態に 
なり、非常点滅灯び3回点滅します。 

〇車を施錠したとさは、非常点滅な 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

テールゲートを 開< * 

► テールゲートび開さ始めるまで、 
テールゲート開閉ボタン②を押し 
続けます。 

テールゲートび自動で開さます。 

H リモコン操作でテールゲートを開 
<とさは、後ちや上方に十分な空間 
びあり、身体や物に接触するおそれ 
のないことを確認してください。 

テールゲートを 閉じる* 

► テールゲートび閉じ始めるまで、 
テールゲート開閉ボタン②を押し続 
けます。 

テールゲートび自動で閉じます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義09恒冊 
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キ- 


pU モコン操作でテールゲートを開 
じるときは、身体や物を挟まないよ 
ラに十分注意してください。車の周 
りにテ供びいるとさは、特に注意し 
てください。 

〇 車が施錠されているとさにテー 
ルゲート開閉ボタン②を押すと、 
テールゲートだけが解錠されて開さ 
ます。その状態でテールゲート開閉 
ボタン②を押すと、テールゲートび 
閉じ、施錠されます。 

〇 U モコン操作での解錠後約40秒 
(内に、(下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施錠されます。 

• ドアを開< 

• テールゲートを開く 
• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

• キーが車室内にあるとさに、キー 
レスゴースイッチを押す（キー 
レスゴー装備車） 

〇 車のバッテリーびあがったとさ 
は、キーの電池が正常でちリモコン 
操作はでさません。 


リモコン機能の切り替え 

リモコン操作での解錠時に、運転席ド 

アと燃料給油フラップだけを解錠する 

よラに設定できます。 

► 施錠ボタン①と解錠ボタン③を同時 
に約6秒間押し続けます。 

キーの表示なび2回点滅し、設定 
び切り替わります。 

この状態では、じ(下のよラに作動し 

ます。 

• 運転席ドアと燃料給油フラップ 
のみび解錠され、盗難防止警報 
システム* (1>62ページ）が解 
除され、非常点滅なび1回点滅 
します。 

• 続けて約40秒じ(内に解錠ボタン 
③を押すと、助手席ドア、リア 
ドア、テールゲートび解錠され、 
非常点滅なび1回点滅します。 

リモコン機能の設定を元に戻ず 

► 施錠ボタン①と解錠ボタン⑤を同 
時に約6秒間押し続けます。 

キーの表示なが2回点滅し、元の 
設定に戻ります。 


iGlw 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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□ケイターライティング 

周囲び暗いとさ、リモコン操作で解 
錠すると、じ(下のランプび点灯します。 

• 車幅な 

• へッドランプ ( LED ドライビング 
ランプ装備車） 

• LED ドライビングランプ*または 
フ□ントフォグランプ* 

• テールランプ 
• ライセンスランプ 

点なしたランプはじ(下のときに消なし 
ます。 

• 運転席ドアを開いたとさ 

• エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

• キーび車室内にあるとさに、キーレ 
スゴースイッチを押したとさ（キー 
レスゴー装備車） 

• 点なしてから約40秒経過したとさ 

この機能の設定と解除については 
(杉161ページ）をご覧ください。 


キー レス ゴー * _ 

キーレスゴーは、キーを携帯すること 
により、キーとキーレスゴーアン了ナ 
が電波の送受信を行ない、 U モコン操 
作をしな<てわ、車の解錠/施錠や 
エンジンの始動を行なラことびでさ 
ます。 


の 



①ち側アンテナの検知範囲 

③左側アンテナの検知範囲 

③ テールゲート側アンテナの検知範囲 

④ 車室内アンテナの検知範囲 

〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、キーレスゴー操 
作はでさません。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいないとさも、エンジンがか 
かってし^るとさやイグニッション位 
置が2のとさは、キーレスゴー操 
作で施錠でさません。 

キーの位置により、キーレスゴー操作 

で行なラことびでさる操作びじ(下のよ 

ラに異なります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B と跋6恒冊 
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キ- 


キーび左ち側アンテナの検知請囲①⑥ 

に友るとさ 

• キーがある側のドア八ンドルに触れ 
ると車の解錠びでさます。 

• キーび ある側のドア八ンドルの キー 
レスゴースイッチを押すと車の施錠 
びでさます。 

〇 キーの 位置によっては、 キーび 検 
知範囲にない側のドア八ンドルに 
触れたり、 キー レス ゴース イッチを 
押すことで、車が解錠/施錠され 
ることがあります。 

キーがテールゲー ト側アンテナの検知 

節囲⑥にあるとき 

• テールゲート八ンドルを引くと、 
テー J レゲートのみを解錠して開くこ 
とびでさます。 

• テールゲートのキーレスゴースイッ 
チ*を押して、車を施錠すること 
がでさます。 

〇 キーの位置によっては、キーが検 
知範囲にないとさわ、テールゲー 
卜八ンドルを引くことでテール 
ゲートのみが解錠して開<ことび 
あります。 

キーび車室内アンテナの検知節囲④に 

あるとを 

• イグニッシヨン位置の選択びでさ 
ます082ページ）。 

• エンジンの始動びできます 084. 
125ぺージ）。 

〇 キーの位置によっては、キーが 
ルーフ上やボンネット上などの車が 
にあるとさわ、車室内アンテナに 
キーび検知されることびあります。 


A 警告 

• 埋め込み型臓ペースメーカーお 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちや、それ!;^外の医療用 
電子機器を使用されているちは、 
車を使用ずる前に、あらかじめ医 
師や医療用電子機器メーカーなど 
にキーレスゴーによる電波の影響 
についてご相談ください。 

• 埋め込み型臓ペースメーカーお 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちは、キーレスゴーアン 
テナから約 22 cm 内に近付か 
ないよラにしてぐださい。キーレ 
スゴー操作で車を解錠/施錠ずる 
とさやテールゲートを開閉ずると 
さ、エンジンを始動ずるとさなど 
は、キーとアンテナの間で電波び 
送受信されるため、埋め込み型 
臓ぺースメーカーおよび埋め込み 
型除細動器の作動に影響を与える 
おそれびあ0まず。 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていても、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけびをず 
るおそれびあ0ます。 

また、キーび車室内にあるとさや、 
キーの位置によっては、車外にキー 
びあるとさを、キーレスゴースイッ 
チを押ずことにより、エンジンび 
始動ずるなど、事故の原因になり 
まず。 

• 短時間でを、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 


を跋 e お冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 




キ- 
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〇手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたとさは、解錠しないことび 
あります。 

P キーび左ち側アンテナの検知範囲 
にあるときに、ドア八ンドルを清掃 
したり、ドア八ンドルに雨粒や水し 
ぶさがかかったり物などび触れる 
と、車び解錠されることがあります 
ので注意してください。 

〇 キーを車から遠ざけたときは、 
キーレスゴー操作で車を施錠/解 
錠したり、エンジンを始動すること 
はでさません。 

〇 車を長期間使用しなかったとさ 
は、キーレスゴーの機能び自動的に 
解除されます。このとさは、ドア八 
ンドルを引さ、エンジンスイッチに 
キーを差し込んで2の位置にして 
ください。 

〇 キーレスゴーアンテナの検知範囲 
内にキーびあるとさは、キーを携帯 
していない人でち、車を施錠/解 
錠したり、エンジンを始動でさます。 

〇 車のバッテリーびあびったとき 
は、キーの電池が正常でわキーレス 
ゴー操作はでさません。 

解錠ずる（初期設定時） 

► ドア八ンドルの裏側に触れます。 

ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップび解錠され、盗難防止警報シ 
ステム* 062ぺージ）び解除され、 
非常点滅なび1回点滅します。 


解錠時の設定の切り替え 



EASY - PACK 自動開閉テールゲート装備車 

① 施錠ボタン 

② 解錠ボタン 


運転席ドア八ンドルに触れて解錠した 
とさの作動内容を切り替えることびで 
さます。 

設定を切り替える 

► 施錠ボタンのと解錠ボタン③を 
同時に約6秒間押し続けます。 

キーの表示灯び2回点滅し、設定 
び切り替わります。 

このときは、じ(下のよラに作動します。 
► 運転席ドア八ンドルに触れます。 

運転席ドア、燃料給油フラップが 
解錠され、盗難防止警報システム* 
( C >62 ページ）び解除され、非常点 
滅好び1回点滅します。 

初期設定に戻ず 

► キーの表示なび2回点滅するまで、 
約6秒間施錠ボタン①と解錠ボタ 
ン②を同時に押し続けます。 


B 義6直冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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キ- 


〇 解錠後約40秒 ii (内に、 ii (下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施錠 
されます。 

• ドアを開< 

• テールゲートを 開く 
• キーび車室内にあるとさに、キー 
レスゴースイッチを押す 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

〇 設定を切り替えたとさち、運転席 
(がのドアのドア八ンドルの裏側に 
触れることで、すべてのドアとテー 
ルゲート、燃料給油フラップを解 
錠することびできます。 


施錠ずる 



ちフ□ントドア 


► ドア八ンドルの キー レス ゴースイツ 
チ①をホ甲します。 


または 



EASY - PACK 自動開閉テールゲート装備車 


► テールゲートのキー レス ゴースイッ 
チ*②を押します。 

テールゲートが閉じます。 

ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プび施錠され、盗難防止警報システ 
ム * 062ぺージ）が待機状態になり、 
非常点滅なび3回点滅します。 

U 車を施錠したとさは、非常点滅な 
が3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

〇 キーが車室内にあるとさは、ドア 
八ンドルやテールゲートのキーレス 
ゴースイッチ*で施錠でさません。 
このとさは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"キ-力'' シャナイニアリ7 
ス！ II または II キ-ヲクンチテ''巧セン"と 
表示されることびあります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


を跋6恒冊 
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ただし、じ(下の場合は、施錠するこ 
とびでさます。 

•わラ1本のキーび左ち側アンテ 
ナの検知範囲にあるとさにキー 
びある側のドア八ンドルのキー 
レスゴースイッチを押したとさ 
• わラ1本のキーびテールゲー 
卜側アンテナの検知範囲にある 
とさに了ールゲートのキーレス 
ゴースイッチを押したとさ 

〇 いずれかのドアび開いているとさ 
に、閉じているドアのドア八ンド 
ルのキーレスゴースイッチまたは 
テールゲートのキーレスゴースイッ 
チ*を押すと、確認音び鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
"□ックノタメドアヲトシ''テクタ''サイ"と表示さ 
れます。 

テールゲートを解錠して開く （ EASY - 
PACK 自動開閉テールゲート非装備車） 

► テールゲート八ンドルを引さます。 

テールゲートのみび解錠されます。 
► テールゲートを引さ上げます。 

テールゲートを解錠して開く （ EASY - 
PACK 自動開閉テールゲート装備車） 

► テールゲート八ンドルを引さます。 

テールゲートのみび解錠されて自動 
で開さます。 

H テールゲートを開くとさは、後ち 
や上方に十分な空間びあることを確 
認してください。 



A 警告 

• ドアは確実に閉じてください。ド 
アの閉じちび不完全（半ドア）な 
場合、走行中にドアび開くおそれ 
びあります。 

• ドアを開くときは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

• 同乗者びドアを開くとさは、危険 
びないことを運転者び確認してく 
ださい。 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていてを、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけびをす 
るおそれびあ0まず。 

• 短時間でも、車から離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 



開< 

► ドア八ンドルのを引きます。 


閉じる 

► ドア八ンドルのを持って確実に開 
じます。 


B 義09恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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車内からのドアの開閉 



開< 

► ドアレバー②を引きます。 

ドアが施錠されているときは□ック 
ノブ①が上がり、解錠されます。 

閉じる 

► インナーグ U ップを持って確実に開 
じます。 

〇車から離れるとさは、エンジンを 
停止し、必ずドアを施錠して < だ 
さし、 

n ドアを閉じるとさは、身体や物を 
挟まないよラに注意してください。 
車の周りにテ供びいるときは、特に 
ま意してください。 

〇 助手席のドアと U アドアは、開い 
ているときに□ックノブを押し込ん 
でから閉じると施錠されます。 

〇 ドアが完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
マークび表示されます（杉335ペー 
ジ）。 


車内からの解錠/施錠 


A 警告 

□ックノブび下びっていてち、車内の 
ドアレバーを引くとドアは開さます。 
テ供を乗せているとさは特にを意して 
<ださい。 

II 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してくだ 
さい。 

B □ックノブび完全に下がってい 
ないドアがあるとさは、そのドア 
をいったん開さ、再度閉じてから施 
錠してください。 


ドアごとの解錠/施錠 



解錠ずる 

► ドアレバー②を引きます。 
このとさ、ドアち開さます。 


施錠ずる 

► □ックノブ①を押し込みます。 


を跋 e 恒冊 
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ドア□ックスイツチでの解錠/施錠 



車内から、すべてのドアと テールゲー 
卜をスイツチ操作で解錠/施錠でさ 
ます。 


ドア□ックスイッチは、運転席ドアと 

助手席ドアにあります。 

解錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）①を 
押します。 

施錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）②を 
押します。 

次のよラな場合はドア□ックスイッチ 

で解錠/施錠することはでさません。 

• U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で施錠しているとさ 

• 助手席ドアび開いているとき 

〇 ドア□ックスイッチにより施錠さ 
れていても、エアバッグやシートべ 
ルトテンシヨナーび作動するとドア 
は自動的に解錠されます。 

〇 ドア□ックスイッチで燃料給油フ 
ラップの解錠/施錠はでさません。 


〇 運転席ドアび開いているときは、 
ドア□ックスイッチで運転席(がの 
ドアとテールゲートの解錠/施錠 
びでさます。 


車速感応ドア□ック _ 

走行速度び約1 5 km/h (上になると、 

ドアとテールゲートを自動的に施錠し 

ます。 

この機能の設定と解除については 

(>165 ぺージ）をご覧ください。 

H 車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押すとさやタイヤ交換 
などで車を持ち上げるとさ、ダイ 
ナモ メーターで パーキング ブレー 
キをテストするとさなどは、イグ 
ニッシヨン位置を0にしてくだ 
さい。車輪び回転すると施錠され、 
車がに閉め出されるおそれびあり 
ます。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠され 
ているときわ、車内のドアレバーを 
引いてドアを解錠して開くことびで 
さます。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠す 
ると、ドアを開くかエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 


B 義09恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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1 ー ルゲート 


1ー ルゲート 


A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで<ださい。 
排気ガスび車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死するおそれびあり 
まず。 


A 警告 

• テールゲートを開くとさは、テー 
ルゲートの動さにを意してくだ 
さい。テールゲートのずぐ後ちにい 
ると、テールゲートに接触して、 
けびをずるおそれびあ0まず。 

• テールゲートを閉じるとさは、身 
体や物を挟まないよラに十分を意 
してください。車の周りに子供びい 
るときは、特にを意してください。 


A 警告 

• EASY - PACK 自動開閉テールゲート 
装備車は、テールゲートび開閉し 
ているとさに、身体や物び挟まれ 
そラになったり、接触しそラになっ 
たとさは、ただちに ■ UU 下のいずれ 
かの操作を行なってください 。テー 
ルゲートの作動び停止します。 

0テールゲート八ンドルを引く 
◊キーのテールゲート開閉ボタン 
を押す 

◊運転席ドアの テールゲー トス 
イッチを押ず 

〇テールゲー トの テールゲー トク 
□ ーヴースイッチを押ず 
◊テールゲー トの キー レス ゴース 
イッチ*を押ず 

• ラゲッジルームに乗車しないでく 
ださい。事故などのとさ、けびをす 
るおそれびあ0まず。 

テ供などびラゲッジルームに閉じ 
込められないよラにを意してくだ 
さぃ。 

H テールゲートを開くとさは、後方' 
や上方に十分な空間びあり、身体や 
物に接触するおそれのないことを確 
認してください。 

〇強風のときにテールゲートを開く 
と、風にあおられ、テールゲートが 
不意に下びることびあります。風の 
強い曰は十分に注意してください。 

また、テールゲートに雪び積ちっ 
ているときわ同様にま意してくだ 
さい。 


iGlw 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇テールゲートび開いているとさに 
U モコン操作で施錠し、テールゲー 
卜を閉じるとテールゲートは施錠さ 
れます。キーの閉じ込みに注意して 
ください。 

H テールゲートを閉じたときは、 
テールゲートび確実に閉じているこ 
とを確認してください。 

〇 テールゲートび完全に閉じてい 
ない状態で走行すると、警告音が鳴 
り、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに警告マークび表示されます。 

Oeasy - pack 自動開閉 テールゲー 

卜装備車は、テールゲートが自動で 
開いているとさに障害物との接触を 
感知すると、テールゲートはその位 
置で停止します。 

Oeasy - pack 自動開閉テールゲー 
卜装備車は、テールゲートび自動 
で閉じているとさに挟み込みを感 
知すると、警告音が鳴り、テール 
ゲートび停止して、全開位置また 
は設定された開口角度081ペー 
ジ）まで開さます。 


EASY - PACK 自動開閉テールゲート 
非装備車 



ので-;二 W 


テールゲートを開< 

► キーの解錠ボタンを押します。 

► テールゲート八ンドル①を手前に引 
さます。 



テールゲートを閉じる 

► 凹部①に手をかけてテールゲートを 
引さ下げます。 

► 外側からテールゲートを軽く押さえ 
ます。 

ク □ー ジング サポーターび 作動し 
て、テールゲートが閉じます。 


B 義6恒冊 















ールゲート 


EASY - PACK 自動開閉テールゲート 
装備車 


車外か S のテールゲートの開閉 



テールゲートを開< 

► キーの解錠ボタンを押します。 

► テールゲート八ンドル①を手前に引 
さます。 

テールゲートが自動で開さます。 
または 

► キーのテールゲート開閉ボタン 
069ぺージ）を約2秒間押し続け 
ます。 

テールゲートが自動で開さます。 


■ass2 


テールゲートを閉じる 

► テールゲートク□ーヴースイッチ① 
を押します。 

テールゲートが自動で閉じます。 
または 

► テールゲートびいつぱいまで開い 
ているとさに、テールゲートび閉じ 
始めるまでキーのテールゲート開閉 
ボタンを押し続けます。 

テールゲートが自動で閉じます。 

〇 完全に停車していないときは、 
テールゲートク□ーヴースイッチ① 
でテールゲートを閉じることはでさ 
ません。 

テールゲートを閉じて車を施錠ずる 
(キーレスゴー装備車） 



► テールゲートのキーレスゴースイツ 
チ③を押します。 

テールゲートび自動で閉じます。 

ドア、テールゲート、燃料給油フラツ 
プび施錠され、盗難防止警報システ 
ム* (062 ぺージ）び待機状態に 
なり、非常点滅なび3回点滅します。 



* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇キーがテールゲート側アンテナの 
検知範囲にないとさに、テールゲー 
卜のキーレスゴースイッチ③を 
押すと、テールゲートび少し閉じた 
後に停止します。また、完全に閉じ 
てち施錠されません。 

n テールゲートのキーレスゴース 
イッチで車を施錠したとさは、非常 
点滅なが3回点滅したことを確認 
してください。 

〇 いずれかのドアが開いているとさ 
にテールゲートのキーレスゴース 
イッチ②を押すと、テールゲートは 
少し閉じた後停止します。このとさ 
は、マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに"□ックノタメドアヲトシ''テクタ''サイ"と 
表示されます。 


車内からのテールゲートの開閉 



ち八ンドル車 


テールゲートを開< 

► テールゲー トび開き始めるまで、 テー 
ルゲートスイツチ①を弓 I きます。 

テールゲートが自動で開さます。 


テールゲートを閉じる 

►イグニッシヨン位置が1か2のと 
き、テールゲートスイッチ①を押し 
ます。 

テールゲートが自動で閉じます。 

〇 完全に停車していないときは、テー 
ルゲートスイツチ①でテールゲート 
を開閉することはでさません。 


テールゲー トの開□角度設定 

上方に十分な空間がないところなど 
でテールゲートを開くとさのために、 
テールゲートの開口角度を設定でさ 
ます。 

開□角度を設定ずる 

► テールゲートび開閉しているとさ 
に、(下のいずれかの操作を行なつ 
て、設定したい角度でテールゲート 
を停止させます。 

• テールゲート八ンドルを引く 

• キーのテールゲート開閉ボタン 
を押す 

• 運転席ドアのテールゲートス 
イッチを操作する 
• テールゲートのテールゲートク 
□ーヴースイッチを押す 

• テールゲートのキーレスゴース 
イッチ*を押す 


B 義6恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ィグニッ 

シヨ 

ン位置 


►確認音が 1 回鳴るまで、テールゲー 
卜のテールゲートク□ーヴースイツ 
チを押して保持します。 

開口角度び設定されます。 

■ 次にテールゲートを開いたときは、 

設定された開口角度で停止します。 

を 

^ 開□角度の設定を解除ずる 

© ► テールゲートを開さます。 
lef ►確認音び2回鳴るまで、テールゲー 
卜のテールゲートク□ーヴースイツ 
チを押して保持します。 


開口角度の設定び解除されます。 

〇 テールゲー トの角度によっては、 
その開口角度に設定でさないことび 
あります。 


ン位置 


A 警告 

ごく短時間でも、車から離れるとさ 
はエンジンスイッチからキーを抜い 
てください。また、テ供だけを車内 
に残さないでください。いたずらか 
ら車の発進、乂災などの事故び発生ず 
るおそれびありまず。また、炎天下 
では車内び非常に高温になり、熱中 
症を起こすおそれびあります。 

H 走行中にエンジンを停止させない 
で<ださい。エンジンブレーキが効 
かな<なります。また、ブレーキや 
ステアリングの操作に非常に大さな 
力が必要になります。 

〇バッテリーあびりを防止する 
ために、駐車時は必ずエンジン 
スイッチからキーを抜いてくだ 
さし、。 



左八ンドル車 








イグニッシヨン位置 
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イグニッシヨン位置を選択ずる 

エンジンスイッチに差し込んだキーを 
まわすと、じ(下のよラにイグニッシヨ 
ン位置び変更されます。 


キーの位置 

イグニツシヨン位置 

回 

0:キーを差し込む/ 
抜 < 位置 

田 

1:イグニツシヨン位 
置び1になります。 

回 

2 :イグニツシヨン位 
置が2になります。 

回 

3 :エンジンび始動し 
ます。 

〇 エンジンスイッチからキーを抜か 
ずに0の位置で長時間放置してし> 
ると、キーびまわせな<なることが 
あります。このとさは、キーをいつ 
たん抜さ、再度差し込んでからまわ 


してください。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 
巧れていると、エンジンを始動でさ 
なくなります。 

〇 異なる車両のキーを差し込んだと 
さち、エンジンスイッチをまわせる 
ことがありますび、エンジンスイッ 
チの位置の選択や、エンジンの始動 
はでさません。 

タツチスタート 


エンジンスイツチを3の位置までま 
わすと、手を放しても自動的にスター 
ターび作動し続け、エンジンび始動し 
ます。 


キーレスゴー装備車 


キー レス ゴース イッチによるイグ ニッ 
シヨン位置の選択 



ち八ンドル車 

車室内にキーびあり、エンジンスイツ 
チにキーレスゴースイツチ①を取り 
付けてあるとさ、キーレスゴースイツ 
チ①を押すことにより、イグニツシヨ 
ン位置の選択とエンジンの始動がで 
さます。 

イグニツシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいないとさ 
にキーレスゴースイツチ①を押す 
と、じ(下のよラにイグニッシヨン位 
置び変更されます。 


キーレスゴーイグニッシヨン 
スイッチの操作 位置 

1 回押す 0から1になり 

ます。 

さらに 1 回押す 1から2になり 

ます。 

さらに 1 回押す 2から0になり 

ます。 


B 義6恒冊 
















84 


イグニツシヨン位置 


〇 エンジンを停止してイグニッシヨ 
ン位置び1になったとさに運転席 
ドアを開くと、イグニッシヨン位置 
び0になります。 

エンジンを始動ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
にキーレスゴースイッチ①を押し 
ます。 

D ドア付近やルーフの上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さもエンジンは始動でさることび 
あります。車両の盗難に注意して 
ください。 

〇 エンジンスイッチにキーレスゴー 
スイッチを取り付けてから約2秒 
間は、キーレスゴースイッチでのイ 
グニッシヨン位置の選択やエンジン 
始動びでさません。 

〇 車室内にキーびないとさにキーレ 
スゴースイッチを押すと、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに"キ- 
ヲケンチテ''巧セン"と表示されます。 


キーによるイグ ニッ シヨン位置の選択 



ち八ンドル車 

キーレスゴースイッチ①を取り外し、 
エンジンスイッチ②にキーを差し込ん 
でまわすことにより、イグニッシヨン 
位置の選択や、エンジンの始動を行な 
うこともできます（1>82、125ページ）。 


を跋 e 恒冊 
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シ— 


フ□ントシートにはじ(下の3種類があ 


ります。 

名称 

ぺージ 

4ウェイパヮーシート 

86 

パヮーシート 

87 

メモ U —付パワーシート 

88 


A 警告 

子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。誤ってシート調整 
スイッチに触れるとシートび動さ、 
けびをずるおそれびあ0まず。 


A 警告 

運転席シートは、必ず停車している 
とさに調整してください。走行中に 
調整して操作を誤ると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれ 
びありまず。 


A 警告 

シートの高さを不用意に調整ずると、 
けびをずるおそれびありまず。特に 
テ供は、シート調整スイッチを不用 
意に操作してけびをするおそれびあ 
るため、じ(下のことにを意してくだ 
さい。 

•シートを調整してし''る間は、シー 
卜の下やシートの巧動部分に手を 
入れないでください。 

• テ供び乗車ずるとさは、シートの 
下やシートの可動部分に手を入れ 
ないよラにを意してください。 


A 警告 

シートの調整をするとさは他の乗員 
の身体び挟まれないよラにを意して 
ください。また、エアバッグに関す 
るを意をご覧ください。 

テ供を乗せるときは、（1>46ページ） 
をご覧ください。 


A 警告 

ヘッドレストは、ヘッドレストの中央 
び目の高さになるように調整してくだ 
さい。事故などのとさに、重大なけび 
をずるおそれびあ0まず。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直におい状態で、乗 
員び上体を起こして座っている場合 
にのみ発揮ずることびでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけびをずるおそ 
れびあ0ます。 

〇シートを前方に移動するとさは、 
ダッシュボードとシートの間に身 
体を挟まれないよラにミち意してく 
ださい。 








シ— 


R シー トや シー ト ヒーターの 損傷を 
防ぐため、じ(下の点に注意してくだ 
さい。 

•長時間、シートに液体び付着し 
たままにしないで < ださい。 

-シートカバーび濡れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シートヒーターを使用しないで 
ください。 

• シートの上に重い物を載せない 
でください。また、シートクッ 
シヨンの上にナイフやくざ、エ 
具などの鋭利な物を置かないで 
ください。 

シートは、できるだけ人を乗せ 
るためだけに使用してください。 

•シート ヒーターの 使用中は、力 
バーやコート、バッグ、シート 
カバー、チャイルドセーフティ 
シートなどにより、シートを覆 
わないで <ださい。 

P リアシートを折りたたんでいると 
さにフ□ントシートを後方に移動し 
たり、バックレストを後ちに倒すと 
さは、 U アシートに接触しないよラ 
に注意してください。フ□ントシー 
卜背面の収納ネットの収納物やシー 
卜を損傷するおそれびあります。 

U バックレストの角度やへッドレス 
卜の高さを調整するとさは、ヴンバ 
イヴーを収納してください。ヘッド 
レストび最ち高い位置にあるとさ 
は、サンバイヴーとへッドレストが 
接触するおそれがあります。 



シートを調整ずる 

► シート調整スイツチを矢印①〜③の 
ち向に操作します。 

シートの前後位置は、レバーを④の 
ち向に引いたままシートを前後に動 
かして調整します。 


矢印の 

方向 

調整内容 

① 

バックレストの角度 

② 

シートの高さ 

③ 

シートクッシヨンの角度 

④ 

シートの前後位置 


を跋 e お冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 












シ— 



へッドレストの高さを調整ずる 

►高くするときは、ヘッドレストを引 
さ上げます。 

低くするとさは□ック解除ボタン 
⑥を押しなびらへッドレストを下 
げます。 



矢巧の 

調整内容 

方向 


① 

バックレストの角度 

② 

シートの高さ 

③ 

シートクッションの角度 

④ 

シートの前後位置 



へッドレストの高さを調整ずる 

►高くするときは、ヘッドレストを引 
さ上げます。 

低くするときは□ック解除ボタン 
⑥を押しながらへッドレストを下 
げます。 


シートを調整ずる 

► シート調整スイッチを矢印①〜④の 
方向に操作します。 


と跋6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 























シ— 



シートを調整ずる 


► シート調整スイツチを①〜⑥のち向 
に操作します。 


矢印の 

方向 

調整内容 

① 

バックレストの角度 

② 

へッドレストの高さ 

③ 

シートの高さ 

④ 

シートクッシヨンの角度 

⑥ 

シートの前後位置 


〇 車種や仕様により、シートの前後 
位置を調整すると、へッドレストの 
高さわ連動して上下します。 


〇 PRE - SAFE ⑩ （>45 ぺージ）が作 
動すると、助手席シートはエアバッ 
グの作動に対して適正な位置に自動 
的に調整されます。 



角度を調整ずる 

► へッドレストの下部を持って、矢印 


の方向に動かします。 

ラグジュアリーへッドレスト*の調整 



へッドレストの前後位置を調整ずる 

►へッドレストのクッション部を矢印 
③の方向に動かします。 

サイドクッションの位置を調整ずる 

► サイドクッションを矢印のの方向 
に動かします。 

左ちのサイドクッションを独立して 
調整でさます。 


を跋 e お冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 警告 

サイドクッシヨンを広げるときは、 
サイドクッシヨンの巧動部位に指を 
かけないでください。指を挟むおそ 
れびあ0まず。 



左側フ□ントシートのスイッチ 
①③ランバーサポートの位置の調整 

③ ランノくーヴポートの強さの調整（弱） 

④ ランノくーヴポートの強さの調整（強） 

フ□ントシートのランバー（腰部）の 
ヴポートを調整でさます。 

ヴポートの位置を調整ずる 

►スイッチ①または③を押して、ヴ 
ポートの位置を調整します。 

ヴポートの強さを調整ずる 

►スイッチ②（弱）または④（強） 
を押して、サポートの強さを調整 
します。 


マルチコント〇—ルシートバック 



フ□ントシートのヴポートを調整し 
ます。 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 

に調整でさます。 

スイッチは運転席/助手席のシート 

下部にあります。 

シートクッシヨン前部のヴポートを調 

整ずる 

► スイッチ④を前ちまたは後ちに操作 
します。 

ランバーサポートを調整ずる 

腰部のヴポートを調整でさます。 

►スイッチ③を押して、サポートの位 
置を調整します。 

►スイッチ③を押して、サポートの強 
さを調整します。 

バックレスト横方向のヴポートを調 

整ずる 

► スイッチ①を左ちに操作します。 

〇 スイッチを操作しても調整でさ 
ないときは、バックレストのエアタ 
ンクの圧力び低下しています。エン 
ジンを始動してから再度調整してく 
ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義6恒冊 
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リアへッドレストの調整 


へッドレストの高さを調整ずる 



①□ック解除ボタン 


へッドレストを高くずる 

► へッドレストを引き上げます。 

へッドレストを低ぐずる 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 


へッドレストを押し下げます。 

へッドレストの角度を調整ずる 



左ちのへッドレストは角度を調整する 
ことびでさます。 

角度を調整ずる 


► へッドレストの下部を矢印の方向に 
動かします。 


へッドレストの脱着 



へッドレストを取り外ず 

►バックレストを前方に傾けます 
0255ぺージ）。 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 
へッドレストを取りがします。 

へッドレストを取り付ける 

►バックレストを前ちに傾けます 
0255ぺージ）。 

► □ック解除ボタンびある取り付け穴 
に切り欠さのある支柱が入るよラ 
にして、ヘッドレストの支柱を取 
り付け穴に差し込んで□ックさせ 
ます。 

A 警告 

乗車ずるとさは、必ずヘッドレスト 
を取り付けてください。衝突時に重 
大なけびをずるおそれびあります。 


を跋 e 恒冊 
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イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に使用でさます。 

シートベンチレーターを使用ずる 

►シートベンチレータースイッチの 
を押します。 

シートベンチレータースイッチを 
押すごとに点なするスイッチの表示 
なの数が変わり、シートベンチレー 
ターの作動が切り替わります。 


点'灯している 
表示好の数 

作動内容 

3 

シートベンチレー 
ターび強で作動し 
ます。 

2 

シートベンチレー 
ターが中で作動し 
ます。 

1 

シートベンチレー 
ターび弱で作動し 
ます。 

0 

停止しています。 


シートベンチレーターを停止ずる 

►シートベンチレータースイッチ© 
を押して、スイッチの表示灯を消な 
させます。 

〇 U モコン操作でドアウインドウや 
スライディングルーフ*を開くと、 
運転席のシートベンチレーターび強 
で作動します。 

〇 多<の電気装備を使用していた 
りバッテリーの電圧び低くなると、 
シートベンチレーターび停止するこ 
とがあります。電圧が回復すると、 
再び自動的に作動します。 


シートヒーター 



イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に使用でさます。 


シートヒーターを使用ずる 

► シー ト ヒーター スイッチ①を押し 
ます。 

シートヒータースイッチを押すごと 
に点なするスイッチの表示巧の数び 
変わり、シートヒーターの作動び切 
り替わります。 


を跋6恒冊 


※シートベンチレーターは、曰本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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点'灯している 
表示'灯の数 

作動内容 

3 

シートヒーターが 
強で作動します。 


約5分後に自動的 
に中に切り替わり 
ます。 

2 

シートヒーターび 
中で作動します。 


約10分後に自動的 
に弱に切り替わり 
ます。 

1 

シートヒーターび 
弱で作動します。 


約20分後に自動的 
に停止します。 

0 

停止しています。 


シートヒーターを停止ずる 

►シートヒータースイッチ①を押し 
て、スイッチの表示灯を消灯させ 
ます。 


H (下の事項に該当する方は、熱す 
ざたり、低温乂傷をするおそれが 
ありますので、十分にを意してく 
ださい。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、体び 
不自由なち 

• 皮膚の弱い方 
• 疲労の激しい方 
• 眠気をさそラ薬を服用された方 
• 飲酒した方 

H シートに凸部のある重量物を置か 
ないでください。故障の原因になり 
ます。 

〇 多<の電気装備を使用していた 
りバッテリーの電圧が低くなると、 
シートヒーターび停止することがあ 
ります。このとさは表示灯び点滅し 
ます。電圧び回復すると、再び自動 
的に作動し、表示灯が点灯します。 


A 警告 

シートヒーターを強で連続して使用 
しないでください。また、コートや厚 
手の衣服などを着用している状態や、 
毛布などの保温性の高いをのをシー 
卜にかけた状態でシートヒーターを 
使用しないでください。 

異常過熱による低温乂傷（紅斑、水 
ぶくれ）を起こずおそれびありまず。 


を跋 e お冊 
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ステアリング 


A 警告 

ステア U ングの調整は、必ず停車中 
に行なってくださし、走行中に行なっ 
て操作を誤ると、事故を起こすおそ 
れびあ0ます。 


A 警告 

• 運転中はステア U ングのパッド部 
を持たないで<ださい。万一のと 
さ、エアバッグの作動を妨げるお 
それびあ0ます。 

• ステアリングのパッド部にカバー 
をしたり、エアバッグの上にバッ 
ジ、ステッカー、オーデイオの U 
モコンなどを貼付しないでくだ 
さい。エアバッグの作動を妨げた 
り、作動時にけびをずるおそれび 
あ0ます。 


A 警告 

子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。ステア U ング調整 
レバー*を操作ずることでステア U 
ングび動さ出し、ステア U ングに挟 
まれるおそれびあ0ます。 

〇ステア U ングをいっぱいにまわ 
した状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステア U ング装置を損傷する 
おそれがあります。 

Q 故障などでエンジンを停止して 
けん引するときは、十分注意してく 
ださい。エンジンび停止していると、 
通常のときに比べてステアリング操 
作に非常に大 さな 力び必要です。 


ステアリングの調整（手動式) 



①□ック解除八ンドル 
③上下位置の調整 
③前後位置の調整 


ステアリング位置を調整ずる 

► ステアリングコラム下部の□ック解 
除八ンドル①を手前に引きます。 

ステア U ングコラムの □ ックび解除 
されます。 

►前後位置を調整するとさは、ステア 
リングを③のち向に動かします。 

上下位置を調整するとさは、ステア 
リングを②のち向に動かします。 

► □ック解除八ンドル①を前ちにいつ 
ぱいに押します。 

ステア U ングが □ ックされます。 

調整後は、ステア U ングび確実に 
□ックしていることを確認してくだ 
さい。 

A 警告 

ステア U ングび □ ックされていない 
状態で走行しないでください。車の 
コント□ールを失い、事故を起こず 
おそれびあ0まず。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義6恒冊 
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ステアリング 


ステアリングの調整（電動式) 



①前後位置の調整 
③上下位置の調整 


前後位置を調整ずる 

► ステアリング調整レバーを①の方向 
に操作します。 

上下位置を調整ずる 

► ステアリング調整レバーを②のち向 
に操作します。 

〇 車種や仕様により、ステアリン 
グの位置は、運転席シートの位置 
やドアミラーの角度と併せて記憶 
(^99 ページ）させることびでき 
ます。 


づーゾー - C ソト U — _ 

運転席への乗り降りを容易にするた 

め、次のいずれかの操作をすると、ス 

テアリングび上方に移動します。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

•イグニッシヨン位置が0か1のと 
さに運転席ドアを開く 

• 運転席ドアび開いているとさに、 
キーレスゴースイッチ*でイグニッ 
シヨン位置を0にする 

ステアリングは、次のいずれかの操作 

をすると、元の位置に戻ります。 

• 運転席ドアび閉じている状態で、エ 
ンジンスイッチにキーを差す 

• イグニッシヨン位置が0のとさは、 
運転席ドアを閉じてから1の位置 
にする 

•イグニッシヨン位置び1のとさ 
は、運転席ドアを閉じて、2の位 
置にする 

この機能の設定と解除については 

(>166ぺージ）をご覧ください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


を跋 e 恒冊 
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A 警告 

•イージーエントリーの作動中に身 
体や物び挟まれないよラにを意し 
て < ださい。 

挟まれそラになったとさは、運転 
席のメモリースイッチかポジシヨ 
ンスイッチ、ステア U ング調整レ 
バーのいずれかを操作して<だ 
さい。イージーエント U —の作動 
び停止します。 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。誤ってエンジンスイッ 
チからキーを抜いたり、運転席ド 
アを開いたとさにイージーエント 
U —び作動し、身体び挟まれてけ 
びをずるおそれびあ0まず。 

〇 ステアリングの位置によっては、 
ステア U ングび上ちに移動しないこ 
とがあります。 

クラッシュセンヴー連動機能 

イージーエントリー機能を設定してし^ 
るとさは、事故などのとさに、クラッ 
シュセンサーに連動してイージーエン 
卜 U —機能が作動します。事故などの 
ときに運転席ドアを開くと、イグニッ 
シヨン位置に関わらずステアリングが 
上方に移動して、車外への脱出と乗員 
の救出を容易にします。 


巧一 


A 警告 

ミラー類は必ず走行前に、後方び十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整すると、事故を起こす 
おそれびあ0ます。 

ルームミラーやドアミラーには死角 
びありまず。車線変更をするとさな 
どは、必ずルームミラーおよびドア 
ミラーで後方を確認してください。 
また、肩ごしに直接斜め後ちを確認 
して < ださい。 

B ルーム S ラーやドア S ラーの巧れ 
を取るとさにガラスクリーナーを使 
用する場合は、必ずメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによつて 
は、ルームミラーが変色するおそれ 
びあります。 


ルームミラー 


ルーム S ラーの 角度調整 



► 手でルームミラーの角度を調整し 
ます。 


B 義09恒冊 
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ミラー 


ドア巧一 


A 警告 

ドアミラーに写った像は実際よりを 
遠くにあるよラに見えます。車線変更 
をするときなどは、肩ごしに直接斜め 
後方を確認してください。 

0ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分注意 
してください。 

〇 ドアミラーにはヒーターび装着さ 
れています。外気温度び低く、リア 
デフォッガー(>232、241ぺージ） 
を作動させたとさは、自動的に温め 
られ、凍結を防ぎます。 

〇 車種や仕様により、ドアミラーの 
角度は、運転席シートやステアリン 
グの位置と併せて記憶させることび 
できます（[>99ページ）。 

〇 運転席側ドアミラーは、ルーム 
ミラーに連動して防陵になります 
097ページ）。 


ドアミラーの角度調整 



左八ンドル車 


イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に調整でさます。 

ドアミラーの角度を調整ずる 

►調整したい側のドアミラー選択ス 
イッチ②または③を押します。 

スイッチの表示なび点なします。 

► ドアミラー選択スイッチの表示灯び 
点なしているとさに、ドアミラー調 
整スイッチ①を操作してドアミラー 
の角度を調整します。 

〇 ドアミラーの角度を調整しないま 
ま約15秒経過すると、ドアミラー 
選択スイッチの表示灯び消巧し、角 
度調整はでさなくなります。 


を跋 e 恒冊 
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ドアミラーの格納/展開 



左八ンドル車 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 

に操作でさます。 

ドアミラーを格納ずる 

► 格納/展開スイッチ④を押します。 

ドアミラーを展開ずる 

►再度、格納/展開スイッチ④を押 
します。 

B ドアミラーは手で格納したり、展 
開しないで<ださい。ドアミラーを 
損傷するおそれびあります。 

〇走行するとさはドアミラーを展開 
してください。 

〇ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物が挟まれないよラ 
に注意してください。車の周りにテ 
供びいるとさは、特にま意してくだ 
さし、。 

P 洗車機を使用するときはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷するおそれびあります。 

〇 車を施錠するときにドアミラーち 
併せて格納でさます。 


ドアミラーのリセット 


バッテリーの接続び一時的に断たれた 
り、バッテリーがあびったときは、施 
錠時のドアミラー格納が作動しないこ 
とがあります。このよラなとさは、ド 
アミラーを U セットしてください。 

► イグニッシヨン位置を1にします。 
► 格納/展開スイッチ④を押します。 

施錠時のドアミラーの格納 


U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で施錠するときにドアミラーわ併 
せて格納でさます。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 
アを開くと展開します。 

この機能の設定と解除については 
(>167ぺージ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納してから施錠した 
とさは、フ□ントドアを開いてち、 
ドアミラーは展開しません。 


自動防に機能 _ 

周囲び暗く、イグニッシヨン位置が1 
か2のとさ、ルームミラーのセンサー 
が後続車のライトを感知すると、自動 
的にルームミラーと運転席側ドアミ 
ラーの色の濃度が変わり腔しさを防止 
します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B と跋6恒冊 
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ミラー 


A 警告 

車内に高さのある荷物を積んでいる 
とさなど、ルームミラーのセンサー 
に後続車のライトび照射されないと 
さは自動防眩機能び作動しないこと 
びあるため、眩惑により事故を起こす 
おそれびあります。このとさは、手 
動でルームミラーの角度を調整して 
<ださい。 

〇 シフトポジションび CE のとさ 
やフ□ントルームランプび点なし 
ているときは自動防陵機能は解除 
されます。 



左八ンドル車 

シフトポジションを EE にしたとさ 
に、助手席側ドアミラーの角度びあら 
かじめ記憶させていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にします。 

► イグニッション位置を2にします。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ② 
を押します。 


► シフトポジションを LBJ にします。 

助手席側ドアミラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
ります。 

助手席側ドア S ラーは次のいずれかの 
とさに元の角度に戻ります。 

• シフトポジションを EE から他の 
位置にして約10秒経過したとさ 

• 走行速度が約 10 km/hii (上になつ 
たとさ 

• 運転席側ドアミラー選択スイッチ③ 
を押したとさ 

〇 運転席側ドア S ラー選択スイッチ 
が押されているとさは、助手席側ド 
アミラーの角度は変わりません。 

〇 パーキングヘルプ機能び作動し 
ているとさは、助手席側ドアミラー 
選択スイッチの表示灯び点灯したま 
まになります。 

助手席側ドアミラーの角度の記憶 

►パーキングブレーキを確実に効か 
せ、エンジンを停止します。 

►イグニッション位置を2にします。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ② 
を押します。 

► シフトポジションを EE にします。 

助手席側ドアミラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
ります。 

► ドアミラー調整スイッチ①で、助手 
席側ドアミラーを後退時に後方び確 
認しやすい角度に調整します。 

調整した角度が新たに記憶され 
ます。 


iGlw 
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メモリー機能 



左側シートのスイッチ 

運転席シートと助手席シートには、3 
つのシート位置を記憶させることがで 
きます。運転席シートでは、ステアリ 
ングの位置とドアミラーの角度わ記憶 
させることびでさます。 

► 正しいシート位置に調整します。 

運転席では、さらにステアリング 
の位置、ドアミラーの角度を調整 
します。 

ドアミラーの角度を調整するとさ 
は、イグニッシヨン位置を1か2 
にしてください。 

► メモ U —スイッチ" M " を押します。 

►約3秒じ(内にポジシヨンスイッチ 
"1"、"2"、 "3" のいずれかを押します。 

"ピッ"といラ確認音び鳴り、そのポ 
ジシヨンスイツチにシート位置など 
が記憶されます。 


A 警告 

子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。スイッチを操作す 
ることでシートなどび動さ出し、身 
体び挟まれるおそれびありまず。 


シート位置の呼び出し 


A 警告 

運転席シートのシート位置の呼び出 
しは、必ず停車中に行なってくだ 
さい。走行中に行なって操作を誤る 
と、車のコント□ールを失い、事故 
を起こずおそれびありまず。 

► 呼び出したいポジションスイッチ 
"1"、"2"、 "3" のいずれかを押し続 
けます。 

シートなどび動さはじめ、あらか 
じめ記憶させた位置になると停止 
します。 

U バックレストを大さく後方に傾け 
ているとさは、記憶位置を呼び出す 
前に、バックレストを起こしてくだ 
さし、。 

〇 安全のため、ポジションスイッチ 
から手を放すとシートなどは停止し 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 暴6恒冊 
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シートベルト 


シー トベルト 


シートベルトの着用 


A 警告 

シートベルトを正しく着用していな 

かったり、シートベルトびバックル 

に確実に差し込まれていないと、シー 

トベルトの機能び十分に発揮されず 

に、致命的なけびをするおそれびあ 

ります。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷や巧れびないことを確認 
して < ださい。 

• 乗員全員び、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用してくだ 
さい。 

• コートなどの厚手の衣類は着用し 
ないで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
てください。絶対に首や脇の下に 
は通さないでください。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せて < ださい。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかけてください。 

• ペンや眼鏡など、衣類のポケッ 
卜に入れたとびった物やこわれ 
やずい物にシートベルトをかけ 
ないで < ださい。 

• シートベルトクリップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださい。 


• 1本のシートベルトを2人!;上で 
共用したり、シートベルトと身 
体の間にバックなどを挟み込ま 
ないで < ださい。 

• シートベルトをドアに挟んだり、 
鋭利な部分に当てないでくださし、 

• シートベルトにたばこの火など、 
熱いちのを近付けないでください。 

• バックル部分に異物を入れないで 
<ださい。 

• シートベルトを分解したり、改造 
しないで < ださい。 

• テイ共を膝の上に座らせて走行し 
ないでください。急な進路変更時 
やブレーキ時、衝突時などにテ供 
を保護ずることびでさず、テ供と 
他の乗員び致命的なけびをずるお 
それびあ0ます。 

• 身長1 50 cm 未満の乗員または12 
歳未満のテ供は、シートベルトを 
正しく着用ずることびでさません。 
必ずチャイルドセーフティシート 
を適切なシートに装着して、テ供 
の安全を確保してください。 

詳しくは046ページ）をご覧く 
ださい。 

• チャイルドセーフティシートを装 
着ずるときは、製品に添付されてい 
る取扱説明書に従ってください。 

• 妊娠中のちやけびの治療中のちは、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないでください。 

• 乗員び装着しているシートべル 
卜で荷物などを固定しないでく 
ださい。 


を跋 e お冊 
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A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直に近い位置で、乗 
員び上体を起こして座っている場合 
にのみ発揮ずることびでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や衝突時などに致命的なけ 
びをするおそれびあ0ます。 


A 警告 

• 巧れていたり損傷しているシート 
ベルトや、事故で衝撃を受けた 
シートベルト、改造を受けたシー 
トベルトは、適切な保護性能を発 
揮することびでさません。事故の 
とさなどに致命的なけびをずるお 
それびあ0まず。 

シートベルトに巧れや損傷びない 
ことを定期的に確認してください。 
損傷しているシートベルトや事故 
などで衝撃を受けたシートベルト 
は、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検し、必要であれば 
交換してください。 

• 純正部品!;のシートベルトは使 
用しないで < ださい。 

• シートベルトの強度び低下し、乗 
員保護機能び損なわれるため、清 
掃するとさは!;下の点にを意して 
<ださい。 

◊強い酸性やアルカ U 性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 

◊乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり、染 
色しない 


シートベルトを着用ずる 



►フ□ントシートは、シートを調整 
し、バックレストをできるだけ垂直 
に近い角度にします。 


► シートベルトをベルトアンカーの 
からゆっ < りと引さ出します。 

シートベルトが□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトを少 
し戻してから、再びゆっくり引き 
出します。 

► シートベルトにねじれがないことを 
確認して、肩を通るベルトが肩の 
中央に、腰を通るベルトが腰骨ので 
さるだけ低い位置にかかるよラにし 
ます。 

►プレート③の先端をバックル⑤ 
に差し込みます。 

フ□ントシートは、テンション自 
動調整機能び作動します(>102 
ぺージ）。 


B 暴6恒冊 
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シートベルト 


►必要であれば、シートベルトの高 
さを調整します瓜103ページ）。 

►必要であれば、肩を通るベルトを上 
ちに引いて、シートベルトを身体 
に密着させます。 

シートベルトを外ず 


► 手でプレート②を持ち、バックル③ 
の解除ボタン④を押して、シート 
ベルトをゆっくり巻さ取らせます。 

H シートベルトび完全に巻さ取ら 
れていることを確認してください。 
シートベルトやプレートびドアや 
シートに挟まれて、ドアや内張り、 
シートベルトを損傷するおそれがあ 
ります。損傷したシートベルトは乗 
員保護効果を十分に発揮でさないた 
め、交換する必要びあります。詳し 
くは、メルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

フ□ントシートベルトのテンション自 
動調整機能 

フ□ントシートベルトにはテンション 
自動調整機能が装備されています。 

イグニッション位置が2のとさに、プ 
レートの先端をバックルに差し込む 
と、シートベルトび身体に密着する 
よラに、自動的にシートベルトのテン 
ション（締め付け具合）を調整します。 

この機能の設定と解除については 
(>166ぺージ）をご覧ください。 


シートベルト着用警告 


み I シートベルト警告'灯 

イグニッシヨン位置を2にすると点 
なし、数秒後に消灯します。 

点なしないとさは警告なの異常です 
ので、すみやかにメルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 

エンジンびかかっているとさに運転席 
または助手席の乗員がシートベルトを 
着用していないとさは、シートベルト 
警告なび点なします。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用せ 
ずにイグニッシヨン位置を2にする 
かエンジンを始動すると、警告音び数 
秒間鳴り、シートベルトの着用を促し 
ます。 

走巧中のシートベルト警告 

走行速度び約 25 km/h (上になったと 
さに、運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルから外したときは、 
シートベルト警告なび点滅して、断続的 
な警告音ち鳴ります。 

そのままの状態で約60秒間走行する 
か、または停車したとさは警告灯は点 
なに変わり、警告音ち鳴り止みます。 

ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度び約 25 km/h 
じ(上になると、この警告は繰り返し行 
なわれます。 


を跋 e 恒冊 









シートベルト 


103 


〇 助手席に重い荷物などを積んでいる 
と、エンジンびかかっているとさに 
シートベルト警告び行なわれること 
びあります。 


シートベルトの高さ調整 



フ□ントシートベルトは、高さを調 
整することがでさます。 


シートベルトび首にかかったり、肩か 
ら外れたりしないよラに高さを調整し 
ます。 

高さは4段階に調整できます。 

シートベルトの高さを調整ずる 

► 上げるときは、ベルトアンカーを 
そのまま上げます。 

► 下げるときは、□ック解除ボタン 
①を押しながらベルトアンカーを 
下げます。 


正しい運輯姿勢 


A 警告 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の 
運転姿勢に合った正しいシート位置 
に調整してください。 

運転中に調整して操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあ0ます。 


A 警告 

ステア U ングの調整は、必ず運転前に 
行なってください。また、ステア U ン 
グび確実に□ックされていないときは 
走行しないでください。ステア U ング 
び □ ックされていない状態で走行ずる 
と、車のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれびありまず。 


A 警告 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けびをずるおそれびあ0ます。 

• バックレストを大さく後方に傾け 
た状態で走行しないでください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体 
びシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力び腹部や首にかかり、致命 
的なけびをずるおそれびあ0ます。 


B 義09恒冊 


調整後はベルトアンカーが確実に 
□ックしていることを確認してく 
ださい。 
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シートベルト 



左八ンドル車 


正しい運転姿勢になるよラにシート 
③を調整してください。 

►じ(下のことに注意して、シートと 

へッドレストを調整します。 

• 運転席エアバッグとの間隔を、 
でさるだけ確保する 

• バックレストはできるだけ垂直に 
して、正しい姿勢で着座している 

• シートベルトび正しく着用でさる 

• 大腿部びシートクッションに軽く 
支えられてし" i る 

• ペダルが楽に踏み込める 

• へッドレストの中央び目の高さ 
に調整され、後頭部がヘッドレ 
ストに支えられていることを確 
認する 


►じ(下のことに注意して、ステアリン 
グ①を調整します。 

• ステアリングを握ったとさに、 
腕に適度な余裕がある 

• 足を自由に動かせる 
• メーター パネルのすべての メー 
ター 類やマルチ フアン クシ ヨン 
ディスプレイ、警告なや表示な 
を確認でさる 

►じ(下のことに注意して、シートべル 
卜②を着用します。 

• シートベルトび身体に密着し 
ている 

• 肩を通るベルトび肩の中央にか 
かっている 

• 腰を通るベルトび腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 

► 走行する前に、道路や交通状況が十 
分確認できるよラにルームミラーと 
ドアミラーを調整します。 

► メモ U —付パワーシート装備車は、 
メモリー機能でシートとステアリン 
グの位置、ドアミラーの角度を記憶 
させます。 

H シートを調整しているときは、シ 
ートの下や横に身体を入れたり、作 
動部に触れないでください。挟まれ 
てけがをするおそれびあります。 

〇シートの一部が他の乗員や物に当 
たったとさは、それじ(上操作しない 
で < ださい。 

H 誤ってシート調整スイッチに触れて 
シートび動くと、乗員びけがをする 
おそれがあります。テ供を乗せてい 
るとさは十分注意してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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左八ンドル車 


ランプスイッチ 



マー ク 

作動内容 

の 

因 

左側パーキングランプ 
び点な 

回 

固 

ち側パーキングランプ 
び点な 

回 

因 

すべてのランプび消な 

因 

[ auto ] 

周囲の明るさに応じて 
自動的に点な/消な 

回 

I ぶた I 

車幅な、テールランプ、 
ライセンスランプやス 
イッチなどの照明び点な 

回 

回 

へッドランプ、 LED ド 
ライビングランプ*び 
点な 

囚 

困 

フ□ントフォグランプ* 
び点な 

团 

团 

フ□ントフォグラン 
プ*/リアフォグランプ 
び点な 


コンビネーシヨンスイッチ 



表示'灯 

作動内容 

⑨ 

国 

へッドランプび上向さ 
で点な 

⑩ 

の 

ち側のち向指示なび 
点滅 

⑩ 

国 

パッシング 

⑩ 

の 

左側のち向指示なび 
点滅 


H 車から離れるとさはランプを消な 
してください。バッテリーがあび 
るおそれがあります。 


H エンジンを停止した状態で、ラン 
プを長時間点なしないで<ださい。 
バッテリーびあびるおそれがあり 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ランプ 


ランプスイッチ 
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ンプ 


H ランプスイッチを 贿 I の位置に 
したまま、エンジンスイッチにキー 
び差し込まれていない状態やキーレ 
スゴー操作 * でイグニッシヨン位 
置を0にしている状態で運転席ド 
アを開くと、警告音が鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに"ライ 
トヲケシテクタ''サイ！ II と表示されます。 

このとさはランプを消灯して<だ 
さい。パッテ U —びあびるおそれび 
あります。 

〇 へッドランプが点口しているとき 
に、イグニッシヨン位置を2じ(夕')^ 
にすると、ヘッドランプび消灯し 
ます。さらにこの状態でイグニッ 
シヨン位置を0にして運転席ドア 
を開 < か、エンジンスイッチから 
キーを抜<と、車幅ななどち消灯し 
ます。 

車幅'灯 


車幅好を点'灯ずる 

► ランプスイッチを 贿 I の位置にし 
ます。 

ランプスイッチ横の車幅な表示な 
网 が点なします。 

へッドランプ/ LED ドライビングラ 
ンプ * 

へッドランプ/ LED ドライビングラ 
ンプは手動または自動で点な/消灯 
でさます。 

へッドランプ/ LED ドライビングラ 
ンプを手動で点！打ずる 

► イグニッシヨン位置を2にします。 


► ランプスイッチを I 爹 D I の位置にし 
ます。 

メーター パネルのへッドランプ表示 
な0因が点灯します。 

〇イ グニッシヨン位置び1のとさは、 
車幅な、テールランプ、ライセンス 
ランプび点灯し、ランプスイッチ横 
の車幅な表示な區固び点なします。 

へッドランプ/ LED ドライビングラ 

ンプを自動で,な！打/消'灯ずる 

► ランプスイッチを匹巧の位置にし 
ます。 

•周囲び暗いとさ、イグニッシヨ 
ン位置を1にすると、車幅な、 
テールランプ、ライセンスラン 
プび自動的に点好し、ランプス 
イッチ横の車幅な表示な區固が 
点なします。 

• エンジンを始動すると、上記に 
加えてへッドランプ/ LED ドラ 
イビングランプも自動的に点な 
し、メーターパネルのヘッドラン 
プ表示な@が点なします。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は明るさを感知するセンサーがあり 
ます。このセンサーは、レインセン 
ヴーと同じ位置にあります(>117 
ページ）。センサー部にステッカー 
などを貼付すると、自動点灯機能が 
作動しなくなります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 






ンプ 


A 警告 

• ランプの点な/消なに関する責任 
は運転者にあります。ランプの自 
動点な機能は運転者を支援する機 
能でず。 

• 下の状況などではランプは自動 
的に点灯しなかったり、点巧してい 
たランプび消なして事故を起こず 
おそれびあります。このときは、 
手動でランプを点灯してください。 

◊霧の中を走行するとき 
◊対向車のランプなどにより、セ 
ンヴーび正常に作動しないとさ 
• ランプスイッチを | auto | から I gP I 
の位置にずるとさは、必ず停車し 
てください。ランプび一瞬消巧し 
て事故を起こずおそれびありまず。 


フオグランプ 


フ□ントフォグランプ*を,な'灯ずる 

► イグニッシヨン位置び2でランプ 
スイッチの位置び區国または@ 
のときに、ランプスイッチを1段 
引さます。 

フ□ントフォグランプび点灯し、ラ 
ンプスイッチ横のフ□ントフォグラ 
ンプ表示な [ B び点なします。 


フ□ントフォグランプとリアフォグラ 
ンプを点'灯ずる（フ□ントフォグラン 
プ装備車） 

► イグニッシヨン位置び2でランプ 
スイッチの位置が區国または0因 
のとさに、ランプスイッチを2段 
引さます。 

フ□ントフォグランプと U アフォ 
グランプび点なし、ランプスイッ 
チ横のフ□ントフォグランプ表示 
好□のとリアフォグランプ表示な 
因己が点なします。 

リアフォグランプを点'灯ずる （LED 
ドライビングランプ装備車） 

►イグニッシヨン位置び2でランプ 
スイッチの位置が@のとさに、 
ランプスイッチを引さます。 

リアフォグランプび点好し、ランプ 
スイッチ横のリアフォグランプ表示 
な屈□び点なします。 

A 警告 

ランプスイッチび | a …〇| または I ぶた I 
の位置のとさ（フ□ントフォグラン 
プ装備車は匹巧の位置のとさ）は、 
フォグランプを点巧することはでさ 
ません。霧の中を走行ずるとさは、 
あらかじめランプスイッチを0のの 
位置にしてへッドランプを点灯して 
<ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


と跋6恒冊 





108 


ンプ 


H フォグランプは、霧などの悪天候 
で、十分な視界び確保でさないとさ 
じ(外には使用しないでください。対 
向車や後続車の迷惑になります。 

〇エンジンを停止した状態でラン 
プを長時間点なしないで<ださい。 
バッテ U —びあがるおそれびあり 
ます。 

パーキングランプ 


暗がりでの駐車時に後続車などに自車 
の存在を知らせるため、片側の車幅な 
とテールランプだけを点なします。 

パーキングランプを点'灯ずる 

イグニッシヨン位置び2じ(外のとさ 
に点なさせることびでさます。 


► ランプスイッチを医ゴまたは r - p ミ 1 
の位置にします。 


位置 

作動内容 

阿 

ち側のパーキングランプ 


び点な 

因 

左側のパーキングランプ 


が点な 


へッドランプ上向き/下向きの切り 
替え 


へッドランプを上向きにずる 

► コンビネーションスイッチを⑨の位 
置にします。 

ヘッドランプび上向きになり、メー 
夕ーパネルの八イビーム表示な 
riDi が点なします。 

Q 対向車びあるとさや市街地を走 
行するときは、へッドランプを上向 
さにしないで < ださい。 


へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチが⑨の位 
置のとさは、コンビネーションス 
イッチを引し^て、中立の位置にし 
ます。 

へッドランプが下向きになります。 

パッシングずる 

►イグニッション位置び1か2のと 
さに、コンビネーションスイッチを 
⑩のち向に引きます。 

引いている間、ヘッドランプが上向 
さで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示な[|国び点なします。 

コンビネーションスイッチから手を 
放すと中立の位置に戻ります。 

方向指示 


イグニッション位置が1か2のとさ 
に点滅させることびでさます。 

ち側の方向指示！打を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑩の方 
向に操作します。 

左側の方向指示'灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑩の方 
向に操作します。 

ステアリングを直進に戻すとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないとさは手で戻してくだ 
さい。 

方向指示なび点滅しているとさは、 
メーターノ くネ j レの方向指示表示なわ点 
滅します。 
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〇 方向指示なを点滅させているとさ 
に非常点滅なスイッチを押すと、非 
常点滅なに切り替わります。再度、 
非常点滅なスイッチを押すと、方向 
指示なに切り替わります。 

〇 コンビネーションスイッチを軽く 
操作すると、方向指示なび3回点 
滅します。 


車外ランプ消'灯遅延機能 

周囲が暗いとさにエンジンを停止する 
と、じ(下のランプび点なします。 

• 車幅な 

• へッドランプ ( LED ドライビング 
ランプ装備車） 

• LED ドライビングランプ*または 
フ□ントフォグランプ* 

• テールランプ 
• ライセンスランプ 

点灯した車外ランプは、ドアやテール 
ゲートを開いて閉じた後、約15秒経 
過すると消なします。 

この機能の設定と解除については 
(>162ぺージ）をご覧ください。 

車外ランプ消'灯遅延機能を一時のに解 
除ずる 

►エンジンを停止した後、イグニッ 
シヨン位置を2にします。 


〇 ランプび消なするまでの時間は、 
ドアやテールゲートを閉じてから消 
なするまでのおよその時間です。 

〇 エンジンを停止してからドアや 
テールゲートを閉じたままにする 
か、開いてそのままにしてから約 
60秒後に、ランプは消なします。 



故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用します。 

非常点滅'灯を点滅させる 

► 非常点滅灯スイッチ①を押します。 
すべての方向指示灯び点滅します。 

非常点滅ロスイッチ①とメーター 
パネルの方向指示表示灯ち点滅し 
ます。 

非常点滅なを消'灯させる 

►再度、非常点滅好スイッチ①を押し 
ます。 

Q 非常時じ(がは使用しないでくだ 
さい。 

H エンジンを停止して長時間使用す 
ると、パッテ U —びあびるおそれび 
あります。 




オプションや仕様により、異なる装備です。 















ンプ 


〇 約 70 km / hii (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停止したときは、 
非常点滅なび自動的に点滅します。 
自動的に点滅した非常点滅灯は、非 
常点滅なスイッチを押すか、走行速 
度が約 lOkm / hii (上になると、自 
動的に消なします。 

〇 非常点滅なを点滅させているとさ 
にち向指示の操作をすると、その方 
向の方向指示なの点滅に切り替わり 
ます。ち向指示なび消なすると、再 
び非常点滅なに切り替わります。 

〇 エアバッグび作動すると、非常点 
滅なび自動的に点滅します。自動 
的に点滅した非常点滅なを解除す 
るとさは、非常点滅なスイッチを 
押します。 


へツトフンゾウォツシャー 

エンジンびかかつていてへッドランプ 
び点口しているときに、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを約10回操作す 
ると、ヘッドランプウォッシャーび自 
動的に作動します。 

〇 エンジンを停止するか、ヘッドラ 
ンプを消なさせると、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを作動させた回 
数は U セットされます。 

〇 冬季にはウォッシャ ー 液の濃度に 
ミ主意し、冬用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 

〇へッドランプは樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷するおそれがあ 
ります。 



iiTF のとさに、方向指示なの点滅、ま 
たはステアリング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプが点なします。 

• 周囲び暗いとさ 

• エンジンびかかっていて、走行速度 
び約 40 km / hii (下のとき 

• へッドランプび点巧しているとき 

方向指示'灯の点滅との連動 

方向指示なを点滅させると、点滅させ 
た側のフ□ントフォグランプび点なし 
ます。 

シフトポジションび CE のとさは、フ 
□ントフォグランプは点なしません。 

ステアリング操作との連動 

ステアリングを操作すると、操作し 
た側のフ□ントフォグランプが点灯 
し乐す。 

シフトポジションび EE のとさは、 
ステアリングを操作した方向と逆側の 
フ□ントフオグランプび点灯します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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O 点滅させたち向指示灯のち向と、 
ステア U ングの操作方向が異なると 
きは、方向指示なと同じ側のフ□ン 
トフォグランプび点なします。 

〇 フ□ントフォグランプはゆっくり 
消なするため、一時的に左ち両側の 
フ□ントフォグランプが点なするこ 
とびあります。 

〇 点なしたフ□ントフオグランプ 
は、約3分後に自動的に消なします。 


アクティブライトシステム _ 

周囲び暗く、ヘッドランプを点灯して 
走行しているとさにステア U ングを操 
作すると、操作した方向にヘッドラン 
プの向さび変わります。 

〇 ヘッドランプの角度は、ステアリ 
ングの操作角度や走行速度に応じて 
変化します。 

〇 変化するへッドランプの角度はル 
さいため、変化びわかりにくいこと 
びあります。 



①フ□ント読書灯（左側）スイッチ 

③ラゲッジルームランプスイッチ 

③ 点巧モード選択スイッチ 

④ フ□ントルームランプスイッチ 

⑥フ□ント読書灯（ち側）スイッチ 

ルームランプの点'灯モードの選択 

自動点'灯モードにずる 

► 点なモード選択スイッチ③び押され 
ていない状態にします。 

じ(下の操作をするとフ□ントルームラ 

ンプやリアルームランプ、ラゲッジ 

ルーム ランプおよび テールゲート 裏側 

のランプ*び点巧/消なします。 

• ルームランプ消打遅延機能(>163 
ページ）が設定されているとさは、 
エンジンスイッチからキーを抜くと 
点なし、約10秒後に消なします。 

• U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で解錠すると点なし、約30秒 
後に消なします。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ンプ 


• いずれかのドアまたはテールゲート 
を開くと点なします。 

◊イグニッシヨン位置が2のとき 
は、ドアや テールゲー トを閉じ 
るとただちに消なします。 

ドアや テールゲー トを開いたま 
まのとさは、消なしません。 

◊イグニッシヨン位置び0か1の 
とさ、またはキーび抜いてある 
とさは、ドアや テールゲー トを 
閉じると約7秒後に消なします。 

ドアや テールゲー トを開いたま 
まのとさは、約5分後に消灯し 
ます。 

〇車を施錠したとさは、ルームラン 
プび消灯することを確認してくだ 
さし、 

〇 車種や仕様により、周囲び明るい 
とさは、自動点なモードにしていて 
ち、ルームランプなどが点なしない 
ことびあります。 

〇 点なしているルームランプや読書 
ななどは、 U モコン操作またはキー 
レスゴー操作*で施錠すると、数 
秒後に自動的に消灯します。 


常時消'灯モードにずる 

► 点なモード選択スイッチ③が押され 
た状態にします。 

(下のいずれかの操作をしても、 
ルームランプは点なしません。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

• U モコン操作またはキーレス 
ゴー操作*で解錠する 

• ドアまたはテールゲートを開く 

フ□ントルームランプの点'灯/消'灯 

フ□ントルームランプを手動で点'灯/ 
消'灯ずる 

► フ□ントルームランプスイッチ④を 
押します。 

フ□ントルームランプび点な/消 
なします。 

非常時の自動点'灯 


ルームランプび自動点巧モードのとさ 
は、シートベルトテンシヨナーやエア 
バッグが作動すると、ルームランプび 
自動的に点なします。また、このとさ 
は非常点滅なわ点滅します。 

自動のに点'灯したルームランプを消 
なずる 

► 非常点滅なスイッチを押します。 
または 

► リモコン操作で施錠した後、解錠し 
ます。 

または 

► 点好モード選択スイッチを押します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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フ□ント読書'灯の点!打/消'灯 

フ□ント読書'灯を点！打/消'灯ずる 

►フ□ント読書なスイッチ①⑥を押し 
ます。 

ルームミラー下側のフ□ント読書な 
び点な/消なします。 

リアルームランプの点'灯/消'灯 

U アルームランプは左ち U アドアウイ 
ンドウの上方にあります。 

リアルームランプを手動で点'灯/消 
I 灯ずる 

► U アルームランプ⑥の前部（矢印の 
部分）を押します。 

U アルームランプび点な/消灯し 
ます。 

〇 U アルームランプを長時間点なす 
ると、リアルームランプび熱くなり 
ます。乂傷をするおそれがあります 
ので、操作するとさなどはま意して 
ください。 


ラゲツジルームランプの点'灯/消'灯 



ラゲツジルームランプはラゲツジルー 
ムの上方にあります。 


ラゲッジルームランプを手動で点'灯/ 
消'灯ずる 

► ラゲッジルームランプスイッチ② 
(>111ページ）を押します。 

ラゲッジルームランプ⑦が点口/ 
消なします。 

〇 ラゲッジルームランプを点な/消 
なすると、テールゲート裏側のラン 
プ * ち点巧/消巧します。 

フツトウエルランプ 


フ□ントシートおよびリアシートの足 
元*に乗降用のランプびあります。 

フ□ントルームランプまたはラゲツジ 
ルームランプを点巧させると、明るく 
点なします。 
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ルームランプの点なモードび自動点な 
モードのとさに、じ(下の操作をすると 
点な/消なします。 

• U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で解錠すると低い照度で点灯 
し、約30秒後に消なします。 

• イグニッシヨン位置を2にすると 
低い照度で点なし、 2 ii (外の位置 
にすると約7秒後に消灯します。 

• いずれかのドアを開くと明るく点な 
します。 

◊イグニッシヨン位置が2のとき 
は、ドアを閉じると減光します。 

◊ィグニッシヨン位置が2 (外の 
とさは、ドアを閉じると減光し、 
約7秒後に消なします。 

ドアを開いたままのとさは、約5 
分後に消なします。 

センターコンソールランプ 


ルームミラーの下部にあります。 

車がランプび点なしているとさに点な 
します。 

ドア下部のランプ 


ドア下部に乗降用のランプがあります。 

ルームランプの点なモードび自動点な 
モードのとさに、じ(下の操作をすると 
点な/消なします。 

• ドアを開くと点なします。 

•イグニッシヨン位置び2 (がでド 
アを開いたままのときは、約5分 
後に消なします。 


ドアミラー下部のランプ 


ドアミラー下部に乗降用のランプびあ 
ります。 

ルームランプの点なモードび自動点な 
モードのとさに、じ(下の操作をすると 
点な/消なします。 

• いずれかのドアを開くと点好し、 
ドアを閉じると約7秒後に消なし 
ます。 

• ドアを開いたままのとさは、約30 
秒後に消なします。 

• リモコン操作またはキーレスゴー操 
作*で解錠すると、約30秒間点な 
します。 

アンビエントランプ* 


フ□ントドアのインナーグ U ップ下部 
やグ□ーブボックス開□部のダッシュ 
ボード下端部などにアンビエントラン 
プを装備しています。 

ランプスイッチでの車幅なの点灯/ 
に連動して、点灯します。車幅なび消 
なすると、イグニッシヨン位置び2の 
とさはすぐに、イグニッシヨン位置び 
1か0のとさやエンジンスイッチから 
キーを抜いてあるとさは、約5分後に 
消灯します。 

アンビエントランプは照度を調整する 
ことびできます。詳しくは（>162ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


I iGlw 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ワイパー 


A 警告 

ワイパーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取れず、視界を妨げて事故の原因に 
なります。 

ワイパーブレードは年に2回の目安 
で交換してください。 



ワイパーを作動させる 

イグニッション位置び1か2のとさ 
に作動します。 

► コンビネーションスイッチをまわし 
て ワイパー 作動 モー ドの マーク ⑦を 
阿 〜 [=] に合わせます。 


位置 


の QJ 


回 


回 W 


因 Ed 


回白 




作動内容 

停止 

才一モー K I 

〇 レインセンサーび感知 
した雨滴量や走行速度に 
応じて、ワイパーの作動 
び自動調整されます。 

オートモード n 

オートモード I よりも少 
ない雨滴量で作動します。 

〇 レインセンサーび感知 
した雨滴量や走行速度に 
応じて、ワイパーの作動 
び自動調整されます。 

低速作動モード 

停車時やご<低速での走 
行時は、間欠作動になり 
ます。 

高速作動モード 

停車時やご < 低速での走 
行時は、低速作動になり 
ます。 

テイップ機能/フロント 
ウインドウウ オツシ ヤー 
の噴射 


ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを矢印⑥ 
の方向に軽く押します。 

ワイパーび1回だけ作動します 
(ウォッシャー液は噴射しません）。 

この機能はフ□ントウインドウび 
濡れているとさだけ使用してくだ 
さし、。 
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ワイパー 


フ□ントウインドウウォッシャーを噴 

射ずる 

►イグニッション位置び1か2のと 
さ、コンビネーションスイッチを 
矢印⑥の方向にいっぱいまで押し 
ます。 

その間ウォッシャー液び噴射し、ワ 
イパーわ作動します。 

B ワイパーやウォッシャーを使用す 
るとさは、歩行者に水しぶさや 
ウォッシャー液びかからないよラに 
ま意してください。 

〇ウインドウをなくときなどは、必 
ずコンビネーションスイッチを 
m (停止）の位置にしてください。 
ワイパーが動さ、けびをするおそれ 
びあります。 

H ウインドウび乾いているときはワ 
イパーを使用しないでください。ウ 
インドウの表面に細かい傷び付いた 
り、ワイパーブレードを損傷するお 
それがあります。 

ウインドウが巧れている場合は、必 
ずウォッシャーを噴射してから使用 
してください。 

P エンジンを停止するときは、必ず 
コンビネーションスイッチを m 
の位置に戻してください。コンビ 
ネーションスイッチを B や 向 
の位置のままイグニッション位置を 
1にすると、ワイパーび作動し、ウ 
インドウび濡れていないとさは傷が 
付くおそれがあります。 


U 車種や仕様により、イグニッシヨ 
ン位置が1か2のとさにコンビネー 
シヨンスイッチをに3かに司の位 
置にすると、フ□ントウインドウが 
乾いていても、ワイパーが1回作 
動します。 

H ウォッシャー液び出なくなったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
でください。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれがあります。 

B 寒冷時にはワイパーびウインドウ 
に貼り付くことがあります。作動さ 
せる前に貼り付いていないことを確 
認してください。貼り付いたままワ 
イパーを操作すると、ワイパーブ 
レー ドやモーターを損傷するおそれ 
びあります。 

H 雪などび付着しているとさは、雪 
などを取り除いてからワイノ ^0—を操 
作してください。作業の際には、ち 
全のため、イグニッシヨン位置を 
0にするか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてください。 

〇 オートモードでは、フ□ントウイ 
ンドウのレインセンサーび感知し 
た雨滴量や走行速度などに応じて、 
ワイパーの作動を自動的に切り替 
えます。 

〇 オートモードのとさ、停車時にフ 
□ントドアを開くとワイパーは作動 
しません。ワイパーはじ(下のとさに 
作動を再開します。 

• シフトポジシヨンび [ E または 
m のとさは、ドアを閉じて他 
のシフトポジションにシフトし 
たとさ 


• シフトポジションが rD I または 
m のとさは、ドアを閉じたとさ 
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〇 コンビネーシヨンスイッチび[― I 
および g の位置のとさわ、停車 
時および低速走行時のワイ y く一の作 
動は、レインセンサーにより自動調 
整されます。 

〇 ボンネットの□ックび解除され 
ているとさは、ワイパーは作動し 
ません。 

〇 ワイパーが作動しないとさは、別 
のモードを選択すると作動すること 
びあります。 

〇 冬季にはウォッシャー液の濃度に 
ま意し、冬用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 

レインセンサー 

フ□ントウインドウ上部中央にレイン 

センサーがあります。 

〇レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないでください。レイ 
ンセンサーが正しく機能しなくな 
ります。 


リアヮィパー 



位置 

作動内容 

① 

ノブ 

回回 

テールゲー トウイン ト 


ウウォッシヤーの噴射 

回 日 

リアワイパーの作動 

因 の 

停止 



© リアワイパーインジケーター 


リアワイパーを作動させる 

► イグニッシヨン位置び1か2のと 
きにノブ①をまわして、回の位置 
に合わせます。 

リアワイパーび間欠で作動し、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに、 
リアワイパーインジケーター®び 
表示されます。 
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パワーウインドウ 


〇 イグニッション位置び2でフ□ン 
トワイパーが作動しているとさに 
シフトポジションを EE にすると、 
リアワイ J く一びじ(下のよラに作動し 
ます。 

• フ□ントワイパーが間欠作動の 
とさ 

◊間欠で作動します。 

• フ□ントワイパーが低速あるい 
は高速作動のとさ 

◊低速で作動します。 

テールゲートウインドウウォッシャー 
を暖射ずる 

►イグニッション位置が1か2のと 
さにノブのをまわして、回回の位 
置に合わせて保持します。 

その間ウォッシャー液が噴射し 、 U 
アワイパーわ作動します。 


のーウインドウ 


ドアウインドウの開閉 


A 警告 

• ドアウインドウを開<とさは、ド 
アウインドウに触れたり、身体を 
寄りかけないでください。ドアウ 
インドウとドア フレームとの 間に 
身体び引さ込まれて、けびをする 
おそれびあ0ます。 

• ドアウインドウを閉じるときは、身 
体や物び挟まれないよラにを意して 
ください。挟まれそラになったとさ 
は、ただちにドアウインドウスイツ 
チを操作してドアウインドウを開い 
て < ださい。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
なりまず。 

また、車内び高温または低温にな 
ると、命に関わるおそれびあり 
ふ9 〇 

• テ供び車内からドアやドアウイン 
ドウを開くと、事故やけびの原因 
になります。 

子供を乗せるとさは、 U アドアや U 
アドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ツクを使用してください。 
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左八ンドル車 

①左フ□ントドアウインドウスイッチ 
③ちフ□ントドアウインドウスイッチ 

③ ちリアドアウインドウスイッチ 

④ 左リアドアウインドウスイッチ 

パワーウインドウスイッチは各ドアに 
あります。 

運転席ドアには、すべてのドアウイン 
ドウのスイッチびあります。 

イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に、ドアウインドウを開閉でさます。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押します。 

押している間だけ開さます。 

スイッチをいっぱいまで押すと、自 
動で開さます。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引さます。 

弓 I いている間だけ開じます。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じます。 


Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウやスライディン 
グルーフ*び完全に閉じているこ 
とを確認してください。 

〇 リモコン操作でドアウインドウを 
開くことびできます(>121ペー 
ジ)。 

〇 リモコン操作またはキーレスゴー 
操作*でドアウインドウを閉じる 
ことびできます(>121ページ）。 

〇 ドアウインドウび自動で開閉し 
ているとさに、スイッチを操作する 
と、その位置で停止します。 

〇 イグニッシヨン位置を0にする 
か、エンジンスイッチからキーを 
抜いてから約5分間は、ドアウイ 
ンドウを開閉することびでさます。 
5分じ(内にフ□ントドアを開くと、 
ドアウインドウの開閉はでさな< 
なります。 

〇 ドアウインドウび開いているとさ 
に PRE - SAFE ⑩（1>45ぺージ）が車 
両の横滑りを感知すると、ドアウイ 
ンドウび少し開いた位置まで自動的 
に閉じます。 

〇 運転席ドアのスイッチで他のドア 
ウインドウを開閉しているとさは、 
助手席やリアドアのスイッチでドア 
ウインドウを操作することはでさま 
せん。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パワーウインドウ 


挟み込み防止機能 


A 警告 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
でドアウインドウを閉じるとさは十 
分を意してください。ウインドウに 
身体び挟まれると、致命的なけびをす 
るおそれびあ0まず。 


スイッチを引き続けてドアウインドウ 
を閉じているとさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ドアウ 
インドウびただちに停止して、スイッ 
チから手を放すと、その位置から少し 
開さます。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウを閉じると、 
ドアウインドウはより強い力で閉じ 
ます。このとさに挟み込みなどの抵抗 
びあると、ドアウインドウはただちに 
停止して、スイッチから手を放すと、 
その位置から少し下降します。 

さらにこの状態からただちにスイッチ 
を引き続けてドアウインドウを閉じる 
と、ドアウインドウは挟み込み防止機 
能び作動しない状態で閉じます。 

自動でドアウインドウを閉じている 
とさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただ 
ちに停止して、その位置から少し開 
さます。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してからただちに再度ドアウ 
インドウを閉じたとさは、ドアウイン 
ドウは自動で閉じなくなり、挟み込み 
防止機能わ作動しません。 


ドアウインドウが自動で開閉しない 
とき _ 

(下のとさは、それぞれのドアウイン 

ドウをリセットしてください。 

• バッテリーあびりやバッテリーの交 
換などで、一時的に電源び断たれた 
とさ 

• ドアウインドウを閉じた後にスイッ 
チから指を放すと、その位置から少 
し開< とさ 

-ドアウインドウび自動で開閉でさな 
<なったとさ 

► ドアを閉じます。 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 運転席ドアのドアウインドウスイッ 
チを軽く引いてドアウインドウを全 
開します。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒じ ( 
上保持します。 

この操作を行なってもドアウインドウ 

び少し開いた状態になるとき 

► ただちに運転席ドアのドアウインド 
ウスイッチを軽く引いてドアウイン 
ドウを全開します。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒じ ( 
上保持します。 

スイッチから指を放したときにドアウ 

インドウび閉じていれば、ドアウイン 

ドウはリセットされています。 

ドアウインドウび少し開いた状態にな 

るとさは、再度上記の操作を行なって 

ください。 


B を跋 e 恒冊 







パワーウインドウ 


121 


コンビニエンスオープニング機能 


車内び暑くなっているときなど、乗車 
する前に車内の空気を換気したいとさ 
は、 U モコン操作でドアウインドウと 
スラィディングルーフ^を開くことが 
でさます。 



ち八ンドル車および EASY - PACK 自動開閉テー 
ルゲー 卜装備車 


► キーの発信部①を運転席ドアのドア 
八ンドルの受光部に向けて、解錠ボ 
タン③を押し続けます。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディングルーフ*び開さます。 

解錠ボタン③から手を放すと、作動 
中のドアウインドウとスライディ 
ングルーフ*はその位置で停止し 
ます。 

0高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動することびあります。 

[I U モコン操作でドアウインドウを 
開くときは、ドアウインドウに身体 
を寄りかけないでください。ドアウ 
インドウとドア フレームの 間に身体 
が弓 I さ込まれてけびをするおそれび 
あります。 


〇 コンビニエンスオープニング機能 
は、キーのリモコン操作でのみ行な 
ラことびでさます。操作は運転席ド 
ア八ンドルの近くから行なってくだ 
さし、。 

〇 リモコン操作をするとさは、キー 
の発信部を運転席ドアのドア八ンド 
ルに向けて操作してください。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるときは、リモコン操作は 
でさません。 


コンビニエンスク□ージング機能 

U モコン操作またはキーレスゴー操作* 

により、車がからドアウインドウやス 

ライディングルーフ*を閉じることび 

でさます。 

車から降りた後に、ドアウインドウな 

どを開じたいとさに使用します。 

Q コンビニエンスク□ージング機能 
でドアウインドウやスライディン 
グルーフ*を閉じるとさは、開口 
部に異物がないことを確認してく 
ださい。 

D 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で操作を行なラと、作動し 
なかったり、誤作動することびあり 
ます。 

H 車がから施錠したとさは、車から 
離れる前に、すべてのドアウインド 
ウとスライディングルーフ*び開 
じていることを確認してください。 
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〇 エンジンスイツチにキーを差し 
込んでいるときは、 U モコン操作お 
よびキーレスゴー操作*はでさま 
せん。 

〇 操作は運転席ドア八ンドルの近< 
から行なってくださし、。 

リモコン操作でドアウインドウとスラ 
イディングルーフ*を閉じる 

► キーの発信部①を運転席ドアのドア 
八ンドルの受光部に向けて、施錠ボ 
タン②を押し続けます。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディング ルーフが 閉じます。 

施錠ボタン②から手を放すと、作動 
中のドアウインドウとスライディン 
グルーフはその位置で停止します。 

A 警告 

リモコン操作でドアウインドウやス 
ライディングルーフなどを閉じてい 
るとさに身体などび挟まれそラに 
なったとさは、ただちに施錠ボタン 
から手を放し、解錠ボタンを押し続 
けて、ドアウインドウとスライデイ 
ングルーフを開いてください。 


キーレスゴー操作でドアウインドウと 
スライディングルーフ*を閉じる* 



ちフ□ントドア 

► ドア八ンドルの キー レス ゴースイツ 
チ④を押し続けます。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディング ルーフび 閉じます。 

キーレスゴースイツチ④から手を 
放すと、作動中のドアウインドウや 
スライディングルーフはその位置で 
停止します。 

A 警告 

キーレスゴー操作でドアウインドウ 
やスライディングルーフなどを閉じ 
ているとさに身体などび挟まれそラ 
になったとさは、ただちにドア八ン 
ドルのキーレスゴースイツチから手 
を放し、ドア八ンドルを引さ続けて 
ください。ドアウインドウとスライ 
デイングルーフび開さまず。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。 ブレーキ ペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさな<なるおそれびあ0ます。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったをの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあ0ます。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないでください。フ□アマットび 
滑ったり、ペダル操作を妨げるおそ 
れびあ0まず。 

少しでち車を動かずとさはエンジン 
を始動してください。エンジンび停 
止していると、ブレーキやステア U 
ングの操作に非常に大さな力び必要 
になります。 


A 警告 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を吸い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こしたり、死こず 
るおそれびあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び 
付かないラちに吸い込んでいるおそ 
れびあ0まず。 


Q 少しでち車を動かすとさはエンジ 
ンを始動してください。エンジンが 
停止していると、ブレーキやステア 
U ングの操作に非常に大さな力び必 
要になります。 

H エンジンを始動するときは、アク 
セルペダルを踏まないでください。 

〇 ランプやエアコンディショナーな 
ど、バッテリーの負担になる装置の 
スイッチをオフにしておくと始動性 
び良< なります。 

シフトポジション 
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シフト作動内容 

ポジ 

ション 

[E ノ \：ーキングポジション 

駐車およびエンジン始動 
/停止の位置です。 

完全に停車していないと 
さは、 [ E にしないでく 
ださい。 

じ(下のときは、シフトポ 
ジションび自動的に EE 
になります。 

• エンジンスイッチから 
キーを抜いたとさ 

• シフトポジションび 
rE か EE のとさ 
にエンジンを停止し、 
フ□ントドアを開い 
たとさ 

• 停車中またはごく低 
速で走行しているとさ 
に、シフトポジション 
び EE か EE の状態 
で運転席ドアを開いた 
とさ 

CE リバースポジション 

後退するとさの位置です。 

完全に停車していないと 
さは、 EE にしないでく 
ださい。 


LNJ ニュートラルポジション 

動力び伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引してち 
らラことで、車を移動で 
さます。 

走行中はシフトポジショ 
ンを m にしないで < だ 
さしんトランスミツショ 
ンを損傷するおそれびあ 
ります。 

シフトポジションび EE 
か EE のとさにエンジン 
を停止すると、自動的に 
FN I になります。 

〇シフトポジションを 
rm にしたまま走行す 
ると、トランスミツショ 
ンを損傷するおそれびあ 
ります。 

EE ドライブポジション 

走行するとさの位置です。 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速します。 

〇エンジンは、シフトポジションが 
m のときち始動できますび、安 
全のため、必ずシフトポジションを 
CE にして、ブレーキペダルを踏ん 
で始動してください。 
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キーによるエンジンの始動 

〇 キーによるエンジン始動を行な 
ラとさは、エンジンスイッチから 
キーレスゴースイッチ*を取り外 
します。 

►パーキングブレーキび確実に効し、 
ていることを確認します。 

►シフトポジションが巧□になつ 
ていることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 

ガソリンエンジン車 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに 3 
の位置までまわして手を放します。 

ディーゼルエンジン車 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに2 
の位置までまわします。 

メーターパネルの予熱表示な027 
ページ）び点なします。 

►予熱表示灯び消なしたら、アクセル 
ペダルを踏まずに 3 の位置までま 
わして手を放します。 

〇 ディーゼルエンジン車は、エンジ 
ンび暖まっているときは、余熱操作 
をせずにエンジンを始動でさます。 


キーレス=1一操作によるエンジンの始 

動* 


A 警告 

ごく短時間でち、車から離れるとさ 
はテ供だけを車内に残さないでくだ 
さい。また、必ずキーを携帯してく 
ださい。キーレスゴー操作により車 
び発進して事故の原因になったり、 
運転装置に触れてけびをするおそれ 
びあります。 



► 車室内にキーびあることを確認し 
ます。 

►パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認します。 

►シフトポジションび [ E になつ 
ていることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 

► エンジンスイッチに取り付けたキー 
レスゴースイッチ①を押します。 

H エンジン始動後は、キーを携帯し 
た人が車から離れてち、エンジンは 
停止しません。車から離れるとさ 
は、短時間でち必ずエンジンを停止 
して、車を施錠してください。盗難 
のおそれがあります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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B ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などにキーびあるとさもエン 
ジンは始動できることびあります。 
車両の盗難に注意して < ださい。 

P エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出して走行を開始すると、警告音 
が鳴ります。また、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"キ-ヲケンチテ'' 
キ7セン"と数秒間表示されます。この 
警告は、停車してドアやテールゲー 
卜を開いた後に走行を開始するたび 
に行なわれます。 

この状態でエンジンを停止するとエ 
ンジンは 再 始動でさません。また、 
車を施錠することわでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してください。 

タッチスタート機能 


エンジンスイッチに差し込んだキーを 
3 の位置082ページ）までまわすか、 
キーレスゴースイッチ*を押すと、手 
を放しても自動的にスターターが作動 
し続け、エンジンび始動します。 


発進 _ 

H エンジンが暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要(上 
にエンジン回転数を上げないでくだ 
さい。 

Q 滑りやすい路面で発進するとさは、 
車輪を空転させないよラにしてくだ 
さい。駆動系部品を損傷するおそれ 
があります。 

HML 63 AMG では、エンジンオイ 
ルの油温が約20で(下のとさなど 
エンジンび暖まっていない場合は、 
エンジン保護のためにエンジン回転 
数び制限されることがあります。 

〇 車速感応ドア□ックび設定さ 
れているとさは、走行速度が約 
15 km / h じ(上になると自動的に車 
び施錠されます。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については （>165 ぺージ）をご覧 
ください。 

►ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認します。 

► ブレーキ ペダルを踏んだまま、シフ 
トポジションを EE にします。 

►パーキングブレーキを 解除します。 

► ブレーキ ペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっ < り踏み込 
みます。 

〇 エンジンび冷えているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアッ 
プび行なわれます。これにより、排 
気ガスを浄化する触媒びより早 < 適 
正温度に達します。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ヒルスタートアシスト 


坂道での発進時に車び後退または前 

進するのを防ざ、発進を容易にします。 

ヒルスタートアシストの作動 

►発進時に、通常通りブレーキペダル 
から足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放しても、ヒ 

ルスタートアシストが自動的に約1秒 

間ブレーキを効かせ、車び後退または 

前進するのを防ぎます。 

A 警告 

• ヒルスタートアシストはパーキン 
グブレーキに代わるちのではあり 
ません。駐車ずるとさは必ずパー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
シフトポジションを m にして< 
ださい。 

• ヒルスタートアシストび作動して 
車び停止していてを、絶対に車か 
ら離れないでください。約1秒後 
にはヒルスタートアシストは解除 
され、車び動さ出すおそれびあり 
まず。 

ヒルスタートアシストはじ(下のときに 

は作動しません。 

• 下り坂で発進するとさ 

• シフトポジションび m のとさ 

• パーキングブレーキが効いている 
とさ 

• ESP ⑩び故障して解除されている 
とさ 


駐車 


A 警告 

• 停車ずる前にエンジンを停止し 
ないで<ださい。ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になりまず。 

• 駐車時や車を離れるときは、シフ 
トポジションを CE にして、パー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
エンジンを停止してください。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
なりまず。 


A 警告 

駐停車ずると さは、マフラー や排気 
系部品び、枯れ草や紙< ず、油など 
の燃えやずいちのに触れないよラに 
してください。発火して、火災び発 
生ずるおそれびあります。 

〇短時間でち車から離れるとさは、 
ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*を閉じて、車を施錠して 
ください。 

確実に駐車するために、じ(下のことを 

確認してください。 

• パーキングブレーキび確実に効い 
ていること 

• シフトポジションび EC になってい 
て、エンジンスイッチからキーび抜 
かれているか、イグニッション位置 
び 0 になっていること 

• 坂道で駐車するとさは、前輪び歩道 
方向に向いていること 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パーキングブレーキ 


A 警告 

• デ供だけを残して車から離れない 
でください。パーキングブレーキ 
を解除して車び動さ出し、事故を 
起こずおそれびありまず。 

• 急な坂道で駐車ずるとさは、パー 
キングブレーキを確実に効かせて 
ください。さらに輪止めをして、 
前輪を歩道ち向に向けて<ださい。 


A 警告 

ノてーキングブレーキを効かせたまま走 
行しないでください。パーキングブ 
レーキび過熱して効かな < なったり、 
火災び発生ずるおそれびありまず。 



左八ンドル車 


ノ くーキングブレーキを解除ずる 

► ブレーキペダルをいっぱいまで踏み 
ます。 

► 解除八ンドル①を手前に引きます。 

メーター パネルのブレーキ警告な 
m び消なします。 


パーキングブレーキを効かせる 

►ち足でブレーキペダルを踏み、左 
足でパーキングブレーキペダル② 
をいっぱいまで踏み込みます。 

メーター パネルのブレーキ警告好 
m が点なします。 

H パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
メッセージび表示されます。 


エンジンを停止ずるとき 


A 警告 

走行中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<な 0 ます。また、ブレーキやステ 
アリングの操作に非常に大さな力び 
必要になります。 

► 完全に停車します。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキを確実に効かせて、 
シフトポジションを EE にします。 

►イグニッション位置を0にします。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり放 
し乐す。 

H 水温び高めのとさは、少しの間ア 
イドリング状態でエンジンを冷却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 
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キーレスゴー操作でエンジンを始動し 
たとを* 


オートマチックトランスミッシ 


► 完全に悟車します。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキを確実に効かせて、 
シフトポジシヨンを EE にします。 

► キーレスゴースイッチを押します。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり放 
します。 

A 警告 

走行中にキーレスゴースイッチを約3 
秒間押し続けるとエンジンび停止し 
ます。エンジンブレーキび効かな< 
なったり、ブレーキやステアリング 
の操作に非常に大さな力び必要にな 
りまずので、走行中はエンジンを停 
止しないでください。 

〇 走行中にキーレスゴースイッチを 
押してエンジンを停止したときは、 
再度キーレスゴースイッチを押すと 
エンジンび始動します。 

〇 キーレスゴースイッチを押してエ 
ンジンを停止したとさは、イグニッ 
シヨン位置は1になります。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッシヨン位置が0になります。 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。 ブレーキ ペダルやアクセル 
ペダルの下に物び入ると、ペダルを 
操作でさなくなるおそれびあります。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったもの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあ0ます。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで < ださい。 

停車中は、必ずパーキングブレーキ 
を効かせて < ださい。 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。運転装置に触れてけ 
びをしたり、事故の原因になりまず。 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジン ブレーキを 効かせないで<だ 
さい。駆動輪びグ U ップを失って車 
両びス U ップし、事故を起こずおそ 
れびあ0ます。 

オートマチックトランスミッション 
は、シフトポジションび EE のとさ、 
(下の状況に合わせて自動的にギアを 
変速します。 

• 選択されているギアレンジ 
• 走行モード0133ページ） 

• アクセルペダルの踏み具合 
• 走行速度 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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シフトポジション 


シフト作動内容 

ポジ 

ション 

[E ノ \： ーキングポジション 

駐車およびエンジン始動 
/停止の位置です。 

完全に停車していないと 
さは、 [ PJ にしないでく 
ださい。 

じ(下のときは、シフトポ 
ジションび自動的に EE 
になります。 

• エンジンスイッチから 
キーを抜いたとさ 

• シフトポジションび 
rE か EE のとさ 
にエンジンを停止し、 
フ□ントドアを開い 
たとさ 

• 停車中またはごく低 
速で走行しているとさ 
に、シフトポジション 
び EE か EE の状態 
で運転席ドアを開いた 
とさ 

EE リバースポジション 

後退するとさの位置です。 

完全に停車していないと 
さは、 EE にしないでく 
ださい。 


ENJ ニュートラルポジション 

動力び伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引してち 
らラことで、車を移動で 
さます。 

走行中はシフトポジショ 
ンを m にしないで < だ 
さし、トランスミッショ 
ンを損傷するおそれびあ 
ります。 

シフトポジションび EE 
か EE のとさにエンジン 
を停止すると、自動的に 
ENJ になります。 

〇シフトポジションを 
rm にしたまま走行す 
ると、トランスミッショ 
ンを損傷するおそれびあ 
ります。 

CE ドライブポジション 

走行するとさの位置です。 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速します。 

A 警告 

走行中にシフトポジションを m 
にずると、エンジンブレーキびまつ 
たく効かなくなり、事故を起こした 
り、トランスミッションを損傷ずる 
おそれびあ0ます。 
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①セレクターレバー 

③ノ くーキングポジションの選択 

③ ニュートラルポジションの選択 

④ ニュートラルポジションの選択 
⑥リバースポジションの選択 

⑧ドライブポジションの選択 

シフトポジションを EE にずる 

►セレクターレバー先端のボタンを 
③の方向に押します。 

シフトポジションを m にずる 

►セレクターレバーを③または④ 
の方向に軽く操作します。 

シフトポジションを EE にずる 

►セレクターレバーを®のち向 
にいつぱいまで操作します。 

シフトポジシヨンを EE にずる 

►セレクターレバーを®のち向 
にいっぱいまで操作します。 


A 警告 

セレクターレバーはステア U ングの 
ち側にあります。ち向指示やワイパー 
の操作をする際は、誤ってセレクター 
レノ く一の操作をしないよラにを意し 
てください。事故を起こしたり、車 
を損傷するおそれびありまず。 


A 警告 

約 10 km / h じ(下で走行しているとき 
は、 EE から m 、 または m から 
roi にシフトポジションを変更でさ 
ますび、シフトポジションび変更さ 
れたことに気付かずに一旦停止して、 
再度走り出ずと、車び不意に後退ま 
たは前進して事故を起こすおそれび 
あ0ます。 

エンジンを停止してシフトポジショ 
ンび自動的に m になったときは、 
シフトポジションを EC にして、ノく一 
キングブレーキを効かせて < ださい。 
車び動さ出ずおそれびあります。 


〇セレクターレバーを操作するとき 
は、完全に停車して、ブレーキペグ 
J レを踏んで行なつてください。 

〇シフトポジションを EE または 
m にするときは、完全に停車し 
てください。トランスミッションを 
損傷するおそれがあります。 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよラな運転をしないでく 
ださい。 
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P 滑りやすい路面で発進するとさ 
は、車輪を空転させないよラに注意 
して<ださい。駆動系部分を損傷す 
るおそれびあります。 

〇 セレクターレバーから手を放す 
と、セレクターレバーは中立の位置 
に戻ります。 

〇 シフトポジションび EE のとさ 
は、確認音が鳴ります。 

〇 シフトポジションが EE か EE 
のとさにエンジンを停止すると、シ 
フトポジションび自動的に m に 
なります。さらに、この状態でフ〇 
ントドアを開<か、エンジンスイッ 
チに差し込まれているキーを抜く 
と、シフトポジションが[のにな 
ります。 

ただし、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいる状態で、シフトポ 
ジションび [ ffi のとさにエンジン 
を停止したとさは、フ□ントドア 
を開いてち、シフトポジションは 
m になりません。 

〇 停車してイグニッション位置び2 
のとさ、またはごく低速で走行し 
ているとさ、シフトポジションび 
EE または EE の状態で運転席ド 
アを開<と、シフトポジションが 
m になります。 

ただし、運転席ドアが開いている状 
態でシフトポジションを EE また 
は EE にしたときは、前進/後退す 
ることがでさます。 

〇イグ ニッション位置び2で、ブ 
レーキペダルを踏んでいるときは、 
シフトポジションを [ E から EE 
または rRH にでさます。 


〇イ グニッション位置び1で、ブレー 
キペダルを踏んでいるときは、シフ 
トポジションを [ E から m にで 
さます。 

〇 シフトポジションを EE から他 
のシフトポジションにするとさにブ 
レーキペダルび踏まれていないと、 
マルチファンクションディスプレイ 
に lip レンシ''カラシフトアレ-巧フンテ''クタ''サイ" 
と表示されます。 

〇 約1 Okm/h じ(上で走行している 
とさは、 EE から CE 、 または 
EE から EE にシフトポジション 
を変更しよラとすると、 rm にな 
ります。 

〇 イグニッション位置び2のとさ、 
シフトポジションが EN ] の状態で 
運転席ドアを開くと、マルチファ 
ンクションディスプレイに"セレクタ 
力''ソウ]ウイチ"と表示され、警告音が 
鳴ります。 

〇 約1 Okm/h じ(下でセレクターレ 
バー先端のボタンを③のち向に 
押すと、シフトポジションが m 
になります。また、約 15 km/h じ ( 
上でセレクターレノ（一先端のボタン 
を③の方向に押したときは、シフ 
トポジションは巧□にならず、警 
告音び鳴り、マルチファンクション 
ディスプレイに lip レンシ' ' A テイシシ''ノミ" 
と表示されます。 
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シフトポジション表示 



①シフトポジション表示 

( ドライブポジションび選択されてい 
る状態） 

マルチフアンクションディスプレイび 
表示されているとさに、選択されてい 
るシフトポジションびシフトポジショ 
ン表示①に反転表示されます。 

B マルチフアンクションディスプレ 
イび故障してシフトポジションび 
表示されないときは、セレクターレ 
ノ（一を慎重に操作してゆつくりとア 
クセルペダルを踏み、選択されたシ 
フトポジションを確認してから走行 
して<ださい。また、すみやかにメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、 


走巧モードの切り替え 



①走ネ Tt — 卜凌 TJX 


路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックギアシフトの走行モードを切り 
替えることびでさます。選択された走 
行モードはメーターパネルの走行モー 
ド表示①に表示されます。 


走行モード 

作動内容 

S モード 

スポーティな走行に 
適したモードです。 

C モード* 

快適性と経済性を重 
視したモードです。 

M モード* 

マニュアルでギアシ 
フトでさるモード 
です。 


詳しくは （>136 ペー 
ジ）をご覧ください。 


走行モードび S モードのとさは、じ(下 
のよラになります。 


• 1速で発進します。 

• オートマチックトランスミッション 
が遅めにシフトアップします。 

• シフトアップが遅めに行なわれるた 
め、エンジン回転数が高くなり、燃 
料をより多<消費します。 

走行モードび C モードのとさは、じ ( 

下のよラになります。 

• 前進*後退とわに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発進します。 

• 滑りやすい路面などでの車両操縦性 
や走行ち定性び向上します。 

• シフトアップが早めに行なわれるた 
め、燃料の余分な消費び抑えられ 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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• オートマチックトランスミッション 
が早めにシフトアップするため、エ 
ンジン回転数び低く抑えられ、車輪 
び空転しにくくなります。 

〇 エンジン始動時は、エンジン停止 
時の走行モードに関わらず、オフ 
□—ドパッケージ装備車は S モー 
ド 、 ML 63 AMG は C モードに設 
定されます。 

オフ □ —ドパッケージ装備車 



走行モードを選択ずる 

►走行モード選択スイッチ②を押し 
ます。 

S モードー M モードー S モードと 
切り替わります。 

ML 63 AMG 



走行モードを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチ③を押し 
ます。 

C モードー S モードー M モードー 
C モードと切り替わります。 



①左側パドル（低いギアレンジを選択） 
③ち側パドル（高いギアレンジを選択） 

《車種や仕様により、パドルの色や形状は 
異なります。 

才ートマチックトランスミッシヨンの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要に変速しないよ 
ラにすることびでさます。 

走行モードび M モード* (>133ぺ一 
ジ）じ(がのときに、テイップシフト 
にでさます。 



③ギアレンジ表示 
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《オフ□ー ドパッケージは、曰本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 















ティップシフトにずる 

► シフトポジションが EE のとさに、 
左側パドル①を引きます。 

ティップシフトに切り替わり、選択 
されたギアレンジびマルチファンク 
ションディスプレイのギアレンジ表 
示③に表示されます。 

低いギアレンジを選択ずる 

► 左側パドル①を引きます。 

低いギアレンジび選択され、ギアレ 
ンジ表示③にギアレンジが表示され 
ます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側パドル②を引きます。 

高いギアレンジが選択され、ギアレ 
ンジ表示③にギアレンジび表示され 
ます。 

ティップシフトを解除ずる 

► ち側パドル②を引いて保持します。 

ティップシフトが解除され、ギア 
レンジ表示⑩に"陌 I " び表示され 
ます。 


ギア 

レンジ 

作動内容 

曲 

1速〜7速の範囲で変速し 
ます。 

画 

1速〜6速の範囲で変速し 
ます。 

画 

1速〜5速の範囲で変速し 
ます。 

陋 

1速〜4速の範囲で変速し 
ます。 

画 

1速〜3速の範囲で変速し 
ます。エンジンブレーキび 
必要なとさに使用します。 

画 

1速〜2速の範囲で変速し 
ます。下り坂や山道、悪路 
を走行するとさに使用し 
ます。 

励 

1速に固定されます。エン 
ジンブレーキが最大に作用 
します。急な下り坂や長い 
下り坂を走行するとさに使 
用します。 


A 警告 

滑りやずい路面やカーブを走行し 
ているとさは、低いギアレンジを選 
択してエンジンブレーキび効くと、 
駆動輪びグ U ップを失ラおそれびあ 
ります。低いギアレンジを選択する 
とさは十分を意してください。また、 
滑りやずい路面状況で駆動輪を空転 
させると、駆動系部品を損傷ずるお 
それびあ0ます。 
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P マルチフアンクションデイスプレ 
イが故障してシフトポジションや 
ギアレンジび表示されないときは、 
テイップシフトを解除して走行して 
ください。また、すみやかにメルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

〇 テイップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数などにより 
異なります。 

〇 テイップシフトび選択されてい 
ないときにパドル②を引くと、走行 
速度やエンジン回転数に応じてシフ 
トアップび行なわれます。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるようなときは、自動的にシフ 
トアップび行なわれます。 

〇 ギアレンジ表示は選択したギアレ 
ンジを示しており、実際のギアを 
示すちのではありません。 

〇 パドル①を引いても、選択したギ 
アレンジび適切でない場合は、エン 
ジン保護などのため、シフトダウン 
されません。 

〇 エンジンが暖まっていないとさ 
は、操作を行なってわ選択したギ 
アレンジに変わらないことがあり 
ます。 


マニュアルギアシフト * _ 

ステアリングのパドルを操作して、マ 
ニュアルでギアを選択でさます。 

A 警告 

滑りやずい路面やカーブを走行し 
ているとさは、シフトダウンによって 
エンジンブレーキび効くと、駆動輪 
びグ U ップを失ラおそれびあります。 
ギアをシフトずるとさは十分を意し 
てください。また、滑りやずい路面 
状況で駆動輪を空転させると、駆動 
系部品を損傷するおそれびあります。 

〇エンジンが暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッシヨンに大きな負 
担びかかるよラな運転をしないでく 
ださい。 

〇 マニュアルギアシフトでは ESP ⑧ 
の機能を解除しないで走行すること 
をお勧めします （^59 ページ）。 

マニュアルギアシフトの選択 


(左）オフ□ー ドパッケージ装備車 
佑 ） ML 63 AMG 




X ’オフ□ー ドパッケージは、曰本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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才ートマチッ 



mi ニ ー ^ m 貧 

Ibaii 

③走行モード表示 
③ギア表示 

マニュアルギアシフトを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチ①を押し 
て、走行モード表示②に,1圓 II を 
表示させます。 

選択されているギアびギア表示③ 
に表示されます。 

また、マルチファンクションディ 
スプレイに AMG メニュー*を表 
示していて、シフトポジションび 
EE のとさは、マルチファンクショ 
ンディスプレイに選択されてい 
るギアび表示されます （>147 〜 
149ぺージ）。 

〇 マニュアルギアシフトではギア表 
示③に表示される数字は実際のギア 
を示しています。 

運転者のシフトアップ/ダウン操作 
や、自動的なシフトアップ*/ダウ 
ンに応じてシフトインジケーターに 
表示される数字ち変わります。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチ①を押し 
て、走行モード表示②に " m " ま 
たは"陌| " A を表示させます。 


〇 マニュアルギアシフトを選択した 
状態でエンジンを停止すると、次 
にエンジンを始動したときは、オー 
トマチックギアシフトに切り替わ 
ります。 

シフト操作 

11 

①左側パドル（シフトダウン） 

③ち側パドル（シフトアップ） 


《車種や仕様により、パドルの色や形状は 
異なりまず。 

シフトダウンずる 

► 左側パドル①を引きます。 

操作するたびに]段下のギアにシフ 
トダウンします。 

シフトアップずる 

► ち側パドル②を引きます。 

操作するたびに]段上のギアにシフ 


トアップします。 


と跋6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 










H オフ□ー ドパッケージ装備車で 
は、□ーレンジモードになっている 
ときは0180ぺージ）、エンジン 
回転数び高回転になってわオートマ 
チックトランスミッションは自動的 
にシフトアップしません。エンジン 
回転数の上げすざにま意して < だ 
さい。エンジンを損傷するおそれび 
あります。 


シフトアップ表示 （ ML63AMG) 



ギアは1速にシフト 


〇 停車すると、 

されます。 

©車種 や仕様により、停車時に選択 
でさるギアは異なります。 

〇 シフトダウン操作をしなくても、 
速度とエンジン回転数に応じて、自 
動的にシフトダウンすることびあり 
ます。 

〇 シフトアップ/ダウン操作をして 
ち、選択したギアが適切でない場合 
は、エンジン保護などのため、シフ 
トアップ/ダウンされません。 

〇 オフ□ー ドパッケージ装備車で 
は、エンジンの許容回転数を超える 
おそれびあるとさは、自動的にシフ 
トアップされます。このとさ、ギア 
表示の数字ち変わります。 

OML 63 AMG では、自動的にシフ 
トアップされません。 

〇 オフ□ー ドパッケージ装備車で 
は、キックダウンを行なラことびで 
さます。 

OML 63 AMG では、キックダウン 
を行なラことはでさません。 

〇 ステア U ング左側のパドルを引さ 
続けると、そのとさの加速に最わ適 
したギアび選択されます。 


①ギア表示 

③シフトアップ表示 " up " 

エンジン回転数び上昇して、シフト 
アップするタイ S ングになったとさ 
は、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの表示び赤<なり、選択しているギ 
ア表示①の横に、 " up " ②が表示され 
ます。 


を跋 e 恒冊 


《オフ□ードパッケージは、日本仕様には装備されません。 
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運乾のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速するタイミングび変化し 
ます。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップする 
タイミングが早くなります。 

• 深く踏み込んだときはシフトアッ 
プするタイミングが遅くなります。 

キックダウン 

急な加速び必要な場合はキックダウン 
を行ないます。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
みます。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
低いギアに変速し、素早 < 加速し 
ます。 

► 希望する速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップします。 

H キックダウンするとさは、周囲の 
状況に注意しながら操作して < だ 
さい。事故を起こすおそれびあり 
ます。 


メーター パネル 


メーターパネルの各部の名称について 
は（>26、27ぺージ）をご覧くださし、。 

A 警告 

メーターパネルや7ルチファンク 
シヨンディスプレイび故障すると、 
車両の状態や速度、外気温度、故障/ 
警告メッセージなどび表示でさな< 
なることびあります。十分を意して 
走行してください。また、ただちに 
メルセデス-ベンツ指定サービスェ 
場に連絡してください。 


メーターパネルの点'灯 _ 

メーターパネルはじ(下のとさに点灯し 
ます。 

• 運転席ドアを開いたときや閉じたと 
さ（約30秒後に消な） 

• メーターパネル照度調整ボタンま 
たはリセットボタンを押したとさ 
(約30秒後に消灯） 

•イグニッシヨン位置を1か2にし 
たとさ（イグニッシヨン位置を0 
にしてから約30秒後に消灯） 


B 義6恒冊 


車外ランプび点なしたとさ 
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乂 In —。メーター _ 

車の走行速度を表示します。 

速度の表示単位をマイルに変更する 
ことちでさますが、マイル表示にする 
と km / h 表示に比べ、同じ数字でわ 
約 1.6 倍の速度になります。速度の 
出しすざを防ぐため km / h 表示にし 
てください。 

表示の切り替えについては(>158 
ページ）をご覧ください。 

Olmph は約 1.6 km/h です。 

〇 マイル表示を選択すると、トリッ 
プメーターなどの表示ちマイル表示 
になります。 


タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

P 指針がエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよラ 
にしてください。エンジンを損傷す 
るおそれがあります。 

エンジン回転数が許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給が行なわれな < なります。 


外気温度表示 _ 

外気温度を表示します。 

外気温度の上昇や下降は、少し遅れて 
表示に反映されます。 

温度をフ□ントバンパー付近で測定し 
ているため、温度表示は路面からの蘭 
射熱などの影響を受けます。したびつ 
て、温度表示び実際の外気温度と異な 
ることびあります。 

A 警告 

外気温度表示び上でを、路面び 
凍結していることびありまず。走行 
には十分を意してください。 


メーターパネル照度調整ボタン/ 
リセットボタン 



①照度調整ボタン（明) 
③リセツトボタン 
③照度調整ボタン（暗) 


を跋6恒冊 
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メーターノ くネ j レ照度調整ボタン 

周囲び暗いとさにメーターパネルの明 
るさを調整でさます。 

照度を上げる 

► 照度調整ボタン①を押します。 

照度を下げる 

► 照度調整ボタン③を押します。 

リセットボタン 

卜 U ップメーターや各種設定などをリ 
セツトするとさに使用します。 


燃料計 _ 

燃料の残量を表示します。 

燃料タンクの容量は約95リツトル 
です。 

Q 給油のとさはエンジンを停止して 
ください。 


燃料残量警告'灯 _ 

燃料の残量び少なくなると点なします。 

警告なび点なしたとさの残量は約13 
リツトル (ML 63 AMG は約15リツ 
トル）です。 

〇 走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反になります。 


時計 

日寺ミ IJ は、 COMAND システムの日寺ミリに 
連動します。 

時刻の調整については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧ください。 


B 義09恒冊 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ンディスプレイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、故障/警告メッセージや各種情 
報などを表示 • 設定するシステムです。 


マルチフアンクシヨンステアリング 



マルチフアンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステア U ングのスイッチで行 
ないます。 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
を操作ずるとさは、常に周囲の状況 
にを意してください。 

A 警告 

走行中にステアリングのスイッチを 
操作するとさは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまわしな 
びら操作ずると、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 


名称 

_マルチフアンクシヨンデイスプ 
W レィ 

通話終了スイッチ 

• 電話の保留/切断 
• 電話帳表示や発信履歴表示の 
終了 

通言舌開始スイッチ 

• 電話の発信/受信 
• 発信履歴の表示 

設定スイツチ/音量スイッチ 


③ • 各種設定の設定グループ選択 
画面でのグループの選択 

• 設定項目画面での数値や設定 
の変更や、機能のオン/オフ 
の選択 

•各メイン画面やオーディオ画 
面表示中の音量の調節 

•レースタイマーの操作 (ML 
63 AMG ) 

音声認識スイッチ W 

音声認識の使用 

スク□ールスイッチ^ ^ 

•選択したメイン画面内での画 
面のを]り替え _ 

• オーディオ画面表示中のオー 
ディオやテレビの選曲-選局、 
DVD ビデオのチヤプターの選択 
③.電話画面表示中の電話帳や発 
信履歴の選択 

表示切り替えスイッチ [ E 固 

メイン画面の選択 

音声認識解除スイッチ应 a 

音声認識の中止 

〇 ステアリングスイッチでの 
COMAND システムの操作について 
は、別冊 「 COMAND システム取扱 
説明書」をご覧ください。 


を蛾 e 恒冊 






























マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


メイン画面一覧 



①車両情報 

⑧各種設定 

② AMG 表示* 

⑨車両設定 

③オフ□ー ドモード設定* 

⑩トリップコンピユーター 

④オーディオ 

⑩電話 


@ナビゲーシヨン. 進行方向方位 
表示 

⑥ 車高レベル/オフ□ード表示* 

⑦ 故障表示 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 








































































144 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 _ 

r 車両情報」には ii (下の画面びあり 
ます。 

• 車両情報メイン画面（トリップメー 
ター、オドメーター） 

• 車両情報サブ画面 

• タイヤ空気圧警告システム画面 
(>291ぺージ） 

• 冷却水温度画面 

• サブスピードメーター/が気温度 
表示画面 

• メンテナンスインジケーター画面 
0312ぺージ） 


車両情報メイン画面（トリップメー 
夕一/オドメーター ） 



車両情報メイン画面を表示させる 

► またはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させます。 


① 

トリップ 

リセット後の走行 


メーター 

距離を表示します。 

② 

オ ドメー 

これまでに走行し 


夕一 

た距離の総合計を 



表 TJX します。 


トリップメーターをリセットずる 
(0.0 に戻ず） 

► リセットボタン（1>140ページ） 
を、表示が 0.0 になるまで押し続 
けます。 


車両情報ヴブ画面 



を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 


















①外気温度表示/ヴブスピー 
ド メーター 


外気温度または走行速度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"インスト 
ルメントクラスタ"の"車両情報サブ画 
面の表示設定画面" （^159 ページ）で 


行ないます。 

②可変スピードリミッター設定可変スピードリミッター （^190 ぺ- 


娃度表 TJX 
表示 


/ DSR 設定速度 


③ クルーズコント□—ルインジ 
ケーター* / DSR インジケー 
夕一 

④ オフ□ー ド-ドライブ•プ 
□グラムインジケーター*/ 
□—レンジインジケーター/ 
クルーズコントロール設定速 
度表示^ 

⑥シフトポジシヨン表示 


⑥ ギアレンジ表示 
ギア表示* 

⑦ 走行モード表示 


ジ ）、 DSR (>174ページ）で設定した 
速度を表71^します。 

クルーズコント□—ル （>186 ぺージ）、 
DSR (^174 ページ）を作動させたとき 
に表示されます。 

オフ□-ド • ドライブ•プ□グラム(>178 
ぺージ）または□-レンジモード(>180 
ページ）に設定したとさに表示されます。 

また、クルーズコント□—ル （>186 ぺ一 
ジ）で設定した速度を表示します。 

オートマチックトランスミッションのシ 
フトポジションを表示します。 

選択しているシフトポジションは反転表 
示されます （^133 ぺージ）。 

ティップシフトのときに選択しているギ 
アレンジを表示します（[>134ぺージ）。 

マニュアルギアシフト*のときに選択し 
ているギアを表示します（>137ぺージ）。 

オートマチックトランスミッションの走 
行モードを表示します（>133ぺージ）。 


A 警告 

外気温度表示び上でち、路面び 
凍結していることびあります。走行 
には十分を意してください。 

H が気温度の上昇や下降は、少し遅 
れて表示に反映されます。 


マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、外気温度表示 
は路面からの簡射熱などの影響を受 
けます。したがって、外気温度表示 
が実際のが気温度と異なることがあ 
ります。 


B 義09恒冊 


※□ーレンジモードは、曰本仕様には装備されません。 

《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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タイヤ空気圧警告システム画面 

詳しくは(>291ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 

/でま口水屬起画面 

イグニッシヨン位置が2のとさ、エン 
ジンの冷却水温度を表示します。 


ヴブスピードメーター/外気温度表 

走行速度またはが気温度を表示します。 


30 km/h 



サブスピードメーター 


冷却水温度画面を表示させる 

► またはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させます。 

► ^または^を押して、冷却水 
温度画面を表示させます。 

〇 指定の冷却水を適切な湿合比で使 
用しているとさは、約120でまで 
は才ーバーヒートは起こしません。 

〇 暑い曰や上り坂び続くとさなど 
に、冷却水温度の表示びち端付近 
を示すことびありますび、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに冷却 
水に関する故障/警告メッセージ 
(>339、340ページ）が表示され 
ない限り、問題ありません。 


+20.5°C 


外気温度表示 

表示の切り替えは各種設定の"インス 

トルメントクラスタ"の"車両情報ヴ 

ブ画面の表示設定画面" （^159 ペー 

ジ）で行ないます。 

ヴブスピードメーター/外気温度表 

示画面を表示させる 

► E ] またはを押して、車両 
情報メイン画面を表示させます 
(>144ぺージ)。 

► ^または^を押して、ヴブス 
ピードメーター/が気温度表示画 
面を表示させます。 

〇 ヴブスピードメーターの表示単位 
を km / h または mph に切り替える 
ことができます （^158 ページ）。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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①ギア表示 
③電圧表示 


ギア表示①は、オートマチックトラン 
スミッシヨンの実際のギア位置を表示 
します。 

エンジンびかかっていて、シフトポジ 
シヨンが EE のときに表示されます。 

電圧表示②は、バッテ U —の電圧を表 
TJX します。 


キア表示-油温表示画面 



①ギア表示 
③油温表 TJX 


ギア表示①は、オートマチックトラン 
ス S ッシヨンの実際のギア位置を表示 
します。 

エンジンがかかっていて、シフトポジ 
シヨンび EE のときに表示されます。 

油温表示②は、エンジンオイルの油温 
を表 TJX します。 


メンテナンスインジケーター画面 

詳しくは （^31 2ページ）をご覧くだ 
さし、。 


AMG 表示 （ ML 63 AMG ) 

「 AMG 表示」には(下の画面びあり 
ます。 

• ギア表示*油温表示画面 
• ギア表示*電圧表示画面 
• ギア表示*レースタイマー画面 
• 計測結果表示画面（全ラップ） 

• 計測結果表示画面（ラップ別） 


ギア表示-油温表示画面を表示させる 

► またはを押して、ギア表 
示-油温表示画面を表示させます。 

D 油温表示のマークが点滅している 
とさは、エンジンオイルが温まっ 
ていません（油温が約80に未満に 
なっています）。このとさはエンジ 
ン回転数を必要じ(上に上げないよラ 
に運転してください。 

〇 イグニッシヨン位置が1のとさ 
は、油温は表示されません。この 
ときは"一-ご"び表示されます。 

ギア表示-電圧表示画面 



B 義 G 9 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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ギア表示-電圧表示画面を表示させる 

► またはを押して、ギア表 
示*油温表示画面を表示させます 
(>147 ぺージ)。 

► またはを押して、ギア表 
示*電圧表示画面を表示させます。 


ギア表示-レースタイマー画面 



①ギア表示 
③計測タイム 
③ラップ表示 


ギア表 TJX * レースタイマー画面では、 
ヴーキットコースなどで周回ごとの 
ラップタイムを計測.記録したり、そ 
の結果を一覧表示でさます。 

レースタイマーは、イグニッシヨン位 
置び2のとさ、またはエンジンびか 
かっているとさに使用でさます。 

ギア表示-レースタイマー画面を表示 
させる 

► またはを押して、ギア表 
示*油温表示画面を表示させます 
(>147 ぺージ)。 

► またはを押して、ギア表 
TJX * レースタイマー画面を表 TJX させ 
ます。 


〇 計測タイムは1秒単位で表示され 
ます。 

〇 ギア表示-レースタイマー画面を 
表示させているときは、 r +1 また 
は Q を押してオーディオなどの 
音量を調節することはでさません。 

タイム計測を開始ずる 

► [+] を押します。 

タイム計測び開始されます。 

タイム計測を停止ずる 

► タイム計測中に[±]を押します。 
タイム計測び停止します。 

〇 タイム計測を停止しているとさに 
m を押すと、停止した時点から 
タイム計測が再開されます。 

〇 タイム計測中に、イグニツシヨン 
位置を1にすると、タイム計測び 
停止します。 

その後、イグニツシヨン位置を2 
にするかエンジンを始動して r+1 
を押すと、停止した時点からタイム 
計測び再開されます。 

〇イ グニツシヨン位置を0にする 
と、計測タイムは消去されます。 

スプリツトタイムを表ずる 

► タイム計測中に Q を押します。 

スプリツトタイムび約5秒間表示 
されます。 

約5秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0ます。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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〇 スプ U ットタイムを表示している 
ときに再度 Q を押すと、スプリッ 
トタイムびラップタイムとして記録 
され、次のラップのタイムび表示さ 
れます。 

計測したタイムを消去ずる 

► タイム計測び停止しているとさに 
Q を押します。 

計測タイムび消去され、表示が 
00:00〇〇に戻ります。 


ラップタイムを記録ずる 



nii 1 1 


①ギア表示 
③計測タイム 

③ 最速ラップタイム 

④ ラップ数 

最大9件までの計測タイムをラップタ 
イムとして記録でさます。 

► タイム計測中に Q を押します。 

スプリットタイムが約5秒間表示 
されます。 

〇 このとさから、次のラップタイム 
の計測び開始されます。 


► スプリットタイムが表示されている 
ときに、再度を押します。 

スプリットタイムがラップタイムと 
して記録され、次のラップタイムび 
表示されます。 

〇 ラップタイムび記録されていると 
きは、計測タイム②の下に最速ラッ 
プタイム③び表示されます。 

〇 ラップタイムび9件記録されると、 
それ(上計測がでさなくなります。 
新たにタイム計測を行なラとさは、 
記録したラップタイムを消去してく 
ださい。 

記録したラップタイムを消去ずる 

► タイム計測び停止しているとさに、 
リセットボタン （>140 ページ）を 
2回押します。 

記録したすべてのラップタイムび消 
去され、表示び00:00〇〇に戻ります。 

〇 記録したラップタイムは個別に消 
去でさません。 

〇イ グニッシヨン位置を0にする 
か、エンジンスイッチからキーを 
抜いてから一定の時間び経過する 
と、ラップタイムは消去されます。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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全ラップの計測結果を確認ずる 


ラップごとの計測結果を確認ずる 


.] 


り^^^^^^^^^^^ 




計測結果表示画面（全ラップ） 

①合計時間 

③計測した全ラップでの最高速度 

③ 計測した全ラップの総走行距離 

④ 計測した全ラップでの平均速度 

2周 ii (上のラップタイムが記録され 

ているとさは、タイム計測び停止し 

ているとさに計測結果を表示でさ 

ます。 

計測結果表示画面（全ラップ）を表示 

させる 

► またはを押して、ギア表 
示*油温表示画面を表示させます 
(>147 ぺージ)。 

► ^または^を押して、計測結 
果表示画面（全ラップ）を表示させ 
ます。 

〇 タイムを計測しているとさは、 
全ラップの計測結果は確認でさま 
せん。 


し 3 00:13 已已•": ：一 
138 km/h 
0 88 km/h ： ：.：. 
20 km 


計測結果表示画面（ラップ別） 

①ラップ表示 
③ラップタイム 

③ 表示されているラップでの最高速度 

④ 表示されているラップでの走行距離 
⑥表示されているラップでの平均速度 

ラップタイムび記録されているとさ 
は、タイム計測が停止しているとさ 
にラップごとの計測結果を表示でさ 
ます。 

計測結果表示画面（ラップ別）を表示 
させる 

► ^0または [ ffl を押して、ギア表 
示*油温表示画面を表示させます 
(>147 ぺージ)。 

► ^または^を押して、表示さ 
せたいラップの計測結果表示画面を 
選択します。 

〇 表示されているラップび最速ラッ 
プのときは、ラップ表示①び点滅し 
ます。 

〇 タイムを計測しているとさは、 
ラップごとの計測結果は確認でさま 
せん。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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オフ□—ドモード設定 （ML 63 
AMG ) 


才—フ■イオ 


オフ□ードモード 


貧 


オン© 

W 0 


表示 

設定内容 

オン 

オフ□ード*ドライブ•プ 
□グラムが設定されます。 

オフ 

オフ□ード-ドライブ•プ 
□グラムが解除されます。 

詳しくは 

さい。 

(>179ぺージ）をご覧くだ 


ラジオ局を選局ずる 


©- 




十 M I 公 

感 —1: 84.2 

ク 


オフ□ードモード設定画面 

ML 63 AMG のオフ□ー ド-ドライブ • 
プ□グラムの設定びでさます。 

オフ□ー ドモード設定画面を表示さ 
せる 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

► fg 1 または U 1 を巧して、オフロー 
ドモード設定画面を表示させます。 


の" FMI " または " FM 2" 

" AMI " または "AM 2" または" Tl " 
©ラジオ局名または受信周波数 

COMAND システムで、 FM ラジオま 
たは AM ラジオを受信しているときに 
表示*選局でさます。 

► I 置 I または IcPI を押して、オーディ 
才画面を表示させます。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► または^を押します。 

プ U セツトされたラジオ局が選択さ 
れます。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► 受信周波数び動さはじめるまで、 
^または^を押して保持し 
ます。 

次に受信でさる周波数で停止します。 

〇 ラジオの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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音楽を選巧ずる DVD ビデオのチャプターを選択ずる 


©-! 

I 


DISC 


し MO レ /\^、 

@^ラック1 

ク 



の音楽ソース表示 

("DISC" / "CARD" / "HDD" / 
"MEDIA" / "AUX") 

③トラック番号 

COMAND システムで再生している音 
楽ソース（ディスク、メモリーカード、 
ミュージックレジスター、メディアイ 
ンターフてース、が部入力）び音楽ソー 
ス表示のに表示されます。 

► ra またはを押して、オーディ 
才画面を表示させます。 

音楽を選巧ずる 

ディスク、メモ U —カード、ミュー 
ジックレジスター、メディアインター 
フエースのいずれかを再生していると 
さは選曲を行なラことがでさます。 

► またはを押します。 

次の巧または前の曲び選曲され 
ます。 

〇 音楽再生の詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


のチャプター番号 

COMAND システムで、 DVD ビデオ 
を再生しているとさに表示*選択でさ 
ます。 

► [ E またはを押して、オーディ 
才画面を表示させます。 

DVD ビデオのチャプターを選択ずる 

► ^または^を押します。 

次のチャプターまたは前のチャプ 
ターび再生されます。 

Odvd ビデオの詳細については、別 
冊 rCOMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


を跋 e お冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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テレビ局を選局ずる 


ナビ 



③プリセツト番号/チャンネル番号 


COMAND システムのナビ機能をマル 
チフアンクシヨンディスプレイに表示 
でさます。 

ナビ画面を表示させる 

► ffi ] またはを押して、ナビ画 
面を表示させます。 

ルート案内を巧なっていないとき 


COMAND システムで、テレビを受信 
しているとさに表示*選局でさます。 

► [ E またはを押して、オーディ 
才画面を表示させます。 

テレビ局をプリセツト選局ずる 

► またはを押します。 

プリセツトされたテレビ局が選択さ 
れます。 

テレビ局を自動選局ずる 

► 受信チヤンネルが動きはじめるま 
で、^または^を押して保持 
します。 

次に受信でさるチヤンネ j レで停止し 
ます。 

〇 テレビの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 



マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行ち向の方位び表示されます。 

ルート案内を巧なっているとき 



マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行ち向や目的地までの距離、交差点 
(分岐点）または通過点までの距離び 
表示されます。 

ft 詳細については、別冊 「COMAND 
システム取扱説明書」をご覧くだ 
さい。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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車高レベル/オフ□—ド表示 


車高レベル表示画面 （ ML 63 AMG ) 


車高レベルやデイファレンシャル□ッ 
クに関する情報を表示します。 

車高レベル/デイファレンシャル 
□ック表示画面（オフ□ー ドパッケー 
ジ装備車） 






①車高レベル表示 
③デイファレンシャル□ック表示 

オフ□ー ドパッケージ装備車は 、 AIR 
マテイックヴスペンシヨンの車高レべ 
ルとデイファレンシャル □ ックの作動 
状態を表示することがでさます。 

車高レベル/デイファレンシャル□ッ 
ク表示画面を表示させる 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

► またはを押して、車高レ 
ベル/デイファレンシャル□ック 
表示画面を表示させます。 

〇 車高レベルがオフ□ー ドレべル3 
のとさは、マルチファンクシヨン 
デイスプレイの他の画面を表示させ 
ることはでさません。 

詳しくは（>183、197ぺージ）をご 
覧ください。 


①車高レベル表示 

ML 63 AMG は、 AIR マティックヴス 
ペンシヨンの車高レべ;!レを表示するこ 
とびでさます。 

車高レべ J レ表示画面を表示させる 

►イグニッシヨン位置を2にします。 

► または IlP I を押して、車局レ 
ベ) レ表示画面を表示させます。 

詳しくは瓜204ページ）をご覧くだ 
さし、 


※オフ□ードパッケージ、ディファレンシャル□ックは、日本仕様には装備されません。 
《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


を战 e 恒冊 
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故障表示 


公 

コショウガ 
ク 




回 


回 




@ 


① 


故障件数画面（この例では、 
件故障びあります） 


②故障メッセージ画面の例 

故障や異常び起さたとさ、車の状況を 
メッセージで表示します。 

©故障 びないとさは、故障表示画面 
は表示されません。 

自動表示機能 

故障や異常が発生したとさは、故障 
メッセージ画面が自動的に表示され 
ます。 


ステア U ングの mm や の网 
または U セットボタンを押すと、故障 
メッセージが消えます。 


故障メッセージを確認ずる 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に表示されます。 

► またはを押して、故障件 
数画面①を表示させます。 

故障件数び数字で表示されます。 

► またはを押して、故障 
メッセージ画面②を順番に表示させ 
ます。すべて表示されると、故障件 
数画面①に戻ります。 

故障表示のリセット 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
故障メッセージが表示されているとさ 
は、イグニッシヨン位置を 0 にすると、 
故障メッセージの表示び消えます。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
次にイグニッシヨン位置を1か2にす 
るか、エンジンを始動したとき、再び 
故障メッセージび表示されます。 

A 警告 

• 表示される故障や異常は一部の限 
られた装備についてであり、表示 
される内容ち限られていまず。故 
障や異常の表示は運転者を支援す 
るちのでず。発生した故障や異常 
に対処して車の安全性を確保する 
責任は運転者にあります。 

• 故障/警告メッセージび表示され 
たとさは、必ずメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

〇 表示される故障/警告メッセージ 
については（1>330ぺージ〜）をご 
覧ください。 


B と跋09恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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各種設定 


r 各種設定」には ii (下の画面びあり 
ます。 

• 各種設定メイン画面 
• 設定グループ選択画面 
• 各種設定項目の初期化画面 
• 各種設定項目の初期化完了画面 

〇 設定の変更は、安全のため、必ず 
停車中に行なってください。 

各種設定メイン画面 


セッテイ 
リセットハ 
R ボタンヲ 
3ビヨウカンオシ7ス 


メイン画面を表示させる 

► ra またはを押して、各種設 
定メイン画面を表示させます。 


設定グループ選択画面 



設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 


設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、設定グ 
ループを選択します。 

► 選択したグループ名を確認して、 
^を押すと、選択したグループ 
内の最初の設定項目画面が表示され 
ます。 

設定項目画面を選択ずる 

選択した設定項目画面の数値や設定を 
変更でさます。 

► ^または^を押して、設定項 
目画面を選択します。 

設定項目を選択ずる 
機能のオン/オフを選択ずる 

► [+] または Q を押して、設定項 
目を選択したり、機能のオン/才 
フを選択します。 

選択した設定び記憶されます。 

各種設定項目の初期化 


セッテイ 

コウジョウシユッカ 
ジノセッテイニ 
リセットシマスカ？ 
カクニン八 R ボタン！ 


初期化画面 

各種設定のすべての項目を工場出荷時 
の設定に初期化する（戻す）ことがで 
さます。 


iGlw 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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各種設定項目を初期化ずる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(>156 ぺージ)。 

► リセットボタン （>140 ページ）を 
約3秒間押し続けます。 

初期化画面び表示されます。 


セッテイ 

コウジョウシユッカ 
ジノセッテイニ 
リセットシマシタ 


初期化完了画面 

► 初期化画面の表示中（約5秒(内） 
に、再度リセツトボタンを押します。 

初期化を実行し、初期化完了画面が 
表示されます。 

〇 初期化画面び表示されてから約5 
秒間リセツトボタンを押さずにいる 
と、各種設定メイン画面に切り替わ 
ります。 

〇 各種設定項目を初期化すると、 
設定グループ選択画面が表示され 
ます。 

〇 安全のため、エンジンがかかってい 
るとさに各種設定項目すべての初期 
化を行なラことはでさません。この 
とさはマルチフアンクシヨンディス 
プレイに"セツテイ I ンゾ' ンサドウチュウ A ] ウシ'' ヨウ 
シュツカシ''ノセツテイニリセット刀に卜 A テ''キ7セン！"と 
表示されます。 


インストルメントクラスタ 

「インストルメントクラスタ」では、 
(下の画面での設定を行なラことびで 
さます。 

• 速度*距離単位設定画面 
• サブスピードメーター単位設定画面 
• ディスプレイ言語設定画面 
• 車両情報サブ画面の表示設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(>156 ぺージ)。 

► 各種設定メイン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"イン 
ストルメントクラスタ"を選択し 
ます。 

設定項目画面を表示させる 

► または^を押します。 

インストルメントクラスタの各設定 
項目画面び表示されます。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ヴブスピードメーター単位設定画面 



マルチフアンクシヨンディスプレイの 
ヴブスピードメーター(>146ぺージ) 
の表示単位の設定びでさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

km / h 表示になります。 

7ィル 

mph 表示になります。 


H 1 mph は約1 .6 km / h です。ヴブ 
スピードメーターの表示単位びマイ 
ル表示になっていると、誤って速度 
を超過するおそれびあります。必ず 
km 表示を選択してください。 


速度-距離単位設定画面 


スピードメーターとマルチファンク 
シヨンディスプレイの速度と走行距離 
の表示単位の設定びでさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示び km / h 、 km になり 


ます。 

7ィル 

表示び mph 、 マイル 、 Ml 


になります。 


Hi マイル （ mph ) は約 1.6 km ( km / 
h ) です。スピードメーターの表示 
単位びマイル表示になっていると、 
誤って速度を超過するおそれびあり 
ます。必ず km 表示を選択してくだ 
さし、。 


ヒヨウジタンイ 
デジタル スピー ド メーター 

雨 ® 

マイル © 


ヒヨウジタンィ 
ソクド/ソウコウキヨリ 

rani © 

マイル © 


B を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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ディスプレイ言語設定画面 車両情報ヴブ画面の表示設定画面 



ヒヨウジ 

ステータスヒヨ ウジ 


ソクド 

© 


I ガイキオンド 




を 
跋 

車両情報サブ画面 （^144 ページ） に！! 
表示される項目の設定びでさます。 {Of 


ディスプレイに表示する言語の設定び 
でさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

English 

英語表示になります。 

ニホンゴ 

日本語表示になります。 


OCOMAND システムの言語設定を 
II 7ルチフアンクシヨンテ''ィス T レイと同期"に設 
定しているとさは、この画面で設 
定した言言吾が^ COMAND システム 
にわ適用されます。詳細について 
は、別冊 rCOMAND システム取扱 
説明書」をご覧ください。 


► W またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ソクド 

車両情報ヴブ画面の表 
示びヴブスピードメー 
ターになります。 


このとさ、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレ 
イのヴブスピードメー 
ター/外気温度表示画 
面 （>146 ぺージ）に 
はが気温度が表示され 
ます。 

ガイキオ 
ンド 

車両情報ヴブ画面の表示 
び外気温度になります。 


このとさ、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレ 
イのヴブスピードメー 
ター/が気温度表示画 
面 （>146 ぺージ）に 
はヴブスピードメー 
ターび表示されます。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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ライト 


へッドランプ点'灯モード設定画面 


「ライト」では、(下の画面での設定 
を行なラことびでさます。 

.ヘッドランプ点なモード設定画面 
I • □ケイターライティング設定画面 
• アンビエントランプ照度設定画面* 
^ • 車外ランプ消な遅延機能設定画面 

1 • ルームランプ消な遅延機能設定画面 

冊 

設定グループ選択画面を表示させる 



デイタイムライト 


オン 

团 

© 

© 

-- 1 



へッドランプの点なモードの設定がで 
さます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(>156 ぺージ)。 

► 各種設定メイン画面表示中に 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"ライ 
卜"を選択します。 

設定項目画面を表示させる 

► またはを押します。 

ライトの各設定項目画面が表示され 
ます。 


表示 

設定内容 

オン 

常時点なモードです。 

ランプスイ、ソチを r のか 
因巧の位置にしていると 
さに、エンジンを始動す 
ると、へッドランプなど 
び常に点なします。 

オフ 

手動点なモードです。 


へッドランプなどを点 
灯するとさはランプス 
イッチを操作します。 


日本ではこのモードに設 
定してください。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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安全のため、エンジンかかかっ 
ているときは設定を変更することは 
でさません。このとさは、7ルチファ 
ンクシヨンディスプレイに"セツテイ/\ 
エングンオフノトキノミカノウテ''ス II と表示さ 
れます。 

〇 常時点なモードは、走行中の常時点 
灯び義務付けられている諸国に対応 
しています。日本では手動点好モー 
ドに設定して使用してください。 

〇 常時点なモードで自動的に点灯す 
るランプは、車幅な、へツドランプ、 
LED ドライビングランプ*、テール 
ランプ、ライセンスランプです。へツ 
ドランプを上向さにしたり、フォグ 
ランプなどを点なするときは、各ス 
イツチを操作してください。 


□ケイターライテインク設定画面 



周囲び暗いとさにリモコン操作で解 
錠すると車外ランプび点なする機能の 
設定びでさます。 


► W または^を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさに U モコ 
ン操作で解錠すると、車 
幅な、へッドランプ (LED 
ドライビングランプ装備 
車）、 LED ドライビング 
ランプ*またはフ□ント 
フォグランプ*、テール 
ランプ、ライセンスラン 
プび点なします。 

オフ 

□ケイターライティング 
は作動しません。 

詳しくは 

さし、。 

071ページ）をご覧くだ 


^画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


□ケイタライティング 


B と跋09恒冊 
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二 J を押して、反転表 


す。 

;内容 


3び暗いとさにエンジ 
り亭止すると、車幅 
へッドランプ (LED 
^イビングランプ装備 
、 LED ドライビング 
/プ*またはフ□ント 
-グランプ*、テール 
/プ、ライセンスラン 
'く点なし、ドアやテー 
S —卜を開いて閉じた 
約 15 秒後に消灯し 
■〇 

^ランプ消な遅延機能 
;動しません。 


9 ページ）をご覧くだ 


アンビエントランプ照度設定画面 


車外ランプ消'灯 i 


も\ 


アンビエントランプの照度の設定びで 
さます。 

► [+] または Q を押して設定内容 
を変更します。 


表示 

設定内容 

0 

アンビエントランプは点 
なしません。 

1 

2 

3 

1 がちっとち暗 <、 5 が 
もっとも明るい設定にな 
ります。 

4 


5 


詳しくは 

さし、 

(>114 ページ）をご覧くだ 


周囲び暗いとさ 
と車外ランプが. 
でさます。 

► [+] または [ 
示を移動しま 

表示 設ま 

オン 周医 

ン考 

口、 

ド； 

車）， 

う、ゾ 

フ3 

ラ：^ 

プゎ 

ルク 

後、 

ます 

オフ 車ダ 

はけ 


詳しくは (>10 
さい。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


アンビ'エントライト 

ステージ © 

0123日 5] © 


ヘッドライトオフノチエン 

© 
© 



な 

画 

お 

設 

ヒ c 

宫 

機 

延 

屋 




を跋 e 恒冊 
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ルームランプ消'灯遅延機能設定画面 


シャリヨウ 


ルームランプオフノチェン 

leal (5 

わ ら 


ルームランプび自動点灯モードのとさ 
にエンジンスイッチからキーを抜くと 
ルームランプび点好する機能の設定び 
でさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプび自動点な 
モードのとさにエンジ 
ンスイツチからキーを抜 
くと、ルームランプび約 
10秒間点なします。 

オフ 

ルームランプ消な遅延機 
能は作動しません。 

詳しくは 

さい。 

(>111ページ）をご覧くだ 


「シャリョウ」では、(下の画面での 
設定を行なラことびでさます。 

• エンジン停止時の表示設定画面* 

• ウィンタータイヤスピード U ミツ 
ター設定画面 

• 車速感応ドア□ツク設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► ffi ] またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(>156 ページ）。 

► 各種設定メイン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"シャ 
リョウ"を選択します。 

設定項目画面を表示させる 

► ^または^を押します。 

シャリョウの各設定項目画面び表示 
されます。 

エンジン停止時の表示設定画面* 


イク'ニシヨンオフノヒヨウジ 


シツナイセンサ I 


ケンインボウシケイホウ 
キ□メーターヒヨウジ 


イグニツシヨン位置を 0 にしたとさや 
エンジンスイツチからキーを抜いたと 
さに、最初に表示される画面の設定び 
でさます。 



《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義6恒冊 
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W または^を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

シツナイ 

室内センサーの才 

センサ 

ン/オフ画面にな 
ります。 

ケンインボウ 

けん引防止警報機 

シケイホウ 

能のオン/オフ画 
面になります。 

キ□メーター 

車両情報メイン画 

ヒヨウジ 

面になります。 


〇イ グニッション位置を0にしてか 
ら、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてから約2分間経過する 
と、室内センサーやけん引防止警報 
機能を解除したり、待機状態にする 
ことはできなくなります (>64 s 65 
ぺージ)。 

ウインタータイヤスピードリ S ッター 
設定画面 



スピードリミット 


(ウインタータイヤ） 



© 

P ■ 

0 


〇 ウィンタータイヤスピード U ミッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピードリミッター（1>190ページ） 
で設定でさる制限速度は、ウィン 
タータイヤスピード U ミッターの設 
定速度び上限となります。 

► m またはを押して、設定内 
容を選択します。 


表示 

設定内容 

オフ 

ウィンタータイヤス 


ピー ドリミッタ ーは 作 


動しません。 

240 km/h 

最高速度びそれぞれの 

230 km/h 

速度に設定されます。 

220 km/h 


210 km/h 


200 km/h 


190 km/h 


180 km/h 


170 km/h 


160 km/h 



《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 


最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 


iGlw 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 











マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


165 


車速感応ドア□ック設定画面 



走行速度び約1 5 km/h (上になった 
とさに、ドアとテールゲートを自動的 
に施錠する機能の設定びできます。 


► W または^を押して、設定内 
容を選択します。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび 


作動します。 

オフ 

車速感応ドア□ックは 


作動しません。 


詳しくは077ページ）をご覧くだ 
さい。 


ノノオート 

r コンフオート」では、じ(下の画面で 
の設定を行なラことびでさます。 

• イージーエントリー設定画面* 

• フ□ントシートベルトのテンション 
自動調整機能設定画面 

• 施錠時のドア S ラー格納設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(>156 ぺージ)。 

► 各種設定メイン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► E またはを押して、"コン 
フオート"を選択します。 

設定項目画面を表示させる 

► または^を押します。 

コンフオートの各設定項目画面が表 
示されます。 


B と跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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イージーエントリー設定画面 



運転席への乗り降りを容易にする 
イージーエント U —機能の設定びで 
さます。 


A 警告 

• イージーエント U —の作動中に身 
体や物び挟まれないよラにを意し 
て < ださい。 

挟まれそラになったとさは、運転 
席のメモ U —スイッチかポジシヨ 
ンスイッチ、ステアリング調整レ 
バーのいずれかを操作して<だ 
さい。イージーエント U —の作動 
び停止します。 

• チャイルドセーフティシートを使 
用している場合でを、テ供だけを 
残して車から離れないでください。 
誤ってエンジンスイッチからキー 
をおいたり、運転席ドアを開いた 
とさにイージーエント U —び作動 
し、身体び挟まれてけびをずるお 
それびあ0ます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

イージーエント U —機能 


び作動します。 

オフ 

イージーエントリー機能 


は作動しません。 

詳しくは 

(杉94ページ）をご覧くだ 


さし、 


フ□ントシートベルトのテンション自 
動調整機能設定画面 



イグニッション位置び2のとさ、フロ 
ントシートベルトび乗員の上半身に密 
着するよラに、テンション（締め付け 
具合）を自動的に調整する機能の設定 
びでさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

イグニッション位置び 2 
のとさに、フ□ントシー 
トベルトのテンションび 
自動的に調整されます。 

オフ 

フ□ントシートベルトの 
テンションは調整されま 
せん。 

詳しくは 

さし、。 

0102ぺージ）をご覧くだ 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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さい。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


r 車両設定」では、(下の画面での設 
定を行なラことびでさます。 

• DSR 速度設定画面 
• けん引防止警報機能設定画面* 

• 室内センサー設定画面* 

DSR 速度設定画面 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
では、 DSR の速度を 6 km / h から 
18 km / h の間で、 2 km / h 単位で設 
定でさます。 

DSR 設定画面を表示させる 

► ffi ] またはを押して、 DSR 速 
度設定画面を表示させます。 

► m またはを押して、設定速 
度を選択します。 


表示 

設定内容 

6〜18 

DSR の設定速度びそれ 

km/h 

ぞれの速度になります。 


施錠時のドアミラー格納設定画面 


□ツクジノ 
ミラー九クノウ 


オン 

© 



U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*での施錠時にドアミラーを格納す 
る機能の設定がでさます。 


► W または^を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

U モコン操作またはキー 
レスゴー操作*での施錠 
時にドアミラーび格納さ 
れます。 

オフ 

リモコン操作またはキー 
レスゴー操作*での施錠 
時にドアミラーは格納さ 
れません。 


詳しくは（杉97ページ）をご覧くだ 


車両設定 


同 km/h 


B 義6恒冊 
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Odsr を作動させているとさは、ク 
ルーズコント□—ル/ 可変 スピー 
ドリミッターレバーにより 、 DSR 


〇 エンジン停止時の表示設定画面 
(>163ページ）び"ケンインホ、' ウシケイホ 
ウ"のとさは、イグニッシヨン位置 



を 

跋 

G 

恒 

曲 


の設定速度を 4 km / h から1 8 km/h 
の間で、1 km / h 単位で一時的に変 
要することがでさます。 

詳しくは（>174ページ）をご覧くだ 
さし、。 

けん引防止警報機能設定画面* 





盗難防止警報システムのけん引防止警 
報機能を設定できます。 


けん弓 I 防止警報機能設定画面を表示さ 
せる 


を0にするかエンジンスイツチから 
キーを抜くと、マルチファンク シヨ 
ンディスプレイに"ケンインホ''ウシケイホウオ 
フ II または"ケンインホ''ウシケイホウオン"と表 
示されます。このとさ r +1 または 
を押すと、けん引防止警報機能 
を待機状態にするか、または解除す 
ることがでさます。 

詳しくは （^64 ページ）をご覧く 
ださい。 

室内センサー設定画面* 



シツナイセンサ 



© 

オフ 

© 



► ra またはを押して、 DSR 速盗難防止警報システムの室内センサー 
度設定画面を表示させます。 を設定でさます。 


► ^または^を押して、けん引 
防止警報機能設定画面を表示させ 
ます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

けん引防止警報機能び 


待機状態になります。 

オフ 

けん引防止警報機能び 


解除されます。 


室内センサー設定画面を表示させる 

► またはを押して、 DSR 速 
度設定画面を表示させます。 

► ^または^を押して、室内セ 
ンヴー設定画面を表示させます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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したときを起点とした 
す。 

ヨン位置を0にしてか 
1ンジンスイッチから 
:から約4時間経過す 
I に U セットされます。 
] にイグニッシヨン位 
I したときは、前回の 
て表示されます。この 
時間経過後、または 
’イル走行後に自動的 
れます。 

からの情報表示画面を 


り時からの情報表示画 


I るまで、 


または 


す。 


表示 

設定内容 

オン 

室内センサーび待機状 


態になります。 

オフ 

室内センサーが解除さ 


れます。 


丄ノンノ促誦時ィ 


〇 エンジン停止時の表示設定画面 
(>163ページ）が"シツナイセンサ"のと 
さは、イグニッシヨン位置を0にす 
るかエンジンスイッチからキーを抜 
くと、マルチフアンクシヨンディス 
プレイに"シツナイセンサオフ"または"シツナ 
イセンサオン"と表示されます。このとき 
またはを押すと、室内セ 
ンヴーを待機状態にするか、または 
解除することがでさます。 

詳しくは （^65 ページ）をご覧く 
ださい。 



「トリップコンピューター」にはじ(下 
の画面びあります。 

• エンジン始動時からの情報表示画面 
• U セット時からの情報表示画面 
• 走行可能距離表示画面 
• 瞬間燃費表示画面* 


①エンジン始動日 

③エンジン始動日 

③ エンジン始動お 

④ エンジン始動お 

エンジンを始動 

情報を表示しま' 

〇 イグニツシ: 
ら、または Z 
キーを 抜いて 
ると、自動的 
約4時間(ド 
置を1か2じ 
情報び継続し 
とさは、999 
9,999 km / マ 
に IJ セツトさ 

エンジン始動時: 

表示させる 

► エンジン始重 
面が表示さで 
閥 を押しま 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


トリップコンピューター 


スタートカ 
-11 2km 

m- 


と跋6恒冊 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


エンジン始動時からの情報表示画面を 
手動でリセツトずる 

エンジン始動時からの情報表示画面は 
手動で U セツトすることわでさます。 

► エンジン始動時からの情報表示画面 
が表示されているときに、メーター 
パネルのリセツトボタン(>140 
ページ）を押し続けて、表示を U セツ 
卜します。 

リセット時からの情報表示画面 


IJ セットずる 

►リセット時からの情報表示画面が表 
示されているとさに、メーターパ 
ネルのリセットボタン （>140 ぺ一 
ジ）を押し続けて、表示をリセット 
します。 

〇 リセット後は、9,999時間経過後、 
または99,999 km / マイル走行後に 
自動的に U セットされます。 

走行可能距離表示画面 


リセットカフ 
ご 1 00km 



① U セツト時からの走行距離 （ km ) 

③ U セツト時からの経過時間 （ h ) 

③ U セツト時からの平均速度 ( km / h ) 

④ U セツト時からの平均燃費 ( km / I ) 

リセツトしたときを起点とした情報 
を表 TJX します。 

リセツト時からの情報表示画面を表示 
させる 

► IE またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報表示画面を表示 
させます。 

► U セツト時からの情報表示画面が表 
示されるまで、または^を 
押します。 


ソウコウカノウ： 

1 12kn 


現在の燃料残量で走行可能なおよその 

距離を計算し、予測値として表示します。 

イグニッシヨン位置び2のときに表示 

されます。 

走行可能距離表示画面を表示させる 

► ra またはを押して、エンジ 
ン始動からの情報表示画面を表示さ 
せます（>169ぺージ）。 

► 走行可能距離表示画面を表示される 
まで、またはを巧します。 

H 表示される走行可能距離は、現在 
までの平均燃費と残り燃料から計算 
した予測値です。令後の走行状況に 
応じて大さく変動することびあり 
ますので、燃料計を確認して、早め 
に給油してください。 


を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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燃料残量び少ないとさは、マルチファ 
ンクションディスプレイに"ネンリョウリ 
r-r キュウ 1 シテクタ''サイ"と表示される 
か、が表示されます。 

最寄りのガソ U ンスタンドで給油して 
ください。 

瞬間燃費表示画面* 



そのとさの瞬間燃費を km / l 単位で表示 
します。エンジンがかかっているとさに 
表示されます。 


瞬間燃費表示画面を表示させる 

► またはを押して、エンジ 
ン始動からの情報表示画面を表示さ 
せます （>169 ぺージ）。 

► 瞬間燃費表示画面が表示されるま 
で、またはを巧します。 


電話 _ 

携帯電話を COMAND システムに接 
続することにより、八ンズフリー通話 
がでさます。 

OCOMAND システムには Bluetooth ® 
により携帯電話を接続でさます。詳 
しくは、別冊 「 COMAND システム 
取扱説明書」をご覧ください。 

A 警告 

安全のため、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話を発信しないでください。 

また、走行中に電話び着信したとさ 
は、あわてずに安全な場所に停車し 
てから受けてください。 

どラしてち電話を受けなければなら 
ないとさは、八ンズフ U —機能で「か 
け直ず」ことを伝え、安全な場所に 
停車してからかけ直してください。 

〇 走行中は一部の機能び使用できな 
くなります。 

電話画面を表示させる 

► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続します。 

► またはを押して、電話画 
面を表示させます。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"マチウケ"と表示されます。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 暴昼冊 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


着信した電話を受ける 


エイ幸ョウブ 


発信元び電話帳データに登録されている場合 

電話び着信すると上記のよラな画面が 
表示されます。 

► 着信呼び出し中に [ S を押します。 

通話を終える（電話を切る） 


► 1^を押します。 

通話を保留ずる 


► 着信呼び出し中に1^を押します。 

〇 上記の操作は電話画面を表示し 
ていないとさも行なラことがでさ 
ます。 

電話帳か S 電話を発信ずる 

COMAND システムに登録されている 

電話帳から電話を発信でさます。 

OCOMAND システムの電話帳には、 
COMAND システムから直接電話帳 
データを入力したり、携帯電話ゃメ 
モ U —力ードからデータをダウン 
□ー ドでさます。詳しくは、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 

► ffi ] またはを押して、電話画 
面を表示させます。 


► ^または^を押して、電話帳 
を呼び出します。 

► ^または^を押して、発信先 
を選択します。 

電話帳のリストびスク□ールします。 

〇 回または回を押し続けると、 
はじめの7件目までは1件づつ表 
示されます。 

の または^をさらに押し続け 
ると、8件目からは五十音順または 
アルファべット順の先頭のデータ 
が表示されます。 

► を押します。 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
に、"八ッシン..."のメッセージと 
発信した電話番号び表示されます。 
電話帳に名前び登録されているとさ 
は、名前び表示されます。また、発 
信した番号が履歴に登録されます。 

〇 電話帳データに複数の電話番号 
び登録されているとさは、さらに 
の または^を押して電話番号 
を選択してから、^を押すと発 
信されます。 

〇 ステアリングのスイッチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じたとさは、待ち受け画面に戻り 
ます。 


B を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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発信履歴か S 電話を発信ずる 

► またはを押して、電話画 
面を表示させます。 

► COMAND ディスプレイに "マチウ 
ケ"と表示されているときに、 网 
を押します。 

発信履歴び表示されます。 

► ^または^を押して、発信先 
を選択します。 

► [ S を押します。 


オフ□ード走行装備 


オフ□ー ド走行のための装備には、 
(下のものびあります。 

• 4 MATIC 

車両操縦性や走行ち定性を高める4 
輪駆動システムです。 

• DSR 

下り坂を走行するとさに設定した 
速度を維持しよラとするシステム 
です。 

• オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラム 

エンジンの出力特性やギアシフトの 
タイミングなどをオフ□ー ド走行に 
適した設定にします。 

• □ーレンジモード 

強い駆動力を必要とするとさに設定 
します。 

• デイファレンシャル□ック 

車輪び空転して動けなくなった場合 
などの緊急時の装備です。 

オフ□ー ド走行については、オフ□一 
ドでの走行（1>305ページ）わご覧 
ください。 


B と跋09恒冊 


※□ーレンジモード、ディファレンシャル□ックは、日本仕様には装備されません。 







174 


オフ□ード走行装備 


4 MATIC 


4 MAT には、滑りやすい路面での発進 
時や加速時の走行ち定性を向上させ、 
車両操縦性を確保しよラとする4輪駆 
動システムです。 

A 警告 

• 4 MAT には車両操縦性や走行安定 
性を高める装備で、無謀な運転か 
らの事故を防ぐをのではありま 
せん。 4 MAT に車でち、車両操縦 
性や走行安定性の確保には限界び 
あ0まず。 

• 運転時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任びあり 
ます。 

• 滑りやずい路面などでいずれかの 
タイヤび空転したとさは、アクセ 
ルペダルを踏む力を少しゆるめて 
ください。また、慎重に運転ずる 
ととちに、 • UU 下の操作は絶対に行 
なわないよラにしてください。 

◊急八ンドル 
◊ 急ブレーキ 
◊ 急発進、急加速 
◊急激なエンジンブレーキ 

U 4 MATIC 車であってわ雪道や凍結 
路などでは、ウィンタータイヤやス 
ノーチェーンを装着して速度を控え 
めにし、車間距離を十分確保して運 
転してください。スノーチェーンは 
後輪に装着してください。 


〇ブレーキダイナモ上でパーキング 
ブレーキを点検するときは、約10 
秒じ(内にしてください。また、イグ 
ニッシヨン位置を0か1にしてく 
ださい。ブレーキシステムや駆動系 
部品を損傷するおそれびあります 

H ダイナモメーターを使用して検 
査などを行なラとさは、必ず2軸 
ダイナモメーターを使用してくだ 
さい。駆動系部品やブレーキシステ 
ムを損傷するおそれびあります。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 


DSR 

DSR (ダウンヒル.スピード-レギュ 
レーシヨン）は、下り坂を走行すると 
さに自動的にブレーキを作動させ、設 
定した速度を維持しよラとするシステ 
ムです。 

下り坂の勾配び急になるほどブレーキ 
の効さ具合は強くなり、勾配びゆるく 
なるとブレーキの効さ具合は弱くなり 
ます。 

勾配のない路面でち作動しますが、必 
ず下り坂を走行するとさに使用してく 
ださい。 

設定できる速度は 4 km / h から 
18 km / h の間です。 


iGlw 
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A 警告 

• DSR 使用時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
あ0ます。 

• DSR は必ず下り坂を走行するとさ 
に使用してください。路面の勾配 
にかかわらず作動ずるため、路面 
や周囲の状況、特に後方の車など 
にを意しなびら操作してください。 
事故を起こすおそれびあります。 

• 極端な下り坂などで DSR び設定 
速度を維持でさないとさは、ブ 
レーキペダルを踏んで減速して 
<ださい。 

Pdsr の設定速度の表示と、スピー 
ドメー ターおよびマルチファンク 
シヨンディスプレイの速度表示に 
は、若干の誤差び生じることがあり 
ます。 

P マルチファンクシヨンディスプレ 
イに DSR に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは(>339 
ページ）をご覧ください。 

Odsr び作動していても、アクセル 
ペダルを踏むと車は加速します。ま 
たブレーキペダルを踏むと、車は減 
速します。 

A 警告 

DSR び作動しているとさに、アクセ 
ルペダルを踏んで車を加速させると、 
設定速度や路面の勾配によっては、 
アクセルペダルから足を放したとさ 
に DSR び急ブレーキをかけることび 
あります。十分を意して走行してく 
ださい。 


DSR の作動と解除 


(左）オフ□ー ドパッケージ装備車 
(ち）オフ□ー ドパッケージ非装備車、 
ML 63 AMG 


DSR を作動させる 

► エンジンがかかっていて走行速度び 
約 30 km / hii (下のときに、 DSR ス 
イッチ①を押します。 



スイッチの表示好②び点なし、マル 
チフアンクシヨンディスプレイの車 
両情報サブ画面に DSR インジケー 
ター③び表示されます。 




B 義09恒冊 


《オフ□ー ドパッケージは、曰本仕様には装備されません。 








176 


オフ□ード走行装備 



⑥設定速度 

(設定速度び 6 km / h のとき） 

また、マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに設定速度⑥が数秒間表示され 
ます。 

その後、マルチフアンクシヨンディス 
プレイの車両情報サブ画面に設定速度 
④が表示されます。 

〇 約 30 km/h (上の速度で走行し 
ているとさは DSR を作動させるこ 
とびでさません。このとさはマルチ 
フアンクシヨンディスプレイに下記 
のメ ッ セージが表示されます。 



Odsr を解除するときは周囲の状況 
に注意してください。急な下り坂を 
走行しているときに DSR を解除す 
ると、自動で作動しているブレーキ 
が解除されて速度び上昇し、事故を 
起こすおそれがあります。 

〇 エンジンを停止すると、 DSR は解 
除されます。 

©走行 速度が約 35 km/h (上に 
なると DSR は自動的に解除され 
ます。このとさは警告音ととちにマ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
" DSR オフ"と表示されます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイで 

DSR の速度を設定ずる 



約 30 km / hl ；| 上の速度で走行していて、 DSR を 
作動させよラとしたとさ 


DSR を解除ずる 

► DSR スイッチ①を押します。 

スイッチの表示な②が消灯し、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
" DSR オフ"と数秒間表示されます。 

車両情報サブ画面の設定速度④と 
DSR インジケーター③わ消巧し 
ます。 


DSR 設定画面 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
で DSR の速度を設定することびでさ 
ます。 

設定できる速度は 6 km / h から 
18 km / h の間です。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イで設定した DSR の速度は、エン 
ジンを停止してち消去されません。 



を跋6恒冊 
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速度を設定ずる 

► マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに DSR 速度設定画面を表示させ 
ます （>167 ページ）。 

► ステア U ングの[±]を押します。 

2 km / h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

または 

► ステア U ングの Q を押します。 

2 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

H 走行中はマルチフアンクシヨン 
ディスプレイで DSR の設定を行な 
わないでください。車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれびあ 
ります。必ずレバーで設定を行なつ 
てください。 

レバー操作で DSR の設定速度を変 
要ずる 



DSR を作動させているときは、レバー 
で DSR の設定速度を一時的に変更す 
ることびでさます。 

この変更によって設定でさる速度は 
4 km / h から1 8 km / h の間です。 


〇 レバーで設定した DSR の速度 
は、エンジンを停止すると消去され 
ます。次にエンジンを始動したとき 
は、マルチフアンクシヨンディスプ 
レイで設定した速度になります。 

設定速度を上ばる 

► レバーを⑥の方向に軽く操作します。 

1 km / h 単位で設定速度が上びり 
ます。 

または 

► レバーを⑥の方向にいっぱいまで操 
作します。 

2 km / h 単位で設定速度が上びり 
ます。 

► 希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されます。 

〇 設定した速度は数秒間マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに表示さ 
れ、その後、車両情報サブ画面に表 
示されます。 

設定速度を下ばる 

► レバーを⑦のち向に軽く操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

または 

► レバーを⑦の方向にいっぱいまで 
操作します。 

2 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 


B と跋09恒冊 
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オフ□ード走行装備 


► 希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されます。 

〇 設定した速度は数秒間マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに表示さ 
れ、その後、車両情報サブ画面に表 
示されます。 


オフ□ード-ドライブ-プ□グラム 

悪路や冠水路などを走行するときは、 
オフ□ー ド-ドライブ•プ□グラムを 
作動させて < ださい。 

エンジンの出力特性やギアシフトの夕 
イミング、 ABS 、 ESP ®、4 ETS など 
の制御び、オフ□ー ド走行に適したわ 
のになります。 

B 積雪路や凍結路を走行するとさや 
スノーチェーンを装着しているとさ 
は、オフ□ー ド-ドライブ•プ□グ 
ラムを作動させないでください。 

〇 オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラ 
ムを作動させているとさは、より 
高いエンジン回転数でシフトアップ 
び行なわれることがあります。 

〇 イグニッション位置を2じ(外にし 
たり、エンジンスイッチからキーを 
抜いてわ、設定内容は記憶されます。 


ML 350 BlueTEC 4MATIC / ML 
350 4MATIC 



オフ□ード-ドライブ•プ□グラムを 
作動させる 

► オフ□ー ド*ドライブ-プ□グラム 
スイッチ①を押します。 

スイッチの表示な②が点好します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の車両情報サブ画面に、オフ□ー ド • 
ドライブ-プ□グラムインジケー 
ター③が表示されます。 



ielw 
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オフ□ード-ドライブ•プ□グラムを 
解除ずる 

► オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラム 
スイツチ①を押します。 

スイツチの表示な②び消灯します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の車両情報サブ画面のオフ□ー ド • 
ドライブ*プ□グラムインジケー 
ター③の表示が消えます。 

ML63AMG 


オフ□ード-ドライブ•プ□グラムを 
作動させる 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、オフ□ー ドモード設定画面を表 
示させます(>151ぺージ）。 


オフ□ードモード 


技愛 



► W を押して、"オン"を反転表示 
にします。 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の車両情報サブ画面に、オフ□ー ド • 
ドライブ*プ□グラムインジケー 
ター①が表示されます。 

オフ□ード-ドライブ-プ□グラムを 
解除ずる 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、オフロー ドモード設定画面を表 
示させます(>151ぺージ）。 

► Q を押して、"オフ"を反転表示 
にします。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の車両情報サブ画面のオフ□ー ド • 
ドライブ*プ□グラムインジケー 
ター①の表示が消えます。 
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□ーレンジモ- 

-ド 

急勾配の道路を走行するとさや、河川 
などを渡るとさ、トレーラーをけん 
引するとさなど、強い駆動力を必要 
とする場合は□ーレンジにします。 

ギアレンジ 

用途 

ノーマル 
レンジ 

一般道路走行用です。 

□ーレンジ 

急勾配の道路を走 
行するとさや巧川な 
どを渡るとさなどに 
使用します。 


ノーマル レンジに比 
ベて速度は約1/3に 
なり、強い駆動力が 
発生します。 


A 警告 

ノーマルレンジから□ーレンジへ、ま 
たは□ーレンジからノー7ルレンジ 
へのギアチェンジ操作を行なラ場合 
は、必ずギアチェンジの動作び完了ず 
るまで待ってください。 

また、ギアチェンジの動作中にエン 
ジンを停止したり、シフトポジショ 
ンを m じ(外にしないでください。 

ギアチェンジの動作び完了ずるまで 
待たないと、ギアびニュートラルに 
なり、エンジンとドライブアクスル 
の間で動力び伝達されな < なりまず。 
この状態では、シフトポジションび 
rm 政外のとさでを車び固定され 
ないため、坂道などで車び動さ出し、 
事故を起こずおそれびありまず。 


H じ(下のときは□ーレンジを使用し 
ないで <ださい。 

• めかるみなど滑りやすい路面を 
走行するとさ 

• 積雪路や凍結路を走行するとさ 

• スノーチェーンを装着している 
とさ 

〇走行モードが M モードのとさに 
□ーレンジにすると、エンジン回転 
数び許容回転数に達してわ自動的に 
シフトアップされません。エンジン 
回転数を上げすざないよラにま意し 
てください。エンジンを損傷するお 
それびあります。 



□ーレンジにずる 

► エンジンびかかっていて、走行速度 
び約 40 km / h じ(下のときに、シフ 
トポジシヨンを m にします。 

► □ーレンジスイッチ①を押します。 


と跋 e お冊 


※□ーレンジモードは、曰本仕様には装備されません。 
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スイッチの表示な②び点滅し、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
□ー レンジインジケーター③が表示 
されます。 

ギアチェンジの動作び終了すると、 
スイッチの表示な②が点なします。 

操作を中断したいとさは、スイッチ 
の表示な②び点滅しているときに 
□ーレンジスイッチ①を押します。 

ノー7ルレンジにずる 

► エンジンびかかっていて、走行速度 
び約 70 km / h じ(下のときに、シフ 
トポジシヨンを Effi にします。 

► □ーレンジスイッチ①を押します 
スイッチの表示な②び点滅します。 

ギアチェンジの動作び終了すると、 
スイッチの表示な②とマルチフアン 
クシヨンディスプレイの□ーレンジ 
インジケーター③び消口します。 

操作を中断したいとさは、スイッチ 
の表示な②び点滅しているときに 
□ー レンジスイツチ①を押します。 


マルチファンクションディスプレイの 
警告メッセージ 

ギアチェンジの動作び正常に終了し 
ていないとさは、マルチファンクショ 
ンディスプレイにじ(下のメッセージび 
表示されます。 

"max. 40km/h テ、、ソウコウ " 

走行速度が約 40 km/h (上のとさに 
□ーレンジにしよラとしています。 

スイッチの表示な②わ点滅しています。 

► 走行速度を約 40 km/h (下にして 
ください。 

□ーレンジになり、スイッチの表示 
好ち点なに変わります。 

" タングカン N こシフトシテクタ、、ヴイ" 

走行速度は約 40 km/h (下（□-レ 
ンジにするとき）または約 70 km/h 
じ(下（ノーマルレンジにするとき）に 
なっていますび、シフトポジションび 
FNl になっていません。 

► シフトポジションを m にしてく 
ださい。 

" シフ仆''ウヴキャンセルヴイキドウシテクタ''サイ" 

何らかの原因でギアチェンジの動作が 
完了していません。 

► ギアチェンジのための条件を確認 
し、再度操作を行なってください。 

" テイシャ A °- キングフ、'レ-キソウサ" 

警告音び鳴ります。 

ギアチェンジの動作び完了していま 
せん。ギアびニュートラルになってお 
り、エンジンとホイールの間で動力び 
伝達されていません。 
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U 走行を続けないで<ださい。駆動 
部品を損傷するおそれびあります。 

►周囲の状況に注意しなびら、停車し 
てください。 

►パーキングブレーキを効かせてくだ 
さい。 

► ギアチェンジのための条件を確認 
し、再度操作を行なってください。 

ギアチェンジの動作び完了すると、 
警告メッセージび消えます。 


デイファレンシャル□ックは、車輪が 
空転して走行でさなくなつた場合など 
に、デイファレンシャルを□ックする 
ことにより、空転していない車輪に駆 
動力を伝え、脱出を容易にする緊急時 
の装備です。 

デイファレンシャル□ックは、自動ま 
たは手動により操作することびでさ 
ます。 

A 警告 

舗装された道路や固い路面を走行ず 
るとさは必ず AUTO モードにして、 
デイファレンシャル □ ックの手動操 
作はしないでください。デイファレ 
ンシャルを□ックすると、車両操縦 
性び大幅に制限されるため、事故を 
起こすおそれびありまず。 


A 警告 

コーナ U ング中にデイファレンシャ 
ル □ ックの操作をしないでください。 
旋回時でも直進しよラとする力び強 
く働さ、急激に直進状態に戻ること 
びあり、事故を起こずおそれびあり 
まず。 

デイファレンシャルを□ックしたと 
さは、急発進をしないでください。 
車の向さび急に変わり、事故を起こす 
おそれびあ0ます。 

B デイファレンシャル□ックの手動 
操作は、 AUTO モードでは駆動力 
が不足する場合にのみ行なってく 
ださい。 

Q デイファレンシャル□ックを手重力 
操作したとさは、車両操縦性が大幅 
に制限されるため、注意して走行し 
てください。また、最適な駆動力が 
得られるよラに慎重にアクセルを 
踏んで < ださい。 

Q デイファレンシャルを□ックした 
とさは、アクセル操作やステアリン 
グ操作はゆっくり行ない、慎重に運 
転してください。 

H デイファレンシャルを□ックする 
とさは、車輪び空転していないこと 
を必ず確認してください。車輪が空 
転しているときに□ックすると車が 
突然飛び出すおそれがあります。 


を跋 e 恒冊 


《ディファレンシャル□ックは、曰本仕様には装備されません。 
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P 車をシャシーダイナモ上で動かす 
とさは、必ずパーキングブレーキ 
を確実に効かせ、短時間であって 
わ駆動アクスル(外を持ち上げる 
か、ドライブシャフトを外してく 
ださい。このとさ、センターディ 
ファレンシャルを必ず□ックして 
<ださい。駆動装置を損傷するお 
それびあります。 

〇 前輪の駆動力は 4 ETS により、自 
動的に制御されます。 

〇 ディファレンシャル □ ックの作 
動状態は、マルチファンクシヨン 
ディスプレイの"オフ□ー ド表示" 
画面 （>154 ぺージ）に表示され 
ます。 

〇 ち全のため、走行速度び約 
50 km / h じ(上になると、ディファ 
レンシャル□ックは自動的に解除さ 
れます。 

〇 停車してイグニッシヨン位置を0 
か1にしてから約10秒じ(上経過す 
ると、ディファレンシャル□ックは 
AUTO モードになります。 


デイファレンシャル□ックの作動 



AUTO モードにずる 

► エンジンを始動します。 

ディファレンシャル□ックダイヤル 
①の表示な②び点なします。 

► 他のモードを選択しているとさは、 
ディファレンシャル□ックダイヤル 
①をまわして、表示な②を点なさせ 
ます。 

マルチファンクシヨンディスプレイを 
"オフ□-ド表示"画面 （>1 54ぺージ) 
にしているとさは、"トト"の文字が表 
示されます。 

AUTO モードでは、ディファレンシャ 
ル□ックは自動的に制御されます。 
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舗装路面からオフ□ー ドまで、様々な 
路面状況に適した駆動力が発生し、車 
の旋回時にち影響を与えません。 
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点'灯ずる 
表示'灯 

モード 

作動内容 

② 

AUTO モード 

状況に合わせてディファレンシャル □ ックび 
自動的に作動します。 



センターディファレンシャルを手動で□ッ 

③ 

センターデイファ 
レンシャル□ック 

クすることびでさます。 

□ックすると、フロント/リアのプ□ペラ 
シャフトび直結し、前輪または後輪び空転し 
た場合でわ駆動力を確保します。 



センターディファレンシャルと U アディファレ 


センター/ U ア 

ンシャルを手動で□ックすることびでさます。 

④ 

デイファレンシャ 

□ックすると、フ□ント/リアのプ□ペラ 


ル□ック 

シャフトとリア左ちのアクスルび直結し、空 
転していない車輪にち駆動力び伝わります。 


センターデイファレンシャルを□ッ AUTO モードから操作したときは、 
クずる " 才-卜"の文字が消えます。 


約 30 km / hii (下で走行していると 
きにディファレンシャル□ックダイ 
ヤル①をまわして、表示灯③を点巧 
させます。 



センターデファレンシャルとリアデ 
ファレンシャルを□ックずる 

► 約 30 km/h (下で走行していると 
きにデイファレンシャル□ックタ' 
イヤル①をまわして、表示好④を 
点なさせます。 


⑥センターディファレンシャルび□ック 
した状態 

マルチファンクシヨンディスプレイを 
"オフ□-ド表示"画面 （>1 54ぺージ） 
にしているとさは、センターディファ 
レンシャルび □ ックしたことを示す • 
マーク⑥が表示されます。 



⑥センターディファレンシャルび□ック 
した状態 

⑧ U アディファレンシャルび□ックした 
状態 


ielw 
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マルチファンクシヨンディスプレイを 
"オフ□-ド表示"画面 （>1 54ぺージ） 
にしているとさは、センター/リア 
ディファレンシャルが□ックしたこと 
を示す2つの参マーク⑥⑥が表示され 
ます。 

AUTO モードから操作したときは、 
"トト"の文字が消えます。 




約 30 km / hii (上で走行しているとき 
にディファレンシャルを□ックしよラ 
としたとさは、マルチファンクシヨン 
ディスプレイに上記のメッセージび表 
示されます。 

マルチファンクシヨンディスプレイの 
警告メッセージ 

ギアチェンジの動作び正常に終了し 
ていないとさは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイにじ(下のメッセージび 
表示されます。 

" テ''フ□ツクシステムカネツス]シオ巧クタ''サイ" 

ディファレンシャル□ックシステムが 
過熱しているため、ディファレンシャ 
ル □ ックが解除されています。 

► 注意して走行してください。 

ディファレンシャル□ックび冷却 
されれば、再度操作でさるよラに 
なります。 


走行装備 


走行装備には、 liTF のものびあります。 
• クルーズコント□ール 

設定速度を自動的に維持して走行で 
さます。 

• 可変スピードリミッター 

設定速度を超えないよラに走行で 
さます。 

• AIR マティックサスペンション* 

運転のスタイルや路面状況などに応 
じてヴスペンションや車高を最適な 
状態に自動調整します。 

• サイドビューカメラ 

助手席側のフ□ントタイヤ周辺や 
助手席ドア下方の映像を COMAND 
ディスプレイに表示します。 

• パークト□ニック 

車庫入れや狭い場所での運転時に、 
障害物とのおよその距離を知らせ 
ます。 

• パーキングアシスト U アビューカ 
メラ 

車庫入れや縦列駐車などの後退操作 
を補助します。 

ABS 、 BAS 、 アダプティブブレーキラ 
ンプ、 ESP ®、 EBD 、4 ETS については、 
走行ち全装備 （^54 ページ）をご覧 
ください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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クルー X -] ソトロール _ 

アクセルペダルを踏まなくてち、設定 
した速度を自動的に維持して走行でさ 
ます。 

設定できる速度は約 30 km/h (上 
です。 

A 警告 

• 車の走行速度や先行車との車間距 
離の確保など、クルーズコント□一 
ル使用時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任びあり 
ます。 

• 下のよラな場合はクルーズコン 
卜□ールを使用しないでください。 
車のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれびありまず。 

◊急な下り坂、急カーブ、巧びり 
<ねった道路 

0加減速を繰り返ずような交通状 
況や交通量の多い道路 

◊雨で濡れた路面や積雪路、凍結 
路などの滑りやずい路面 

◊降雨時や降雪時、濃霧時など視 
界び確保でさない場合 

P クルーズコント□ールは、主に高 
速道路や自動車専用道路で使用する 
ことを想定したちのです。市街地で 
は使用しないでください。 

0指定のサイズで4輪とわ同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動するおそれび 
あります。 


〇マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにクルーズコント□ールに関する 
故障/警告メッセージび表示され 
たときは、瓜334ページ）をご覧 
ください。 

n 急な下り坂などで惰性びついたと 
さは、速度を維持するために自動的 
にブレーキを効かせることびあり 
ますび、設定速度を維持でさないこ 
とがあります。 

このよラなとさは、ブレーキぺダ J レ 
を踏むか、ティップシフトで低いギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
さい。 

A 警告 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。スリップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれびあ 
0ます。 

H 自動的にブレーキを効かせている 
とさは、ブレーキペダルび奥に引 
さ込まれます。ブレーキペダルの 
下に足を置いていると挟まれたり 
ブレーキの作動を妨げるおそれび 
あります。 
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クルーズ コント □ー ルの使いかた 




① 

現在の走行速度に設定する/ 
設定速度を上げる 

③ 

表示な 

⑤ 

前回の設定速度に設定する/ 
現在の走行速度に設定する 

④ 

現在の走行速度に設定する/ 
設定速度を下げる 

⑤ 

クルーズコント□ールと可変 
スピードリミッターを切り替 
える 


クルーズコント□ールを解 
除する 


可変スピードリミッター (1>190ぺ一 
ジ）、 DSR (>174 ページ）と同じレバー 
を使用します。 

レノ（一の表示な②び消灯しているとき 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
ます。 

レノ（一の表示な②び点灯しているとき 
は、巧変スピード U ミッターを操作で 
きる状態です。レバーを⑥の方向に 
押すと表示灯び消好し、クルーズコン 
卜□一 j レの操作がでさる状態に切り替 
わります。 


クルーズコント□ールを設定ずる 

► DSR が解除されていることを確認 
します （>175 ページ）。 

►希望の速度まで加速、または減速し 
ます。 

►希望の速度に達したとさ、レバーを 
①か④の方向に操作します。 

そのとさの速度にクルーズコント 
□ールび設定されます。 

または 

► レバーを③のち向に操作します。 

• 設定速度が記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に設定 
されます。 

• 設定速度が記憶されていないと 
さは、そのとさの速度に設定さ 
れます。 

アクセルペダルから足を放すと、設 
定した速度を維持するよラに走行し 
ます。 

A 警告 

解除前に設定していた速度に再度設 
定するとさは、周囲び安全な状況で 
あることを確認してください。走行 
中の速度と設定速度に大さな差びあ 
ると、急加速や急減速をして事故を 
起こずおそれびありまず。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイに 
設定速度⑦び数秒間表示されます。 

また、車種や仕様により、設定速度 
⑦は数秒後に車両情報サブ画面に移 
動し、車両情報サブ画面にクルーズ 
コント□—ルインジケーター⑧が表 
示されます。 



車種や仕様により、スピードメーター 
の設定速度より上の部分に、クルーズ 
コント□ールインジケーター⑨が点口 
します。 

〇 走行速度び約 30 km/h (下のと 
さや、 ESP ⑩オフスイッチで ESP ⑩ 
の機能を解除しているときはクルー 
ズコント□ールを設定でさません。 
このとさは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに "— km / h " が数秒 
間点滅します。 

〇 クルーズコント□ールを解除する 
前の設定速度は記憶されます。 


〇イ グニッシヨン位置を一度0か1 
にすると、記憶された速度は消去さ 
れます。 

〇 クルーズコント□ールの設定速度 
の表示と、スピードメーターおよび 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の速度表示には、若干の誤差び生じ 
ることがあります。 

〇 上り坂では設定速度を維持でさ 
ないことびありますび、平坦な路 
面になると設定速度に戻ります。 

設定速度を上ばる 

► レバーを①のち向に軽く操作します。 

1 km / h 単位で設定速度び上がり 
ます。 

または 

► レバーを①のち向にいっぱいまで操 
作します。 

1 Okm / h 単位で設定速度び上びり 
ます。 

1 km / h 単位の端数で速度び設定さ 
れていたとさは、設定速度び切り上 
びり、その後1 Okm / h 単位で設定 
速度が上がります。 

► 希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定され、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに設定 
速度び数秒間表示されます。 

Q レバーを①のち向に操作してク 
ルーズコントロールの設定速度を上 
げるとさは、周囲の状況に注意して 
ください。レバーから手を放した後 
わ、設定した速度に到達するために 
車び加速することがあります。 



と跋 e 恒冊 





走行装備 


189 


設定速度を下げる 

► レバーを④の方向に軽く操作します。 

Ikm / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

または 

► レバーを④のち向にいっぱいまで操 
作します。 

1 Okm / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

1 km / h 単位の端数で速度び設定さ 
れていたとさは、設定速度び切り下 
びり、その後1 Okm / h 単位で設定 
速度が下びります。 

► 希望する速度になったらレバーか 
ら手を放します。 

そのとさの速度に設定され、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
設定速度が数秒間表示されます。 

〇 レバーを④のち向に操作して減速 
しているとさに、シフトダウンした 
り、自動的にブレーキを効かせるこ 
とびあります。 

P クルーズコント□ールび自動的 
にブレーキを効かせているときは、 
ブレーキペダルび奥に引さ込まれ 
ます。ブレーキペダルの下に足を 
置いていると挟まれたり、ブレーキ 
の作動を妨げることがあります。 


一時のに速度を上げる 


追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るとさは、アクセルペダルを踏んで 
速度を上げてください。アクセルぺ 
ダルから足を放すと、元の設定速度 
に戻ります。 

クルーズコント□ールの設定を解 
除ずる 

► ブレーキ ペダルを踏みます。 

または 

► レバーを⑥のち向に操作します。 
または 

► レバーを⑥のち向に操作します。 

レバーの表示な②び点なし、巧変ス 
ピードリミッターの操作びでさる状 
態に切り替わります。 

〇 じ(下のとさはクルーズコント□一 
ルび自動的に解除されます。 

• シフトポジシヨンを m にした 
とさ 

• ESP ⑩が作動したとさ 

• ESP ⑩オフスイッチで ESP ⑩の 
機能を解除したとき 

このとさは警告音が鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに"クル 
-X ] ン阳-ルオフ"と表示されます。 

また、パーキングブレーキを効かせ 
たとさちクルーズコント□ールは自 
動的に解除されます。 
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A 警告 

クルーズコント□ールはシフトポジ 
ションを EE にしても解除されます 
び、走行中はシフトポジションを 
[ BII にしないでください。エンジン 
ブレーキび効かないため、事故を起 
こしたり、トランスミッションを損 
傷するおそれびあります。 


可変スピードリミッター _ 

巧変スピードリミッターで制限速度を 
設定すると、アクセルペダルを踏み 
込んでいても、設定速度を超えないよ 
ラに走行することびでさます。 

設定できる速度は 30 km / h から 
210 km / h 、 または 250 km / h の間 
です。 

ただし、車の最高速度 iiLb に制限速度 
を設定してわ、車の最高速度 iiLb の速 
度で走行することはでさません。 

《上記は、車両の機能の説明でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

《車種や仕様により設定でさる制限速度び 
異なりまず。 


A 警告 

• 走行時は法定速度を遵守して<だ 
さい。可変スピード U ミッター使 
用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任びありまず。 

• 運転を交代ずるときは、必ず交代ず 
る運転者に、巧変スピード U ミッ 
ターの機能と設定した制限速度を 
伝えてください。 

可変スピード U ミッターの機能を 
知らずに運転すると、アクセルぺ 
ダルを踏んでち速度び上びらず、 
事故を起こずおそれびありまず。 

• 可変 スピード U ミッタ ーはブレー 
キペダルを踏んでを解除でさま 
せん。 

• 巧変スピード U ミッターは設定し 
た制限速度上に加速ずる必要の 
ないとさに使用してください。 

〇急な下り坂などで惰性びついたと 
さは、速度を維持するために自動的 
にブレーキを効かせることがあり 
ますび、設定速度を維持でさないこ 
とびあります。 

このよラなとさは、ブレーキぺダ J レ 
を踏むか、ティップシフトで低いギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
さい。 


A 警告 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。ス U ップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれびあ 
0まず。 
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A 警告 

走行しているとさは、軽くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないでください。ブレー 
キシステムび過熱して制動距離び長 
<なった0、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあ0ます。 

P 自動的にブレーキを効かせている 
とさは、ブレーキペダルが奥に引 
さ込まれます。ブレーキペダルの 
下に足を置し" i てし" i ると挟まれたり 
ブレーキの作動を妨げるおそれび 
あります。 

P 可変スピード U ミッターの設定速 
度の表示と、スピードメーターおよ 
びマルチファンクシヨンディスプレ 
イの速度表示には、若干の誤差び生 
じることびあります。 

P マルチファンクシヨンディスプレ 
イに可変スピード U ミッターに関す 
る故障/警告メッセージび表示さ 
れたときは （^334 ページ）をご覧 
ください。 

〇 ウィンタータイヤスピードリミッ 
ター瓜164ページ）を設定してい 
るとさは、巧変スピードリミッター 
で設定でさる制限速度は、ウィン 
タータイヤスピードリミッターの設 
定速度が上限となります。 

〇 設定した速度を維持でさないとさ 
は、警告音び鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに II リミットヲ]エの 
夕 II と表示されることびあります。 


可変スピードリミッターの使いかた 



①現在の走行速度に設定す 
る/ 30 km / h に設定する/ 
設定速度を上げる 

③表示な 

③ 前回の設定速度に設定する/ 
現在の走行速度に設定する/ 
30 km / h に設定する 

④ 現在の走行速度に設定す 
る/ 30 km / h に設定する/ 
設定速度を下げる 

⑤ 可変スピードリミッターとク 
ルーズコント□ールを切り替 
える 

® 可変スピードリミッターを解 
除する 

クルーズコント□—ル （>186 ぺ一 
ジ）、 DSR (>1 74ページ）と同じレバー 
を使用します。 

レバーの表示灯②び点灯しているとき 
に、巧変スピードッターを操作で 
さます。 

レバーの表示灯②び消なしているとき 
は、クルーズコント□ールの操作びで 
きる状態です。レバーを⑥の方向に 
押すと表示灯び点灯し、可変スピード 
IJ ミッターを操作でさる状態に切り替 
わります。 
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可変スピードリミッターを設定ずる 

► DSR が解除されていることを確認 
します （>175 ページ）。 

► レバーを①または④の方向に軽く操 
作します。 

•停車中および走行速度び約 
30 km / h じ(下のときは 30 km/h 
に設定されます。 

• 走行速度び約 30 km / hii (上のと 
さはそのとさの速度に設定され 
ます。 

または 

► レバーを③の方向に操作します。 

• 設定速度び記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に再度 
設定されます。 

• 設定速度び記憶されていない 
とさで、停車中および走行速 
度び約 30 km / hii (下のときは、 
30 km / h に設定されます。 

• 設定速度が記憶されていないと 
さで、走行速度が約 30 km / hii ( 
上のとさは、そのとさの速度に 
設定されます。 

0巧変スピードリミッターを解除し 
てわ、設定速度は記憶されています。 
記憶されている速度が走行速度より 
ち低い場合、記憶されている速度に 
再度設定すると、アクセルペダルを 
踏んでいてち車は減速します。 



メーターノくネ j レの可変スピード U ミツ 
ター表示灯⑧び点なします。 

また、車種や仕様により、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに設定速度⑦ 
び表示され、数秒後に車両情報サブ画 
面に移動します。また、車両情報サブ 
画面に巧変スピードリミッターインジ 
ケーター⑨び表示されます。 



車種や仕様により、スピードメーター 
の設定速度より下の部分に、可変ス 
ピードリミッターインジケーター⑨が 
点、:なします。 

〇 可変スピードリミッターを解除す 
る前の設定速度は記憶されます。 

〇イ グニッション位置を一度0か1 
にすると、記憶された速度は消去さ 
れます。 
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〇 車種や仕様により、走行速度び 
記憶されている設定速度より約 
60 km / hii (上高いときは、記憶 
されている速度に再度設定するこ 
とがでさません。このとさはマル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
"— km / h " が数秒間点滅します。 

[I 制限速度を設定するとさは、周囲 
の状況、特に後方の車などにま意し 
なびら操作してください。事故を起 
こすおそれがあります。 

設定速度を上げる 

► レバーを①のち向に軽く操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度び上がり 
ます。 

または 

► レバーを①のち向にいっぱいまで 
操作します。 

1 Okm / h 単位で設定速度び上びり 
ます。 

1 km / h 単位の端数で速度び設定さ 
れていたとさは、設定速度び切り上 
びり、その後1 Okm / h 単位で設定 
速度び上びります。 

► 希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されます。 


設定速度を下ばる 

► レバーを④のち向に軽く操作します。 

1 km / h 単位で設定速度が下びり 
ます。 

または 

► レバーを④のち向にいっぱいまで操 
作します。 

1 Okm / h 単位で設定速度が下びり 
ます。 

1 km / h 単位の端数で速度び設定さ 
れていたとさは、設定速度び切り下 
びり、その後1 Okm / h 単位で設定 
速度び下びります。 

► 希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されます。 
可変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを⑥のち向に操作します。 
次の操作をしたとさわ解除されます。 

► レバーを⑥の方向に押します。 

レバーの 表示灯②び消灯し、 クルー 
ズコント□ールの操作びでさる状態 
に切り替わります。 

〇 次の操作をしたとさは巧変スピー 
ドリミッターが自動的に解除され 
ます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ 

このとさは警告音が鳴ります。 
ただし、走行速度び設定速度よ 
り約 20 km / hii (上低いときは、 
キックダウンしても巧変スピー 
ドリミッターは解除されません。 
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AIR マティックサスペンション 
(オフ □ ー ドパッケージ装備車） 


AIR マティックサスペンションは、運 
転のスタイルや路面状況などに応じ 
て、サスペンションや車高を最適な状 
態に自動調整します。 

また、サスペンションモード選択ス 
イッチで3種類のモードを選択した 
り、車高調整スイッチで車高を4つの 
レベルに調整でさます。 

このシステムはじ(下の2つにより構成 
されています。 

• ADS (アダプティブ-ダンピング • 
システム） 

• レベルコント□ール 

ADS 

サスペンションモード選択スイッチ 
で3種類のヴスペンションモードを選 
択することがでさます。 

エンジンがかかっているとさに操作す 
ることびでさます。 

A 警告 

ヴスペンションモード選択スイッチを 
操作するとさは、ホイール八ウスの近 
くや車の下に人びいないことを確認し 
てください。車高び変化ずるとさに、 
身体び挟まれるおそれびありまず。 



ヴスペンションモードを選択ずる 

► サスペンションモード選択スイッチ 
①を押します。 

ヴスペンションモードび AUTO - 
SPORT 一 COMF 一 AUTO と切り 
替わります。 

〇 サスペンションモードび AUTO 
モードか COMF モードのとさは、 
走行速度び一定(上になると、車高 
び下びります。 

〇イ グニッション位置を0にしたり、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
も、選択したサスペンションモード 
は記憶されます。 

〇 いずれかのドアが開いているとさ 
は車高は下びりません。開いている 
ドアを開じると、車高び下がります。 
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点'灯ずる 
表示'灯 

サスペンション 

モード 

作動内容 

消'灯 

AUTO 

通常走行用のモードです。 

⑥ 

SPORT 

スポーテイな走行に適したモードです。標準 


(スポーツ） 

より約1 5 mm 低い車高になります。 

③ 

COMF 

(コンフォート） 

快適性を重視する走行に適したモードです。 


レベルコント□ール 悪路などを走行するとさは、車高を上 

げることにより最低地上高を確保する 
ことびでさます。 

車高は、車高調整ダイヤル①により、 
4つのレベルを選択でさます。 

エンジンびかかっているとさに操作で 
さます。 


点'灯ずる表示!打の数 

車高レベル 

車高上昇値 

設定可能速度 

0 

通常走行レベル 

0 mm (標準） 


1 

オフ□ー ドレべル1 

標準 +30 mm 

〜100 km/h 

2 

オフ□ードレべル2 

標準 +60 mm 

〜 70 km/h 

3 

オフ□ードレべル3 

標準 +90 mm 

〜 20 km/h 
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A 警告 

• 車高を調整するとさは、ホイール 
八ウスのおくや車の下に人びい 
ないことを確認してください。車 
高び変化ずるとさに、身体を挟む 
おそれびあ0まず。 

• 通常は、でさるだけ低い車高で走 
行してください。車高び上昇する 
と、車の重ち上びり、事故を起 
こすおそれびあ0ます。 

• 車高を上昇させたとさは、急発進 
や急加速を避け、慎重に運転操作 
を行なってください。 ESP ⑩び作 
動してち、車両操縦性や走行安定 
性の確保には限界びあります。 

P 悪路などを走行するとさは、レべ 
ルコント□ールで車高を上げて十分 
な地上高を確保して<ださい。車両 
を損傷するおそれがあります。 

P 連続して車高を調整しないで<だ 
さい。システムの保護機能によって 
作動が停止することびあります。 

P 車高を下げるとさは、車体の下に 
十分な空間びあることを確認してく 
ださい。車体を損傷するおそれびあ 
ります。 

P マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに車高に関する故障/警告 
メッセージび表示されたときは 
(1>337、338ページ）をご覧くだ 
さし、。 


〇 走行中に車高を調整すると、より 
短い時間で車高調整を完了させるこ 
とびでさます。 

〇 リモコン操作やキーレスゴ ー* 
操作で車を解錠したとさやドアを 
開いたとさに、積載荷物の重量に応 
じて車高が調整されることびあり 
ます。 

〇イ グニッション位置を0にしたり、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
わ、選択した車高レベルは記憶され 
ます。 

〇 いずれかのドアび開いているとさ 
は車高は下びりません。開いている 
ドアを開じると、車高が下びります。 

〇 設定可能速度 iiLb の速度で車高を 
調整しよラとしたときは、マルチ 
フアンクションディスプレイに"レへ'' 
ルチョウセイ シヨの力" と表示されます。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイの 
表示 



は II ^ I を押すと、他のメニ: 
を選択でさます。 


車高をオフ□ー ドレべル3にした 
とさは、車高調整が完了してもマル 
チフアンクシヨンディスプレイの画 
面は元の表示に戻りません。 

車高び調整されている途中で、ス 
テアリングスイッチのま 


車高レベルの表示 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
を"車高レベル/オフ□ー ド表示"画 
面（1>154ぺージ）にしているときは、 
車高の上昇/下降状態や車高レベル 
び表示されます。 

II オフ□ー ド表示"画面を表示させ 
ていないとさに、レベルコント□ール 
を作動させたとさは、マルチファンク 
シヨンディスプレイの表示び(下のよ 
ラに切り替わります。 

• 車高をオフ□ー ドレべル3じ(外の 
レベルにしたときは、マルチファン 
クシヨンディスプレイの画面は、車 
高調整び完了した約5秒後に、元 
の画面に戻ります。 

車高が調整されている途中で、ステ 


たは^^を押すと、そのとさ 
の車高びオフ□ー ドレベル2じ(下 
のとさは、他のメニューを選択で 
さます。 

車高をオフ□ードレべル1にずる 

停車中、または約 100 km / hii (下で走 
行しているとさに設定でさます。 

通常走行レベル 

レふ1 



ア U ングスイッチの mm また 


►車高び通常走行レベルのとさは、車 
高調整ダイヤル①を時計回り②にま 


ラにします。 
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マルチフアンクションデイスプレ 
イに車高上昇インジケーター⑥と 
" シ''ョウショウチュウ"び表示されます。 
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レベル2 レベル3 

♦ ♦ 

レベル] レベル] 


@ 


► 車高びオフ□ー ドレべル2、また 
はオフ□ー ドレべル3のときは、 
車高調整ダイヤル①を反時計回り 
③にまわして、表示な④の状態を 
上図のよラにします。 

国 J 


マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに車高下降インジケーター⑥と 
" 力]ウチュウ''び表示されます。 


I 國 i 


車高をオフ□ー ドレべル2にずる 

停車中、または約 70 km / hii (下で走 
行しているとさに設定でさます。 


通常走行レベルレベル1 
レベル2 レベル2 



車高調整ダイヤ>1レ①操作直後の表示灯④の状態 

►車高び通常走行レベル、またはオフ 
□ー ドレべル1のとさは、車高調 
整ダイヤル①を時計回り②にまわし 
て、表示灯④の状態を上図のよラに 
します。 

ami 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに車高上昇インジケーター⑥と 
II シ''ヨウショウチュウ"び表示されます。 


車高調整が完了すると、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに"オフ□-ドタカサ 
1" と表示され、車高インジケーター 
⑦が1個点なします。 

また、表示な④び1個点なします。 


レベル3 

♦ 

レベル2 



車高調整ダイヤレ①操作直後の表示灯④の状態 

► 車高びオフ□ー ドレべル3のとさ 
は、車高調整ダイヤル①を反時計回 
り③にまわして、表示な④の状態を 
上図のよラにします。 


を跋6恒冊 














走行装備 


199 





マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに車高下降インジケーター⑥と 
" 力]ウチュウ"び表示されます。 


，國 I 


車高調整び完了すると、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに"オフロ-ドタカサ 
2" と表示され、車高インジケーター 
⑦び2個点なします。 

また、表示な④び2個点口します。 

車高をオフ□ー ドレべル3にずる 

停車中、または約 20 km / hii (下で走行 
しているときに設定できます。 


通常走行 
レベル 

■ 

レベル] 

レベル2 

レベル3 

夺 

レベル3 

♦ 

レベル3 

点滅 

点滅 

点滅 

点滅 

点滅 

点な 

点滅 

点な 

点な 




マルチファンクションディスプレ 
イに車高上昇インジケーター⑥と 
" シ''ョウショウチュウ"が表示されます。 

► 車高びオフ□ー ドレべル2じ(上に 
なったときは " max .20 km / h " と表 
示されます。 

車高調整が完了すると、マルチファン 
クションディスプレイに"オフロ-ドタカサ 
3" と表示され、表示な④び3個点な 
します。 




また、車高インジケーター⑦が3個点 
なします。 




車高調整ダイヤレ①操作直後の表示丹④の状態 

► 車高調整ダイヤル①を時計回り② 
にまわして、表示巧④の状態を上 
図のよラにします。 
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《上記の数値は取扱説明書作成時点のものであり、予告なく変更されることびあります。 
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A 警告 

一般道では車高をオフ□ー ドレべル3 

にして走行しないでください。重 

び高くなり、事故を起こすおそれび 

あ0まず。 

また、 • UU 下の内容を守って運転して 

<ださい。 

• オフ□ー ドレべル2では走破でさ 
ないよラな悪路を走行するとさの 
み、オフ□ー ドレべル3にしてく 
ださい。 

• オフ□ー ドレべル3のときは、約 
20 km / h 上の速度で走行しない 
で < ださい。 

• オフ□ー ドレべル3にずると、車 
両操縦性び大さく変化しまず。急 
八ンドルや急加速、急 ブレーキは 
避けてください。 

オフ□ー ドレべル3の自動解除 



車高びオフ□ー ドレべル3のとさに走 
行速度が約 20 km / h を超えると、警 
告音ととわに上記の警告メッセージが 
表示されます。 

そのままの速度で走行を続けたり、 
速度を上昇させたときはオフ□ー ド 
レベル3は自動的に解除され、その 
とさの速度に適した車高に自動調整 
されます。 


〇 走行速度が約 20 km / h を超えた 
ときに表示されるメッセージは、手 
動では消すことはでさません。 

〇 オフ□ー ドレべル3で走行してい 
るとさに、停車するか速度を下げる 
と、車高び自動調整されることがあ 
ります。 

オフ□ー ドレべル2の自動解除 

車高びオフ□ー ドレべル2のとさに、 
約 90 km/h iiLb の速度で走行するか、 
約70〜 90 km / h の速度で約20秒政 
上走行すると、オフ□ー ドレべル2は 
自動的に解除され、 オフ□ー ドレべル 
1になります。 

オフ□ー ドレべル1の自動解除 

車高びオフ□ー ドレべル1のとさに、 
約11 5 km/h (上の速度で走行する 
か、約100〜 115 km / h の速度で約 
20秒じ(上走行すると、オフ□ー ドレ 
ベル1は自動的に解除され、通常走行 
レベルになります。 

ADS のモードが AUTO または C 0 MF 
のとさは通常走行レベルに 、 SPORT 
のときは八イウてイレベル(>201 
ページ）になります。 

《上記は、車両の機能の説日月です。公道を 
走行ずる際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 


iGlw 
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車高を通常走行レベルにずる 


レベル]レベル2レベル3 

♦ ♦ ♦ 

通常走行通常走行通常走行 
レベル レベル レベル 


車高調整ダイヤ j レ①を反時計回り③ 
にまわして、表示な④の状態を上図 
のよラにします。 


速度び約 40 km / hii (下になるか、約 
40〜 70 km / h の速度で約20秒 ii (上 
走行すると、車高は通常走行レベルに 
戻ります。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行ずる際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

OaDS のモードび SPORT のときは、 
走行速度にかかわらず、車高は八イ 
ウェイレベルになります。 



AIR マティックサスペンション 
(ML 63 AMG ) 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に車高下降インジケーター⑥と"力] 
ウチュウ"び表示されます。 

車高調整び完了すると、点滅していた 
スイッチの表示なが消えます。 

〇 車高び下がっているとさにいずれ 
かのドアを開くと、作動は停止し 
ます。開いたドアを閉じると、作動 
は再開します。 

A イウェイレベル 

ADS (>1 94ぺージ）のモード 
が AUTO か C 0 MF のときに、約 
11 5 km/h (上の速度で走行するか、 
約100〜11 5 km / h の速度で約20 
秒(上走行すると、車高び約 15 mm 
下がります。 


AIR マティックサスペンションは、運 
転のスタイルや路面状況などに応じ 
て、サスペンションや車高を最適な状 
態に自動調整します。 

また、サスペンションモード選択ス 
イッチで3種類のモードを選択した 
り、車高調整スイッチで車高を上げる 
ことがでさます。 

このシステムはじ(下の2つにより構成 
されています。 

• ADS (アダプティブ-ダンピング • 
システム） 

• レベルコント□ール 


B 義6恒冊 









202 


走行装備 


ADS 


サスペンションモード選択スイッチ 
で3種類のヴスペンションモードを選 
択することびでさます。 

エンジンびかかっているとさに操作す 
ることびでさます。 

A 警告 

ヴスペンションモード選択スイッチを 
操作するとさは、ホイール八ウスの近 
くや車の下に人びいないことを確認し 
てください。車高び変化ずるとさに、 
身体び挟まれるおそれびありまず。 

ヴスペンションモードを選択ずる 

エンジンびかかっているとさに操作で 
さます。 

► サスペンションモード選択スイッチ 
①を押します。 

ヴスペンションモードが AUTO 一 
SPORT 一 C 0 MF 一 AUTO と切り 
替わります。 



〇 サスペンションモードび AUTO 
モードか C 0 MF モードのときは、 
走行速度び一定(上になると、車高 
が下びります。 

〇 エンジンを停止しても、選択したヴ 
スペンションモードは記憶されます。 

〇 いずれかのドアび開いているとさ 
は車高は下びりません。開いている 
ドアを開じると、車高び下がります。 


点'灯ずる 
表示好 

モード 

作動内容 

消'灯 

AUTO 

通常走行用のモードです。 

⑥ 

SPORT 

(スポーツ） 

スポーティな走行に適したモードです 。 AUTO 
モードより約 8 mm 低い車高になります。 

⑥ 

C 0 MF 

(コンフオート） 

快適性を重視する走行に適したモードです。 
AUTO モードより約 7 mm 高い車高になります。 
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レベルコント□ール 


悪路などを走行するとさは、車高を上 

げることにより最低地上高を確保する 

ことがでさます。 

エンジンがかかっているときに操作で 

さます。 

A 警告 

• 車高を調整するとさは、ホイール 
八ウスの近くや車の下に人びい 
ないことを確認してください。車 
高び変化ずるとさに、身体び挟ま 
れるおそれびあ0まず。 

• 通常は、できるだけ車高を上げない 
で走行してください。車高び上び 
ると、車の重ち上びり、事故を 
起こすおそれびあります。 

• 車高を上げたとさは、急発進や急 
加速を避け、慎重に運転操作を行 
なってください。 ESP ⑩び作動し 
てち、車両操縦性や走行安定性の 
確保には限界びあります。 

[I 悪路などを走行するとさは、レべ 
ルコント□ールで車高を上げて十分 
な地上高を確保して<ださい。車両 
を損傷するおそれびあります。 

D 連続して車高を調整しないで<だ 
さい。システムの保護機能によって 
作動び停止することがあります。 

H マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに車高に関する故障/警告 
メッセージが表示されたとさは 
(1>337、338ぺージ）をご覧くだ 
さし、 


〇 リモコン操作やキーレスゴー操 
作*で車を解錠したとさやドアを 
開いたとさに、積載荷物の重量に応 
じて車高び調整されることびあり 
ます。 

〇 走行中に車高を調整すると、より 
短い時間で車高調整を完了させるこ 
とびでさます。 

〇 外気温度の変化により、停車 
中に車高が変化することがあり 
ます。 

〇 ヴスペンシヨンモードが AUTO 
モードか C 0 MF モードで標準の車 
高のとさに、エンジンを停止して 
リモコン操作やキーレスゴー操作* 
で施錠すると、標準の車高より低い 
車高になることびあります。 

次にエンジンを始動すると、標準の 
車高に戻ります。 

〇 マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イを"車高レベル表示画面"（1>154 
ページ）にしていないときは、車高 
調整を開始すると車高レべ j レ表示画 
面び表示されます。車高調整び完了 
した約5秒後に、元の画面に戻り 
ます。 

車高調整の途中で、ステア U ングス 
イツチの fgifj ] または のの 
を押すと、元の画面に戻ります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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車局の調整 




〇 ヴスペンシヨンモードが SPORT 
または C 0 MF のとさは、車高調整 
スイッチを押してち車高び上がら 
ない場合びあります。 

車高を上ばる 

► 車高調整スイッチ①を押します。 

スイッチの表示な②び点滅し、車高 
び上がり始めます。 


車高調整び完了すると、スイッチの 
表示なが点なして、マルチファンク 
ションディスプレイに"レへ''ル Hi " と 
表示されます。 

〇 走行速度が約 70 km/h (上の 
とさは車高を上げることはでさま 
せん。このとさは、マルチファンク 
ションディスプレイに II レへ''ルチョウセイ 
シヨの力"と表示されます。 

標準の車高に下げる 

► 車高調整スイッチ①を押します。 

スイッチの表示な②び点滅し、車高 
び下びり始めます。 






マルチファンクシヨンデイスプレ 
イに、車高上昇インジケーター③ 
と"シ''ヨウショウ"が表示されます。 


マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに、車高下降インジケーター④ 
と"力]ウチュウ"び表示されます。 


B を跋 e 恒冊 



















走行装備 


205 



パークト□ニック 


車高調整び完了すると、スイッチの 
表示灯び消なして、マルチファンク 
ションディスプレイに " AIR 巧 ィツ ク II 
と表示されます。 

"車高を下げるとさは、車体の下に 
十分な空間びあることを確認してく 
ださい。車体を損傷するおそれびあ 
ります。 

〇 車高を上げた状態で、走行速度び 
約 90 km/h (上の速度になるか、 
走行速度び約70〜 90 km / h での 
走行が約20秒間続くと、標準の車 
高に下びります。このとさ、仕様に 
よりマルチファンクションディスプ 
レイに"レ V ルセンタクショウキョ"と表示さ 
れることびあります。 

〇 いずれかのドアび開いていると 
さは車高は下びりません。開い 
ているドアを閉じると、車高び下 
びります。 

八イウェイレベル 

走行速度び上びると、 ADS のヴスぺ 

ンションモードに応じて車高が下がり 

ます。 

Oads のヴスペンションモードが 
SPORT モードのときは、走行速度 
にかかわらず、車高は八イウェイレ 
ベルになります。 


パークト□ニックは、フ□ントとリア 
のノ（ンノ く一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転者に知らせます。 

〇 パークト□ニックは運転者を支 
援するシステムです。運転者はパー 
クト□ニックだけに頼らず、必ず周 
囲の状況を確認してください。特に 
周辺に人や動物びいないことを確認 
してください。 

パークト□ニックセンヴー 



①センサー（フ□ント） 



③センサー （ U ア） 


B 義09恒冊 
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フ□ントバンノ の6 個のセンサー① 
と U アノ くンノ く一の4個のセンサー②び 
車の周辺の障害物などを感知します。 

H センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着したとさは、赤色インジ 
ケーターび点なして、約20秒後に 
パークト□ニックの機能が解除され 
ることがあります。 

D センサーに損傷を与えないよラに 
ま意してください。正しく作動しな 
<なるおそれがあります。 


インジケーター/作動表示 I 灯 



フ〇ント 

①左側インジケーター 
③ち側インジケーター 
③作動表示灯 



U ァ 

④左側インジケーター 
⑥ち側インジケーター 
⑧作動表示灯 

フ□ントのインジケーターと作動表示 
なはダッシュボード上の図の位置にあ 
ります。 

U アのインジケーターと作動表示灯は 
ラゲッジルーム上方の図の位置にあり 
ます。 

ノ（ンノ く一と障害物などとのおよその距 
離を、インジケーターの点灯数で示し 
ます。 

H システムに異常があるとさは、赤 
色インジケーターだけび点灯して警 
告音が約2秒間鳴り、約20秒後に 
パークト□ニックの機能が解除され 
ることびあります。このとさは、ノく一 
クト□ニックオフスイッチの表示な 
が点なします。 

〇イ グニッシヨン位置を2にする 
と、すべてのインジケーターと作動 
表示なが一瞬点なします。 
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パークト□ニックの作動条件 

イグニッシヨン位置び2でノーキング 
ブレーキび解除されているとさ、シフ 
トポジシヨンに応じてじ(下のよラに作 
動します。 


シフト 

ポジション 

作動内容 

EE 

フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示な③び点 
なします。 

1 R II N 1 

フ□ントと U アのセン 
ヴーび作動し、フ□ン 
卜とリアの作動表示な 
③⑥が点なします。 

の 

パークト□ニックは作 
動しません。 


〇 パークト□ニックが作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害物な 
どびあると、その距離に応じてイン 
ジケーターが点なし、警告音ち鳴り 
ます。 

〇 パークト□ニックは、速度び約 
1 8 km/h (下のときに待機状態に 
なります。速度び約 18 km / hii (上 
になると機能び解除されます。 


パークト□ニックの作動 


センサー感知節囲に障害物び入った 
とさ 

センサー感知範囲（1>208ページ）に 
障害物が入ると、黄色インジケーター 
が1個点なします。 

障害物との距離が短<なるにつれ、点 
なする黄色インジケーターの数が増え 
ていさます。 

障害物との距離び近くなったとさ 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
夕一に加えて1個目の赤色インジケー 
ターび点なし、警告音び断続的に約3 
秒間鳴ります。 

最短感知距離（約20〜1 5 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加え 
て2個目の赤色インジケーターび点 
なし、警告音び連続的に約3秒間鳴 
ります。 

D 障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりも近くなると、セン 
ヴーは障害物を感知でさなかった 
り、正常に作動しなくなることがあ 
ります。 

また、点好していたインジケーター 
び消巧することびあります。 


B 義6恒冊 
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〇センサーの周辺にアクセヴ U —な 
どを取り付けないでください。パー 
クト□ニックび正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につなびるおそれ 
があります。 

[I 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるわのに十分ま意して< 
ださい。これらび至近距離内にある 
とき、状況によっては、センサーび 
これらを感知せず、車や物を損傷す 
るおそれがあります。 

〇電波を発する物が近くにあるとさ 
や、不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正常に作動 
しないことがあります。 

〇センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことびあり 
ます。 


フ□ント 
バンパー側 

センサー感知節囲 

中央 

約100 cm 〜 20 cm 

コ ーナー 

約 60 cm 〜1 5 cm 


U ア 

バンパー側 

センサー感知節囲 

中央 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コ ーナー 

約 80 cm 〜1 5 cm 


||車の中央でバンパーから約 20 cm 
じ(内、コーナーでバンパーから約 
1 5 cm (内にある障害物は感知でき 
ません 0 


H 洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどが 
近くにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正常に作動しないこ 
とがあります。 

〇温度や湿度が高いとさや超音波や 
低周波を発生させる機器び車の近 
くにあるとさ、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックが正常に作動しないこと 
があります。 

H 路面が平坦でないとさは、パーク 
卜□ニックは正常に作動しないこと 
びあります。 
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パークト□ニックの機能の解除 



オフ□ー ドパッケージ非装備車 
① パークト□ニックオフスイッチ 
③ 表示な 



オフ□ー ドパッケージ装備車 
① パークト□ニックオフスイッチ 
③ 表示な 


※車種や仕様により、スイッチの配置など 
び異なりまず。 

センターコンソールのスイッチで、 
パークト□ニックの機能を解除するこ 
とびでさます。 


パークト□ニックの機能を解除ずる 

► イグニッシヨン位置び2のとさ、 
パークト□ニックオフスイッチ①を 
押します。 

スイッチの表示な②が点灯します。 

パークト□ニックを作動させる 

►再度、パークト□ニックオフスイッ 
チ①を押します。 

スイッチの表示な②が消なします。 

H システムに異常びあるとさは、赤 
色インジケーターだけび点なして警 
告音が約2秒間鳴り、約20秒後に 
パークト□ニックの機能が解除され 
ることびあります。このとさは、ノく一 
クト□ニックオフスイッチの表示な 
が点なします。 

〇 パークト□ニックの機能を解除し 
ても、次にイグニッシヨン位置を2 
にしてノ くーキングブレーキを解除し 
たとさ、パークト□ニックは自動的 
に作動します。 


サイドビューカメラ _ 

助手席側ドア S ラー下部に装着された 
カメラにより、助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドア下方の映像を、 
C 0 MAND ディスプレイに表示します。 

また、ガイドラインにより、 カーブな 
どでの走行を補助します。 

発進する際などには、必ずサイド 
ビューカメラで助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドア下方の状況を確 
認してください。 


B 義6恒冊 


《オフ□ードパッケージは、日本仕様には装備されません。 
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A 警告 

• サイドビューカメラは運転者を支 
援するシステムです。運転者はヴ 
イドビューカメラだけに頼らず、 
必ず周囲の状況を確認してくだ 
さい。特に周辺に人や動物びいない 
ことを確認してください。 

• サイドビューカメラ使用時におい 
てち安全確保や危険回避について 
は、運転者に全責任びあります。 

• COMAND ディスプレイの映像には 
近< にある障害物の遠近感び正し 
く映し出されなかったり、映像び 
非常に見えづらいことびありまず。 
ディスプレイの映像だけを見て発 
進や路肩への幅寄せなどをずると、 

人や他の車、障害物に衝突したり、 
事故につなびるおそれびありまず。 

サイドビューカメラ使用時におい 
てち、目視による安全確認を行ない 
なびら運転してください。 

P 乗車人数や荷物の積載量により、 
サイドビューカメラの映像範囲は変 
化し、それに伴いガイドラインの 
示す位置にわ誤差び生じます。必ず 
自分の目やミラーで周囲の状況を直 
接確認してください。 

P ボディ側面前方や後方にある物は 
ディスプレイには表示されません。 

P が気温度び低いとさは、ディスプ 
レイが暗くなったり、映像び薄くな 
ることびあります。また、動いてい 
る物の映像が歪んだり、ディスプレ 
イに表示されないことびあります。 


〇必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着してください。指定 
じ1外のホイールやタイヤを装着する 
と、システムに影響を及ぼすことが 
あります。 

H ドアを開閉するとさやドアミラー 
を格納/展開するときなどは、力 
メラを損傷しないよラにま意してく 
ださい。 

〇カメラやカメラの周囲に強い衝撃 
を与えないでください。カメラが故 
障したり、カメラの取り付け位置や 
角度びずれるおそれがあります。 

〇ドアミラーやカメラを損傷した 
り、カメラの取り付け位置や角度び 
ずれたとさは、すみやかにメルセデ 
ス*ベンツ指定サービスエ場でカメ 
ラの修理および調整を行なってくだ 
さし、 

〇カメラの修理および調整は必ずメ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。お客様自身で 
作業を行なラと、システムび正常に 
作動しなくなるおそれびあります。 

D カメラや関連部品の取り外しや分 
解、改造は絶対に行なわないで<だ 
さい。 

〇ガイドラインび表示されないなど 
故障のおそれびあるとさや、"ガイ 
ドでさません。オーナーズ マニユア 
ルを参照ください"といラメッセ ー 
ジび表示されたとさは、すみやかに 
メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 


iGlw 
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P ii (下のよラな場合は、サイドビュー 

カメラは正常に作動しません。 

• 助手席ドアが完全に閉じてい 
ないとさ 

• 助手席側ドアミラーび完全に展 
開していないとさ 

• スノーチェーン や応急用スペア 
タイヤを装着してし" i るとさ 

• 激しい雨や雪び降っているとさ 
や霧のとさ 

• 夜間や暗い場所で使用するとさ 

• カメラにへッドランプや日光の 
反射などの強い光び直接当たっ 
たとさ 

• 堂光なの下で使用するとさ（映 
像にちらつさび出ることがあり 
ます） 

• 急激な温度変化びあったとさ（寒 
冷時に暖房されたガレージに入 
るとさなど） 

• カメラび曇ったり水滴び付着し 
たとさ（雨の曰や湿度の高い曰、 
洗車した直後など） 

• カメラにおや巧れが付着したとさ 


洗車ずるときの注意 


• 洗車時に高圧のスプレーガンを使 
用するとさは、ノズルをカメラや 
カメラの周囲に近付けないでくだ 
さい。水圧び高いため、故障の原因 
になります。 

• カメラを清掃するとさは、されいな 
水で巧れを落とし、やわらかい巧で 
なき取ってください。有機溶剤や強 
アルカリ洗剤などは使用しないでく 
ださい。 

また、強い力で乾なさしないでくだ 
さい。変色の原因になったり、カメ 
ラを損傷するおそれびあります。 

• ボディにワックスをかけるとさは、 
カメラにワックスが付着しないよラ 
に注意してください。付着してし 
まった場合は、水と純正カーシヤン 
プーを混ぜた洗浄液でなさ取ってく 
ださい。 


B 義6恒冊 
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サイドビューカメラの位置 



ち八ンドル車 

①助手席側ドアミラー 
③ヴイドビューカメラ 

サイドビューカメラ②は助手席側ドア 
ミラー①の下部に装備されています。 


サイドビューカメラの表示節囲 




ち八ンドル車 

①ヴイドビューカメラの表示範囲 


サイドビューカメラの作動と停止 

サイドビューカメラを作動させる 

イグニッシヨン位置が2のとさにサイ 
ドビューカメラを作動させることがで 
さます。 

► COMAND システムをオンにします。 

► COMAND コント□ールパネルの 
网 ボタンを押します。 

または 

► アプリケーシ ヨン エリアの"システム II 
を選択します。 

設定基本画面になります。 



設定基本画面 

►" サイドピュ-カメラ"を選択します。 

COMAND ディスプレイに、サイド 
ビューカメラの映像とガイドライン 
が表示されます。 


を跋 e 恒冊 


サイドビューカメラは、助手席側のフ 
□ントタイヤ周辺や助手席ドア下方の 
範囲①を表示します。 
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サイドビューカメラを停止ずる 

► コント□ールスティックを押すか、 
COMAND コント□ールパネルの 
U ターンボタンを押します。 

設定基本画面に戻ります。 

または 

► COMAND コント□ールパネルの 
アプリケーション選択ボタンを押 
します。 

それぞれのボタンに応じた画面にな 
ります。 

0 COMAND システムをオフにした 
り、イグニッション位置を2 (外 
にすると、サイドビューカメラび停 
止します。 

再度 COMAND システムをオンに 
したり、イグニッション位置を2 
にするとサイドビューカメラび作動 
します。 

サイドビューカメラの映像 

走行速度び約 20 km/h を超えると、 
サイドビューカメラの映像は表示され 
なくなります。 

このときは、ディスプレイに"安全の 
ため、走行中は利用でさません。"と 
表示されます。 

走行速度が約1 5 km/h (下になると、 
サイドビューカメラの映像は再び表示 
されます。 



ち八ンドル車 


①自車 

③助手席側フ□ントタイヤ 


助手席側フ□ントホイールの中 

③ /こ\位置を表示するガイドライン 
です。 

助手席側の車体から約25〜 

④ 30 cm の位置を表示するガイド 
ラインです。 

ステアリングをいっぱいまでま 
^わして巧びったときの、助手席 
W 側リアタイヤの軌道の目安を表 
示するガイドラインです。 

現在のステアリング操驼角で曲 
びったとさの、助手席側 U アタ 
广 イヤの軌道の目安を表示するガ 
® イドラインです。 

ステアリング操驼角び変化する 
と、角度び変化します。 


B 義6恒冊 
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〇 ガイドライン⑥および⑥はじ(下の 
ときには表示されません。 

• 助手席方向にまわしたステアリ 
ング操驼角が約90度(下のとさ 

• ステアリングが運転席方向にま 
ねしてあるとさ 

• シフトポジションび EE のとさ 

また、じ(下のときはガイドライン③ 
および④わ表示されません。 

• 助手席ドアが完全に閉じてい 
ないとさ 

ディスプレイに"助手席側ドア 
が開いているためガイドでさま 
せん"と数秒間表示されます。 

• 助手席側ドア S ラーび格納され 
ているとさ 

ディスプレイに"ドアミラーび 
格納されているためガイドでさ 
ません"と数秒間表示されます。 


路肩などに車を寄せるとさ 


路肩などに車を寄せるとさに、車体と 
路肩の縁石などの目標物との位置関係 
を確認でさます。 



C 0 MAND ディスプレイの表示 車両の状態 


ち八ンドル車 

③ 助手席側フ□ントホイールの中/こ\を表 
示するガイドライン（青色） 

④ 助手席側の車体から約2日〜 30 cm の 
位置を表示ずるガイドライン（青色） 

►図のように、ガイドライン④び目標 
物の端に接するよラに車両を幅寄せ 
します。 

► ガイドライン④を目標物と平行にす 
ることで、目標物に沿って駐車でさ 
ます。 

ガイドライン③の位置により、助手席 

側フ□ントホイールのおよその位置を 

知ることわでさます。 


を跋 e お冊 
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障害物のあるカーブを曲がるとさ 

助手席側に障害物があるカーブを曲び 
るとさに、車体の予想進路と障害物と 
の位置関係の目安を確認でさます。 



ただし、ステアリングをさらに助手 
席側にまわし、ガイドライン⑥び障 
害物と重なったり、障害物よりわ内 
側に<ると、車体と障害物び接触す 
るおそれびあります 

ガイドライン⑥び障害物よりが側に 
くるよラにステアリング操驼角を調 
整して走行してください。 

B ガイドラインは目安を示すもので 
あり、車両の移動軌道を保証するち 
のではありません。ガイドラインは 
目安として使用し、実際は必ず周囲 
の状況を直接確認してください。 


ち八ンドル車 

⑥ ステア U ングをいっぱいまでまねして 
巧びったとさの、助手席側リアタイヤ 
の軌道の目安を表示ずるガイドライン 
、目色； 

⑧現在のステア U ング操船角で巧びった 
とさの、助手席側 U アタイヤの軌道の 
目安を表示ずるガイドライン（黄色） 

⑦ 障害物 

► ステア U ングを助手席側にまわし 
ます。 

図のように、ガイドライン⑥び障 
害物⑦よりが側にくるときは、車 
体と障害物び接触しない目安にな 
ります。 

P ディスプレイの表示はあくまで目 
ちです。走行するとさはディスプレ 
イの表示だけに頼らず、必ず周囲の 
状況を直接確認して < ださい。 



ち八ンドル車 

図のように、ガイドライン⑥び障害物 
⑦よりが側にあるときは、ステアリン 
グをいっぱいまでまわして巧びって 
わ、車体と障害物び接触しない目ちに 
なります。 

〇ガイドラインは目安を示すもので 
あり、車両の移動軌道を保証するち 
のではありません。ガイドラインは 
目ちとして使用し、実際は必ず周囲 
の状況を直接確認してください。 


B 義6恒冊 
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パーキングアシストリアビューカメラ 

ノーキングアシストリアビューカメラ 
は、車の後方の映像と音声により、車 
庫入れや縦列駐車などの後退操作を補 
助するシステムです。 

A 警告 

• パーキングアシスト U アビューカ 
メラは運転者を支援するシステム 
でず。運転者はパーキングアシス 
トリアビューカメラだけに頼らず、 
必ず周囲の状況を確認してくだ 
さい。特に周辺に人や動物びいない 
ことを確認してください。 

• パーキングアシスト U アビューカ 
メラ使用時の安全確保や危険回避 
については、運転者に全責任びあ 
0まず。 

H パーキングアシスト U アビューカ 
メラは運転者を支援するシステム 
です。絶対に COMAND ディスプ 
レイの映像だけを見て後退や車庫入 
れなどをしないで < ださい。 

H システムの特性上、 COMAND ディ 
スプレイの映像には障害物の遠近感 
び正しく映し出されなかったり、映 
像び非常に見えづらいことがあり 
ます。 COMAND ディスプレイの映 
像だけを見て後退などをすると、人 
や他の車、障害物に衝突したり、事 
故につなびるおそれがあります。必 
ず自分の目や S ラーで後方や周囲の 
ち全を確認してください。 


Q 乗車人数や荷物の積載量により、 
パーキングアシスト U アビューカ 
メラの映像範囲は変化し、それに 
伴いガイドラインの示す位置にわ 
誤差び生じます。必ず自分の目や 
S ラーで周囲の状況を直接確認し 
てください。 

Hcomand ディスプレイに表示さ 
れる物などび歪んだ形状で表示され 
たり、鮮明に表示されないことびあ 
ります。 

B リアバンパーの至近距離や下方に 
ある物は COMAND ディスプレイ 
には表示されません。 

運転者は COMAND ディスプレイの 
映像だけに頼らず、必ず自分の目や 
ミラーで周囲の状況を直接確認して 
ください。特に周囲に人や動物がい 
ないことを確認してください。 

〇カメラの周囲に強い衝撃を与え 
ないでください。故障の原因にな 
ります。 

〇必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着してください。指定 
(外のホイールやタイヤを装着する 
と、システムに影響を及ぼすことび 
あります。 

H 車の後部を損傷したとさは、す 
みやかにメルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場でカメラの点検およ 
び調整を行なってください。 

H ガイドラインが表示されないなど 
故障のおそれびあるとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
におたずねください。 


iGlw 
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H パーキングアシストリアビューカ 
メラは、じ(下のとさは正しく作動し 
ません。 

• テールゲートび完全に閉じてい 
ないとさ 

• カメラやカメラの周囲に損傷び 
あるとさ 

〇テールゲートを開閉するとさなど 
は、カメラを損傷しなし" i よラに注 
意してください。 

H じ(下のよラな場合はシステムを使 
用しないで < ださい。 

• 激しい雨や雪び降っているとさ 
や、カメラが巧れているとさな 
ど、 COMAND ディスプレイの映 
像が見えづらいとさ 

• 積雪路面や凍結路面など、タイ 
ヤがス U ップしやすいとさ 

• 坂道やカーブなどの平坦でない、 
または直線でない道路 

洗車ずるとさの注意 


• 洗車時に高圧のスプレーガンを使 
用するとさは、ノズルをカメラや 
カメラの周囲に近付けないでくだ 
さい。水圧が高いため、故障の原 
因になります。 

• カメラを清掃するとさは、されいな 
水で巧れを落とし、やわらかい巧で 
おき取ってください。有機溶剤や強 
アルカ U 洗剤などは使用しないでく 
ださい。 

また、強い力で乾なさしないでくだ 
さし、変色の原因になったり、カメ 
ラを損傷することびあります。 


• ボディにワックスをかけるとさは、 
カメラにワックスび付着しないよラ 
に注意してください。付着してし 
まった場合は、水と純正カーシヤン 
プーを混ぜた洗浄液でおさ取つてく 
ださい。 


カメラの位置 



①カメラ 


カメラ①はテールゲート八ンドルの横 
に装備されています。 


COMAND ディスプレイの映像 



後退駐車モードの映像 
①予想進路ガイドライン（黄色) 
③ 4.0 m ガイドライン（黄色） 

③ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

④ 0.25 m ガイドライン（ホ色） 


B 暴 G 9 恒冊 
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COMAND ディスプレイに映し出され 
る映像は、ルームミラーやドアミラー 
で見るのと同じ左ち反転させた鏡像と 
なります。 

A 警告 

安全のため、ガイドラインの色の識 
別び困難なちは、パーキングアシス 
卜 U アビューカメラを使用しないで 
<ださい。 

テールゲートび開し"'てし"'たり、完 
全に開じていない状態でノ くーキング 
アシスト U アビューカメラを作動さ 
せたとさや、パーキングアシストリ 
アビューカメラ作動中にテールゲー 
卜を開いたとさは、ガイドラインは 
表示されません。 

このとさは COMAND ディスプレ 
イに"テールゲートび開いています 
ガイドでさません"と数秒間表示さ 
れます。 

P 後方に駐車している車のバンパー 
やトラックの荷台など、路面に接し 
ていない立体の障害物は、ディスプ 
レイの映像では実際よりわ遠くにあ 
るよラに見えます。ガイドラインだ 
けで距離を判断せず、必ず周囲の状 
況を直接確認してください。 

P 障害物に向かって後退していると 
きは、 0.25 m ガイドライン④を越 
えないよラに注意してください。障 
害物によっては、0.25 m ガイドラ 
イン④まで後退するじ(前に衝突する 
おそれびあります。 

P ステア U ングをまねしながら後 
退するとさは、車のフ□ント部び他 
の車や障害物に接触しないよラに注 
意してください。 


〇 じ(下のとさは映像が見えづらくな 

りますび、異常ではありません。 

• 夜間や暗い場所で使用するとさ 

• 急激な温度変化びあったとさ（力 
メラに冷水や温水びかかったと 
さなど） 

• カメラ付近の温度び極端に高い 
とさや低いとさ 

• カメラにへッドランプや日光の 
反射などの強い光び直接当たっ 
たとさ（映像に白い縦線が入る 
ことがあります） 

• 堂光なの下で使用するとさ（映 
像にちらつさび出ることがあり 
ます） 

• 急激な明るさの変化があったと 
さ（ガレージから出入りすると 
さなど） 

• カメラに水滴び付着したとさ（雨 
の曰や湿度の高い曰、洗車した 
直後など） 

• カメラにおや巧れび付着したとさ 

後退駐車モード 


駐車場の駐車スペースなどに後退して 
駐車するとさに、後退操作を補助する 
モー ドです。 


iGlw 
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後退駐車モードにずる 

► COMAND システムをオンにします。 
► シフトポジシヨンを EE にします。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されます。 

つ。•， が表示されていないとホは、 
後退駐車アイコン三^①を選択し 
て、コント□ールスティックを押 
します。 



の 



〇 戻る"を選択してコント□ールス 
ティックを押すと、パーキングアシ 
ストリアビューカメラの映像び消 
え、元の画面に戻ります。 

パーキングアシスト U アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジシヨンを EE じ(外にして、 
再度 EE にします。 

ステアリングをまわさないでまつずぐ 
後退駐車ずる 



COMAND ディスプレイの表示 


車両の状態 


①後退駐車アイコン 

後退駐車時のガイドラインび表示 
されます。 


①自車位置 

③ 4.0 m ガイドライン（黄色） 

③ 予想進路ガイドライン（黄色） 

④ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

⑥ 0.2 日 m ガイドライン（ホ色） 

► 予想進路ガイドライン③び駐車ス 
ペースに収まっていることを確認 
し、周囲に注意しなびら、まっす 
ぐに後退します。 

U ガイドライン内やその周辺、およ 
び上方の空間に障害物などがないこ 
とを確認してください。 


B 義6恒冊 
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ステアリングをまねしなが劲给 Si 主車する 



①自車位置 

⑤ 予想進路ガイドライン（黄色） 

③ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

④ 0.2 日 m ガイドライン（ホ色） 

⑥ 直進ガイドライン（青色） 

直進ガイドライン⑥は、ステアリング 

が直進状態で車が後退するとさの進路 

を TJX します0 

予想進路ガイドライン②は、そのとき 

のステア U ングの操驼角で車び後退す 

るとさの予想進路を示します。 

► 予想進路ガイドライン②び駐車ス 
ペースのなかに収まるよラにステ 
ア U ングをまわしなびら、注意し 
て後退します。 

► 直進ガイドライン⑥び、駐車しよ 
ラとしているスペースと平行にな 
つたら、ステア U ングを直進位置 
に戻して、後退してください。 

〇ガイドライン内やその周辺、およ 
び上方の空間に障害物などびないこ 
とを確認してください。 


H ステアリングをまわして予想進路 
ガイドライン②の位置を調整して 
わ、予想進路ガイドライン内に障害 
物び入ってしまラ場合は、駐車ス 
ペースが狭すざます。そのスペース 
には駐車しないでください。 

縦列駐車モード 

路上の駐車スペースなどに縦列駐車す 
るとさに、画面表示と音声案内で後退 
操作を補助するモードです。 

縦列駐車ずる 



①自車 

③駐車スペース前ちの駐車車両 
③駐車スペース 

► 駐車スペース前方の駐車車両②から 
約1 m 間隔を空けて平行に、駐車車 
両②の前端から自車び約半分ほど前 
に出た位置で、停車します。 

ステアリングは直進状態にします。 

〇 駐車スペース③の前ちに駐車車両 
②びないときは、後退駐車モードで 
駐車することをお勧めします。 


B を跋6恒冊 
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COMAND システムをオンにします。 
シフトポジシヨンを EE にします。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されます。 

百、一 が表示されていないと式 
は、縦列駐車アイコン 心- の 
を選択して、コント□ールステイツ 
クを押します。 



の 



〇 戻る"を選択してコント□ールス 
ティックを押すと、パーキングアシ 
ストリアビューカメラの映像び消 
え、元の画面に戻ります。 

パーキングアシスト U アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジシヨンを EE じ(外にして、 
再度 [ E にします。 

►垂直ガイドライン④び、駐車スペー 
ス前方の駐車車両②の後端に合ラま 
でステアリングをまわさずに後退し 
ます。 

► 垂直ガイドライン④び駐車車両の後 
端に合ったら、停車します。 

H 垂直ガイドライン④び駐車車両② 
の後端から外れていると、正しい位 
置に駐車することはできません。 


①縦列駐車アイコン 

縦列駐車モードのガイドラインが 
表示されます。 



車両の状態 


③ 駐車スペース前ちの駐車車両 

④ 垂直ガイドライン 


垂直ガイドラインび表示されてからし 
ばらくすると、駐車位置ガイドライン 
⑥が表示されます。 


B と跋09恒冊 
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© 駐車位置ガイドライン（道路側) 
⑦駐車位置ガイドライン（縁石側) 


► 停車した状態で、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）⑥び駐車車両のタイ 
ヤの接地面に接するまで、ステアリ 
ングをまわします。 

また、このとさ駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）⑦び、駐車スペースの 
前後の車両や道路の縁石、摄や電柱 
など道路脇の障害物にかかってい 
ないことを確認してください。 

B 駐車位置ガイドライン（道路側） 

⑥ が駐車車両のタイヤ部分に交わっ 
ていると、正しい位置に駐車するこ 
とびでさません。 

B 駐車位置ガイドライン（縁石側） 

⑦ び正しい位置に合っていること 
を確認してくださし、正しし M 立置 
に合わせないまま後退すると、駐 
車車両や障害物に衝突するおそれ 
びあります。 


H ステアリングをまわして駐車位置 
ガイドライン（縁石側）⑦の位置を 
調整してわ、駐車位置ガイドライン 
(縁石側）⑦内に駐車車両や障害物 
が入ってしまラ場合は、駐車スペー 
スび狭すざます。そのスペースには 
駐車しないでください。 

〇ステアリングをまわしすざたとさ 
は"ガイドでさませんステアリン 
グを戻してください"と表示され 
ます。 

►駐車位置ガイドライン（縁石側）⑦ 
を正しい位置に合わせたら、ステア 
リングはそのままで、ゆっくりと後 
退します。 

後退をはじめると、画面から垂直 
ガイドライン④、駐車位置ガイド 
ライン（道路側）⑥、駐車位置ガ 
イドライン（縁石側）⑦び消え 
ます。 

〇 ゆっくり後退しないと、ガイドが 
間に合わないことびあります。 

〇 じ(下のときはガイドび中止され 
ます。 

• シフトポジシヨンを CE じ(外に 
したとさ 

• "戻る"を選択したとさ 

• COMAND システムの他の機能を 
作動させたとさ 

• ステアリングを操作したとさ 


を跋 e 恒冊 
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P 後退するとさは必ず周囲の状況を 
直接確認して < ださい。特に車の 
フ□ント部が人や他の車、障害物 
などに衝突しないよラに注意して 
ください。 

B 後退をはじめた後は、ステアリン 
グをまわさないで<ださい。ステ 
ア U ングをまわすとガイドび中止さ 
れ、画面に"ガイドでさません"ま 
たは"ガイドでさませんステアリン 
グびずれました"と表示されます。 

n ガイドび中止された場合は、最初 
から後退操作をやりなおして < だ 
さい。 



⑨ステアリング角度ガイドライン 


► そのままゆつくり後退すると、ステ 
アリング角度ガイドライン⑧び表示 
されます。縁石などの駐車スペース 
の縁に、ステアリング角度ガイドラ 
イン⑧が合ラまで、ステアリングを 
まわさないでそのままゆっくり後退 
します。 



⑩予想進路ガイドライン（黄色） 

► ステアリングを反対方向にいっぱい 
までまわします。 

直進ガイドライン⑨と予想進路ガイ 
ドライン⑩が表示されます。 

► 予想進路ガイドライン⑩が縁石など 
の駐車スペースの縁と接するまで 
ゆっくり後退します。 

〇後退するとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部が前方の駐車車両などに衝 
突しないよラに注意してください。 

► 車び駐車しよラとしているスペース 
と平行になったら、ステアリングを 
直進状態に戻します。 

H ステアリング操作は、必ず停車し 
た状態で行なって < ださい。 


B と跋6恒冊 


► ステアリング角度ガイドライン⑧が 
正しし M 立置に合ったら、停車します。 
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日口:案内の巧 /E 

ノーキングアシスト U アビューカメラ 
作動時の音声案内を停止/作動でさ 
ます。 

► COMAND システムをオンにします。 

► COMAND コント□ールパネルの 
网 ボタンを押します。 

または 

► アプリケーシ ヨン エリアの"システム II 
を選択します。 



設定基本画面 

設定基本画面になります。 




► コント□ールスティックを押します。 

コント□ールスティックを押すたび 
に、左側のボックスのチェックマー 
クび表示/消去されます。 

チェ ックマークび表示されていると 
さは、音声案内び行なわれます。 

〇 音声案内中に、ステアリングス 
イッチ田日、または COMAND 
コント □ ールパネルの音量調整ダイ 
ヤルを操作すると、音量が調整でさ 
ます。 


► "システム設定"一"リアビューカメラ 
を選択します。 


を跋6恒冊 













エアコンディショナーの取り扱い 

エアコンディショナーは、設定温度や 
車内温度、外気温度や日射の強さなど 
に応じて、送風量や送風口の組み合わ 
せなどを自動的に調整し、車内の温度 
や湿度などを快適な状態に保ちます。 

A 警告 

送風温度を高めに設定してあるとさ 
は、送風□び過熱して高温になるこ 
とびあり、火傷をずるおそれびあり 
まず。また、暖気び送風されている 
とさは、送風口に身体をお付けたま 
まにしていると低温火傷のおそれび 
あります。十分にを意してください。 

送風温度を低めに設定してあるとさ 
に送風口に身体を近付けると、しち 
やけなどを起こすおそれびありまず 
ので十分にを意してください。 

皮膚の弱い人は、送風口に身体を近付 
けずざないよラにを意してください。 


9環境 

• エアコンディショナーの;令媒には、 
新冷媒 R 134 a を使用していまず。 

• 地球環境を保護ずるため、フ□ン 
ガスを大気放出ずることは法律で 
禁止されています。また、ずべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
び適切に処理されるよラ努めなけ 
ればな0ません。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充、交換、廃棄などは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 


A 警告 

エアコンディショナーの設定は 、 ■UU 
降の説明に従って正しく行なってく 
ださい。ウインドウび墨って事故を 
起こすおそれびありまず。 

H ボンネットの吸気口び雪や氷で覆 
われないよ5にして < ださい。 

H 送風口や車内の吸排気口び覆われ 
ないよラにしてください。 

〇 外気温度び高いとさは、エアコン 
ディショナーを作動させる前に換 
気をしてください。リモコン操作 
で車がからドアウインドウとスラ 
イディングルーフ*を開くと、短 
時間で換気できます(>121ペー 
ジ)。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されます。水分が排出されても、 
故障ではありません。 

〇 エアコンディシ ョナーの 機能や 
モードのなかには、併用巧能な組み 
合わせがあります。 

〇 エアコンディショナーのフィル 
ター類は定期的な交換が必要です。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なります。 

フィルター類が目づまりを起こし 
ていると送風量び減ることびあり 
ます。 


B 暴 G 9 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 










ML 350 BlueTEC 4 MATIC / ML 350 4 MATIC 


コント□ールパネル 




① 

② 

③ 

④ 

⑥ 


⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 


名称 

送風温度調整ダイヤル（左） 
AUTO スイッチ 
デフ□スタースイッチ 
送風量調整スイッチ（強） 

送風口選択スイッチ 
(フ□ントウインドウ送風 □ 


サイド送風 □ 
送風 □) 


ドアウインドウ 


AC スイッチ/余熱ヒーター- 
ベンチレーションスイッチ 

送風温度調整ダイヤル（ち） 

U アエアコンディショナーオフ 
スイッチ 

送風口選択スイッチ 

(サイド送風口 /中央送風口） 

送風口選択スイッチ 
(足元送風口 /サイド送風口） 

送風量インジケーター 
送風量調整スイッチ（弱） 

U アデフオッガースイッチ 


名称 

⑩内気循環スイッチ 
⑩室内温度センサー 
颇オフスイッチ 

《エアコンディショナーのスイッチ類の絵 
柄や配列などは、予告な<変更される場 
合びあります。 

通常の使いかた （ AUTO モード） 

エアコンディショナーを作動させる 

► AUTO スイッチ②を押します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

送風口の組み合わせと送風量び自動 
的に調整されるよラになります。 


を跋 e 恒冊 
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または 

► オフスイッチ®を押します。 

スイッチの表示灯が消灯し、エアコ 
ンディショナーび停止前の設定で作 
動します。 

ftAUTO モードでエアコンディショ 
ナーを作動させると、自動的に AC 
モード （^229 ページ）およびが気 
導入モード （^230 ページ）に設定 
されます。 

エアコンディショナーの停止 

エアコンディショナーを停止ずる 

► オフスイッチ®を押します。 
スイッチの表示灯が点なします。 

〇 ドアウインドウやスライディング 
J レーフ*び閉じているとさにエア 
コンディショナーを停止すると、ウ 
インドウび曇りやすくなります。 

設定温度の調整 


► 送風温度調整ダイヤル①または⑦ 
をまわして、ダイヤル内側のイン 
ジケーターを好みの温度に合わせ 
ます。 

〇 送風温度は左ち別々に設定でき 
ます。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
も、設定温度に達するまでの時間は 
あまり変わりません。 

通常は22むに設定することをお勧 
めします。 


〇 ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び開いていると、設定温 
度を維持することびでさません。 

〇 U ア送風口の送風温度は助手席側 
の送風温度に連動します。 

送風量の調整 


送風量を手動で調整できます。 

送風量を上げる 

►送風量調整スイッチ（強）④を押し 
ます。 

送風量インジケーター⑩の点口数び 
増えます。 

送風量を下げる 

►送風量調整スイッチ（弱）⑩を押し 
ます。 

送風量インジケーター⑩の点な数び 
減ります。 

ft エアコンデイシヨ ナーび AUTO 
モードで作動しているとさに、送 
風量調整スイッチを押すと、送風 
量調整の AUTO モードび解除され、 
AUTO スイッチの表示好び消灯し 
ます。 

〇 送風量調整スイッチを操作する 
と、リア送風口からの送風量わ増減 
します。 

〇 送風量を上げているときに、 
C 0 MAND システムの音声認識機能 
を使用すると、送風量び自動的に下 
びることびあります。音声認識機能 
を終了させると、送風量は元の設定 
に戻ります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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送風□の選択 

送風口を手動で選択できます。 


を 

跋 

G 

恒 

Iml 

TOT 


送風□を選択ずる 

► 送風口選択スイツチ⑥⑨⑩のいずれ 
かを押します。 

選択されたスイツチの表示なび点な 
します。 

送風□の選択を解除ずる 

► 選択されているスイツチを押し 
ます。 

スイッチの表示なび消なします。 


〇 エアコンデイシヨナーび AUTO 
モードで作動しているとさに、送 
風口選択スイッチを押すと、送風 
口選択の AUTO モードび解除され、 
AUTO スイッチの表示なが消灯し 
ます。 


再度、送風口選択スイッチを押し 
てすベての送風口選択スイッチの表 
示好を消なさせると、 AUTO モード 
に戻ります。 

〇 複数の送風口選択スイッチを押す 
と、組み合わせた送風口から送風で 
さます。 

〇 選択した送風口(外の送風口から 
わ、微量の送風び行なわれることび 
あります。 



送風 □ 

選択スイッチ 

主に送風される送風 □ 

⑥圏 

フ□ントウインドウ送風 □© ドアウインドウ送風 □© 

サイド送風口® 

⑨回 

中央送風口 ◎ サイド送風口® 

⑩の 

サイド送風口®足元送風口 ◎ 









送風□の開閉 


サイド送風口®と中央送風口◎を開閉 
でさます。 

送風□を開く 

► 送風口開閉ダイヤル®◎をち側にま 
わします。 

徐々に送風口が開き、送風量び上が 
ります。 

送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル®◎を左側にま 
わします。 

徐々に送風口び閉じ、送風量び下び 
ります。 

送風口開閉ダイヤル®◎を停止する 
まで左側にまわすと、送風口び閉じ 
ます。 

〇 ダイヤルを停止するまで左側にま 
わしても、完全に送風口を閉じるこ 
とはでさません。 

送風□の風向さ調整 


サイド送風口®と中央送風口◎は風向 
さを調整することがでさます。 

風向きを調整ずる 

► 各送風口のノブを上下左ちに動か 
します。 

〇 換気効率を上げるため、送風口の 
風向きを中央にすることをお勧めし 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


AC モード 


AC モードでは除湿/冷房された空気 
が送風されます。 

AUTO モードでエアコンディショ ナー 
を作動させたときは、自動的に AC モー 
ドになり、スイッチの表示灯が点好し 
ます。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑥を押します。 

スイッチの表示なび消灯し、除湿 
/冷房されていない空気び送風さ 
れます。 

AC モードを設定ずる 

►再度、 AC スイッチを押します。 

A 警告 

ドアウインドウとスライディング 
ルーフ*び開じているとさに AC モー 
ドを解除すると、ウインドウの内側 
び曇りやずくなり、事故を起こすお 
それびあ0まず。 

9環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負荷び軽減し、燃費び向上しまず。 

〇 除湿/冷房された空気はエンジ 
ンびかかっているときに送風され 
ます。 

〇 エアコンディショナーび停止し 
ているとさに AC スイッチの表示な 
が点灯するとさは、エアコンディ 
ショナーび故障しています。除湿/ 
冷房は行なわれません。すみやかに 
メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 
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Oac モードを解除しても、しばらく 
は除湿/冷房された空気び送風さ 
れる場合びあります。 

内気循環モード 


A 警告 

外気温度び低いとさは、内気循環モー 
ドの設定は短時間にとどめてくだ 
さい。ウインドウび曇りやすくなり、 
事故を起こずおそれびありまず。 

ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*を閉じているときに内気循 
環モードにするとウインドウび墨り 
やず < なります。 

ウインドウび曇りはじめたとさは内 
気循環モードを解除してください。墨 
り具合びひどいとさはデフ□スター 
モードにしてください。 

トンネル内など、空気が汚れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさなどに 
使用します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウやスライディン 
グルーフ*を開閉でさます。 

内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ⑩を押します。 
スイッチの表示灯が点なします。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒(上 
押し続けると、開いているドアウ 
インドウとスライディングルーフ* 
び自動で閉じます。 


A 警告 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やスライディングルーフ*を閉じると 
さは、身体や物び挟まれないよラにを 
意して<ださい。身体や物び挟まれそ 
ラになったとさは、ドアウインドウス 
イッチやスライディングルーフスイッ 
チを操作して、ドアウインドウやスラ 
イデイング>1レーフを開いて < ださい。 


A 警告 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やスライデイングルーフ*を閉じてい 
るとさに、挟み込みなどの抵巧びあ 
ると、ただちに停止してかし開く機 
能びありまずび、身体を挟まれない 
ようにを意してください。 


内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間び経過するとじ(下のよラに外 
気導入をはじめます。 


外気温度び約 5 °Cm 
上のとさ 

約30分後 

外気温度び約 5 °Cm 

約5分後 

下のとさ 


AC モードを解除し 

約5分後 

ているとさ 



内気循環モードを解除ずる（外気導入 
モードにずる） 

► 内気循環モードのとさに内気循環ス 
イッチ⑩を押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 


を跋 e お冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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内気循環スイッチ⑩を約2秒(上 
押し続けると、ドアウインドウとス 
ライディングルーフ*び、前回開い 
てし^た位置まで自動で開さます。 

A 警告 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やスライディングルーフ*を開いてい 
るとさは、ドアウインドウに身体を 
寄りかけたり、スライディングルー 
フ * やサンシェード*に触れないよ 
ラにしてください。ドアウインドウ 
とドアフレーム、スライディングルー 
フ * やサンシェード*とルーフ内張 
りの間に身体び引さ込まれて、けび 
をするおそれびあ0まず。 

©外気 温度が非常に高いとさは、冷 
房効率を高めるために自動的に内気 
循環モードに切り替わることびあり 
ますび、このとき内気循環スイッチ 
の表示なは点灯しません。約30分 
経過すると、一定の割合で外気導入 
をはじめます。 

Oac モードを解除するかデフ□ス 
夕ーモードにすると、外気導入モー 
ドになります。 

〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウやスライディングルーフ* 
を別のスイッチで開し" i た場合、開し"' 
たドアウインドウやスライディング 
ルーフ*を内気循環モードの解除 
操作と連動して前回開いていた位置 
まで開くことはでさません。 


デフ□スターモード 


フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るときに使 
用します。 

デフ□スターモードに設定ずる 

►デフ□スタースイッチ③を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び点なします。 

iiTF の内容でエアコンディシヨ ナーげ 
作動します。 

• 除湿された空気が送風されます。 

• 送風量が上がります。 

• 送風温度が高くなります。 

• フ□ントウインドウ送風□とドアウ 
インドウ送風□、サイド送風□から 
送風されます。 

• 内気循環モードび解除されます。 

〇 外気温度によっては、送風温度び 
高くならなかったり、送風量が上が 
らないことびあります。 

デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ③を押 
します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

〇 曇りび取れたら、すみやかに解除 
してください。 

〇 デフ□スターモードを解除する 
と、送風量と送風温度、送風口の選 
択は、デフ□スターモードに設定す 
る前の設定に戻ります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 デフ□スターモードを解除する 
と、 AC モードを解除していた場合 
は AC モードに設定されます 。 AC 
モードを解除していて内気循環だつ 
た場合は、外気導入になります。 

〇 オフスイッチや AUTO スイッチ、 
送風温度調整ダイヤ j レや送風量調整 
スイッチを操作したときち、デフ □ 
スターモードは解除されます。 

ウインドウの外側が曇るとき 

車がの湿度が高いとさなどに、フ□ン 
トウインドウやフ□ントドアウインド 
ウの外側び曇ることびあります。この 
ときは、ウインドウに冷気が当たら 
ないように送風口を調整すると、外側 
の曇りを軽減でさます。 

また、フ□ントウインドウが側の曇り 
を取るとさには、ワイパーを作動させ 
てください。 

リアデフオツガー 


U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

イグニッシヨン位置が2のとさに使用 
でさます。 

A 警告 

ウインドウに雪や氷び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確保してください。事故を 
起こすおそれびありまず。 

B 消費電力が大さいため、曇りが 
取れたらすみやかに停止して < だ 
さし、。 


リアデフォッガーを使用ずる 

► リアデフォッガースイッチ⑩を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び点なします。 

リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ⑩ 
を押します。 

スイッチの表示灯が消なします。 

リアデフォッガーは数分後に自動的に 
停止します。 

〇 が気温度と走行速度により、リア 
デフォッガーび自動的に停止するま 
での時間は異なります。 

〇 バッテリーの電圧び低くなると自 
動的に停止し、表示巧び点滅します。 
電圧び回復すると自動的に作動を再 
開します。 

〇 外気温度び低いとさは、車内び暖 
まるまでは U アデフォッガーび作動 
しないことがあります。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨン 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
さに使用します。 

イグニッシヨン位置び0か1のとさ、 
またはキーを抜いているとさに使用で 
さます。 
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余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► 余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ⑥を押します。 

スイッチの表示なび点なします。 

エンジンを停止する前の設定温度や 
外気温度により、送風口の選択や送 
風温度は自動的に調整されます。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

►再度、余熱 ヒーター •ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ⑥を押します。 

または 

► オフスイッチ®を押します。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨンス 
イッチ⑥の表示なび消なします。 

じ(下のときは、余熱ヒーター*ベンチ 
レーシヨンが自動的に停止します。 

• イグニッシヨン位置を2にしたとさ 

• 使用を開始してから約30分経過し 
たとさ 

• バッテ U —の電圧び低下したとさ 

〇 バッテリーを保護するために、 
送風量は弱の設定で一定に保たれ 
ます。 

〇 エンジン冷却水の温度び低いとさ 
は、暖気び送風されないことびあり 
ます。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれます。このとさは中程度の 
送風になります。 

〇 U ア送風□からは送風されません。 


U ア送風□からの送風の停止 

フ□ントのコント□ールパネルでリア 
送風□からの送風を停止できます。 

U ア送風□からの送風を停止ずる 

► U アエアコンディショナーオフス 
イッチ⑧を押します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

リア送風□から送風ずる 

►再度、リアエアコンディショナーオ 
フスイッチ⑧を押します。 

スイッチの表示灯が消なします。 

〇フ □ントエアコンディショナーの 
送風量を最大にするときは、リア 
送風□からの送風を停止してくだ 
さい。 

リア送風 □ 


U ア送風□には、(下の二つの送風 □ 
びあります。 

• センターコンソール後端部の U ア中 
央送風口 

• フ□ントシート下のリア足元送風口 

〇 リア送風口の送風温度や送風量 
は、助手席側のエアコンデイシヨ 
ナーの設定に連動します。 

ただし、車内温度や外気温度、日射 
の強さなどによっては、助手席側の 
エアコンデイシヨナーで設定した送 
風温度や送風量で送風び行なわれ 
ないことがあります。また、 U ア中 
央送風口またはリア足元送風口いず 
れかからの送風になる場合びあり 
ます。 
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⑩ U ア中央送風 □ (左側) 
⑩ U ア中央送風口（ち側) 


リア中央送風口⑩®は、風向きを調整 
でさます。 

U ア中央送風□の風向きを調整ずる 

► U ア中央送風□⑩⑩のノブを上下左 
ちに動かします。 

リア送風□コント□ールパネル* 

雨 

@ AUTO スイッチ 

® 送風口選択スイッチ 
( U ア中央送風 □) 

© 送風口選択スイッチ 
0」ア足元送風口） 

© オフスイッチ 


センターコンソール後端部に後席用の 
送風ロコント□ールパネルを装備し 
ています。 

フ□ントのエアコンデイシヨナーが 
作動しているときに、リア送風口から 
の送風/停止と送風口の選択びでさ 
ます。 

リア送風□から送風ずる 

► AUTO スイッチ®を押します。 
または 

►送風び停止しているときに、オフス 
イッチ◎を押します。 

AUTO スイッチ®の表示巧が点巧し、 
送風口の選択び自動的に行なわれます。 

U ア送風□からの送風を停止ずる 

► オフスイッチ◎を押します。 

オフスイッチ◎の表示口び点口し、 
送風び停止します。 

〇 リア送風口からの送風が停止し 
ているとさは、リアコンデイシヨ 
ナースイッチ⑧の表示灯び点灯し 
ます。 

リア送風□を選択ずる 

► 送風口選択スイッチ®を押します。 

スイッチ®の表示灯が点灯し 、リア 
中央送風口から送風されます。 

または 

► 送風口選択スイッチ◎を押します。 

スイッチ◎の表示口が点灯し 、リア 
足元送風□から送風されます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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コント□ールパネル 


の© @ @ © © @ ® @ 



(§) @ @@ @ @ ® @ 



名称 

名称 

① 

送風温度調整ダイヤル 

⑩ 

送風口選択スイッチ（運転席側 


(助手席側） 


サイド/中央送風口） 

② 

AUTO スイッチ 

⑩ 

AC スイッチ/余熱ヒーター 

③ 

送風口選択スイッチ（助手席側： 

フ□ントウインドウ/サイド/ 

⑩ 

ベンチレーシヨンスイッチ 

ディスプレイ 

④ 

ドアウインドウ送風口） 

デフ□スタースイッチ 

⑩ 

送風量調整スイッチ（弱） 

颇 

内気循環スイッチ 

⑥ 

送風量調整スイッチ（強） 

⑩ 

送風口選択スイッチ（助手席側 

⑥ 

U アデフォッガースイッチ 


サイド/中央送風口） 

⑦ 

送風口選択スイッチ（運転席側： 

フ□ントウインドウ/サイド/ 

⑩ 

送風口選択スイッチ（助手席側 
足元/サイド送風口） 


ドアウインドウ送風口） 

⑩ 

室内温度センサー 

⑧ 

U アエアコンディショナーコン 
卜□ールスイッチ 

翅) 

運転席モードスイッチ 

⑨ 

送風温度調整ダイヤル 




(運転席側!） 《エアコンデイシヨナーのスイッチ類の絵 


^ 柄や配列などは、予告な<変更される場 

⑩オタ スイ ツチ 合びありまず。 

⑩送風口選択スイッチ（運転席側： 

足元/サイド送風口） 


B 暴6恒冊 
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通常の使いかた （ AUTO モード） 

エアコンディシヨナーを作動させる 

► AUTO スイッチ②を押します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

送風口の組み合わせと送風量び自動 
的に調整されるよラになります。 

または 

► オフスイッチ⑩を押します。 

スイッチの表示なび消灯し、エアコ 
ンディシヨナーび停止前の設定で作 
動します。 

Oauto モードでエアコンディ シヨ 
ナーを作動させると、自動的に AC 
モード （0238 ページ）および外気 
導入モード （^239 ページ）に設定 
されます。 

エアコンディシヨナーの停止 

エアコンディシヨナーを停止ずる 

► オフスイッチ⑩を押します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

〇 ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び閉じているとさにエア 
コンディシヨナーを停止すると、ウ 
インドウび曇りやすくなります。 

設定温度の調整 


► 送風温度調整ダイヤル①または⑨ 
をまわして、ダイヤル内側のイン 
ジケーターを好みの温度に合わせ 
ます。 


〇 送風温度は左ち別々に設定でさ 
ます。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
わ、設定温度に達するまでの時間は 
あまり変わりません。 

通常は22でに設定することをお勧 
めします。 

〇 ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*が開いていると、設定温 
度を維持することびでさません。 

送風量の調整 


送風量を手動で調整できます。 

送風量を上ばる 

►送風量調整スイッチ（強）⑥を押し 
ます。 

ディスプレイの送風量インジケー 
ター⑩の点口数が増えます。 

送風量を下ばる 

►送風量調整スイッチ（弱）©を押し 
ます。 

ディスプレイの送風量インジケー 
ター⑩の点好数び減ります。 

〇 エアコンディショナーが AUTO 
モードで作動しているとさに、送 
風量調整スイッチを押すと、送風 
量調整の AUTO モードび解除され、 
AUTO スイッチの表示むが消灯し 
ます。 


を跋 e 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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o 送風量を上げているときに、 
COMAND システムの音声認識機能 
を使用すると、送風量び自動的に下 
びることびあります。音声認識機能 
を終了させると、送風量は元の設定 
に戻ります。 

送風□の選択 


送風口を手動で選択できます。 

送風□を選択ずる 

► 送風口選択スイッチ③⑦⑩⑩⑩® 
のいずれかを押します。 

選択されたスイッチの表示灯び点な 
します。 

送風□の選択を解除ずる 

► 選択されているスイッチを押します。 
スイッチの表示好が消なします。 


〇 エアコンデイショナーが AUTO 
モードで 作動して いると きに、送風 
口選択スイッチを押すと、押した席 
側の送風口選択の AUTO モー ドび 
解除され、 AUTO スイッチの表示な _ 
び消なします。 I 

再度、送風口選択スイッチを押し UL 
てすベての送風口選択スイッチの表 
示巧を消なさせると、 AUTO モード e 
に戻ります。 恒 

〇 複数の送風口選択スイッチを 押す® 
と、組み合わせた送風口から送風す 
ることびでさます。 

〇 選択した送風口(がの送風口から 
わ、微量の送風が行なわれることび 
あります。 



送風 □ 

選択スイッチ 

主に送風される送風 □ 

③ 四 

⑦ 四 

フ□ントウインドウ送風口©ドアウインドウ送風口© 
サイド送風口® 

⑩ 囚 

⑩ 回 

中央送風口 ◎ ヴイド送風口® 

⑩ 囚 

⑩ の 

サイド送風口®足元送風口 ◎ 
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送風□の開閉 


サイド送風口®と中央送風口◎を開閉 
でさます。 

送風□を開< 

► 送風口開閉ダイヤル®◎をち側にま 
わします。 

徐々に送風口び開き、送風量び上が 
ります。 

送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル®◎を左側にま 
わします。 

徐々に送風口び閉じ、送風量び下が 
ります。 

送風口開閉ダイヤル®◎を停止する 
まで左側にまわすと、送風口び閉じ 
ます。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
で左側にまわしても、完全に送風口 
を開じることはでさません。 

送風□の風向き調整 


サイド送風口®と中央送風口◎は風向 
さを調整することびでさます。 

風向きを調整ずる 

► 各送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

〇 換気効率を上げるため、各送風口 
の風向きを中央にすることをお勧め 
します。 


AC モード 


AC モードでは除湿/冷房された空気 
び送風されます。 

AUTO モードでエアコンディショナー 
を作動させたときは、自動的に AC モー 
ドになり、スイッチの表示巧が点灯し 
ます。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑩を押します。 

スイッチの表示灯が消灯し、除湿 
/冷房されていない空気が送風さ 
れます。 

AC モードを設定ずる 

►再度、 AC スイッチを押します。 

A 警告 

ドアウインドウとスライディング 
ルーフ*び閉じているときに AC モー 
ドを解除すると、ウインドウの内側 
び曇りやずくなり、事故を起こずお 
それびあ0まず。 

9環境 

AC モードを解除すると、エンジンへ 
の負荷び軽減し、燃費び向上しまず。 

〇 除湿/冷房された空気はエンジ 
ンびかかっているときに送風され 
ます。 

〇 エアコンディショナーび停止し 
ているとさに AC スイッチの表示灯 
が点灯するとさは、エアコンディ 
ショナーが故障しています。除湿/ 
冷房は行なわれません。すみやかに 
メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 


を跋6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 







Oac モードを解除しても、しばらく 
は除湿/冷房された空気び送風さ 
れる場合びあります。 

内気循環モード 


A 警告 

外気温度び低いとさは、内気循環モー 
ドの設定は短時間にとどめてくだ 
さい。ウインドウび曇りやすくなり、 
事故を起こずおそれびありまず。 

ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*を閉じているときに内気循 
環モードにずるとウインドウび墨り 
やず < なりまず。 

ウインドウび墨りはじめたとさは内 
気循環モードを解除してください。墨 
り具合びひどいとさはデフ□スター 
モードにしてください。 

トンネル内など、空気が汚れた場所で 
外気を車内に入れたくないときなどに 
使用します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気が循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウやスライディ 
ングルーフ*を開閉でさます。 

内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ®を押します。 
スイッチの表示なが点なします。 

内気循環スイッチ®を約2秒(上 
押し続けると、開いているドアウ 
インドウとスライディングルーフ* 
び自動で閉じます。 


A 警告 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やスライディングルーフ*を閉じると 
さは、身体や物び挟まれないよラにを 
意して<ださい。身体や物び挟まれそ 
ラになったとさは、ドアウインドウス 
イッチやスライディングルーフスイッ 
チを操作して、ドアウインドウやスラ 
イデイング>1レーフを開いて < ださい。 


A 警告 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やスライデイングルーフ*を開じてい 
るとさに、挟み込みなどの抵巧びあ 
ると、ただちに停止してかし開く機 
能びありまずび、身体を挟まれない 
よラにを意してください。 


内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間を経過するとじ(下のようにが 
気導入をはじめます。 


外気温度び約5に 
上のとさ 

約30分後 

外気温度び約 

約5分後 

下のとさ 


AC モードを解除し 

約5分後 

ているとさ 



B 義6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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内気循環モードを解除ずる（外気導入 
モードにずる） 

► 内気循環モードのとさに内気循環ス 
イッチ®を押します。 

スイッチの表示なび消なします。 

内気循環スイッチ®を約2秒(上 
押し続けると、ドアウインドウとス 
ライディングルーフ*び、前回開い 
ていた位置まで自動で開さます。 

A 警告 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やスライディングルーフ*を開いてい 
るとさは、ドアウインドウに身体を 
寄りかけたり、スライディングルー 
つ* やサンシェード*に触れないよ 
ラにしてください。ドアウインドウ 
とドアフレーム、スライディング;!レー 
フ * やサンシェード*とルーフ内張 
りの間に身体び引さ込まれて、けび 
をずるおそれびあ0まず。 

〇 外気温度が非常に高いとさは、冷 
房効率を高めるために自動的に内気 
循環モードに切り替わることがあり 
ますび、このとき内気循環スイッチ 
の表示灯は点なしません。約30分 
経過すると、一定の割合で外気導入 
をはじめます。 

Oac モードを解除するかデフ□ス 
夕ーモードにすると、外気導入モー 
ドになります。 


〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウやスライディングルーフ* 
を別のスイッチで開し^た場合、開し、 
たドアウインドウやスライディング 
ルーフ*を内気循環モードの解除 
操作と連動して前回開いていた位置 
まで開くことはでさません。 

デフ□スターモード 


フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るときに使 
用します。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ④を押します。 
スイッチの表示灯び点好します。 

(下の内容でエアコンディシヨ ナーげ 
作動します。 

• 除湿された空気び送風されます。 

• 送風量び上びります。 

• 送風温度び高くなります。 

• フ□ントウインドウ送風□とドアウ 
インドウ送風□、サイド送風□から 
送風されます。 

• 内気循環モードが解除されます。 

〇 外気温度によっては、送風温度び 
高くならなかったり、送風量び上び 
らないことびあります。 


を跋 e お冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 





デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ④を押 
します。 

スイッチの表示灯が消なします。 

〇 曇りび取れたら、すみやかに解除 
してください。 

〇 デフ□スターモードを解除する 
と、送風量と送風温度の調整、送風 
口の選択は、デフ□スターモードに 
設定する前の設定に戻ります。 

〇 デフ□スターモードを解除する 
と、 AC モードを解除していた場合 
は AC モードに設定されます。 AC 
モードを解除していて内気循環だつ 
た場合は、外気導入になります。 

〇 オフスイッチや AUTO スイッチ、 
送風温度調整ダイヤ j レや送風量調整 
スイッチを操作したときち、デフ □ 
スターモードは解除されます。 

〇 デフ□スターモードに設定する 
と、 U アエアコンディショナー 
(^244 ページ）が停止します。 

ウインドウの外側が曇るとき 

車外の湿度び高いとさなどに、フロ 

ントウインドウやフ□ントドアウイ 

ンドウの外側び曇ることがあります。 

このときは、ウインドウに冷気び当 

たらないように送風□を調整すると、 

外側の曇りを軽減でさます。 

また、フ□ントウインドウ外側の曇り 

を取るとさには、ワイパーを作動させ 

てください。 


リアデフオツガー 


U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

イグニッシヨン位置び2のとさに使 
用でさます。 

A 警告 

ウインドウに雪や氷び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確保してください。事故を 
起こすおそれびありまず。 

fl 消費電力び大さいため、曇りび 
取れたらすみやかに停止して < だ 
さい。 

U アデフォッガーを使用ずる 

► リアデフォッガースイッチ⑥を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び点好します。 

リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ⑥ 
を押します。 

スイッチの表示好び消灯します。 

U アデフォッガーは数分後に自動的に 
停止します。 

〇 が気温度と走行速度により、リア 
デフォッガーが自動的に停止するま 
での時間は異なります。 

〇 バッテリーの電圧び低くなると自 
動的に停止し、表示灯び点滅します。 
電圧び回復すると自動的に作動を再 
開します。 

〇 外気温度が低いとさは、車内が暖 
まるまではリアデフォッガーび作動 
しないことびあります。 


B と跋09恒冊 
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余熱 ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
さに使用します。 

イグニッシヨン位置び0か1のとさ、 
またはキーを抜いているとさに使用で 
さます。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► 余熱ヒーター-ベンチレーシヨンス 
イッチ⑩を押します。 

スイッチの表示灯が点なします。 

エンジンを停止する前の設定温度や 
外気温度により、送風口や送風温度 
は自動的に調整されます。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、余熱ヒーター•ベンチレーシヨ 
ンスイッチ⑩を押します。 

または 

► オフスイッチ⑩を押します。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨンス 
イッチ⑩の表示灯び消灯します。 

じ(下のときは、余熱ヒーター*ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止します。 

• イグニッシヨン位置を2にしたとさ 

• 使用を開始してから約30分経過し 
たとさ 

• バッテ U —の電圧び低下したとさ 

〇 バッテリーを保護するために、 
送風量は弱の設定で一定に保たれ 
ます。 


〇 エンジン冷却水の温度び低いとさ 
は、暖気び送風されないことびあり 
ます。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれます。このとさは、中程度 
の送風量になります。 

〇 リア送風□からは送風されません。 

運輯席モード 


助手席およびリアエアコンディショ 
ナーの設定の一部を運転席と同じ設定 
にでさます。 

運転席の設定を変更すると、助手席お 
よびリアエアコンディショナーの設定 
の一部ち変更されます。 

運輯席モードに設定ずる 

►運転席モードスイッチ®を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び点なします。 

助手席の送風温度および送風口の選 
択が運転席の設定に連動します。 

また、リアエアコンディショナーび 
AUTO モードで作動し、送風温度の 
設定び運転席の設定に連動します。 

運転席モードを解除ずる 

►再度、運転席モードスイッチ®を押 
します。 

スイッチの表示灯び消なします。 

〇 助手席やリアエアコンディショ 
ナーの設定を変更したとさは、運転 
席モードは自動的に解除されます。 


を跋 e 恒冊 
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フ□ントのコント□ールパネルでリア 
エアコンディショナーを操作ずる 


@ @ ® @ 



@ @ 


⑧ リアエアコンディショナーコント □— 
ルスイッチ 

⑨ 送風温度調整ダイヤル（運転席側） 

⑩ オフスイッチ 

⑩リアエアコンディショナー作動 
インジケーター 

@ U アエアコンディショナーモード 
インジケーター 

@リアエアコンディショナー停止 
インジケーター 

フ□ントのコント□ールパネルでリア 
エアコンディショナーを作動/停止 
させたり、 U アエアコンディショナー 
の送風温度を調整できます。 

リアエアコンディショナーを作動さ 
せる 

► U アエアコンディショナーコント 
□ールスイッチ⑧を押します。 

スイッチの表示灯が点なし、ディス 
プレイに U アエアコンディショナー 
作動インジケーター⑩とリアエア 
コンディショナーモードインジケー 
ター®が表示されます。 

また、 U アエアコンディショナーコ 
ント□ールパネルの AUTO スイッ 
チの表示な （^244 ページ）び点な 
し、 U アエアコンディショナーび 
AUTO モードで作動します。 


〇 リアエアコンディショナーコント 
□ールスイッチ⑧を押してから約3 
秒間何も操作をしないと、スイッチ 
⑧の表示灯とディスプレイの U アエ 
アコンディショナーモードインジ 
ケーター®が消灯し、フ□ントの 
エアコンディショナーを操作できる 
状態に戻ります。 

U アエアコンディショナーの送風温度 
を調整ずる 

► リアエアコンディショナースイッチ 
⑧を押します。 

スイッチの表示なび点巧し、ディス 
プレイに U アエアコンディショナー 
モードインジケーター®が表示さ 
れます。 

►約3秒(内に送風温度調整ダイヤ 
ル（運転席側）⑨で送風温度を調整 
し未す。 

設定した送風温度のインジケーター 
が点なします。 

リアエアコンディショナーコント 
□ールノ くネ j レの送風温度調整ダイヤ 
ル(>244ぺージ）内側のインジケー 
夕一び、 設定した送風温度に移動し 
ます。 

〇 通常は22でに設定することをお 
勧めします。 

リアエアコンディショナーを停止ずる 

► U アエアコンディショナースイッチ 
⑧を押します。 

スイッチの表示灯び点なし、ディス 
プレイに U アエアコンディシ ョナー 
モードインジケーター®び表示さ 
れます。 
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ナ— 


►約3秒じ(内にオフスイッチ⑩を押 
します。 

ディスプレイに U アエアコンディ 
ショナー停止インジケーター®び 
表示されます。 

U アエアコンディショナーび停止し 
ます。 

〇 フ□ントのコント□ールパネルか 
ら、 U アエアコンディショナーの送 
風口の選択や送風量の調整を行なラ 
ことはでさません。 

〇 フ□ントのコント□ールパネルで 
U アエアコンディショ ナ ーを操作し 
ているとさは、 U アエアコンディ 
シ ヨナーの コント□—ル ノ くネルは操 
作でさません。 

リアエアコンディショナー 


リアエアコンディショナーは、フ□ン 

トエアコンディショナーび作動してい 

るとさに作動させることびでさます。 

〇 フ□ントシートの下に U ア足元送 
風□があります。 

〇フ □ントのエアコンディショナー 
がデフ□スターモードのとさはリア 
エアコンディショナーのコント□一 
ルパネルは操作でさません。 

〇 フ□ントのコント□ールパネルで 
U アエアコンディショナーを操作し 
ているとき （^243 ページ）は、リ 
アエアコンデイシヨナーのコント 
□ールパネルは操作でさません。 



① 

② 

③ 

リア中央送風口（左側） 

リア中央送風口（ち側） 

送風温度調整ダイヤル 

④ 

AUTO スイッチ 

⑥ 

送風口選択スイッチ 
(リア中央送風 □) 

⑧ 

送風口選択スイッチ 
(リア足元送風口） 

⑦ 

オフスイッチ 

⑧ 

送風量インジケーター 

⑨ 

送風量調整スイッチ（強） 

⑩ 

送風量調整スイッチ（弱） 


リアエアコンディショナーを AUTO 
モードで作動させる 

► AUTO スイツチ④を押します。 

AUTO スイツチの表示灯が点好し 
ます。 

送風量の調整と送風口の選択は自動 
的に行なわれます。 

► 送風温度調整ダイヤル③をまわし 
て、ダイヤル内側のインジケーター 
を好みの温度に合わせます。 
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〇 通常は22でに設定することをお 
勧めします。 

U アエアコンディショナーを停止ずる 

► オフスイッチ⑦を押します。 

オフスイッチの表示灯び点灯し、 
U アエアコンディショナーが停止 
します。 

再度、オフスイッチ⑦を押すと、リ 
アエアコンディショナーび元の設定 
で作動します。 

リアエアコンディショナーの送風 量 
を上げる 

►送風量調整スイッチ（強）⑨を押し 
ます。 

送風量インジケーター⑧の点な数び 
増えます。 

リアエアコンディショナーの送風 量 
を下ばる 

►送風量調整スイッチ（弱）⑩を押し 
ます。 

送風量インジケーター⑧の点口数が 
減ります。 

〇 U アエアコンディショナーが 
AUTO モードで作動しているとさに 
送風量調整スイッチを押すと、送風 
量調整の AUTO モードび解除され、 
AUTO スイツチ④の表示口が消灯し 
ます。 


U アエアコンディショナーの送風□を 
選択ずる 

リアエアコンディショナーの送風口を 
手動で選択でさます。 

► 送風口選択スイッチ⑥⑥のいずれか 
を押します。 


選択されたスイツチの表示灯び点な 


します。 

送風□選択 
スイッチ 

送風される送風 □ 

⑥四 

U ア中央送風口 

①② 

⑥囚 

U ア足元送風 □ 


〇 リアエアコンデイシヨナーび 
AUTO モードで作動しているとさ 
に、送風口選択スイッチを押すと、 
送風口選択の AUTO モードび解除 
され、 AUTO スイッチ④の表示灯び 
消なします。 

再度、送風口選択スイッチを押し 
て、すべての送風口選択スイッチの 
表示灯を消なさせると、 AUTO モー 
ドに戻ります。 

U ア送風□の風向きを調整ずる 

リア中央送風口①②は、風向きを調整 
でさます。 

► U ア中央送風□①②のノブを上下左 
ちに動かします。 
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スライディング ルーフ 


r ングルーフ* 


スライデイングルーフの操作 


A 警告 

• スライディングルーフを閉じると 
さは、身体や物び挟まれないよラ 
にを意してください。挟まれそラ 
になったとさは、ただちにスライ 
ディングルーフスイッチを操作し 
て、スライディングルーフを開い 
て < ださい。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。スライディン 
グルーフを操作してけびをしたり、 
事故の原因になりまず。 

• スライディングルーフのガラスは 
事故のとさに割れるおそれびあり 
ます。シートベルトを着用してし^ 
ないと、車び横転したとさにスラ 
イディングルーフの開口部から車 
外に放り出されて、致命的なけび 
をずるおそれびありまず。乗員全 
員びシートベルトを着用してくだ 
さい。 



①開く 

③閉じる/チルトダウン 
③チルトアップ 


イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に操作でさます。 

スライディングルーフを開く 

► スライディングルーフスイッチを① 
の方向に軽く操作します。 

操作している間だけ開さます。 

サンシエードび閉じている場合は連 
動して開さます。 

① のち向にいっぱいまで操作する 
と、自動で開さます。 

スライディングルーフを閉じる 

► スライディングルーフスイッチを② 
のち向に軽く操作します。 

操作している間だけ閉じます。 

② の方向にいっぱいまで操作する 
と、自動で閉じます。 

スライディングルーフをチルトアッ 
プずる 

► スライディングルーフスイッチを③ 
の方向に軽く操作します。 

操作している間だけチルトアップし 
ます。 

③ の方向にいっぱいまで操作する 
と、自動でチルトアップします。 

スライディングルーフをチルトダウ 
ンずる 

► スライディングルーフスイッチを② 
の方向に軽く操作します。 

操作している間だけチルトダウンし 
ます。 

②の方向にいっぱいまで操作する 
と、自動でチルトダウンします。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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P 走行中はスライディングルーフか 
ら身体を出さないで<ださい。けび 
をするおそれびあります。 

P スライディングルーフの開口部に 
腰をかけたり、荷物を載せたりして 
大さな力を加えないでください。ス 
ライディングルーフを損傷するおそ 
れびあります。 

P 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとスライディン 
グルーフび完全に閉じていることを 
確認してください。 

P スライディングルーフの開□部か 
ら、角の尖った物を出し入れしない 
でください。スライディングルーフ 
のシール部を損傷するおそれびあり 
ます。 

P 降雨後や降雪後にスライディング 
ルーフを開くとさは、ルーフ上の水 
や雪などを取り除いてください。車 
内に水や雪などび入るおそれびあり 
ます。 

〇スライディングルーフ上に雪や氷 
が付着した状態で操作しないで < だ 
さい。スライディングルーフを損 
傷するおそれがあります。 

〇 スライディングルーフはリモコン 
操作で開くことびできます(>121 
ぺージ)。 

〇 スライディングルーフはリモコン 
操作またはキーレスゴー操作*で 
閉じることができます （^121 ペー 
ジ)。 

〇 スライディングルーフが自動で作 
動しているとさに、スイッチを操 
作すると、その位置で停止します。 


〇 スライディングルーフを開いて走 
行しているとき、走行風の影響など 
で空気の振動を感じる場合は、スラ 
イディングルーフの開度を変えるか 
ドアウインドウを少し開くと、解 
消することがあります。 

〇 スライディングルーフが開いてい 
るときに PRE - SAFE ⑩ （>45 ぺージ) 
び車の横滑りを感知すると、スライ 
ディングルーフび少し開いた位置ま 
で自動的に閉じます。 

〇イ グニッション位置を0にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約5分間は、スライディング 
ルーフを操作でさます。約5分じ ( 
内にフ□ントドアを開< と、スライ 
ディングルーフの操作はでさなくな 
ります。 

〇 スライディングルーフが開閉でさ 
ないときは、メルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 


挟み込み防止機能 _ 

スライディングルーフには挟み込み防 
止機能びあります。 

スイツチを操作し続けてスライディン 
グルーフを閉じるかチルトダウンし 
ているとさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただち 


ただし、挟み込み防止機能び作動した 
後に再度操作して、挟み込みなどの抵 
おを検知したとさは、より強い力で開 
じます。 
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スライディング ルーフ 


さらに、この状態で再度操作して挟み 
込みなどの抵抗を検知したとさは、挟 
み込み防止機能び作動しない状態で 
閉じます。 

A 警告 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
でスライディングルーフを閉じると 
さは、身体を挟まないよラにを意し 
てください。スライディングルーフ 
に身体び挟まれると、致命的なけび 
をするおそれびあ0ます。 


自動でスライディングルーフを閉じる 
かチルトダウンしているとき 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただ 
ちに停止して、その位置から少し開 
さます。 

A 警告 

スライディングルーフには挟み込み 
防止機能びありまずび、スライディ 
ングルーフを閉じるとさやチルトダ 
ウンするとさは、身体などを挟まない 
よラにを意してください。特に子供 
にはを意してください。 


自動チルトアップ機能 _ 

スライディングルーフを開いた状態 

で、イグニッシヨン位置を0にする 

か、エンジンスイッチからキーを抜い 

たときは、じ(下のときにスライディン 

グルーフび自動で閉じ、チルトアップ 

した状態で停止します。 

• 降雨などによりレインセンサーび雨 
滴を感知したとさ 

• イグニッシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から、約 12 時間経過したとき 

B 自動チルトアップ機能で閉じてい 
るスライディングルーフには、挟み 
込み防止機能がありますが、スライ 
ディングルーフから身体や物などを 
出さないで < ださい。 

Q 濡れたタオルなどでフ□ントウイ 
ンドウをなくと、スライディング 
ルーフび閉じることびあります。 

〇 レインセンサーに雨滴びかから 
ないとさは、自動チルトアップ機能 
は作動しません。 

〇 自動チルトアップ機能でスライ 
ディングルーフび閉じているとさに 
挟み込みなどの抵抗びあると、挟み 
込み防止機能び作動し、スライディ 
ングルーフびただちに停止し、その 
位置から少し開さます。その後自動 
チルトアップ機能は解除されます。 

〇 自動チルトアップ機能は、イグ 
ニッシヨン位置び1か2のとさや 
スライディングルーフがチルトアッ 
プしているとさは作動しません。 
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〇イ グニツシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイツチからキーを抜いて 
から約5秒間は、自動チルトアツ 
プ機能は作動しません。 


スライディングルーフのリセット 

スライディングルーフびスムーズに作 

動しないとき、またはバッテリーあび 

りやバッテ U —交換などで電源び断た 

れたとさは、スライディングルーフの 

U セットを行なってください。 

► イグニッシヨン位置を0にしてか 
ら、2にします。 

► スライディングルーフスイッチを 
⑤のち向瓜246ぺージ）に押し 
てチルトアップします。 

► スイッチを押したまま約2秒じ(上 
保持します。 

► スライディングルーフび自動で全 
開/全開することを確認します。 

► 自動で全開しないとさは、再度 U 
セットを行ないます。 

〇 U セットを行なっても、スライディ 
ングルーフが自動で全開/全開し 
ないときは、メルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で作業を行なつて< 
ださい。 



サンシェードを開閉ずる 

►グリップ①を持って、サンシェード 
②を前後に開閉します。 

スライディングルーフを開くと、連動 

して開さます。 

H スライディングルーフび開いてい 
るときに、サンシェード②とルーフ 
内張りの間に身体び挟まれないよラ 
にま意してください。 

〇 スライディングルーフび開いてい 
るときは、サンシェード②を閉じる 
ことはでさません。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


荷物の積み方/小物入れ 


荷物を積むときの注意点 


A 警告 

荷物を積むとさは、きに記載され 
ているを意点を守り、確実に固定し 
て<ださい。急ブレーキ時や急な進 
路変更時、事故のとさなどに荷物び 
放り出されて、乗員びけびをするお 
それびあ0まず。 

また、荷物を積むとさのを意点を守つ 
たとしてを、荷物を積むことにより、 
事故のとさなどに乗員びけびをする 
可能性は高まります。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで<ださい。 
排気ガスび車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死ずるおそれびあり 
ふ 9 〇 

荷物を積み方は車の走行ち定性に大さ 
く影響します。じ(下の点にま意してく 
ださい。 

• 荷物の重量が、制限重量 （^4 10ペー 
ジ）を超えないよラにしてください。 

• ラゲツジルームには極端に重い荷物 
を積載しないでください。 

•重い物は車の中/近く（ラゲツジ 
ルームの前方）の低い位置に積み、 
確実に固定してください。確実に固 
定でさていないと、急ブレーキ時な 
どに荷物が動さ、ラゲツジルーム内 
部を損傷するおそれがあります。 


• 荷物を車内に積むときは、シートの 
バックレストより高く積み上げない 
で < ださい。 

• 荷物はラゲッジルームに積み、バッ 
クレストまたは前方に倒したリア 
シートクッシヨンに接するよラにし 
てください。また、 U アシートを起 
こしているとさは、ノ（ックレストが^ 
確実に□ックされていることを確認 
してください。 

• セーフティネットを使用してくだ 
さい。 

• なるべく乗員のいない席の後方に荷 
物を積んでください。 

• 強度の十分な荷物固定用ストラップ 
などを使用して、荷物を確実に固定 
してください。 

• ウインドウに荷物が当たらないよラ 
にしてください。ウインドウガラス 
を損傷したり、 U アデフォッガーの 
熱線やアンテナなどを損傷するおそ 
れびあります。 

• 燃料を入れた容器やスプレー吿など 
を積まないでください。引乂や爆発 
のおそれびあります。 

〇 荷物固定用のアクセヴ U — は 
Daimler AG の推奨品の使用をお 
勧めします。詳しくはメルセデス‘ 
ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 
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小物入れ 


A 警告 

走行中は、ル物入れのカバーを開い 
たままにしないでください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物び放り出されて、乗員 
びけびをするおそれびあ0まず。 

〇収納物びル物入れからはみ出さ 
ないよラにしてください。 

〇ル物入れのカバーび閉じなくなる 
よラな大さな物をル物入れに入れ 
ないでください。ル物入れや収納物 
を損傷するおそれがあります。 

P ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

H 貴重品はル物入れに保管しないで 
ください。 


グ〇—ブボックス 



左八ンドル車 


グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドル①を引きます。 
カバー ②び開きます。 


グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー②を押して□ックします。 



左八ンドル車 


グ□ーブボックスのキーシリンダーに 
エマージェンシーキーを差し込んで、 
グ□ー ブボックスを施錠/解錠でさ 
ます。 

グロー ブボックスを施錠ずる 

► キーを水平位置回にまわします。 

確実に施錠されていることを確認し 
ます。 

グ□ーブボックスを解錠ずる 

► キーを垂直位置のにまわします。 

〇グ □ーブボックス内には、メディ 
アインターフェース用端テびあり 
ます。メディアインターフェースは、 
iPod ® や USB 機器などのポータブ 
ル音楽機器のための接続端テです。 
詳しくは別冊 「 COMAND システム 
取扱説明書」をご覧ください。 

〇 グ□ーブボックスにはペンす U レ 
ダーびあります。 

〇 イグニッション位置び1か2の 
とさにグ□ーブボックスを開< と、 
グ□ーブボックスランプび点灯し 
ます。 


B 義6恒冊 









252 


荷物の積み方/ル物入れ 


センターコンソー j レ下部の\物入れ 



— .■ w W が 

センターコンソー j レ下部の\物入れを 
開< 

► カバー ①の マーク ②を押します。 

ル物入れが開さます。 

センターコンソール下部のル物入れを 
閉じる 

► カバー①を押して□ックします。 

フ□ントアームレストのル物入れ 



フ□ントシートのアームレスト内部に 
ル物入れがあります。 

ル物入れを開く 

► レバー ①を引いて カバー ②を開き 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


ル物入れを閉じる 

► カバー②を下げて□ックします。 


カップホルダー 


A 警告 

• 走行中はカップホルダーを使用し 
ないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなど 
にカップホルダーに置いた容器び 
投げ出されて、乗員び火傷をする 
おそれびあ0ます。 

• カップ ホルダーの サイズに合った 
フタ付さの容器を使用してくだ 
さい。また、火傷防止のため、熱い 
飲み物び入った容器を置かないで 
<ださい。 

H カップホルダーに飲み物を置くと 
さは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴が重 
れないよラに注意してください。ス 
イッチや電装品などを損傷したり、 
ショートして発乂するおそれびあり 
ます。 
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センターコンソールのカツプホ j レダー 



センターコンソールにはカップホル 
ダー①が装備されています。 


また、2つのカップホルダーの間には 
カー ドホルダー②びあります。 

〇 力ー ドホルダー②は上方に引き上 
げて取り外すことがでさます。 

〇 カップホルダーを清掃するとさ 
は、されいなめるま湯でないてくだ 
さし、。 


U アアームレストのカツプホルダー 



U アアームレストにはカップホルダー 
①びあります。 


U アアームレストのカップホルダーを 
使用ずる 

► U アアームレストを引さ下げて使用 
します。 

収納するときはリアアームレストを 
引さ上げます。 

H 容器を置いたまま U アアームレス 
卜を収納しないでください。 


収納ネット 


A 警告 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや吿、割れやずい物、鋭利な形 
状の物を収納しないでください。急 
ブレーキ時や急な進路変更時、事故 
のとさなどに収納物び放り出されて、 
乗員びけびをするおそれびあります。 

助手席の足元とフ□ントシートの背面 
に新聞や雑誌などを収納でさるネット 
①を備えています。 

H 収納ネットから収納物びはみ出さ 
ないよラにしてください。 



左八ンドル車 

①助手席足元の収納ネット 
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①フ□ントシート背面の収納ネット 


分割巧倒式リアシート _ 

左ちいずれか一ち、または両方のリア 
シートを折りたたむことびでさます 

A 警告 

ラゲツジルームに重い荷物やかたい 
荷物を積載ずるとさは、確実に固定 
してください。急ブレーキ時や急な 
進路変更時、事故のとさなどに荷物 
び放り出されて、乗員びけびをする 
おそれびあ0ます。 

ラゲツジルームに荷物を積載すると 
さは、必ずセーフテイネットを使用 
して < ださい。 


A 警告 

U アシートのクッションを完全に引 
さ起こしていない状態で、 U アシー 
卜のバックレストを倒さないでくだ 
さい。急ブレーキ時や急な進路変更 
時、事故のとさなどに荷物びバック 
レストの上を通って放り出されて、 
乗員びけびをずるおそれびあります。 


A 警告 

• 大きな荷物を積まないときは、バッ 
クレストを起こしてください。ラ 
ゲッジルームの荷物などび前方に 
放り出されて、乗員びけびをずる 
おそれびあ0ます。 

• リアシートに乗車するとさは、必 
ずバックレストを起こして確実に 
□ックしてください。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに、乗員びけびをするおそれ 
びあります。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで < ださい。 
排気ガスび車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死ずるおそれびあり 
まず。 

B リアシートクッションを引き起こ 
したり、元の位置に戻すとさは、ヒ 
ンジ周辺の部分（図中の X 印のとこ 
ろ）などに身体や物び挟まれないよ 
ラに注意してください。 
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〇リアシートを折りたたんでいると 
さにフ□ントシートを後方に移動し 
たり、バックレストを後方に倒すと 
さは、 U アシートに接触しないよラ 
に注意してください。フ□ントシー 
卜背面の収納ネットに収納している 
物やシートを損傷するおそれびあり 
ます。 


リアシートを巧りたたむ 



► フ□ントシートび後方の位置にあっ 
たり、バックレストを後方に倒し 
ているとさは、フ□ントシートを前 
方に移動し、バックレストを前方に 
起こします。 

►折りたたむリアシートのへッドレス 
卜をいっぱいまで下げます。 

► シートクッシヨン横にあるストラッ 
プ①を引さます。 

シートクッシヨン②の□ックが解除 
されます。 

► シートクッション②を前方に引き起 
こします。 



► リリース八ンドル④を引いて、バッ 
クレストの□ックを解除します。 


►バックレスト③を前ちに倒します。 

。バックレストは非常に重量びあり 
ます。倒すとさは身体を挟まないよ 
ラに注意してください。 



►シートベルトをフック⑥にかけ 
ます。 
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リアシートを元に戻ず 

► シートベルトび挟まれないようにし 
なびら、バックレスト③を元の位置 
に戻し、確実に□ックします。 

► シートクッション②を元の位置に戻 
し、確実に□ックします。 



バックレストび □ ックされていない状態 


► □ックインジケーター⑥び見え 
ない状態になっていることを確認 
します。 

A 警告 

バックレストを起こしたときは、バッ 
クレストび確実に□ックされている 
ことを確認してください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物び前ちに放り出されて、 
乗員びけびをずるおそれびあります。 


" □ックインジケーター⑥が見え 
ているときはバックレストび□ック 
されていません。□ックインジケー 
ターび見えなくなるまで、パックレ 
ストを確実に□ックしてください。 

シートクッシヨンの脱着* 



左ちいずれか一方、または両方のシー 
トクッションを取り外して、ラゲッジ 
スペースを広げることびでさます。 

シートクッションを取り外ず 

► シートクッションを前ちに引き起こ 
します0255ぺージ）。 

► シートクッション裏のレバー①を引 
さなびら、シートクッションを上方 
に取り外します。 

H シートクッションを取り夕+したと 
きは、シートクッション取り付け部 
②を後ちに倒さないでください。 

シートクッション取り付け部③を 
後方に倒した状態でバックレスト 
を倒すと、シートクッション取り 
付け部とバックレストび接触して、 
バックレストを損傷するおそれび 
あります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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► バックレストを前方に倒します。 


シートクッションを取り付ける 

► シートクッション取り付け部②に 
シートクッションを差し込みます。 

シートクッションが確実に□ックさ 
れていることを確認します。 

► シートクッションを後ちに倒して、 
□ックさせます。 

H シートクッションを取り付けたと 
さは、シートクッションび確実に 
□ックされていることを確認してく 
ださい。 


荷物の固定 


荷物固定用リング 


A 警告 

荷物固定用リングには均等に力びか 
かるよラにしてください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物び放り出されて、乗員び 
けびをずるおそれびあ0まず。 


荷物を固定するとさは、じ(下の点にま 

意してください。 

• 荷物固定用リングを使用して、荷物 
を固定してください。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物のずれを防ぐためのわの 
です。これらを使用して荷物を固定 
しないで < ださい。 

• 固定用具び荷物のとがった部分や角 
に当たらないよラにしてください。 

• 鋭い角のあるわのは、角の部分に力 
バーをしてください。 

• 荷物固定用リングに均等に力びかか 
るよラにしてください。 

• でさるだけすベての荷物固定用リン 
グを使用してください。 

• 荷物固定用リングに過大な力がかか 
らないよラにしてください。 

• 固定用具の取扱説明書ちご覧<だ 
さし、。 



①荷物固定用 U ング（ラゲッジルーム内) 
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③荷物固定用 U ング（リアシート足元) 


荷物固定用リングはラゲッジルーム内 
①に4個、 U アシート足元②に2個 
あります。 

荷物固定用のアクセヴリーは 、 Daimler 
AG の推奨品の使用をおすすめします。 
詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


荷物固定用フック 



①荷物固定用フック 


っゲッジルームの左ちに荷物固定用 
フックびあります。 

H 荷物固定用フックには、約 4 kg 
(上の荷物をかけないでくだ 
さい。フックを損傷するおそれが 
あります。 


EASY - PACK ラゲツジルームカバー 


A 警告 

ラゲツジルームカバーは、荷物の飛 
び出しを防ぐちのではありません。 
ラゲツジルームカバーを使用してい 
るとさち、ラゲツジルームの荷物は 
確実に固定してください。 

急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに荷物び放り出されて、 
乗員びけびをずるおそれびあります。 

n ラゲツジルームに荷物を積むとさ 
は、ラゲツジルーム左ちのウインド 
ウ下端よりち高い位置に荷物を積み 
上げないでください。 

B ラゲツジ ルームカバーの 上に重い 
荷物を置かないでください。ラゲツ 
ジ ルームカバーを 損傷するおそれび 
あります。 

〇ラゲツジルームカバーは、リア 
シートのバックレストを起こした状 
態で使用してください。 



ラゲッジ ルームカバーを 使用ずる 

►八ンドル①を持って、ラゲッジルーム 
カノ く一②をリ ー J レから弓 I き出します。 

►いっぱいまで引さ出して、左ちの固 
定部③をフック④にかけます。 
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ラゲツジ ルームカバーを リ又納ずる 

►八ンドル①を持って、ラゲツジルー 
ムカバー②を少し引きなびら、左ち 
の固定部③をフツク④から外します。 

► ラゲツジ ルームカバー ②をゆっくり 
巻さ取らせます。 

ラゲツジ j レームカノ f 一収納リール 



リールを取りがず 

► ラゲツジルームカバーをリールに収 
納します。 

► 収納 U —ルち端部③を左側にスライ 
ドさせます。 

収納 U — j レち端部③び左側に押し込 
まれ、収納 U —ルの長さび短<なり 
ます。 

► ち側取り付け部④から収納 U —ルち 
端部③を取り外します。 

► 収納 U —ルを取りがします。 


リールを取り付ける 

► 収納 U — j レち端部③び左側に押し込 
まれていて、収納 U —ルび短<なつ 
ていることを確認します。 

収納リー j レち端部③が左側に押し込 
まれていないとさは、左側に押し込 
みます。 

► □ック解除ボタン②がち側および上 
面にくるよラにします。 

► 収納リールの左端部を左側取り付け 
部①に合わせます。 

► 収納リールち端部③をち側取り付け 
部④に合わせ、□ック解除ボタン② 
を押します。 

U ールち端部③がち側にスライド 
してち側取り付け部④に固定され 
ます。 


セーフテイネット 


A 警告 

セーフテイネットを使用ずるときは、 
下の点にミ主意してください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに荷物び放り出されて、乗 
員びけびをずるおそれびありまず。 

• セーフテイネットび確実に固定さ 
れていること 

• セーフテイネットに損、傷びないこと 
また、セーフテイネットは重い荷物 
の移動を防ぐことはでさません。荷 
物は確実に固定してください。 
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セーフテイネットを展開ずる 


セーフテイネットの取り付け位置 



2本のストラップ①を外します。 



セーフテイネツトはフ□ントシートの 
後方①、またはリアシートの後方②に 
取り付けることがでさます。 

セーフテイネットの取り付け 


► バー②を□ツクするまで開きます。 

バー②はセーフテイネツトの下部に 
わラ1本あります。下部のバーわ 
□ツクするまで開さます。 

〇 セーフテイネツトを収納するとき 
は、上下のバーにある□ツク解除ボ 
タン③を押しなびらノ く一を折りたた 
みます。 



U アシート後方に取り付けるとさ 

► リアシートの後方にセーフテイネッ 
卜を取り付けるときは、ラゲッジ 
ルームカバー収納リールを取り外し 
ます。 

► セーフテイネッ ト下側の フック ⑥お 
よびアジヤスター⑧び後方を向くよ 
ラに セーフテイネッ トの上部を持ち 
ます。 

► セーフテイネットの□ッド④の片側 
を取り付け部③に差し込み、前方に 
押し込んで固定します。 
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► □ッドを押し縮めなびら、ちラ片側 
の端を取り付け部③に差し込み、前 
方に押し込んで固定します。 


フ□ントシート後方に取り付けるとき 



►フック⑥をリアシート足元の荷物固 
定用リング⑥にかけます。 


► ベルト⑦の端部を下方に引きます。 

► 少しの間走行した後に、ベルトがゆ 
るんでいないことを確認します。 

ベルトがゆるんでいるときは、ベル 
卜の端部を引さ、ベルトを締めます。 


リアシート後方に取り付けるとき 



►フック⑥をリアシート後方の荷物固 
定用リング⑨にかけます。 

► ベルト⑦の端部を下方に引きます。 


► 少しの間走行した後に、ベルトびゆ 
るんでいないことを確認します。 

ベルトびゆるんでいるときは、ベル 
卜の端部を引さ、ベルトを締めます。 


セーフテイネットの取り外し 



フ□ントシート後方に取り付けたとさ 


► アジヤスター⑧を矢印のち向に引き 
上げます。 

ベルト⑦びゆるみます。 

► 荷物固定用リング⑥からフック⑥を 
がします。 

► □ッド④（杉260ページ）を押し縮 
めなびら、□ッドの端部を取り付け 
部から取り外します。 
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ルーフレール 


A 警告 

• ルーフレールにルーフラックやス 
キーラックなどを取り付けるとさ 
は、製品に添付の取扱説明書に従っ 
てください。誤った取り付けちに 
よってルーフラックび脱落ずると、 
乗員や他の人々びけびをしたり、 
事故の原因になります。 

• ルーフの最大積載量（約100 kg ) 
を超えないようを意してください。 
また、ルーフに荷物を積んでいると 
さは、車の重位置び変化し、走行 
安定性に影響を与えまず。運転ずる 
とさは十分を意してください。 



ルーフレール①にルーフラックなど 
を取り付けます。 

ルーフラックなどの装着方法につい 
ては、製品に添付されている取扱説 
明書をご覧ください。 


A 警告 

ルーフラックを取り付けているとさ 
は、スライディングルーフ*を閉じ 
て<ださい。乗員びけびをするおそ 
れびあ0まず。 


H ルーフラックやスキーラックなど 
は Daimler AG の推奨品の使用をお 
勧めします。推奨品(外の製品を取 
り付けると車を損傷するおそれがあ 
ります。詳しくはメルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場におたずね < だ 
さい。 

ルーフラックなどを取り付けると 
さ、また、ルーフに荷物を積んだと 
さは下記に注意してください。車を 
損傷するおそれびあります。 

• スライディングルーフ*をチル 
トアップしたとさに接触しない 
こと 

•テールゲートを開し"'たとさに接 
触しないこと 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 警告 

走行中はバニテイミラーのカバーを 
閉じてください。眩惑により事故を 
起こすおそれびあります。 



①照明 
③フック 


③ 補助サンバイヴー* 

④ バニテイミラー 
⑥ カードホルダー 

⑧バニテイミラーカバー 

前方からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

横方向からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

► サンバイヴーをフック②からがし 
ます。 

► サンバイヴーを横にまわします。 

前方からの眩しさを防ぐとさは、補 
助サンバイヴー③ * を下げます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


使用後は、補助サンバイヴーを元の位 
置に戻してから、サンバイヴーを元の 
位置に戻します。 

Q サンバイヴーを横にまわすとき 
は、バニテイミラーカバー⑥を閉じ 
てください。ルーフ内張りやバニ 
テイミラーカバーを損傷するおそれ 
があります。 

〇 車種や仕様により、横にまわした 
サンバイヴーを、軸方向にスライ 
ドすることがでさます。 

バニテイミラー 

ノ f ニテイミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げます。 

►バニテイミラーカバー⑥を上方に開 
さます。 

照明①び点なします。 

〇 ヴンバイヴーをフック②から外す 
と、照明①は点灯しません。 


の皿 _ 

〇 灰皿を取りがしたスペースをル 
物入れとして使用することがでさ 
ます。 

H 灰皿下部のスペースには耐熱性が 
ありません。乂びついたたばこを 
灰皿に置<前に、灰皿び確実に取り 
付けられていることを確認してくだ 
さい。灰皿下部のスペースを損傷す 
るおそれがあります。 

〇吸いがらやマッチの乂は確実に消 
してください。 

〇紙<ずなどの燃えやすい物は入れ 
ないで <ださい。 


B 義6恒冊 
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H 使用後は確実にカバーを閉じてく 
ださい。 

フ□ントのの皿 



の皿を開く 

► カバー①を軽く押します。 

灰皿を閉じる 

► カバー①を前方に押して閉じます。 

灰皿を取り外ず 

► 灰皿②を上方に引さ上げて取り外し 
ます。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿②を□ックするまで押し込み 
ます。 


リアのの皿 



リアの灰皿は、 U アセンターコンソー 
ルにあります。 

の皿を開く 

►カバー②のボタン③を軽く押し 
ます。 

の皿を閉じる 

► カバー②を押して閉じます。 

の皿を取り外ず 

► 灰皿①を引き上げて取り外します。 

の皿を取り付ける 

►灰皿①を□ックするまで押し込 
みます。 


iGlw 
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ライターを使用ずる 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 灰皿のカバー①を軽く押します。 

► ライター②を押し込みます。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻ります。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻します。 

A 警告 

• ライターは必ずノブの部分を持っ 
てください。金属部を持つと火傷 
をするおそれびあ0ます。 

• 安全のため、子供を乗せるとさは 
ライターを抜さ取ってください。 
ライターに触れて火傷をずるおそ 
れびあります。また、火災の原因 
になります。 

B ライターを押し込んだ後、押さえ 
続けないでください。ライターを損 
傷するおそれびあります。 

H 赤熱部に灰や異物び付着したまま 
使用しないでください。乂災が発 
生するおそれがあります。 


U ライターを改造したり、純正品じ i 
がのライターを使用しないでくだ 
さい。ライターやセンターコンソー 
ルを損傷したり、乂災び発生するお 
それがあります。 

n ライターび戻らなくなったとき 
は、イグニッシヨン位置を0にす 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜いて、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

Q アクセサリー電源としてライター 
ソケットを使用するときは、最大消 
費電流 15 Aii (下の規格に合った電 
気製品を使用してください。 

U 電動エアポンプ* (>376.379. 
382ページ）のプラグをライター 
のソケットに差し込まないでくだ 
さし、。 


12 V 電源ソケット _ 

U アセンターコンソールとラゲッジ 
ルームに 12 V 電源ソケットを装備し 
ています。 

イグニッシヨン位置び2のとさに使 
用でさます。 

〇 イグニッシヨン位置び0か1のと 
さ、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてあるとさわ 12 V 電源 
ソケットは使用でさます。 

ただし、バッテリー電圧が低下する 
と、 12V 電源ソケットは使用でさ 
なくなります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義09恒冊 
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U アセンターコンソールの電源ソケット 



ラゲツジルームの電源ソケット 


12V 電源ソケットを使用ずる 

►ソケットカバー①を開き、電気製品 
の 電源 コネクターを 確実に差し込み 
ます。 

〇電源ソケットにライターを差し込 
まないで < ださい。 

〇ソケット内に指などを入れないで 
ください。感電するおそれがあり 
ます。 

B エンジンがかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テリーがあがるおそれびあります。 


〇電源ソケットを使用しないとさは 
カバーを閉じてください。異物が 
入ったり、水びかかると故障の原因 
になります。 

H 必ず DC 12 V 、 最大消費電流 20 A 
(下（最大消費電力 180 Wii (下） 
の規格に合った電気製品を使用して 
ください。 

規格外の電気製品を使用すると、 
ヒューズび切れたり、乂災が発生す 
るおそれびあります。 


アシストグリップ _ 

各ドアウインドウの上ちにアシストグ 
リップびあります。コーナリング時の 
姿勢保持などに使用します。 

リアのアシストグリップには、コート 
フックび装備されています。 

A 警告 

SRS ウインドウバッグの作動を妨げ 
たり、作動時に物び飛んで乗員びけ 
びをずるおそれびありまずので、！;^ 
下の点にミ主意してください。 

• アシストグ U ップに八ンガーやア 
クセヴ U —など物をかけないでく 
ださい。 

• コートフックには軽く柔らかい衣 
服!;の物をかけないでください。 

• コートフックを使用ずるとさは、 
八ンガーなどを使用せず、衣服を 
直接かけてください。 

P アシストグリップにぶらさびった 
り、必要(上の大さな荷重をかけ 
ないでください。アシストグ U ップ 
を損傷するおそれがあります。 
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〇運転者は運転中にアシストグリッ 
プを使用しないでください。 

" コートフックを使用するときは、 
巧服び運転者の視界の妨げになら 
ないよラにを意してください。 



左八ンドル車 


A 警告 

• 運転席のフ□アマットを使用ず 
るとさは、ペダルとの間に十分な 
空間びあり、確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

• フ□アマットは、フ□アの凸部③ 
とフ□アマットの凹部①で確実に 
固定してください。 

• 走行前にフ□アマットび確実に固 
定されていることを確認してくだ 
さい。確実に固定されていないと、 
フ□アマットび滑ったり、ペダル 
操作を妨げるおそれびあります。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使 
用しないで < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


フ□アマットを取り付ける 

► フ□ントシートを後方に動かします。 
► フ□アマットを敷きます。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部③にはめ込みます。 

フ□アマットを取り外ず 

► フ□アの凸部③からフ□アマット 
を取り外します。 


B 義6恒冊 
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慣 S し運転 


慣らし運輯 


A 警告 

新品のブレーキパッドやブレーキ 
ディスクは、目安として走行距離び 
数百 km を超えるまでは制動能力を 
完全には発揮でさません。この期間 
は必要に応じてブレーキペダルを少 
し強めに踏んでください。また、ブ 
レーキパッドの交換を行なったとさ 
を、目安として走行距離び数百 km 
を超えるまではを意してください。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

び馴染むまで「慣らし運転」すること 

をお勧めします。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することびでさます。 

最初の1,500 km までは(下の注意事 

項を守ってください。 

• エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度が6,000回転のとさは約 
4,000回転）を超えないよラに運転 
してください。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けてください。 

• いつわ一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲でエンジン回転数と走行 
速度を変えてください。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けてください。 

• ギアレンジ位置の济、 厕 、鬧ぉ 
よび1〜3速のギアは山道などを 
低速で走行するとさだけに使用して 
ください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


走行距離び1,500 km を超えたら、エ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
てください。 

〇 ML 63 AMG は、走行距離び 
1,500 km になるまでは、(下のを 
意事項を守ってください。 

• 走行速度が 140 km / h を超えな 
いよラにしてください。 

《上記は車両の機能の説日月でず。公道を 
走行ずる際は、必ず法定速度や制限速 
度を遵守してください。 

• エンジン回転数び4,500回転を 
超えた状態で長時間走行しない 
で < ださい。 

• できるだけ、走行モードを C モー 
ド*にして走行してくださし、。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後ち、慣らし運転を行なっ 
てください。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的に低いギアに切り替わり、エ 
ンジンの回転数び上びって素早 < 加 
速します。これをキックダウンとい 
います。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジンの内部抵巧を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。低いギアのとさほど効さが強 
くなります。 


I 
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燃料の給油 


燃料を給油ずる 


A 警告 

給油ずるとさは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
びあるとさや燃料の巧いびずるとさ 
は、決して乂気を近付けないでくだ 
さい。火災び発生するおそれびあり 
まず。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質でず。燃料 
を取り扱ラとさは、乂を近付けたり、 
近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油ずる前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

肌や衣服に燃斜び付着しないよラに 
を意してください。燃料び肌に直接 
触れたり、気化した燃料を吸い込む 
と、健康を害ずるおそれびありまず。 


A 警告 

ディーゼルエンジン車にガソリンを 
燃料として使用したり、軽油にガソ 
U ンを混ぜて使用しないでください。 
少量を混ぜただけでを燃料系部品や 
エンジンを損傷したり、火災び発生 
ずるおそれびあ0まず。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 



①燃料給油フラップ 
③ ホルダー 

③ 使用燃料表示 

④ タイヤ空気圧ラベル 

燃料給油フラップは、 U モコン操作ま 
たはキーレスゴー操作*での解錠/施 
錠に連動して解錠/施錠されます。 

給油□を開いて給油ずる 


► エンジンを停止します。 

► エンジンスイッチに取り付けてい 
るキーレスゴースイッチ*を押し 
てイグニッシヨン位置を0にする 
か、エンジンスイッチにキーを差 
し込んでいるときは、エンジンス 
イッチからキーを抜さます。 

または 

► エンジンスイッチにキーレスゴー 
スイッチ*を取り付けているとき 
は、運転席側ドアを開き、イグニッ 
シヨン位置を0にします。 

再び運転席側ドアを閉じてわ、イグ 
ニッシヨン位置は0のままになり 
ます。 

► 燃料給油フラップのの矢印の位置 
を押します。 

燃料給油フラップのび少し開さ 
ます。 


B 三養芭09が田 
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► 燃料給油フラップのを開さます。 

► キャップを反時計回りに少しゆるめ 
て、タンク内の圧力を抜さます。 

圧力が抜けたら、さらに反時計回り 
にまわして取り外します。 

►外したキャップを燃料給油フラッ 
プの裏側にあるホルダー②に置き 
ます。 

► 給油を開始します。 

給油ノズ j レび最初に自動停止した時 
点で給油を停止してください。 

'燃料,給油□を閉じる 

►キャップを燃料給油口に合わせ 
ます。 

► キャップをカチカチッといラ音びし 
て空回りするまで、時計回りにまわ 
します。 

► 燃料給油フラップのを開じます。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベルが貼付してありま 
す。タイヤ空気圧ラベルの見かたに 
ついては （0289 ページ）をご覧く 
ださい。 

〇 車を施錠する前に燃料給油フラッ 
プを閉じてください。施錠後に燃料 
給油フラップを閉じようとしても、 
□ックピンにより、燃料給油フラッ 
プび閉じな < なります。 

〇 U モコン操作やキーレスゴー操 
作*で燃料給油フラップが解錠さ 
れないとさは、手動で解錠でさます 
(1>362ぺージ）。 


〇 燃料給油口は車両のち側後ちにあ 
ります。また、メーターパネル内に 
は燃料給油口の位置を示す [ W ] び 
表示されています。 

〇ディーゼルエンジン車は、燃料切 
れによりエンジンび停止した場合 
は、給油後に燃料ポンプのエア抜 
きを行なってください0352ぺ一 
ジ)。 

[I 燃料を給油するとさは、(下の点 
にま意してください。 

• ガソリンエンジン車の燃料は無 
鉛プレミアムガソリンを使用し 
てください。有鉛ガソリンや粗 
悪なガソリン、指定(がの燃料 
(高濃度アルコール含有燃料な 
ど）を使用すると、エンジンな 
どを損傷するおそれびあります。 

• 燃料の添加剤は、純正品または 
承認されている製品のみを使用 
してください。故障の原因にな 
ります。 

• ガソリンエンジン車の燃料とし 
て軽油を使用しないでください。 
また、絶対にディーゼルエンジ 
ン車の燃料としてガソ U ンを使 
用しないで < ださい。 

また、無鉛プレミアムガソリン 
と軽油を湿ぜて使用しないでく 
ださい。少量を混ぜただけでわ 
燃料系部品やエンジンなどを損 
傷するおそれびあります。また、 
このよラな場合は保証の適用外 
になります。 
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• ガソリンエンジン車に誤って軽 
油を給油してしまった場合や 
ディーゼルエンジン車に誤って 
ガソ U ンを給油してしまった場 
合は、決してエンジンを始動し 
ないで< ださい。誤った燃料び 
燃料系部品全体にまわるおそれ 
びあります。誤って給油した場 
合は、燃料タンクや燃料装置か 
ら燃料を完全に抜さ取る必要び 
あるため、メルセデス*ベンツ 
指定ヴービスエ場に連絡して< 
ださい。 

• ディーゼルエンジン車の燃料に 
ついては （>274 ぺージ）をご 
覧ください。 

• 目的地まで余裕をちって走れる 
よラに、十分な量を補給してく 
ださい。 

• 燃料給油口には、純正品(外の 
キヤップを使用しないでください。 

〇セルフ式のガソリンスタンドな 
どで給油するとさは必ず(下の点 
を守り、ち全に十分注意して作業 
を行なってくださし、。 


• 給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による乂花で燃料に引乂し 
たり、乂傷をするおそれびあり 
ます。 

• 作業中は車内に戻らないでくださ 
し、帯電するおそれびあります。 

• キャップの取りがし/取り付けは 
確実に行ない、乂気を近付けない 
よラにしてください。 

• 燃料び塗装面に付着しないよラ 
にま意してくださし、塗装面を 
損傷するおそれがあります。 

• 給油ノズルは燃料給油口の奥ま 
で確実に差し込んで < ださい。 

•給油が自動的に停止したら、そ 
れ(上は給油しないでください。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
が不調になったり停止するおそ 
れびあります。 

•手動で給油しているとさは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
くしないでゆっくりと給油して 
ください。燃料び吹さこぼれる 
おそれびあります。 


•エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じてくだ 
さし、 

• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 


• ガソリンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守して<だ 
さい。 


B 三虜 Q 芭09が田 
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デイーせ'ルエンジン車の燃料について 


A 警告 

ディーゼルエンジン車に自動車用軽油 
外の燃料を使用したり、自動車用軽 
油!;^外の燃料を自動車用軽油に混ぜて 
使用すると、エンジンや排気系部品、 
燃料系部品の腐食-損傷による火災び 
発生ずるおそれびありまず。 

自動車用軽油!;^外の燃料の使用また 
は承認されていない添加剤の使用に 
より発生した故障については、保証 
の適用外になります。 

ディーゼルエンジン搭載車は、ガソリ 
ンエンジン搭載車とは取扱方法が異な 
ります。 

m 下のを意を守つてください。 

使用ずる燃料 


自動車用の軽油を使用ずる 

ディーゼルエンジン車の燃料には、曰 
本の jlS 規格に適合した、自動車用の 
軽油を使用してください。 

〇 (下のよラな自動車用軽油(外の 
燃料を使用したり、自動車用軽油 
外の燃料を自動車用軽油に湿ぜて使 
用しないで < ださい。 

• 船外機用軽油 
• 暖房用軽油 
• バイオディーゼル軽油 
• 植物油 
• ガソリン 
• な油/白な油 

エンジンの性能が発揮されず、エン 
ジンを損傷するおそれびあります。 


また、エンジンや排気系部品、燃料 
系部品を腐食•損傷させたり、摩耗 
度合いび高まるおそれびあります。 

〇低温時用の流動性向上剤(がの添 
加剤は使用しないでください。 

寒冷地での給油について 


自動車用軽油は、外気温度が低くなる 
と流動性が低下する性質があります。 
寒冷地で車を使用するとさは(下の点 
に注意してください。 

• 寒冷地で給油するとさは、流動性向 
上剤を多 < 配合した寒冷地用軽油で 
あることを確認してください。 

• 寒冷地用軽油は、外気温度に合わせ 


て、下記の等級の軽油を使用して< 
ださい。 

外気温度 

使用燃料 

-5ご政下 

3号軽油 

-12 r：_uu 下 

特3号軽油 


〇 寒冷地用軽油を「3号軽油」とい 
ラ呼称で呼ぶことびあります。そ 
れに対して、流動性向上剤の配合 
率が低い寒冷地での使用に適さな 
い軽油をに号軽油」と呼ぶことび 
あります。 

• 寒冷地で長時間駐車するとさは、あ 
らかじめ寒冷地用軽油を給油して< 
ださい。 

• 寒冷地用軽油を給油するとさは、燃 
料タンク容量の3分の2 (上の容 
量を給油してください。 

燃料タンク容量については(>405 
ページ）をご覧ください。 


I 








[ンジン ルーム 


ボンネット 


A 警告 

走行中はボンネット□ック解除レ 
ノ く一を引かないで < ださい。ボンネッ 
卜び開いて視界び遮られ、事故を起 
こすおそれびあ 0 ます。 


A 警告 

ボンネットから炎や煙び見えたとさ 
は、ボンネットを開かないで<ださ 
い。火傷をするおそれびありまず。 


A 警告 

エンジンび停止していてち、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分びありまず。エンジンルーム内に 
触れるとさは、各部の温度び下びっ 
ていることを確認してください。 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンびかかっているとさ、イグニッ 
シヨン位置び2のとさは、エンジン 
ルーム内には手を触れないでくださ 
い。高電圧の発生部分や高温部分、 
回転している部分びあり、それらに 
触れると非常に危険でず。 


A 警告 

エンジンスイッチからキーを巧いて 
いるとさやイグニッシヨン位置び0 
のとさを、冷却水の温度び高いとさ 
はエンジンファンなどび自動的に回 
転することびありまず。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物をお 
付けないでください。 

ボンネットを開く 

►ワイパースイッチが停止の位置 
になっていることを確認します。 

A 警告 

ボンネットを開<とさは、エンジンス 
イッチからキーを抜くか、イグニッ 
シヨン位置を0にして、ワイパース 
イッチび停止の位置になっていること 
を確認してください。ワイパーび作動 
すると、けびをしたり、車やワイパー 
を損傷するおそれびありまず。 

Q ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで< ださい。ボ 
ンネットとワイパーび接触して、損 
傷するおそれびあります。 

H 強風のときにボンネットを開くと、 
風にあおられ、ボンネットび不意に 
下びるおそれびあります。風の強い 
日には十分に注意してください。 


B 三お Q 接〇が田 


また、ボンネットに雪が積もってい 
るときわ同様に注意してください。 
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エンジン ルーム 


ボンネットを垂直に開く 



左八ンドル車 


► エンジンスイッチからキーを抜くか 
イグニッシヨン位置び0になって 
いることを確認します（杉82ペー 
ジ)。 

► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
バーのを手前に引さます。 

©停車 中やごく低速で走行中は、ワ 
イパーが作動しているとさにボン 
ネットの□ックを解除すると、ワイ 
パーの作動び停止します。 



► ラジェターグ U ルの上ちにある□ッ 
ク解除ノブ②を矢印の方向に弓 I き上 
げなびらボンネットを開さます。 


ボンネットを約 40 cm ほど持ち上 
げると、ガス封入式ダンパーにより 
ボンネットは自動的に開き、保持さ 
れます。 



③ □ックボタン 

④ 支柱上部に移動した□ックボタンの 


位置 

垂直位置まで開く 

► 左側支柱下部にある□ックボタン 
③を押しなびら、ボンネットを押 
し上げて垂直の位置にします。 

□ックボタン⑤が支柱上部に移動 
し、□ックされます。 

垂直位置から閉じる 

► ボンネットを少し後方に押しなが 
ら、支柱上部に移動した□ックボタ 
ン④を押し、ボンネットを閉じます。 

〇 垂直に開いたボンネットは、支柱 
上部に移動した□ックボタン④を 
押さな<てわ通常の開<位置まで下 
げることはでさますび、その位置か 
ら閉じることはでさません。 

再度、垂直に開さ、□ックボタン 
を押しなびら閉じて < ださい。 


I 
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ボンネットを閉じる 


►ボンネットを引さ下げ、ラジェター 
グリル上部から約 20 cm 〜 30 cm 
上方の位置で手を放して開じます。 

完全に閉じなかったときは、わラー 
度ボンネットを開さ、同じ方法で少 
し強めに閉じます。 

A 警告 

走行前に、ボンネットび確実に□ッ 
クされていることを確認してくださ 
し、走行中にボンネットび開いて事 
故を起こずおそれびありまず。 


A 警告 

ボンネットを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラにを意してください。 

" エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜び変形するおそれがあります。 

〇 ボンネットび完全に閉じていない 
状態で走行すると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告マークび表示されます。 


エンジン ルーム 


A 警告 

• イグニッションシステムや燃料噴 
射システム、キセノンヘッドラン 
プのバルブソケットや配線に手を 
触れないでください。高電圧び発 
生しているため、感電するおそれ 
びあります。 

• イグニッション位置び0のとさや 
エンジンスイッチからキーを抜い 
ているとさでを、冷却水の温度び 
高いとさはエンジンフアンなどび 
自動的に回転ずることびあります。 
エンジンフアンなどの回転部には 
身体や物を近付けないで<ださい。 

9 環境 

環境保護のため、オイルなどの各種 

の油脂類やフルード類の交換および 

廃棄は、メルセデス-ベンツ指定ヴー 

ビスエ場で行なってください。 


B 三弦 Q 接09が田 
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エンジン ルーム 



名称 

ぺージ 

① 

冷却水リヴーブタンク 

282 

② 

ウォッシャー液リヴー 
ブタンク 

286 

③ 

エンジンオイルレベル 
ゲージ 

280 

④ 

ヒューズボックス 

397 

⑥ 

ブレーキ液リヴーブタ 
ンク 

285 

⑥ 

エンジンオイルフィ 
ラー キャップ 

281 




名称 

ぺージ 

① 

冷却水 U ヴーブタンク 

282 

② 

ウォッシャー液リヴー 
ブタンク 

286 

③ 

エンジンオイルレベル 
ゲージ 

280 

④ 

ヒューズボックス 

397 

⑥ 

ブレーキ液 U ヴーブタ 
ンク 

285 

⑥ 

エンジンオイルフィ 
ラーキャップ 

281 
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名称 

ぺージ 

① 

冷却水 U ヴーブタンク 

282 

② 

ウォッシャー液 U ヴー 
ブタンク 

286 

③ 

エンジンオイルフィ 
ラーキャップ 

281 

④ 

エンジンオイルレベル 
ゲージ 

280 

⑥ 

ヒューズボックス 

397 

⑥ 

ブレーキ液 U ヴーブタ 
ンク 

285 


エンジンルーム内の手入れ 


手作業でないて<ださい。乂傷や感電 

にま意してください。 

ェンジンルームには多くの電気装備び 

あり、水分や湿気を嫌います。水をか 

けたり、スチーム洗浄をしないで<だ 

さい。 

A 警告 

ェンジンや補器類の熱や動さに十分 
を意してください。また、ラジェター 
に手を触れないでください。火傷や 
けびをずるおそれびあ0まず。 

D 作業は安全な場所を選択して行 
なって < ださい。 

D 適切な工具を使用してください 

H 部品や工具をェンジンの上など、 
ェンジンルーム内に置かないでくだ 
さい。中に落とすおそれがあります。 

〇油脂類（オイルなど）やフルード 
類（ブレーキ液、ウォッシャー液、 
冷却水など）は、十分ま意して取 
り扱ってください。万一目に入っ 
た場合は、ただちに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の診断を受け 
てください。 

D 油脂類やフルード類が皮膚に付着 
したとさは、すぐに石けんで洗い流 
してください。放置すると皮膚に障 
害を起こすおそれびあります。 

H 油脂類やフルード類の容器は、子 
供の手が届< ところや乂気の近< に 
保管しないでください。 


B 三弦 Q 接09が田 
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エンジン ルーム 


エンジンオイ J レ _ 

車の使用状況により、1,000 km につ 
さ最大で約 0.8 リットルのエンジンオ 
イルび消費されます。 

慣らし運転中のエンジンオイルの消費 
量は多少増加することがあります。ま 
た、頻繁にエンジン回転数を上げて走 
行すると、エンジンオイル消費量は増 
加します。 

P エンジンオイルに添加剤などを使 
用しないでください。エンジンを損 
傷するおそれがあります。 

。エンジンオイルは使用している間 
に汚れたり劣化するだけでな<、消 
費され減少します。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
てください。 

エンジンオイルの量を,点検ずる 

エンジンオイル量を点検するときは、 
じ(下の点に注意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンが温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから約5分じ(上経 
過している 
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► エンジンオイルレベルゲージ①を抜 
き取り、きれいに拭:いていっぱいま 
で差し込みます。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージを 
抜さ取り、付着したエンジンオイル 
量と巧れ具合を点検します。エンジ 
ンオイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージの上限 ( max ) ②と下限 ( min ) 
③の間にあれば正常です。 

► エンジンオイルび下限じ(下のとさ 
は、エンジンオイルフィラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給します。 

B マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにエンジンオイル量に関する故 
障/警告メッセージが表示された 
ときは0342ページ）をご覧く 
ださい。 

〇 車種により、エンジンオイルレべ 
ルゲージの上限と下限の間は、約 
1.5 〜2リットルです。 


I 
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エンジンオイルを？带給ずる 
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► エンジンオイルフィラーキャップ 
④を反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを補給し 
ます。 

ち全に十分ま意して、作業を行なっ 
てください。 

► エンジンオイルフィラーキャップ④ 
を補給□に合わせ、時計回りにまわ 
して、確実に取り付けます。 

〇エンジンオイル量びエンジンオイ 
ルレべルゲージの上限を超えてい 
るとさは、エンジンオイルを抜い 
てください。エンジンや触媒を損 
傷するおそれがあります。 

A 警告 

エンジンオイルをエンジンルーム内 
にこぼさないで<ださい。エンジンび 
熱いとさにオイルび付着すると、発 
火して火傷をずるおそれびありまず。 


9 環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないでくだ 
さし、 


エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイ 
ルフィルターは定期的に交換するこ 
とをお勧めします。交換時期はメン 
テナンスインジケーターを目ちとし 
てください。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりますので、詳しくはメルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 

H 必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことがあ 
ります。 

〇種類の異なるエンジンオイルを湿 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

Q エンジンオイルがエンジンルーム 
内に付着したとさは完全に拭さ取っ 
てください。 

Q エンジンオイル量が多すざると故 
障の原因になります。 

Q エンジンオイルの減りかたが著し 
いときは、メルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


B 三養接09が田 
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使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス*ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


〇マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに、冷却水に関する故障/警 
告メッセージが表示されたとさは 
(>339、340ページ）をご覧くださし、。 


冷却水の量を点検ずる 



基 

お 
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オートマチックトランスミッション 
オイル 


才ートマチックトランスミツシヨンオ 
イルのオイル量を点検する必要はあり 
ません。 


オイルの漏れを見つけたり、トランス 
ミッシヨンの作動に異常を感じたとき 
は、メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 


U オートマチックトランスミッシヨ 
ンオイルの交換については別冊「整 
備手帳」をご覧ください。 


〇オートマチックトランスミッ 
シヨンオイルは専用品のみを使用 
してください。 


冷却水 


A 警告 

水温び少しでを高いとさは、絶対に 
リヴーブタンクのキャップを開かな 
いで<ださい。高温の蒸気や熱湯び 
吹さ出して、火傷をずるおそれびあ 
0まず。 


冷却水の量の点検は、水平な場所に停 
車していて、エンジンび十分に冷えて 
いるとさに行ないます。 

►イグニッション位置を2にします。 

► マルチフアンクションディスプレイ 
のエンジン冷却水温度画面で冷却水 
の温度び冷えていることを確認しま 
す （>146 ページ）。 

► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 
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► リヴーブタンク①のキャップ②を反 
時計回りにゆっくり約1/2回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 


A 警告 

不凍液をエンジンルーム内にこぼさ 
ないでください。熱くなったエンジ 
ンに不凍液び付着ずると、発火して 
火傷をするおそれびありまず。 


►圧力が抜けたら、キャップをさらに 
反時計回りにゆっくりまわして取り 
がします。 

► 冷却水の液面びリヴーブタンク内 
のバー③の上面に達していれば適 
量です。 
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► キャップを確実に閉じます。 

B 冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さい。 

A 水温び高いときは約 15 mm ほど 
液面び高 < なります。 

冷却水を補給ずる 


冷却水び不足している場合は、リヴー 
ブタンクに補給します。 

► 冷却水が冷えていることを確認し 
ます。 

► リヴーブタンク①のキャップ②を反 
時計回りにゆっくり約1/2回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 

►圧力が抜けたら、キャップ①をさら 
に反時計回りにゆっくりまわして取 
り外します。 

► 冷却水の液面の高さに注意して冷却 
水を補給します。 

通常は水道水に純正の不凍液を混ぜ 
て使用します。 

車を使用する地域(最低気温）によっ 
て濃度を変えます（1>409ページ）。 

► キャップを確実に閉じます。 

►エンジンを始動させ、約5分後に 
エンジンを停止します。 

► 冷却水び十分に冷えたことを確認 
してから冷却水の量を再度点検し、 
必要であれば、再度冷却水を補給 
します。 


冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととわに劣化しま 

すので、整備手帳に従い定期的に交換 

してください。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 

ビスエ場におたずねください。 

H 冷却水の補給は、冷却水が冷えて 
いるとさに行なってください。 

H 冷却水には必ず不凍液を湿ぜてく 
ださい。不凍液には防鐘の効果ちあ 
ります。 

D 指定(がの不凍液や不適当な水を 
使用しないでください。鐘や腐食な 
どの原因になります。 

D 不凍液は塗装面を損傷させます。 
ボディに付着したとさは、すみやか 
に水で洗い流してください。 

〇マルチフアンクションデイスプレ 
イに冷却水に関する故障/警告メッ 
セージ（1>339、340ぺージ）が表 
示されたとさは、才ーバーヒートし 
てエンジンを損傷するおそれがあり 
ます。ただちにち全な場所に停車し、 
メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 


B 三養接09が田 
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エンジン ルーム 


才一八ーヒートしたとさ 


才ーバーヒートしたときの症状 

• 冷却水温度び約120む1^(上を示し 
ている。 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に故障/警告メッセージび表示さ 
れる。 

• エンジンルームから蒸気び出ている。 

A 警告 

エンジン ルームから 蒸気び出ている 
とさや冷却水び吹さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、冷 
えるまで車から離れてください。漏 
れた液体び発火して火災び発生ずる 
おそれびあ0まず。 


A 警告 

水温び下びるまで、絶対にボンネッ 
卜や U ヴーブタンクのキャップを開 
かないで<ださい。高温の蒸気や熱 
湯び吹さ出して火傷をずるおそれび 
あ0まず。 

才ーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水び吹さ出している状 
態でエンジンをかけたままにする 
と、エンジンを損傷するおそれが 
あります。 

〇オーバーヒートしたときは必ずメ 
ルセデス*ベンツ指定ヴービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 


オーバーヒートしたとさは、じ(下のよ 
ラに処置してください 

► ただちにち全な場所に停車します。 

► ェンジンをアイドリング状態で冷却 
します。 

ラジェターの冷却ファンが停止し 
ているとさや、冷却水び吹さ出し 
ているとさは、ェンジンを停止し 
て冷却してください。 

►ェンジンび十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、ラジェターの冷却 
ファンなどを点検します。 

► 冷却水び不足しているとさは補給し 
ます（1>283ぺージ）。 

H 冷却水は、ェンジンび熱いときに 
補給しないでください。ェンジンを 
損傷するおそれびあります。 


ブレーキ液 


A 警告 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告メッ 
セージび表示されたり（1>336ペー 
ジ）、ブレーキ警告巧0346.348 
ページ）び点巧したとさは、むやみ 
にブレーキ液を補給しないでくださ 
い。補給によって故障び解消するこ 
とはありません。 

安全な場所に停車して、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 
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A 警告 

必ず指定のブレーキ液を使用して< 
ださい。指定切34のブレーキ液を使用 
したり、他の銘柄を混ぜると、ブレー 
キの効さ具合やブレーキシステムに 
悪影響を与え、安全なブレーキ操作 
びでさな<なるおそれびあ0ます。 


A 警告 

ブレーキ液の補給は、エンジンび冷え 
てから行なってください。また、上 
限を超えないよラに補給してくださ 
し、あふれたブレーキ液びエンジン 
や排気系部品などに付着ずると、発 
火して火傷をしたり、火災び発生ず 
るおそれびあ0ます。 

H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(^336 ページ）をご覧ください。 


ブレーキ液の量を点検ずる 



ち八ンドル車 


► ブレーキ液の液面が、ブレーキ液 U 
ヴーブタンク①のレベルインジケー 
ター上限 ( MAX ) ②と下限 ( MIN ) 
③の間にあれば正常です。 


ブレーキ液の交換 


定期的にメルセデス*ベンツ指定ヴー 

ビスエ場で点検を受けてください。詳 

しくはメルセデス-ベンツ指定ヴービ 

スエ場におたずね < ださい。 

Q ブレーキ液の減りかたが著しいと 
きは、ただちにメルセデス*ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

Q ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場で 
行なってくださし、。 

H 補給のとさは、ゴミや水びリヴー 
ブタンクの中に入らないよラにして 
ください。たとえルさなゴミでも、 
ブレーキび効かな < なるおそれがあ 
ります。 

Q レベルインジケーターの上限を超 
えて補給すると、走行中に漏れて塗 
装面を損傷するおそれがあります。 
ボディに付着したとさは、すみやか 
に水で洗い流してください。 

D ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化します。 
劣化した状態で使用すると、苛酷な 
条件下ではベーノ く 一 □ ックび発生す 
るおそれびあります。 

〇 ベーパー□ック：長い下り坂や急 

な下り坂などでブレーキぺ夕 J レを踏 
み続けると、ブレーキ液び沸騰して 
ブレーキパイプ内に気泡び発生し、 
ブレーキぺダ;!レを踏んでわ圧力び伝 
わらず、ブレーキが効かな < なる現 
象のことです。 
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エンジン ルーム 


ウオツシヤー液 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性でず。火気を 
近付けたり、近<で喫煙をしないで 
ください。また、エンジンび熱くなつ 
ているとさは補給しないでください。 

〇 ウインドウウォッシャー液とへッ 
ドランプウォッシャー液のリヴーブ 
タンクは共用です。 

〇 ウォッシャー液には夏用と冬用の 
2種類びあります。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果があり、冬用には凍 
結温度を下げる効果があります。 


ウオッシヤー液を補給ずる 



► U ヴーブタンクに補給する前に、 
ウオッシャー液と水を適正な湿合比 
に湿ぜます。 


► ウォッシャー液リヴーブタンクの 
キャップのを開きます。 

► ウォッシャー液を補給します。 

► キャップのを取り付けます。 


使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水に湿ぜ 

て使用します。 

D 補給する前に別の容器で適正な湿 
合比に混ぜてください。 

D 粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあります。 

〇ウォッシャー液が出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
でください。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびあります。 

U ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水を混ぜないでください。液 
量の計測器を損傷するおそれがあ 
ります。 

D へッドランプには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、純正じ(夕+のウォッシャー液を使 
用すると、レンズを損傷するおそれ 
びあります。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにウォッシャー液に関する故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
(杉344ページ）をご覧ください。 
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タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

A 警告 

• 純正品および承認されている製品 
のタイヤやホイールを装着ず 
ると、 ブレーキ システムやヴスぺ 
ンシヨンを損傷したり、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

• タイヤの摩耗には十分にを意し、 

ス U ップヴイン（別冊「整備手帳」 
参照）び現われたら、ずみやかに 
交換してください。タイヤの溝の 
深さび約 3 mm じ(下になると著し 
く滑りやすくなり、事故につなび 
るおそれびあ0まず。 


A 警告 

• 必ず規定の空気圧を守って<ださ 
し、燃料給油フラップの裏側に、 
規定のタイヤ空気圧を記載したラ 
ベルび貼付してありまず(>289 
ぺージ)。 

• 空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱して 
破裂したり、火災を起こずおそれ 
びありまず。 

• ホイールボルトはホイールに適合 
した純正品だけを使用してくださ 
し、純正品!;のホイールボルト 
を使用ずると、ホイールび脱落し 
て事故を起こすおそれびありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


Q 純正品または承認されている製 
品(がのタイヤやホイールを装着 
すると、車両操縦性や□ー ドノイ 
ズ、燃料消費などに悪影響をおよぼ 
すおそれびあります。また、乗車人 
数や荷物び増えた場合などには、夕 
イヤやホイールと車体などび接触し 
て、タイヤや車体を損傷するおそれ 
びあります。 

H ホイールやタイヤの選択を誤ると、 
車全体のバランスに影響し、安全性 
に支障をさたすおそれびあります。 

〇装着するタイヤは指定されたサイ 
ズ、および4輪とわ同じ銘柄のわ 
のにしてください。サイズや銘柄び 
異なると、車両操縦性に悪影響をお 
よぼし、事故を起こすおそれびあり 
ます。 

〇再生タイヤを装着した場合、安全 
性の保証はでさません。 

〇純正品または承認されている製品 
じ134のタイヤやホイールを装着する 
と、道路運送車両法違反になること 
があります。 

P 前後同サイズのタイヤ/ホイール 
が指定されている車種は、2本だけ 
新品のタイヤを装着するとさは、前 
輪に装着してください。 

H 摩耗具合にかかわらず、6年(上 
経過したタイヤは新品のタイヤと交 
換してください。 

応急用スペアタイヤ*わ同様に交 
換してください。 

〇ブレーキシステムやホイールの改 
造、ホイールスぺーヴーやブレーキ 
ダストカバーの装着などは行なわな 
いでください。安全性に支障をさた 
すおそれがあります。 
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タイヤとホイール 


〇トレッドびひどく摩耗したタイヤ 
では、濡れた路面を走わしなし''でぐ 
ださい。タイヤのグ U ップび著しく 
低下し、八イド□プレーニング現象 
を起こすおそれびあります。 

P タイヤ/ホイールは、オイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着するおそ 
れのない、乾燥した冷暗所に保管し 
てください。 

〇 新品のタイヤを装着したときは、 
走行距離び約100 km を超えるまで 
は速度を控えて運転することをお勧 
めします。 

タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用するか、 
タイヤ接地部のたわみ状態(別冊 r 整 
備手帳」参照）を見て、空気圧が適 
切であることを点検します。 

► タイヤに大きな傷がないこと、くざ 
や石などびささったり、かみ込んで 
いないことを点検します。 

► タイヤが偏摩耗を起こしたり、極端 
にすり減っていないことを点検しま 
す。ス U ップヴイン（別冊「整備手 
帳」参照）び出ているときは、新し 
いタイヤに交換します。 

H ほこりの侵入や水分の浸入を防ざ 
バルブを保護するため、ホイールバ 
ルブのキヤップを必ず装着して < だ 
さい。また、市販のタイヤ空気圧計 
測装置をホイールバルブに装着する 
など、純正品または承認されたバル 
ブキヤツプ m がのちのをホイールバ 
ルブに装着しないで<ださい。 


H タイヤに空気を入れてち、すぐに 
空気圧び低下するとさは、パンク 
やホイールの損傷、タイヤバルブか 
らの空気漏れなどのおそれびありま 
す。ただちにメルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 

〇タイヤの摩耗は均一ではありませ 
ん。タイヤの摩耗を点検するとさ 
は、必ずタイヤの内側わ点検して 
ください。 

n タイヤのトレ ッ ドやサイドウ オー 
ルびひどくすり減ったり、損傷して 
いるときは交換してください。 

走巧時の注意 


• タイヤやホイールび損傷していると 
さは、振動や騒音び発生したり、ス 
テアリングび不自然な動さをするこ 
とがあります。このよラなとさはた 
だちに安全な場所に停車して、タイ 
ヤとホイールを点検してください。 

異常び見つからないとさわ、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、 

• 路面の段差などを乗り越えるとさ 
は、速度を落とし、注意して走行し 
てください。タイヤやホイールを損 
傷するおそれびあります。 

• 駐車時は、タイヤやホイールび縁石 
に接触しないよラにしてください。 

また、縁石を乗り越える必要びある 
とさは、縁石に対してタイヤをでさ 
るだけ直角にしてください。タイヤ 
を損傷するおそれがあります。 
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タイヤを清掃ずるとき 


タイヤの回転方向について 


ホイールには酸性のホイールク 
U —ナーを使用しなし''でくださし、 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キディスクび腐食するおそれびあ 
ります。 

ホイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置する 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれびあり 
ます。 

このよラなとさは、しばらく走行し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させてください。 


タイヤの保管について 


タイヤの清掃について 


P 高圧式スプレーガンを使用して夕 
イヤを清掃しないでください。夕 
イヤを損傷するおそれびあります。 
損傷したタイヤは必ず交換してく 
ださい。 


回転方向び指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転するよラに装着す 
ることで、八イド□プレーニング現 
象などを発生しにくくし、タイヤの 
性能を発揮することびでさます。 

タイヤの側面に記載された回転方向 
の矢印などの指示に従って装着して 
ください。 

〇 応急用スペアタイヤ*は、指定さ 
れてし^る回転ち向にかかわらず装着 
することびでさます。 


タイヤ空気圧ラベル 


装着していないタイヤは、オイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着するおそれ 
のない、乾燥した冷暗所に保管してく 
ださい。 




hAB 防 ^^^ m 口 B 巧 I 
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タイヤ空気圧ラベルの例 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なり 
ます。 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されています(>271 
ぺージ)。 

タイヤサイズや乗車人数、荷物の量 
などに応じて、前輪と後輪の空気圧 
を調整してください。 

単位は単位は 「kPa (100 kPa =1 bar )」 
または 「bar (= kg / cm 2 )」 と 、 fpsij 
で示しています。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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タイヤとホイール 


居呂 



_ 曲ぉ口" JI 

タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤサイズの代わりに、 "16"" や 
" R 16" などのホイール外径で表示され 
ていることちあります。 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあります。 



ホイール外径のはタイヤのサイド 
ウォールのタイヤヴイズ表示に記載さ 
れています。 

9環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧び低いと、 
燃料を余計に消費しまず。 


A 警告 

空気圧の低いタイヤで走行しないで 
ください。タイヤび過熱して破裂し 
たり、火災を起こすおそれびありま 
ず。必ず規定の空気圧を守って<だ 
さい。 

タイヤに空気を入れずざないでくだ 
さい。空気を入れすざたタイヤは、路 
上の破片や凹みなどにより損傷を受 
けたりパンクしやずくなりまず。ま 
た、タイヤ空気圧警告システムび正 
し<作動しな<なったり、車両操縦 
性に悪影響をおよぼずおそれびあり 
ます。 


A 警告 

ホイールバルブには純正品または承 
認されたバルブキャップ外のちの 
を装着しないでください。特にバル 
ブに装着ずるタイプの市販のタイヤ 
空気圧計測装置を装着ずると、ホイー 
ルバルブに負担びかか0、ホイール 
ノりレブび脱落するおそれびあります。 
また、構造上バルブび常に開いた状 
態になり、空気漏れにつなびるおそ 
れびあ0ます。 


A 警告 

タイヤ空気圧び何度を低下ずるとさ 
はじ(下のことを確認してください。 

• タイヤに異物びささっていないこと 

• ホイールやタイヤバルブから空気 
び漏れていないこと 

• 純正品または承認されたバルブ 
キャップび装着されていること 

タイヤ空気圧び低いとさは、車の走 
行安全性に悪影響をおよぼし、事故 
につなびるおそれびあ0ます。 
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タイヤ空気圧の点検は、できるだけ夕 
イヤび冷えているとさに行なってくだ 
さい。周囲の気温や走行速度、路面温 
度などの影響によりタイヤの温度び約 
10で変化すると、タイヤ空気圧は約 
0.1 bar 変化します。 

不適切なタイヤ空気圧は、タイヤに 
下のよ5な影響を与えます。 

• タイヤ寿命の低下 
• 損傷を受ける可能性の増加 

• 車両操縦性への悪影響（八イド□プ 
レーニング現象など） 

n 必ず法定速度を守って走行してく 
ださい。 

P 空気圧はタイヤび冷えているとさ 
に測定してください。約3時間駐車 
したままのとき、または 1.5 km じ ( 
上走行していないとさは、タイヤ 
は冷えています。周囲の気温が約 
10ご変化すると、タイヤ空気圧は約 
10 kPa (0.1 bar / 1.5 psi ) 変化しま 
す。タイヤ空気圧を点検するとさは 
周囲の気温にま意してください。 

0 "up to 210 km / h " の表示びある場 
合は、'|叩 to 210 km / h " の空気圧 
に調整してください。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず点検を 
行なってくださし、 

〇 応急用スペアタイヤ*の空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールまた 
はタイヤに記載されています。 


〇 少ない荷物に対応した空気圧は、 
良い乗り/こ\地をわたらすための最低 
空気圧です。荷物び少ないとさわ、 
多い荷物に対応した空気圧を使用す 
ることちできます。この空気圧は許 
容されている値であり、走行性能に 
悪影響を与えることはありません。 


タイヤ空気圧警告システム _ 

4輪すベてのタイヤの回転速度をモニ 
ターし、タイヤ空気圧び低下すること 
により他のタイヤとの回転速度に差 
び生じると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告メッセージを表 
TJX しま 9'〇 

タイヤ空気圧警告システムは、1^(下の 
状況のとさは作動しません。 

• スノーチェーンを装着して走行して 
し" i るとさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやすい路面を走行しているとさ 

• カーブを曲がっているとさ 

• 加速または減速をしているとさ 

• ルーフや車内に重い荷物を積んで走 
行しているとさ 

上記に該当しない条件で約 20 km/h 
(上の速度で数分間走行した後、異常 
び検知されると警告び行なわれます。 


B 三虜 Q 接09が田 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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タイヤとホイール 


A 警告 

• 空気の入れすざなど、誤ったタイ 
ヤ空気圧の調整に対しては警告び 
行なわれません。燃料給油フラッ 
プの裏側にあるタイヤ空気圧ラべ 
ルを参照して、必ず規定の空気圧 
に調整してください。 

• タイヤ空気圧警告システムは、複数 
のタイヤから同量の空気び漏れた 
場合などは検知でさません。また、 
タイヤ空気圧の点検を行なラシス 
テムではあ0ません。 

• 急激な空気圧低下（タイヤに異物び 
貫通した場合など）に対しては警 
告を行なラことびでさません。こ 
のとさは、急ブレーキや急八ンド 
ルを避け、しっかりステア U ング 
を支えなびら、徐々に減速して安 
全な場所に停車してください。 

タイヤ空気圧警告システムを再起動 

ずる 

じ(下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させてください。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• ホイールやタイヤを交換したとさ 

• 新しいホイールやタイヤを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル （^289 ページ）を参照 
して、すべてのタイヤび、適正な 
空気圧に調整されていることを確 
認してください。 


A 警告 

タイヤ空気圧警告システムは、タイ 
ヤ空気圧び適正に調整されていない 
とさは、正常に作動しません。 

タイヤ空気圧警告システムを再起動 
ずる 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

► またはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させます （> 
144ぺージ)。 

► ^または^を押して、タイヤ 
空気圧警告システム画面を表示させ 
ます。 


タイヤクウキアツ 
ケイコクシステム 
ヴドウ 

メニュー: R ボタン 


II 夕仆クウキアツケイ]クシステムヴドウメこュ - : R 
ホ''タン"と表示されます。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"夕仆クウキアツケイ]クシステムイク''こッシヨ 
ンオンテ'' ヴドウ"と表示されたときは、 
イグニッシヨン位置を 2 にしてく 
ださい。 

►リセットボタン （>140 ページ）を 
押します。 


I 
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タイヤ□ーテーシヨン 



タイヤクウキアツケイコク 
システムヴイシドウ？ 

パ^ @ 


キャンセル 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ ？II 
と表示されます。 


I + I を押して、 

汀 d しし9 〇 


八イ"を反転表 


タイヤ空気圧警告システムを再起 
動しないとさは Q を押します。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに"タイ巾クウキアツケイ]クシステムサイシド 
ウ？"と表示されてから約15秒間何 
わ操作をしないと、再起動は中断 
されます。 


タイヤクウキアツ 
ケイコクシステム 
ヴイシドウ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"タイヤクウキアツケイ]クシステムサイシドウ"と 
表示されます。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムび作動を始めます。 


A 警告 

タイヤまたはホイールのサイズび前 
後で異なるとさは、タイヤ□ーテー 
シヨンを行なわないでください。前 
後のタイヤを入れ替えると車両操縦 
性や走行安定性び確保でさません。 

ホイールボルトの締め付けトルクは 
1 Skg-m (1 SONiti ) です。タイヤ □— 
テーシヨンを行なったあとは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
ホイールボルトの締め付けトルクを 
確認してください。 

タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

5,00〇〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候びはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なつて < ださい。 



タイヤ□ーテーシヨンのち法 


B 三養接〇が田 
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寒冷時の取り扱い 


タイヤ□ーテーシヨンを巧なう 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えます。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化す 
ることびでさます。その結果、タイ 
ヤの寿命を延ばすことびでさます。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを行なラと 
さは、ホイールとブレーキシステム 
の接合面を清掃してください。 

〇 タイヤを入れ替えたあとにタイヤ 
空気圧を調整して、タイヤ空気圧警 
告システムを再起動してください。 

タイヤ空気圧は、燃料給油フラップ 
の裏側に貼付してあるタイヤ空気圧 
ラべ j レで確認してください。 


寒冷時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いび必要です。必ず(下の注意事項を 
守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 

メルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で、冷却水の不凍液の濃度が適正であ 
ることやバッテリーの液量や充電状態 
に不足びないことを点検してくださし、。 

エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用してください。 

ウォツシヤー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用びあ 
ります。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

燃料（ディーゼルエンジン車） 

冬季には、燃料の凍結を防止するとと 
わに、ディーゼルエンジンの性能を十 
分に発揮させるため、寒冷地用の軽油 
を使用してください。 

詳しくは瓜274ページ）をご覧くだ 
さい。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤び付着したまま放 
置すると、腐食の原因になります。凍 
結防止用の塩類をま <地域の場合、少 
なくとわ1年に一度ボディ下回りの防 
鐘処理をすることをお勧めします。 


I 
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積雪 

ボディやウインドウに雪び積ちったと 

さはすベて取り除いてください。走行 

中に雪び落ちて視界を妨げるおそれび 

あります。 

ドアやテールゲートの凍結 

ドアやテールゲートび凍結していると 

さは(下のよラなち法で走行する前に 

解凍するか、氷を取り除いてください。 

• 氷を取り除くとさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
ください。 

• ドアやテールゲートび凍結して開 
かないとさは、開口部周囲 f める 
ま湯をかけ、解凍してから開いて 
<ださい。また、キーシリンダー 
にはめるま湯がかからないよラに 
してください。 

• 再凍結を防止するため、余分な水分 
はきれいに拭き取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとすると、周囲の 
防水シールやウェヴーストリップ 
を損傷するおそれびあります。 


ボディ下側の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
ヴスペンシヨンなどに雪や氷塊が 
付着していたり凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、ステアリング操 
作びでさなくなり、事故を起こすお 
それびあります。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよラにを意しなが 
ら、雪や氷塊を取り除いてください。 

• 走行中にわ、はね上げた雪や水しぶ 
さが凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びあります。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊び付着していると 
きは、大さくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、テールゲー 
卜*、ドアウインドウ、スライディ 
ングルーフ*などび凍結していると 
さに、無理に動かすとモーターを損 
傷するおそれびあります。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操作 
するとさに滑ったり、車内の湿度び高 
くなってウインドウの内側び曇りやす 
くなります。 


B 三養接09が田 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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寒冷時の取り扱い 


雪道で動けないとき 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出口）と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入してくるおそれびあり 
ます。 

A 警告 

マフラーなどび雪に埋ちれた状態でエ 
ンジンをかけていると、排気ガスび車 
内に入り、一酸化炭素中毒を起こした 
り、中毒死するおそれびあります。 

駐車ずるとき 

寒冷時や積雪地での駐車時は(下の点 
に注意してください。 

• パーキングブレーキび凍結するおそ 
れがある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、シフトポジションを 
EE にして、確実に輪止めをして 
ください。 

• できるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンが冷えすざない 
よラにしてください。 

• 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷するおそれがあります。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ U ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動する 
と、乂災や故障の原因になります。 


ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行するとさや外気温 
度び約7にじ(下のときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めします。 

このよラな状況では、ウィンタータイ 
ヤを装着することで、 ABS や ESP ®、 
4 MAT になどの効果び発揮されます。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とわ同じ銘柄のわの 
にしてください。 

ウィンタータイヤを装着したとさは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 

A 警告 

• ウィンタータイヤの溝の深さび約 
4 mm 下になったとさは、必ず新 
品と交換してください。 

• ウィンタータイヤの装着時に、応 
急用スペアタイヤ*を装着ずると、 
車両安定性や制動性能び大さ < 低 
下するのでを意してください。 

スペアタイヤは応急的に使用し、 
でさるだけ早くウィンタータイヤ 
に戻してください。 

D 回転方向び指定されているウィン 
タータイヤは、タイヤの側面に記 
された回転ち向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 

H ウィンタータイヤを装着していて 
ち、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□ールは使用しないでく 
ださい。 


B こ虜0轻 e が田 
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〇ウィンタータイヤを外した後は、 
タイヤ/ホイールをオイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着するおそ 
れのない、乾燥した冷暗所に保管し 
てください。 

〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずねください。 


スノーチェーン _ 

ウィンタータイヤでわ走行び困難なと 

さは、スノーチェーンを装着してくだ 

さし、。 

スノーチェーンは、 Daimler AG のホ旨 

定品を使用してください。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説明書に従ってください。 

H スノーチ卫ーンは必ず後輪に装着 
してください。 

前輪に装着すると、ボディやフェン 
ダーの内側またはヴスペンションな 
どに接触して、タイヤや車体を損傷 
するおそれがあります。 

〇応急用スペアタイヤ*にはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

P 車種や仕様により、標準タイヤ、 
ホイールにスノーチェーンを装着 
でさない場合があります。詳しく 
は（>412ページ）をご覧ください。 

H スノーチェーンを装着したときは、 
ADS * のヴスペンションモードを 
SPORT モードにしないでください。 

B AIR マティックサスペンション装 
備車にスノーチェーンを装着したと 
さは、車高レべ j レを上げてください。 


H 指定品じ(がのスノーチェーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触するおそれびあります。 

U スノーチェーンの脱着は、周囲の 
交通を妨げない、安全で平坦な場所 
で行なってくださし、 

H スノーチェーン装着時は約 
50 km/h (下の速度で走行してく 
ださい。 

B 路面に雪や凍結びなくなったとさ 
は、スノーチェーンを外してくだ 
さし、 

〇 スノーチェーン装着中は、 ESP ® 
の機能を解除したほラび走行しやす 
い場合びあります。 

スノーチェーンについて、詳しく 
はメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


雪道や凍結路面の走行 _ 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやすくなっています。十分な車間距 
離を確保し、いつちより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

安全な走行と車両操縦性を確保するた 
め、(下の注意事項を守ってください。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チエーンを必ず使用してください。 

• 走行モードを C モード*に切り替 
えてください瓜133ぺージ）。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• クルーズコント□ールは使用しない 
で < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 三養接09が田 
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走行時のま意 


ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効さび悪くなるこ 
とびあります。このようなときは、 
後続車にま意しなびら低速で走行し 
て、ブレーキの効さが回復するまで 
ブレーキぺダ;!レを数回軽 < 踏んで< 
ださい。 

A 警告 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。車輪びス U ップして車のコン 
卜□ールを失い、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 


走巧時の注意 


エンジンを停止しての走行 


A 警告 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステア U ングの操作に非常 
に大さな力び必要になります。 

走行中はエンジンを停止しなし^でく 
ださい。 


ブレーキ 


A 警告 

• 滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせないで<ださい。 
車輪びスリップして車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 

• 長い下0坂や急な下り坂では必ず 
ティップシフトで低いギアレンジ 
を選択し、エンジンブレーキを併 
用して<ださい。エンジンブレー 
キを併用しないでブレーキペダル 
を踏み続けたり、急ブレーキを繰 
り返ずと、ブレーキび効かなくな 
り停車でさなくなるおそれびあり 
まず。 


A 警告 

ブレーキ操作び、後続車などに危険 
をおよぼずことびないよラにを意し 
て < ださい。 


I 
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A 警告 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。ブレーキ 
パッドび早く摩耗するだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かなくなったり、 
火災び発生ずるおそれびありまず。 


A 警告 

新車時または交換した新品のブレー 
キパッドは、目安として走行距離び 
数百 km を超えるまでは制動性能を完 
全には発揮でさません。最初の数百 
km までは、必要に応じてブレーキぺ 
ダ J レを少し強めに踏んでください。 

P ブレーキが過熱している状態のと 
きは、ブレーキに水がかからないよ 
ラにして<ださい。ブレーキディス 
クを損傷するおそれびあります。 

P 水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効さび悪くなることびあ 
ります。このよラなとさは後続車に 
ま意しなびら低速で走行し、ブレー 
キの効さが回復するまで、ブレーキ 
ぺダ j レを数回軽く踏んでください。 

P 高速道路を走行しているとさなど 
ブレーキを効かせずに長時間走行 
しているとさは、ブレーキの効さが 
悪くなることびあります。このよラ 
なとさは後続車に注意しなびら、ブ 
レーキの効さび回復するまで、ブ 
レーキ ぺダ J レを数回軽 < 踏んで < だ 
さい。 

P 必ず純正のブレーキパッドを使用 
してください。純正じ(がのブレーキ 
パッドを使用すると、ブレーキ特性 
が変わつてち全なブレーキ操作びで 
さな < なるおそれがあります。 


〇 長く急な下り坂では、ティップ 
シフトでギアレンジを胃、面君、 
垣五にして、エンジンブレーキを効 
かせて<ださい。ブレーキの過熱や 
過度の摩耗を防ぐことがでさます。 
さらに減速び必要なとさは、ブレー 
キペダルを踏み続けるのではな<、 
繰り返し踏んでください。 

A クルーズコント□ールや可変ス 
ピード IJ ミッターの作動中わ、低 
いギアレンジを選択することによ 
りエンジンブレーキを効かせるこ 
とびでさます。 

〇 急ブレーキなどでブレーキに大さ 
な負担をかけた後は、ブレーキディ 
スクび冷えるまでしばらく走行を続 
けて < ださい。 

凍結防止剤について 

凍結防止剤びまかれた道路を走行する 
とさは、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドに塩類び付着してブレーキの効 
さび悪<なり、制動距離び長<なるお 
それびあります。 

このとさは、後続車に注意しなびらブ 
レーキの効さび回復するまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。さ 
らに、先行車との車間距離を十分確保 
し、ま局:して走手号してくださし、。また、 
次回走行するとさにち、ブレーキぺダ 
ルを数回軽<踏み、残った塩類を落と 
してください。 

ML 63 AMG のブレーキの 注意事項 

ML 63 AMG の高性能ブレーキシステ 
ムは、走行速度やブレーキペダルの踏 
力、気温や湿度などのが気環境により、 
ブレーキノイズを発生することびあり 
ます。 
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また 、 ML 63 AMG のブレーキパッド 
やブレーキディスクなどブレーキシス 
テムを構成する部品は、運転スタイル 
や走行状況に応じて摩耗度合いび異 
なってさます。走行距離は摩耗度合い 
を測る目ちにはなりません。負荷の高 
い運転を行なったとさは、摩耗度合い 
は高くなります。 

A 警告 

ML 63 AMG のブレーキシステムに高 
い負荷を与えるよラな走行をした後 
は、必ずメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


C(©)J ブレーキ警告。 

イグニッシヨン位置を2にすると点な 
し（点なしないとさは警告灯が故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

エンジン始動後やイグニッシヨン位 
置び1のとさは、パーキングブレー 
キを効かせていると点巧したままに 
なります。 

エンジンびかかっているとさやイグ 
ニッシヨン位置び1のとさに、パーキ 
ングブレーキを解除しても消なしない 
ときは、ブレーキ液び不足しています。 
安全な場所に停車して、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して く 
ださい。 

H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ブレーキ 液または ブレーキ パッ 
ドに関する故障/警告メッセージ 
が表示されたときは(>336ぺージ） 
をご覧ください。 


タイヤグリップについて _ 

ち全な走行のため、濡れた路面や凍結 
した路面では、乾燥した路面を走行す 
るとさよりわ低い速度で走行してくだ 
さい。 

外気温度び低いとさは、路面の状態に 
十分注意して<ださい。路面び凍結し 
ているとさは、ブレーキ時にタイヤと 
路面の間に薄い水の層が形成され、夕 
イヤのグリップが大さく低下します。 


走行ずるとさ 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速するとさは、タイヤを空 
転させないよラにおだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッションや駆動系部品 
を損傷するおそれびあります。 

• 車間距離を十分に確保して、不要な 
急発進や急加速、急ブレーキを避け 
てください。 

横風び強いとき 

横風が強く、車び横ち向に流されそラ 
なとさは、ステアリングをしっかりと 
握り、いつもより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
ンプを点なしてください。内部照明び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分注 
意してください。 


I 











走行時のま意 


301 


エンジンブレーキの活用 

下り坂び続くとさは、エンジンブレー 
キを活用してください。ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪 < なるおそれびあります。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。低いギアのとさほど効さが強 
くなります。 

滑りゃずい路面 

滑りやすい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださい。 

水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さび遅れたり、悪くなるこ 
とがあります。このよラなとさは、後 
続車にま意しながら低速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復するまでブレーキ 
ぺダ) レを数回軽く踏んでください。 

スタック（立ち往生）したとき 

• めかるみなどでタイヤが空転したり 
脱輪した状態から脱出するときは、 
タイヤを高速で空転させないで < だ 
さい。脱出直後に車が急発進して、 
事故を起こすおそれがあります。 

また、タイヤを高速で空転させると 
異常な過熱が起こり、タイヤの破裂 
や乂災などの事故び起さたり、トラ 
ンスミツシヨンを損傷するおそれが 
あります。 


• スタックした状態から脱出するとき 
は、タイヤ前後の±や雪などを取り 
除いたり、タイヤの下に板や石など 
をあてがラと効果的です。 

また、オフ□ー ド走行（杉304ペー 
ジ）もご覧ください。 

道路冠水や車び水没したとさ 

• 冠水した道路を走行するとさに許 
容されている最大水深については 
少309ページ）をご覧ください。 

• 巧川などを渡るときは少309ペー 
ジ）をご覧ください。 

• 豪雨などで道路び冠水し、マフラー 
に水が入ったときは決してエンジ 
ンを始動しないでください。その 
ままエンジンを始動すると、エン 
ジンに重大な損傷を与えるおそれ 
びあります。 

• 車び水沒した場合は、水び引いた後 
でちエンジンを始動せずに、メルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 


走行中に異常を感じたら 


警告I灯び点'灯したときやマルチファン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとき 

ただちにち全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでち警告なや故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷を与えるおそれがあります。 
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ボディ下部に強い衝撃を受けたとき 

ただちにち全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してください。 
漏れやボディ下部に損傷を見つけたと 
さは、運転を中止してメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡して<だ 
さい。損傷を放置したまま走行を続け 
ると、事故を起こすおそれびあります。 

走行中にタイヤがパンクしたり、破裂 
したとさ 

あわてずにしっかりステアリングを支 
えなびら、徐々に減速して安全な場所 
に停車して<ださい。急ブレーキや急 
八ンドル操作をすると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれび 
あります。 


駐停車ずるとさ 


駐停車ずるとさの注意事項 

• マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙<ず、油など燃え 
やすいものがある場所には駐停車し 
ないで <ださい。 

• 同乗者びドアを開くときは、周囲に 
危険がないことを運転者が確認して 
ください。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度が非常に高くなります。ステア 
U ングやシートなどに触れると、乂 
傷をするおそれびあります。 


•炎天下に駐車するときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 

• 炎天下に駐車した後は、乗車する前 
に換気をするなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物がある場合は必 
ず取り除いてください。車両下部の 
排水口が目詰まりを起こし、室内に 
水が浸入するおそれびあります。 

雪が降っているとさは 

車の周囲び雪で覆われているとさは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび ふ 
さがれ、排気ガスび車内に侵入するお 
それがあります。 

急な坂道で駐車ずるとさ 

急な坂道で駐車するとさは、シフトポ 
ジシヨンを EE にして、パーキング 
ブレーキを確実に効かせて<ださい。 
さらに輪止めをして、前輪を歩道ち向 
に向けて < ださい。 

仮眠ずるとき 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、安 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車が動さ出して 
事故を起こすおそれがあります。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンやマフラーび異常過熱して乂 
災の原因になります。 
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後退ずるとき 

後方視界が十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
てください。 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨が降っていたり、濃霧び発生してい 

るとさは、路面が濡れて滑りやすく視 

界わ悪くなります。じ(下の点に注意し、 

いつちより慎重に運転してください。 

• 路面び滑りやすいため、タイヤの接 
地力が大さ<低下し、通常より制動 
距離ち長くなります。 

また、見通しび悪いため歩行者や障 
害物の発見び遅れがちになります。 
いつもより速度を下げ、車間距離を 
十分に確保してください。 

• 濡れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないでください。滑 
りやすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、スリップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれがあります。 

• 路面び濡れているとさは、クルー 
ズコント□ールを使用しないでく 
ださい。 

• 水たまりの通過後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
しているとさは、ブレーキの効さが 
悪くなることびあります。このとさ 
は、後続車に注意しなびら低速で走 
行し、ブレーキの効さび回復するま 
でブレーキぺ夕 J レを数回軽 < 踏んで 
ください。 


• 安全な視界を確保するため、必要 
に応じてデフ□スターやリアデ 
フォッガーを作動させてください。 
また、 AC モードでエアコンデイ 
シヨナーを作動させて車内を除湿 
してください。 

• 雨降りや濃霧時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、ヘッドラン 
プやフォグランプを点なしてくださ 
し、ただし、へッドランプを上向き 
にすると、雨や濃霧に反射して視界 
を損なったり、対向車を眩惑するた 
め、下向さで点灯してください。 

• 濃霧のとさはフォグランプを点な 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるときは、霧び 
晴れるまでち全な場所に停車して 
ください。 
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オフ□ード走行 


オフ□ード走行 


A 警告 

• 地形や路面の状況び把握でさない 
悪路では低速で走行してくださし、 
障害物などを見つけやす < なり、 
事故の危険性を減らすことびでさ 
まず。 

• 坂び急勾配で上り切れない場合は、 
U ターンせず、シフトポジション 
を EE にして後退して下りてくだ 
さい。車び横転するおそれびあり 
ふ 9 〇 

• 斜面を斜めに走行しないでくださ 
し>1。車び横転ずるおそれびありま 
ず。斜面を斜めに走行ずる必要び 
あり、万一横転しそラになった場 
合は、ただちに斜面の下り側ヘス 
テア U ングをまわし、姿勢を立て 
直してください。 

• シフトポジションを m にしたま 
まで走行しないでください。エン 
ジンブレーキびまったく効かず、 
ブレーキペダルだけで走行速度を 
調整しようとずると、車のコント 
□- J レを失ラおそれびありまず。 


A 警告 

• オフ □ ード走行後は、ブレーキシ 
ステムに砂や巧れなどび付着して、 
過度の摩耗やブレーキの誤作動に 
つなびるおそれびあ0まず。 

• オフ□ード走行後は、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で、 ブレー 
キの点検と洗浄を行なってくださ 
し、緊急時に十分なブレーキカび 
得られなかったり、ブレーキび誤 
作動するおそれびありまず。 

車の特性や車両操縦性を知ることによ 
り、ち全に目的地に到達することびで 
さます。悪路走行の前に練習走行をさ 
れることをお勧めします。 

オフ□ー ドを走行する前にじ(下の注意 
をよくお読みください。 

オフ□ー ドを走行するための特別装 
備には、じ(下のものびあります。 

• オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラ 
ム （>178 ぺージ） 

• □—レンジモード （>180 ぺージ） 

• オフ□—ド ABS (1>56ぺージ） 

• オフ□-ド 4 ETS (1>62ぺージ） 

• オフ□-ド ESP ⑩（1>60ぺージ） 

• デイファレンシャル□ック(>182 
ぺージ） 

• AIR マテイックヴスペンシヨン 
(>194、201ぺージ） 

• DSR (ダウンヒル•スピード•レギュ 
レーシヨン） （>174 ぺージ） 
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A 警告 

車の損傷は事故の原因になりまず。損 
傷しているおそれびあるとさはメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

9環境 

環境に配慮して走行し、自然破壊を 
しないで < ださい。 

オフ□ー ド走行時の注意 


• 停車して、必要に応じてオフロード‘ 
ドライブ•プ□グラム（1>178ぺ一 
ジ）を作動させるか、□ーレンジ 
(W 80ぺージ）にしてください。 

• レベルコント□—ル0195.203 
ページ）で地形に適した車高を選択 
して十分な最低地上高を確保し、車 
の損傷を防いでください。 

• 荷物が確実に収納されていること、 
または確実に固定されていることを 
確認してください。 

• 下り坂を走行するとさは、エンジン 
を停止したり、シフトポジション 
を m にしないで<ださい。また、 
DSR を作動させてください(>174 
ぺージ)。 

• 速度を上げないでください。必要に 
応じて、人が歩く くらいの速度で走 
行してください。 


• 常にタイヤが地面に接していること 
を確認してください。 

• 視界が悪<地形や路面の状況び把握 
でさないとさは、走行する前に車か 
ら降りて、危険びないことを確認し 
てください。 

• やむを得ず河川などを渡るとさは、 
走行前に水深や水の流れ、川底の状 
況を確認してください。 

•岩、穴、木の切り株、溝など、大 
さな障害物を避けて走行してくだ 
さし、。 

• ドアウインドウとスライディング 
ルーフ*は常に閉じておいてくだ 
さし、 

• でさるだけわだちから外れないよラ 
に走行してくださしん 
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オフ□ード走行 


オフ□ー ドを走行ずる前に 


• エンジンオイル量を点検してくださ 
し、エンジンオイル量び少ないと 
さは必ず補給してください(>281 
ぺージ)。 

• ジャッキび正常に動くか点検してく 
ださい。万一のためにけん引用ケー 
つ '、レや折りたたみ式スコップなどを 
車に積んでおいてください。 

• タイヤの溝の深さと空気圧を点検し 
てください。 

• タイヤやホイールに損傷びないか点 
検し、小石などの異物び挟まってい 
る場合は取り除いてください。 

• バルブキャップび装着されていない 
場合は、装着してください。 

• ホイールが歪んでいたり、損傷して 
いる場合は交換してください。 

オフ□ー ドを走行した後に 


オフ□ー ド走行後は車を点検してく 
ださい。車の損傷は事故の原因にな 
ります。 

► □ーレンジからノーマルレンジにし 
てください。 

► DSR を解除してください。 

► ディファレンシャル □ ックを AUTO 
モードにして < ださい。 

►レベルコント□ール*で、路面に 
適した車高にしてください。 


► へッドランプやテールランプなどを 
洗浄し、損傷がないか点検してくだ 
さい。 

► 前後のナンバープレートを清掃して 
ください。 

► ホイールとタイヤをスプレーガンな 
どで清掃し、異物を取り除いてくだ 
さい。 

►ホイールやホイール八ウス、ボディ 
底部をスプレーガンなどで洗浄し、 
各部の損傷や異物の有無などを確認 
してください。 

► 植物や枝などび車体や駆動部に挟 
まっていないか点検してください。 
これらが挟まっていると乂災の危険 
びあるほか、燃料系部品、ブレーキ 
ホース、アクスルジョイントやドラ 
イブシャフトのカバーなどを損傷す 
るおそれびあります。 

►走行後に、車の底部、ホイール、夕 
イヤ、ブレーキ、ボディ、ステア U 
ング、駆動系部品、排気系部品など 
に損傷びないか点検してください。 

►砂地、めかるみ、砂利道、水の中の 
よラな巧れた状況で長時間走行した 
後は、ブレーキディスク、ホイール、 
ブレーキパッド、アクスルジョイン 
卜を点検し、清掃してください。 

►オフ□ー ド走行後、走行中に強い 
振動を感じる場合は、ホイールや駆 
動部などに異物びかみ込んでいない 
か点検し、必要であれば取り除いて 
くださし、ホイールバランスが狂し、 
振動の原因になります。 


※□ーレンジモード、デイファレンシャル□ックは、曰本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


I 
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レベルコント□ール非装備車は、乗車 
人数や荷物の積載状況により、アプ 
□ーチアングル①とデパーチヤーアン 
グ J レ②の数値び異なります。 

レベルコント□ール装備車は、乗車 
人数や荷物の積載状況などび変化し 
ても、アプ□ーチアングル①やデパー 
チャーアングル②に影響を及ぼしま 
せん。 




① 

③ 



アプ□ーチ 

子 )くー チャー 



アングル 

アングル 



(フ□ント） 

(リァ） 

レベルコント□ール非装備車 

約27。 

約26。 

オフ□ー ドパッケージ装備車 


オフ□ー ドレべ;!レ3 

約33。 

約30。 


オフ□ー ドレべ;!レ2 

約31。 

約29。 


オフ□ー ドレべ;!レ1 

約28。 

約26。 


通常走行レベル 

約25。 

約24。 

ML 63 AMG 


車高を上げたとさ 

約24。 

約26。 


通常走行レベル 

約19。 

約21。 


坂道の走行 


アプ□ーチ/デパーチャーアングル 





《オフ□ー ドパッケージは、曰本仕様には装備されません。 
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オフ□ード走行 


• 坂道はでさるだけまっすぐに上り、 
まっすぐに下りてください。 

• 急勾配の坂を上り下りするときは、 
オフ□ー ド*ドライブ•プ□グラ 
ムを作動させるか、□ー レンジにし 
てください。 

• オフ□ー ドでの走行（1>305ページ） 
わお読みください。 

• 低速で走行してください。 

• アクセルペダルはゆっくり踏み込 
み、常にタイヤが地面に接している 
ことを確認してください。 

• 砂地やお淳地などの走行抵抗の大さ 
い路面じ(外は、エンジンを高回転ま 
でまわさないよラにして走行してく 
ださい。 

• 坂の勾配に合わせて、ティップシフ 
卜でギアレンジを選択してください 
(>134 ページ）。 

• 坂を下る前にティップシフトでギア 
レンジ恒五を選択してください。 

〇 急な坂道で停車したとさは、じ(下 
の操作により車の後退を防ぐことが 
でさます。 

• シフトポジションを EE にして 
ください。 

• ノーマルレンジから□ーレンジ 
にしてください。 

• ブレーキペダルから足を放し、 
アクセルペダルを踏み込みます。 

ヒルスタートアシスト(>127 
ページ）び作動して、発進を補 
助します。 


急勾配の坂道 


路面状態び良<、□ーレンジを選択し 
たとさは、急勾配の坂道を上ることび 
巧能になります。 

〇 急勾配の坂で前輪の荷重が不足し 
たとさは、前輪は空転しやすくなり 
ます。このよラな状況を検知すると 
4 ETS が作動し、自動的にブレーキ 
制御を行ないます。これにより後輪 
へのトルク配分び増えて登坂能力び 
増します。詳しくは （^60 ページ) 
をご覧ください。 

坂を上り切ったとき 


坂を上り切る直前にアクセルペダルを 
ゆるめ、車の惰性を利用して上ってく 
ださい。 

これにより、車が跳ねたりせず、駆動 
力を失ラことがありません。また、速 
度び上がりすざないよラにして下り坂 
に備えることわでさます。 

坂を下るとき 


• 低速で走行してください。 

• 坂道はできるだけまっすぐに下りて 
ください。前輪び斜面に対してまっ 
すぐ下りち向を向いていることを確 
認してください。車びスリップした 
り、横転するおそれびあります。 

• 坂を下る前にティップシフトでギア 
レンジで!]を選択してください。 


I 


※□ーレンジモードは、曰本仕様には装備されません。 
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• DSR を作動させてください 。 DSR 
による制動力び不十分なときは、 
車び斜面に対してまっすぐ下りち 
向を向いていることを確認して、 
慎重にブレーキペダルを踏んで< 
ださい。 

• 長い下り坂を走行した後は、必ずブ 
レーキび通常通り作動することを確 
認してください。 

〇 オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラ 
ムを作動させたとさや□ーレンジに 
したとさは、自動的にオフ□ー ド 
ABS になります（[>56ページ）。走 
行速度び約 30 km/h (下のときは、 
ブレーキを効かせると前輪び周期的 
に□ックし、地面を掘る効果により、 
オフ□ー ドでの制動距離を短<する 
ことができます。前輪び□ックして 
いるとさは、ステアリングによる車 
両操縦性び著し < 低下します。 


障害物を乗り越えるとき _ 

木の切り株や大さな石、その他の障害 
物を乗り越えるとさは、じ(下の注意に 
従ってください。 

• オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラム 
を作動させるか、□ーレンジにして 
ください。 

• エンジンを高回転までまわさなし、よ 
ラにして走行してください。 

• ティップシフトでギアレンジ恒五 
を選択してください。 

• ごく低速で走行してください。 


• でさるだけ障害物に対して直角に 
なるよラにして、まず前輪で障害 
物の中央を乗り越え、次に後輪で 
乗り越えてください。 

B 障害物により、車の底部や車体、 
駆動部を損傷するおそれびありま 
す。大さな障害物を乗り越えるとさ 
は、同乗者に車外から誘導してち 
らつてください。車を損傷すると、 
事故を起こすおそれがあります。 


河川などを渡るとき 


最大許容水深値 



レベルコント□ール非装備車は、乗車 
人数や荷物の積載状況により、最大許 
容水深値①の数値び異なります。 


レベルコント□ール装備車は、乗車人 
数や荷物の積載状況などび変化して 
わ、最大許容水深値①に影響を及ぼし 
ません。 


※□ーレンジモードは、曰本仕様には装備されません。 

《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 


B 三養接09が田 
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オフ□ード走行 


レべ j レ〕ント □— J 14駿備車 

約 50 cm 

オフ□ー ドパッケージ装 
備車 


オフ□ー ドレべ;!レ3 

約 60 cm 


オフ□ー ドレべ;!レ2 

約 50 cm 


オフ□ー ドレべ;!レ1 

約 50 cm 

ML 63 AMG 


車高を上げたとさ 

約 50 cm 


n 最大許容水深値を超えるところは 
絶対に走行しないで<ださい。水流 
があるところでは、最大許容水深値 
は低くなることびあります。 

• 走行前に水深と水流の状況を確認し 
てください。 

• オフ□ー ドパッケージ装備車と ML 
63 AMG は、車高を一番上げた状 
態にしてください。 

• オフ□-ド-ドライブ.プ□グラムを 
作動させるか、□ーレンジにしてくだ 
さい。 

• テイップシフトでギアレンジ面で 
または [ D 2] を選択してください。 

• エンジンを高回転までまわさないよ 
ラにして走行してください。 

• 水に入るときと出るときは水平な場 
所を選択し、人が歩く くらいの速度 
で走行してくださし、 

Q 決して速度を上げなびら水に入ら 
ないで<ださい。波び立ち、エン 
ジンや車体を損傷するおそれがあ 
ります。 


• ゆっくりと一定の速度を保って走行 
してください。 

• 巧川を渡っている途中で停車しない 
で < ださい。 

〇巧川を渡っている途中でドアを開 
かないでください。浸水すると、電 
気装備や内装を損傷するおそれびあ 
ります。 

• 巧川を渡っている途中で停車した 
り、エンジンを停止しないでくださ 
し、水の中は抵抗び大さく、川底わ 
滑りやす<不安定なため、発進が困 
難になります。 

• 波び立たないよラに走行して<だ 
さし、 

• 河川を渡った後は、タイヤの溝を清 
掃し、付着したミ尼などを取り除いて 
ください。 

• 河川を渡った後は、ブレーキの効さ 
び悪くなります。ブレーキペダルを 
軽<数回踏んでブレーキパッドを乾 
かしてください。 


砂地を走行ずるとさ _ 

• オフ□ー ドパッケージ装備車と ML 
63 AMG は、車高を上げてくださし、。 

• 状況に合わせてティップシフトでギ 
アレンジを選択してください。 

• 走行抵抗び大さいため、やや速度を 
上げて走行してください。車び砂地 
に埋まるおそれがあります。 


B こ虜0芭 e が田 


※オフ□ードパッケージ、□ーレンジモードは、曰本仕様には装備されません。 
《画面表示や操作ち法などは予告な < 変更されることびあります。 
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• 可能であれば、他の車び残した浅い 
わだちをなぞって走行してくださ 
し、このとさは、わだちの深さと固 
さ、車の底部との間隔に注意してく 
ださい。 


わだちを走行ずるとさ _ 

わだちや柔らかい路面を走行するとさ 

は、(下のを意に従ってください。 

H わだちび深<な<、車の底部との 
間に十分な間隔びあることを確認し 
てください。車を損傷したり、タイ 
ヤび地面から離れて走行不能になる 
おそれびあります。 

• オフ□ード-ドライブ•プ□グラムを 
作動させるか、□ーレンジにしてくだ 
さし、。 

• レベルコント□ール装備車は、車高 
を上げてください。 

• エンジンを高回転までまわさなし"'よ 
ラにして走行してください。 

• テイップシフトでギアレンジ正五 
を選択してください。 

• 低速で走行してください。 

• わだちび深い場合は、左ちどちらか 
の車輪をわだちの間に乗せて走行し 
てください。 


メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転するためには、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検整備を 
受ける必要びあります。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場では (下のよ 
ラな点検を行ないます。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目びあります。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検整備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施するちのです。 

次の点検時期を示すステッカーびフ □ 
ントウインドウに貼付してあります。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

整備手帳 


車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 


※□ーレンジモードは、曰本仕様には装備されません。 

《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびありまず。 


B こ養接09が田 
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メンテナンス 


日常点巧 


自動表示機能 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日常、車を使用するとさにお客様 
ご自身の判断で実施していただく点検 
です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異常び発見され 
た場合は、すみやかにメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 


メンテナンスインジケーター画面 


メンテナンス A 
アト1000 km 


走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
TJX します。 

メンテナンスインジケーター画面び表 
示されたとさは、メーカー指定点検整 
備を行なってください。 

H メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表示やエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

Q メーカー指定点検整備を実施時期 
までに行なわなかつた場合は、保 
証などの対象がになることびあり 
ます。 


次のメーカー指定点検整備の約1力月 
前になると、イグニッシヨン位置を2 
にしたとさやエンジンがかかっている 
とさに、メンテナンスインジケーター 
画面び自動的に表示されます。 

画面は数秒後に表示前の画面に戻り 
ます。 

メンテナンスインジケーター画面を 
消ず 

► リセットボタン（1>140ページ）を 
押します。 

手動表示 

メンテナンスインジケーター画面は、 
手動でち表示でさます。 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► ステア U ングの [ E またはを 
押して、車両情報メイン画面を表示 
させます。 

► またはを押して、メンテ 
ナンスインジケーター画面を表示さ 
せます。 


I 
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表の>ツセーシ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよラに変化しま 
す。'、#'、 には" A " から" H " までのアル 
ファべットび入ります。 

点検整備実施前の表示例 

II メンテナンス# 7卜 XX ニチ" 

II メンテナンス#アト XX km " 

点検整備実施時期になったときの表 
示例 

II メンテナンス#シ''ッ]ウシの！ II 

点検整備実施時期を過ぎたときの表 
示例 

II メンテナンス# XX こチ]1テイの" 

II メンテナンス# XX km ]1 テイマス" 

また、警告音び鳴ります。 

〇 II メンテナンス A " II メンテナンス B " など 、II メ 
ンテナンス"の後に表示される'7\'|から 
" H " のアルファベットは、次回の 
メーカー指定点検整備の範囲び、点 
検項目の少ない点検整備から総合的 
な点検整備まで、どれに該当するか 
を示すものです。ただし、日本では 
法定点検があるため、これらの範囲 
と法定点検の範囲は異なります。 

〇 メンテナンス A + " " メンテナンス B + " など、 
" A " から" H ' l のアルフ ァベッ トの後 
に"+ " の表示があるときは、ブレー 
キ部品交換などの点検整備び含まれ 
ていることを示します。 


〇 ブレーキパッドは次回の メーカー 
指定点検整備(前に摩耗の限界に達 
することびあります。ブレーキパッ 
ドの交換については、メルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場で相談の 
上、じ(下のよラに対処してください。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換する 

〇 バッテリーの接続を外している間 
の経過日数は、加算されません。 

メンテナンスインジケーターの U 
セット 

メーカー指定点検整備の実施後に、メ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
でメンテナンスインジケーターを U 
セットしてください。 

リセット後、次回メーカー指定点検 
整備までの基本サイクルは、車種に 
より走行距離では10,000 km または 
15,000 km 、 日数では365日に設定 
されます。いずれか先に達する距離ま 
たは時期を次回のメーカー指定点検整 
備実施時期として表示します。 

H メンテナンスインジケーターの表 
示などに異常びあるとさは、すみや 
かにメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 


B 三養接09が田 
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メンテナンス 


AdBlue ⑥ （デイーゼル エンジン 車） 

〇 ML 350 BlueTEC に対応した項 
目です。 

BlueTEC 排気ガス処理装置を正常に機 
能させるためには、除去剤 ( AdBlue ®) 
ととちに作動させることび必要になり 
ます。 

メルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
では、 AdBlue ® をメーカー指定点検 
整備の一部として補充します。通常の 
使用状況では、いっぱいに補充した 
AdBlue ® は、メッセージが表示され 
ない限り次のメーカー指定点検整備 
の実施時期までは補充する必要はあ 
りません。 

AdBlue ® の残量び減ったときは、(下 
のメッセージが表示されます。 

II テンカサ''イヲカクニンにユアルヲサンショウ" 

AdBlue ® の残量び最低レベルになった 
とさは、じ(下のメッセージび表示され 
ます。 

I , ノ]リノシドウカイスウ： XX " 

〇 マルチフアンクションデイスプレ 
イに"ノ]リノシドウカイスウ： XX " と表示さ 
れたときは、表示されている回数ま 
ではエンジンを始動することびでさ 
ますび、その後も AdBlue ® を補充 
しなかったときは、エンジンを始動 
することびでさなくなります。メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場で 
AdBlue ® を補充してください。 


〇 AdBlue ® は、2年毎に全交換する 
必要びあります。詳しくは、整備手 
帳をご覧になるか、メルセデス*ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

BAcIBIue ® タンクへの補充は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
のみ行なってください。車両を損 
傷したり、巧損するおそれがあり 
ます。 

メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場(外での補充により発生した 
損傷については、保証の適用がに 
なります。 

BlueTEC 排気ガス処理装置や AdBlue ® 
について、詳しくはメルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さし、 

AdBlue ⑩の容量については(>407 
ページ）をご覧ください。 
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定期的に手入れをすることで、いつま 
でち車を美しく保つことびでさます。 

日常の手入れには 、 Daimler AG が指 
定する用品のみを使用してください。 

詳し<はメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

A 警告 

一部の合成ク U —ナーなどには、有 
機溶剤や可燃性物質び含まれている 
ことびあります。カーケア用品を使 
用ずるとさは、必ず添付の取り扱い 
上のを意を読み、指示に従って<だ 
さし、 

車内でカーケア用品を使用ずるとさ 
はドアやドアウインドウを開さ、十 
分に換気してください。有機溶剤に 
よる中毒を起こしたり、静電気び巧 
燃性ガスに引火して火災を起こずお 
それびあ0まず。 

車の手入れをずるとさに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないでくだ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こずおそれびあ 
ります。 

カーケア用品は、テ供の手び届くと 
ころや火気のおくに置いたり保管し 
ないで < ださい。 


9環境 

オイル•液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 


外装 _ 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで払い落としてくだ 
さし、 

• 少なくとも月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石などにより塗装面を損傷する 
と、鐘の原因になります。早めに補 
修を行なってください。 

• 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めします。 

• ミ尼や虫の死がい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどび付 
着したとさは、すみやかになさ取っ 
てください。特に、鳥のふんは塗装 
面を損傷しやすいため、でさるだけ 
早く水で洗い流してください。 

• 凍結防止剤が散布してある道路を走 
行したとさは、すみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダー内を洗い流 
してください。 

• 直射曰光び強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱くなってい 
るよ5なとさに、塗装面の手入れを 
すると、塗装面を損傷するおそれが 
あります。 

• ボディの表面にステッカーやフィル 
ム、マグネットなどを貼付しないで 
<ださい。塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 

•誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などが発生したとさは、 
早めにメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で補修することをお勧め 
します。 
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洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ 
りなどを洗い流します。 

► 水にカーシヤンプーなどを湿ぜた洗 
浄液を用意し、車全体にかけます。 
外気取り入れ口付近では少量にし、 
ダクト内に洗浄液び残らないよラに 
ま意してください。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗し乂亢します。 

► 洗車後は、すみやかに水滴をなさ取 
ります。 

洗車時のま意 

洗車をするとさは、じ(下の点にま意し 

てください。 

• 水び凍るよラな寒いとさや直射日光 
び強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱くなっているよラな 
とさは洗車をしないでください。 

• 虫の死びいなどは、洗車前に取り除 
いて <ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るため、早めに処理してください。 

• 洗車をするとさはマフラーに注意 
してください。マフラー後端に触れ 
て乂傷をしたり、けびをするおそれ 
があります。 

• 走行した直後は、ブレーキディス 
クやホイールに直接水などをかけ 
ないで < ださい。ブレーキデイス 
クび熱いとさに急激に冷やすと、 
ブレーキディスクを損傷するおそ 
れびあ0ます。 


• ホイールには酸性のホイールク U — 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐食する 
おそれびあります。 

• ホイールクリーナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置する 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどび腐食するおそれびあり 
ます。 

このよラなとさは、しばらく走し 
て、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させてください。 

自動洗車機の使用 


A 警告 

自動洗車機で洗車した後は、ブレー 
キの効さび悪くなることびあり、事 
故につなびるおそれびあります。ブ 
レーキび乾< までを意して運転して 
<ださい。 

自動洗車機で洗車するときは liHF の点 

に注意してください。 

• 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は使用 
しないで<ださい。ドアやスライ 
ディングルーフ*などから水漏れ 
を起こすおそれびあります。 

• 車の汚れびひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをしてくだ 
さい。 

• 自動洗車機が車のサイズに合ってい 
ることを確認してください。また、 
洗車前にドアミラーを格納してくだ 
さい。車体やドアミラーを損傷する 
おそれがあります。 
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• 自走式の自動洗車機を使用するとき 
は、シフトポジシヨンび [ W \ になっ 
ていることを確認してください。車 
を損傷するおそれがあります。 

• ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び完全に閉じていること 
を確認してください。 

• 余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ン 
び停止していることを確認してく 
ださい。 

• ワイパーを停止してください 
([>115、117ぺージ）。 

• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷び付さ、塗装面の光沢が失わ 
れたり、劣化を早めるおそれびあり 
ます。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
おさ取ってください。 

高圧式スプレーガンの使用 


A 警告 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び高 
いため、タイヤを損傷して、事故の 
原因になりまず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧が高すざると、塗装面を損傷す 
るおそれがあります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


• 高圧式スプレーガンのノズルをじ ( 
下の部分に近付けないで<ださい。 
水圧び高いため、車内に水が浸入 
したり、防水シールや塗装面を損 
傷するおそれがあります。 

◊タイヤ 

◊ウインドウガラス接合面 
◊ボディパネルの継ぎ目 
◊電気装備 
◊バッテリー 
◊コネクター類 
◊ライト 
◊シール部 
◊が気取り入れ口 
◊サスペンション 

マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しクリ 
アコートで塗装されています。 

非常にデリケートな塗装のため、日常 
の手入れなどで独特の質感を損なラお 
それびあります。詳しくはメルセデス 
•ベンツ指定サービスエ場におたずね 
ください。 

ク U アマット仕上げの軽合金ホイール 
を取り扱ラ際わ、じ(下の点に注意して 
ください。 

U 塗装面を磨かないでください。ま 
た、塗装面の手入れには、ワック 
スや研磨剤、光が剤のよラなペイ 
ント保護剤は使用しないでくださ 
し、。質感を損なったり、塗装面を 
損傷するおそれびあります。 

〇塗装面に汚れび付着したとさは、 
すみやかに取り除いてください。 


B 三養接09が田 
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n 樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでください。 
質感を損なったり、塗装面を損傷 
するおそれびあります。 

Q ワックスなどの巧れび付着したと 
さは、シ U コン除去剤を使用して、 
軽くたたさながら巧れを拭さ取っ 
てください。 

n タールなどの巧れが付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して軽く 
たたさなびら巧れをなさ取ってく 
ださい。 

H 高圧式スプレーガンやスチーム 
ク U —ナーは使用しないでくださ 
し、。塗装面を損傷するおそれびあ 
ります。 

H 塗装の修復などは、メルセデス‘ 
ベンツ指定ヴービスエ場で行なって 
ください。 

ウインドウの清掃 


A 警告 

フ□ントウインドウを清掃ずるとき 
は、必ずエンジンスイッチからキー 
を抜くか、イグニッション位置を0 
にしてください。ワイパーび作動し 
てけびをずるおそれびあ0まず。 

ウインドウの外側と内側を水で湿らせ 
た柔らかい巧で清掃してください。 

〇ウインドウの内側を清掃するとき 
は、乾いた巧や研磨剤、有機溶剤を 
含むク U —ナーなどを使用しないで 
<ださい。また、かたい物でこすら 
ないでください。ウインドウを損傷 
するおそれがあります。 


B フ□ントウインドウの排水□にた 
まった枯葉やほこりなどを定期的に 
清掃してください。排水口び目詰ま 
りを起こし、腐食の原因になります。 

ワイパーブレードの清掃 


A 警告 

ワイパーブレードを交換するとさは、 
必ずエンジンスイツチからキーを抜 
くか、イグニツシヨン位置を0にし 
てください。ワイパーび作動してけ 
びをするおそれびあ0ます。 

〇ワイパーブレードを引っ張らない 
でください。ワイパーブレードを損 
傷するおそれがあります。 

H ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。また強 
くこすったりしないでください。表 
面のコーティングび損傷して異音な 
どの原因になります。 

► ワイパーアームを起こします。 

►ワイパーブレードを、湿らせた柔ら 
かい巧で軽くなさます。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 

〇ワイパーアームを元の位置に戻す 
とさは、ワイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷するおそれがあります。 
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ランプ類の手入れ 


へッドランプを含むランプ類は樹脂製 
レンズです。流水または水とカーシヤ 
ンプーを混ぜた洗浄液で洗い流してく 
ださい。 

H 有機溶剤や強アルカリ洗剤などを 
使用したり、乾いた巧などで強くこ 
すらないでください。また、ヘッド 
ランプウォッシヤーは必ず専用の純 
正ウォッシヤー液を使用してくださ 
し、。レンズを損傷するおそれびあり 
ます。 


パークト□ニックセンサーの手入れ 



パークト□ニックセンサー①③を清 
掃するとさは、流水または水とカー 
シヤンプーを湿ぜた洗浄液で洗い流し 
てください。 


〇パークト□ニックセンサーを清掃 
するとさは、乾いた巧、目の粗い巧、 
かたい巧などは使用しないでくださ 
し、また、純正じ(夕'!'の手入れ用品を 
使用したり、強い力で乾なさしない 
でください。センサーを損傷するお 
それびあります。 

P パークト□ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用しないでください。 
センサーや塗装面を損傷するおそれ 
があります。 

パーキングアシストリアビューカメラ 

の清掃 



► きれいな水でカメラ①の巧れを落と 
し、やわらかい巧でおさ取ってくだ 
さい。 


B こ養接09が田 
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Q カメラのレンズやカメラ周辺を 

清掃するとさは、じ(下のことに注 

意してください。カメラを損傷す 

るおそれびあります。 

• 高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用するとさは、ノズ 
ルをカメラやカメラの周囲に近付 
けないで < ださい。 

• 強い力で乾拭さしないで<だ 
さし^。 

• 有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
は使用しないでください。 

• ボディにワックスをかけるとさ 
は、カメラにワックスび付着し 
ないよラに注意してくださし、。 
付着したときは、水にカーシヤ 
ンプーなどを湿ぜた洗浄液でな 
さ取ってください。 

マフラーの 清掃 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にヴビが発生することがあり 
ます。 

定期的にマフラーを手入れすることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻すことがでさます。 

U ホイールク U ーナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナーでマフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 

マフラーの手入れについては、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 


車内 _ 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線びプリントされている車種びあ 
ります。ガラス面の内側を清掃する 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないよラに注意して 
ください。 

また、乾いた巧でないたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないでください。 

• ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼付すると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれ 
びあります。詳しくはメルセデス‘ 
ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

A 警告 

清掃ずるときは、プラスチック部品の 
端部や、シート下部などにある U ン 
ケージやヒンジなどの金属部分び露 
出した箇所にを意してください。触 
れるとけびをするおそれびありまず。 
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COMAND ディスプレイの清掃 

► COMAND システムの電源をオフに 
します。 

ディスプレイび熱くなっているとき 
は、冷えるまで待ってください。 

► 水で薄めた中性洗剤を含ませた不織 
巧でおさ取ります。 

HCOMAND ディスプレイを清掃す 
るとさにじ(下のものを使用しないで 
ください。ディスプレイを損傷する 
おそれがあります。 

• アルコール分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスプ 
レイをこすらないで<ださい。ディ 
スプレイの表面を損傷するおそれが 
あります。 

シートの清掃 

H 不織巧でレヴーシートやレヴート 
リム、アルカンタラ®を使用した 
部分の手入れを行なわないで < ださ 
し、。シートに対して強すざるため、 
頻繁に手入れをすると表面を損傷す 
るおそれびあります。 

〇レヴーシートは、軽く湿らせた巧 
で表面をなさ、次に乾いた巧でおさ 
取ります。革が濡れないよラに注意 
してください。 

〇 定期的に表面を手入れすることに 
より、シートの品質（美しさと快適 
性）を維持することびでさます。 


プラスチックトリムの清掃 


A 警告 

エアバッグの収納部分には、有機溶 
剤を含むク U —ナーなどを使用しな 
いでください。エアバッグび正常に 
作動しなくなり、けびをするおそれ 
びあります。 

P プラスチックトリムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないでください。プラス 
チックト U ムを損傷するおそれびあ 
ります。 

P プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどが付着しな 
いよラにしてください。表面の劣化 
の原因になります。 

► 水で湿らせた不織布でおさ取ります。 

► 頑固な汚れには専用のク U —ナーを 
使用します。 

表面の色び一時的に変化しますび、 
乾くと元に戻ります。 

ウッドトリムの清掃 


► 水で湿らせた不織布でなさ取ります。 

► 頑固な汚れには専用のク U —ナーを 
使用します。 

Q 有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
き IJ 、 ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドトリムを損傷するお 
それびあります。 
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シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めた石験水を使用して 
なさ取ります。 

D 化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないでください。また、直射日光 
に当てたり、80む1^(上の温度で乾 
燥させないでください。 
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車載品の収納場所 . 

故障/警告メッセージ… 

トラブルの原因と巧応 . 

非常時の解錠/施錠…… 
NECK PRO アクティブ 
へッドレストのリセット 

キーの 電池交換 . 

電球の交換 . 

ワイパーブレードの交換… 

パンクしたとさ . 

バッテリー . 

バッテリーがあがったとさ 

けん引 . 

ヒューズ . 


4950 335795036 
2246 666668999 


尸 
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車載品の収納場所 


事故 • 故障のとさ 


A 警告 

燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気を近付けないよラにを 
意してください。乂災び発生したり、 
爆発するおそれびありまず。 


事故び起きたとき 

すみやかに、(下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の妨げに 
ならない安全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷者びいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととちに、 
負傷者の救護を行なって<ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
ください。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷者 
の有無や負傷状態などを報告して 
ください。 

• 相手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してくださし、。 


路上で故障したとさ 

安全な場所に停車して、非常点滅灯を 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置 < ことび法律で義務付けられて 
います。追突のおそれがあるため、乗 
員は車内に残らず、ただちにち全な場 
所に避難してください。 

車び動かな < なったとさ 

シフトポジションを m にして、同 
柔者や付近の人に救援を求め、安全な 
場所まで車を押して移動してくださ 
い。このときは、車速感応ドア□ック 
によるキーの閉じ込みに注意してくだ 
さい。 

シフトポジションを Effi にでさない 
とさは、乗員を安全な場所に避難させ 
て、続発事故を防いでください。 

Q 踏切内で動けな<なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要するとさは非常 
信号用具を使用してください。 


非常信号用具 _ 

懐中電灯をフ□ントドアポケットに 
備えています。 

〇 新車時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれています。 
使用するとさは紙を取り除いてくだ 
さい。 

〇 懐中電灯が十分な明るさで点灯す 
ることを定期的 I こ点検してくださし、 


■か：？？吟 










車載品の収納場所 


325 


停止表71^板 




救急セットを取り出ず 

► 2つのクリップ①を矢印の方向に約 
90度まわし、カバー②を取り外し 
ます。 


か:田、リ 

《停止表示板の形状び異なる場合びあります。 

停止表示板を組み立てる 

► 停止表示板ケース（^326、327ペー 
ジ）から停止表示板を取り出します。 

►スタンド③を引き出して、停止 
表示板を地面に立てます。 

►反射板②を開いて、先端のフック① 
をかみ合わせます。 



ML 350 4MATIC 

► 救急セット③を取り出します。 

〇 車種や仕様により、救急セットは 
ストラップで固定されている場合び 
あります。 

救急セットを収納ずる 

► 救急セットを元の位置に収納してか 
ら、カバー②を閉じます。 


救急セットはラゲッジルーム左側のル 
物入れに収納されています。 

救急セットの中身が揃っていて、使用 
巧能であることを定期的に点検してく 
ださい。 


■か：？09-吟 
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車載品の収納場所 


車載工具 _ 

車載工具はラゲッジルーム内のラ 
ゲツジフ□アボードの下に収納され 
ています。 


ラゲツジフ□アボードを開< 



► 矢印の部分を押して八ンドル①を起 
こし、ラゲツジフ□アボード②を引 
さ上げます。 


► ラゲッジフ□アボード裏にあるフッ 
ク③をテールゲート開□部上端④に 
かけます。 

P フック③をテールゲート開口部上 
端④にかけたまま、テールゲート 
を閉じないで < ださい。フックや 
テールゲートを損傷するおそれが 
あります。 


ML 350 BlueTEC 4 MATIC 



①けん引フック 
③ヒューズ配置表 

③ タイヤフィット 

④ 電動エアポンプ 
⑥停止表示板ケース 

《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場合びあります。使用ち法び 
ねからないときは、メルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場におたずね < ださい。 


■か：？？吟 


《車種や仕様により、車載工具の配置や内容び異なる場合びあります。 
















車載品の収納場所 


ML 350 4 MA"nC 


ML 63 AMG 



①応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 
③ガイドボルト 

③ けん引フック 

④ 停止表示板ケース 

⑥ ホイールレンチ 
⑧応急用スペアタイヤ 

⑦ スク U ュー 

《応急用スペアタイヤ用ホイールボルトは、 
応急用スペアタイヤ用ホイールに添付さ 
れていたり、応急用スペアタイヤの下に 
収納されていることびあります。 


①トレイ 
③スク U ュー 

③ ガイドボルト 

④ けん引フック 

⑥ 停止表示板ケース 

⑧ ジャッキ八ンドル 

⑦ 電動エアポンプ 

⑨ ホイールレンチ 
⑨応急用スペアタイヤ 

《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場合びあります。使用ち法び 
わからないときは、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね < ださい。 




《車種や仕様により、車載工具の配置や内容び異なる場合びあります。 
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車載品の収納場所 


応急用スペアタイヤ*を取り出ず 

応急用スペアタイヤはラゲツジルーム 
内のラゲツジフ□アボードの下に収納 
されています。 

応急用スペアタイヤの下にち、ジヤツ 
キや輪止めなどが収納されています。 

► ラゲツジフ□アボードを開さます 
(0326 ぺージ）。 

► ML 350 4 MATIC は、スクリュー 
(^327 ページ）を反時計回りにま 
わして取りがします。 

ML 63 AMG は、電動エアポンプ 
とトレイを取り出してから、スク 
U ューを反時計回りにまわして取り 
外します。 

► 応急用スペアタイヤを取り出します。 


► ML 63 AMG は、応急用スペアタ 
イヤの下のカバーを取り出します。 



応急用スペアタイヤを取り出した状態 
(ML 350 4MATIC) 

①ジャッキ 
③輪止め 

③ ヒューズ配置表（英文） 

④ ジャッキ八ンドル 


〇トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出すとさは、必ず保護のため手袋 
を着用して<ださい。素手で作業す 
るとけびをするおそれびあります。 


輪止め 



輪止めは図の順番で組み立てます。 

〇輪止めを使用するときは図④の矢 
印の方向にタイヤびあたるよラにし 
ます。方向に注意してください。 


■か：？？吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常び発 
生すると、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに警告や注意、対応方法など 
が表示されます。 

故障/警告メッセージによっては警 
告音び鳴ることびあります。また、重 
要度の高いメッセージは、赤色で表示 
されます。 

故障/警告メッセージが表示された 
ときは、じ(降の指示に従ってくださし、。 

A 警告 

• メーターパネルや7ルチファンク 
シヨンディスプレイび故障した場 
合は、表示灯/警告なや故障/警 
告メッセージび表示されません。 
車両操縦性などに悪影響をおよぼ 
すよラな故障や異常び発生した場 
合は内容び確認でさないため、た 
だちにメルセデス’ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の 
限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容ち限られていま 
す。故障表示の機能は運転者を支 
援する装置でず。発生した故障や 
異常に対処して車の安全性を維持 
する責任は運転者にありまず。 

• 走行中にステア U ングのスイッチ 
を操作ずるときは、直進時に行なっ 
て < ださい。ステア U ングをまわ 
しなびら操作ずると、事故を起こ 
すおそれびあ0ます。 

• 走行ずる前には必ずイグニッシヨ 
ン位置を2にして、メーターパネ 
ルの表示巧/警告灯び点灯し、マ 
ルチファンクシヨンディスプレイ 
び表示されることを確認してくだ 
さし^。 


• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えたメルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場で 
行なラことをお勧めします。 

特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検整備や修理を 
行なってください。不適切な作業 
を行なラと、事故や故障の原因に 
なります。 

《記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
日月書作成時点のちのです。マルチファン 
クションディスプレイの表記などは、予 
告なく変更-追加されることびありまず。 

故障/警告メッセージを表示させる 

►ステアリングのまたは 
スイッチを押して、マルチファンク 
ションディスプレイに故障表示画面 
を表示させます。 

故障や異常びある場合は、 II ]ショウ 
力'' 3" のよラに故障件数び表示さ 
れます。 

故障や異常がない場合は、故障表示 
画面は表示されません。 

► ^または^を押して、故障 
/警告メッセージを順番に表示させ 
ます。すべて表示されると、故障件 
数画面に戻ります。 


■か：？ C 9 -吟 








故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高いメッセージは消すことび 
でさません。故障や異常の原因び解決 
するまで、故障/警告メッセージが 
繰り返し表示されます。 

一部のメッセージは車両に記憶され、 
手動でメッセージを呼び出すことびで 
さます。 


メッセージはマルチフアンクシヨンス 
テアリングにより消すことがでさます。 

► メッセージび表示されているとさ 
に、ステア U ングのや 
スイッチ、または U セッ 
トボタンを押します。 

《記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
日月書作成時点のをのでず。マルチフアン 
クシヨンディスプレイの表記などは、予 
告なく変更-追加されることびありまず。 


文:字メッセージ 


A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 巨 S 

A 巨 S 卜 ESP シヨのカノウ！ 

にュ乃レヲサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

-時的に ABS と ESP ®、 PRE - SAFE ⑧び作動しない状態 
になっている。システムの自己診断び完了していない可 
能性びある。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しな 
し、そのため、急ブレーキ時などに車輪び□ックするお 
それびある。 

►約 20 km / hl ； l 上の速度で、ステア U ングを操作しな 
びら短い距離をミち意しなびら走行して < ださい。 

メッセージび消えれば、上記の機能は作動でさる状態 
になります。 

メッセージび表示されたままのとさ： 

► ま意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 






















故障/警告メッ 1 


331 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

A 巨 S 

A 巨 S 卜 ESP シヨのカノウ！ 

7ニユアルヲサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 ABS と ESP ®、 PRE - SAFE ® び作動し 
ない状態になっている。 BAS の機能も解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しな 
し、そのため、急ブレーキ時などに車輪び□ックするお 
それびある。 

► ミち意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

A 巨 S 卜 ESP ] ショゥ 

7ニユアルヲサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS と ESP ®、 PRE - SAFE ® び作動しない 
状態になっている。 BAS の機能も解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しな 
し、そのため、急ブレーキ時などに車輪び□ックするお 
それびある。 

► ミち意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

ESP 

ESP シ3ウテ''キ7セン！ 

7ニユアルヲサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

—時的に ESP ® と PRE - SAFE @ び作動しない状態になっ 
ている。システムの自己診断び完了していない可能性び 
ある。 BAS の機能も解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動し 
なし、 

►約 20 km/h 上の速度で、ステア U ングを操作しな 
びら短い距離をま意しなびら走行してください。 

メッセージび消えれば、 ESP ® は再び待機状態になり 
ます。 

メッセージび消えれば、上記の機能は作動でさる状 
態になります。 

メッセージび表示されたままのとさ： 

► ミ主意して走行して < ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


■か：？ C 9 -吟 





















ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ESP 

ESP ショウデ、キマセン！ 

7ニュ乃レヲサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 ESP ® と BAS 、 PRE - SAFE ® び作動し 
ない状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動し 
なし、 

► ミ主意して走行してくださし、 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

走行中にメッセージび表示され、メーターパネルの1 A 1 
び点滅しているとさは、ブレーキの過熱を防ぐため ETS 
の機能び解除されている。 

► メッセージび消え、メーターパネルの m び消丹す 
るまで、ブレーキを冷やしてください。 

ETS は自動的に待機状態になります。 

ESP 

ESP ] ショウ 

にュ乃レヲサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ® と BAS 、 PRE - SAFE ® び作動しない 
状態になっている。 

メーターパネルの m び点灯している。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動し 
ない。 

► ミち意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

ホシ''ョ A " ッテリ- 

] ショウ 

オートマチックトランスミッション用の補助バッテ U — 

び充電されていない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

P レンゾ 、 A 

テイシグノミ 

走行中にシフトポジションを [E にしよラとした。 

► 周囲の交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停 
車してください。 

► シフトポジションを [E にしてください。 

セレクタが 

ソウ]ウイチ 

シフトポジションび EN ] のとさに運転席ドアを開いた。 

► シフトポジションを [E にしてください。 

►パーキングブレーキを確実に効かせて<ださい。 


■ジ 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

キ。衍エンゾ、 

セス''二 

] ウシ''ョウ 7" 了ンケン 

故障のため、シフトポジションを変更でさない。 

シフトポジションび EE のとさ： 

► シフトポジションを EE から動かさないよラにして、 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行してく 
ださい。 

シフトポジションび [ E . [ W\s [ E のいずれかのとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

P 巧 A N 二 

シ外シテスタ-卜！ 

シフトポジションび EE か [ E のときにエンジンを始 
動しようとしてし''る。 

► シフトポジションを EE か EE にしてください。 

P レンシ''カラ 

シ外 

アレ-巧7ンテ''クタ''サイ 

ブレーキペダルを踏まない状態で、シフトポジションを 
FFI から他のシフトポジションにしよラとした。 

► ブレーキペダルを踏んでください。 

了 レセ-7 

] ショゥ 

7ニユアルヲサンショウ 

A けびのおそれびありまず 

PRE - SAFE ® び故障している。 

エアバッグなど他の乗員保護装置の機能は確保されて 
いる。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

タイヤクウキアツ 

夕仆ヲテンい！ 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの空気漏れを検 
知した。 

►周囲の交通状況にま意しなびら、急八ンドルや急ブ 
レーキを避けて停車してください。 

►タイヤを点検し、必要であれば該当するタイヤを交換 
してください0370ぺージ）。 

►タイヤ空気圧を点検し、必要であればタイヤ空気圧を 
適正にしてください。 

►適正なタイヤ空気圧に調整した後に、タイヤ空気圧警 
告システムを再起動してください（1>292ページ）。 




故障/警告メッ • 





























ディスプレイ 表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

夕仆ヲテンケン 

ソノ]、、夕仆クウキアツ 

ケイ]クシステムサイシドウ 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれ、その後に 
再始動び行なわれていない。 

► すべてのタイヤを適正な空気圧に調整してください。 

►タイヤ空気圧警告システムを再起動してください 
0292ぺージ）。 

夕仆クウキアツ 

ケイ]クシステム ] ショウ 

タイヤ空気圧警告システムに異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

クル-ス ''] ン阳-ル 
才 3 ヒ- 

スピ-ドリミッタ- 

] ショウ 

クルーズコント□ールおよび可変スピードリミッターに 
異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

クル-ス" 

IP ノ阳-ル 

—— km/h 

クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。 

► 設定可能な状況であれば、約 30 km/h 上の速度で 
走行し、クルーズコント□ールを設定してください。 

► クルーズコント□ールの作動条件を確認してください。 


■ジ 
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故障/警告メッ • 



イラストメッセージ 


A 事故や警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 




を 


テールゲートび完全に閉じていない状態で走行している。 
► テールゲートを閉じてください。 


A 事故のおそれびありまず 

盗難防止警報システム装備車： 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行している。 

► 周囲の交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停 
車してください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ボンネットを閉じて<ださい。 


ドアび完全に開じていない状態で走行している。 
► ドアを閉じて < ださい。 


じ TF の原因によりバッテ U —び充電されていない。 

• オルタ ネーターの 故障 
• V ベルトの損傷 
•電気システムの故障 

►周囲の交通状況にま意しなびら安全に停車して、エン 
ジンを停止してください。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してくだい。 

V ベルトび切れているとを： 

〇走行を続けないで<ださい。オーバーヒートするおそ 
れびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、 

V ベルトび損傷していないとを： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 


■か：？ C 9 -吟 



































ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 


M 


A " ッテリ-/オルタネ-夕 

テイシャシテクタ''サイ！ 

バッテリーに異常びある。 

► 周囲の交通状況にを意しなびら、すみやかに安全に停 
車して<ださい。状況を問わず、走行しないで<ださい。 
►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 



• n . 


アレ-キ A ° ッド7モウ 

EBV , ABS , ESP 

] ショウ 

にュ乃レヲサンショウ 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 



(©) 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため 、 EBD ( EBV )、 ABS 、 BAS 、 ESP ®、 PRE ¬ 
SAFE ® び作動しない状態になっている。アダプティブ 
ブレーキランプの機能も解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しな 
し、そのため、急ブレーキ時などに車輪び□ックするお 
それびある。 

► ま意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 



(©) 


了'レ-キオイル 

レ/ V 'ルテンケン 

A 事故のおそれびありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。さらに 
メーターパネルの m び点灯し、警告音ち鳴った。 

►周囲の交通状況にま意しなびら、すみやかに安全に 
停車してください。状況を問わず、走行しないでく 
ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

►ブレーキ液を補給しないで<ださい。ブレーキ液を 
補給しても問題は解消しません。 



(®) 


パ° - キンク''アレ-キ 

カイシ''ョシテクタ''サイ！ 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除してください。 



SRS 


SRS システム 

] ウシ''ョウテ'' テンケン 

A けびのおそれびあ 0 まず 

乗員保護装置び故障している。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 












































ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 




レ/ V ' ルチョウセイ ショウつ力 

] ンァレッサレイ軒ク 

才乃クダ、サイ 

i:rF のとさには車高の調整びでさない。 

•設定しよラとしている車高レベルに巧して、走行速度 
び高すざる 

• けん引車両びある 

• けん引装置を使用している 

►速度を落としてから、車高を調整してください。 





車高レベルを頻繁に変更したため、車高を上げよラとし 
たとさにエアポンプを;令却する必要び生じた。 

► 車高レベルに合わせて走行してください。 

►路面との間に十分な空間び確保されていることを確 
認してください。 

► エアポンプび冷却されるまで待ってください。 

エアポンプび;令却されるとメッセージび消え、選択 
した車高レベルに設定されます。 





] ショウ 

車高調整装置*び故障している。 

►車高レベルに合わせて走行してください。ただし約 
80 km / h を超えないようにしてください。 

►路面との間に十分な空間び確保されていることを確認 
して < ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 





シ '' ョウショウチュウ 

max .20 km/h 

車高びオフ□ードレべル3に設定されよラとしている。 

ディスプレイにはオフ□ー ドレべル3での許容最高速度 
び表示されている。 

►約 20 km/h 下の速度で走行してください。 



max .20 km/h 

車高びオフ□ードレべル3に設定されている。ディスプ 
レイにはオフ□ー ドレべル3での許容最高速度び表示さ 
れている。 

►約 20 km / h 1；1下の速度で走行してください。 




故障/警告メッ • 





オプションや仕様により、異なる装備です。 



































ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 


6^] 力]ウチュウ 

max .20 km/h 


M 


M 


M 


ソクド20 km / h イカニ 
グ、ンソク 


テ''兀ツクシステム ] ショウ 
] ウシ'' ヨウテ'' テンケン 


デ、兀ックシステムカネツ 
ス]シオ巧クタ''サイ 


テイシャ 

A °- キンク'' アレ-キソウサ 


車高びオフ□ー ドレべル3からオフ□ー ドレべル2に 
設定されよラとしている。ディスプレイにはオフ□ード 
レベル3での許容最高速度び表示されている。 

►車高びオフ□ー ドレべル2に設定されるまで約 
20 km / h 1；1下の速度で走行してください。 


A 事故のおそれびありまず 

選択したオフ□ー ドレべルの許容最高速度を超えた速度 
で走行している。 

► 変化した八ンド U ング特性に合わせて走行してくだ 
さい。 

►急激および大さなステア U ング操作をしないでくだ 
さし、。 

► 操縦性の違いにを意して走行してください。 

►車高びオフ□ー ドレべル2に設定されるまで約 
20 km/h 1：1下の速度で走行してください。 


デイファレンシャル□ツクシステム*び故障している。 
►約 80 km / h を超えないように走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


デイファレンシャル□ックシステム*び過熱しているた 
め、デイファレンシャル□ックび解除されている。 

► ミ主意して走行してくださし、 

►デイファレンシャル □ ックシステムび冷却されるまで 
待ってください。 

デイファレンシャル□ックシステムび冷却されると 
メッセージび消え、デイファレンシャルび□ックされ 
ます。 


□ーレンジ*/ ノーマルレンジの切り替えび完了してい 
なし、 

トランスファーびニュートラルになっていて、エンジン 
と駆動輪びつなびっていない。 

► 周囲の交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停 
車してください。 

►パーキングブレーキを確実に効かせて<ださい。状況 
を問わず走行を続けないで<ださい。 

► 再度□ーレンジ/ ノーマルレンジの切り替え操作を 
行なってください。 


■か：？？吟 


※デイファレンシャル□ック、□ーレンジモードは、日本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


浸 




] ウシ''ヨウテ'' テンケン 
テイシャシ' ' P アレ-キソ州 


max .40 km/h 
デ、ソウ]ウ 


max .70 km/h 
デ、 ソウ]ウ 


タングカン N 二 
シ外シテクタ''サイ 

シフトド州キャンセル 
サイキドウシテクタ''サイ 

] ショウ 


レイ軒クスイテイシャシテ、 
I ンシ''ンヲテイシ！ 


トランスファ- 


び故障している。 


•約 80 km / h を超えないように走行してください。 

-駐車するとさは、パーキングブレーキを確実に効かせ 
て < ださい。 

-メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


走行速度び約 40 km / h を超えているため、ノーマルレ 
ンジから□ーレンジ* *への切り替え操作びでさない。 
►約 40 km / h 1；|下の速度で操作してください。 

トランスファーの切り替え操作び可能になります。 


走行速度び約 70 km / h を超えているため、□ーレンジ^ 
からノーマルレンジへの切り替え操作びでさない。 

►約 70 km/h の速度で操作してください。 

トランスファーの切り替え操作び可能になります。 


トランスファー*の切り替え操作をするために速度を落 
としたび、シフ S ポジションび n のになっていない。 

►短時間シフトポジションを m にしてください。 


□ーレンジ*/ ノーマルレンジの切り替えび中斷された。 
► 再度切り替え操作を行なってください。 


故障のため、 DSR の機能び解除されている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で DSR の点検 
を受けてください。 


;令却水の温度び高すざる。 

►周囲の交通状況にま意しなびら安全に停車して、ェン 
ジンを停止してください。 

►雪やほこり、または氷などで、ラジェターへの送風び 
遮られていないことを確認してください。 
►メッセージび消えてからェンジンを始動してください。 
メッセージび消えるまで待たないと、ェンジンを損傷 
するおそれびあります。 

► 冷却水温度にミ主意してください。 

► 冷却水温度び再び上昇する場合は、ただちにメルセデ 
ス • ベンツ指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？ C 9 -吟 


※□ーレンジモードは、曰本仕様には装備されません。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 















































ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 


: 






レイキヤクスイテイシャシテ 、 
I ンシ''ンヲテイシ！ 


レイ軒クスイホシ''ユウ 


V ベルトび切れている可能性びある。 

►周囲の交通状況にま意しなびら安全に停車して、エン 
ジンを停止してください。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトび切れているとを 

〇走行を続けないで<ださい。オーバーヒートするお 
それびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

V ベルトび損傷していないとを 

► メッセージび消えてからエンジンを始動して<ださい。 
メッセージび消えるまで待たないと、エンジンを損傷 
するおそれびあ0ます。 

► 冷却水温度にミ主意してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


ラジェターの;令却ファンに異常びある。 

►冷却水温度び約 izcrciu 下のとさは、最寄りのメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行することび 
でさます。 

►このとさは、山道での走行などでェンジンに大さな 
負荷をかけたり、発進/停止を繰り返さないでくだ 
さし、。 


;令却水量び不足している。 

► 冷却水補給時のま意事項を読んでから、；令却水を補給 
してください0283ぺージ）。 

► 通常より頻繁に冷却水を補給している場合は、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で冷却システムの点検 
を受けてください。 
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ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


©! 


舉 


ク 


A ° ワステ ] ショウ 
] ウシ''ヨウテ'' 

テンケン 


ヒタ"リ日-ピ-ム 1) 


トトラ仆 
] ショウ 


ランアヲ 
ケシテクタ。サイ！ 


I アク IJ - ナ 
] ウカン 


た-1ル7ィルタ 
セイソウ 


A 事故のおそれびありまず 

パワーステア U ングび機能しない。ステア U ング操作に 
非常に大さな力び必要になる。 

► 大さな力でステア U ングび操作でさるか確認してく 
ださい。 

ま全にステアリング操作びできるとき： 

►ミち意しなびらメルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
まで走行してくださし、 

安全にステアリング操作びできないとき： 

►走行を続けないでください。最寄りのメルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場に連絡してください。 


左へッドランプ（□ービーム）び切れている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で電球を交換し 
て < ださい。 


ランプセンサーび故障している。下向さのヘッドラン 
プび点灯する。 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの各種設定で、ラ 
ンプを手動点丹に切り替えてください(>160ペー 
ジ)。 

► ランプスイッチでランプを点丹/消灯してください。 
► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


ランプスイッチを區をの位置にしたままキーを抜いて 
運転席ドアを開くか、キーレスコ'ースイッチ*でイグ 
ニッシヨン位置を 0 にして運転席ドアを開いた。警告 
音ち鳴った。 

► ランプスイッチを G のの位置にしてください。 


ディーゼルエンジン車： 

エアフィルターの交換時期になっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


ディーゼルエンジン車： 

燃料フィルターに水びたまっている。燃料フィルターか 
ら水を取り除<必要びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


1) 他のランプび切れたとさは、この例！;!外のメッセージび表示されます。 
車外ランプのいずれかに異常び発生すると、その箇所び表示されます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？09-吟 




























ディスプレイ 表示 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 




わゥュノサイニ 

オイルレへ。ルテンい 

エンジンオイル量び限界まで減っている。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

►必要であれば、エンジンオイルを補給してください 
(>281ページ）。 

►通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合 
は、エンジンからオイルび漏れていないか点検して 
<ださい。 





わゥュノサイニ 

1リツタ-オイルヲツイカ！ 

エンジンオイル量び不足している。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

►必要であれば、エンジンオイルを補給してください 
(>281ページ）。 

►通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合 
は、エンジンからオイルび漏れていないか点検して 
<ださい。 





キ-が 

チカ''パス 

エンジンスイッチに違ラ車両のキーを差し込んでいる。 

► 正しいキーを使用してください。 





キ-ヲ 

] ウカンシテクタ''サイ 

キーび機能しなくなっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 





キ-ノ A " ツテリヲ 

] ウカン 

キーの電池び消耗している。 

► キーの電池を交換してください。 



■ジ 
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ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 




キーヲ 

いチデ、巧セン 

(赤色で表示） 

キーレスゴー装備車： 

エンジンびかかっているとさに、このメッセージび表示 
されたとさは、システムび車内にキーびないと判断して 
いる。 

この状態でエンジンを停止すると、エンジンを再始動す 
ることも、施錠することわできなくなる。 

► 周囲の交通状況にま意しなびら、すみやかに安全に停 
車してください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►キーを探してください。 



キーレスゴー装備車： 

エンジンびかかっていて、キーび車内にあるとさにこの 
メッセージび表示されたとさは、電磁波などの影響によ 
り、システムびキーを認識でさない。 

►周囲の交通状況にま意しなびら、すみやかに安全に 
停車してください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込ん 
で < ださい。 




キーヲ 

いチデ、キマセン 

(白色で表示） 

キーレスゴー装備車： 

システムびキーを認識でさない。 

► 車内に置いてあるキーの位置を変えてください。 

それでもキーびシステムに認識されないとさ： 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なっ 
て < ださい。 





キ-力'' 

シャナイこアリの！ 

キーレスゴー装備車： 

キーレスゴー操作で施錠するとさに、システムび車内に 
キーびあると判断している。 

► キーを車がに取り出してください。 





スタ-トホ''タンヲパス''シ 

キ-ヲサシ]ンテ''クタ''サイ 

キーレスゴー装備車： 

キーび認識されない状態び続いている。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なっ 
て < ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 






燃料残量びほとんどない。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 



か 


ネンリョウリヴ、、-ァ 

わたシテクタ''サイ 

燃料残量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 



か 

AJ 

G 

I 

1^5 





































ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

を 

ウォッシャ I キ 

ホシ''ユウ 

ウォッシャー液量び U ヴーブタンクの約1/3まで減っ 
ている。 

► ウォッシャー液を補給してください0286ぺージ）。 


極 

テンカザ'イヲカクニン 

にユ乃レヲサンショウ 

AdBlue ® の残量び、補充しなければならない量！; TF にま 

で減った。 

►すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
AdBlue ® を補充してください。 

極 

ノ]リノシドウカイスウ ：XX 

AdBlue ® の残量び、最低レベルにまで減った。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
AdBlue ® を補充してください。 


O マルチフアンクシヨンディスプレイに"ノ]リノシドウカイスウ： XX "と表示されたと 
さは、表示されている回数まではエンジンを始動することができますが、その 
後わ AdBlue ® を補充しなかったときは、エンジンを始動することびできなくな 
ります。このときはメルセデス*ベンツ指定ヴービスエ場に連絡して AdBlue ® 
を補充してください。 AdBlue ® び補充されれば、再びエンジンを始動できるよ 
ラになります。 
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トラブ J レの原因とタオ応 


A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


スイツチやボタンの表示'灯/警告'灯 


トラブル 


シートヒータースイッチの表 
示灯び点滅している。シート 
ヒーターび自動的に停止した。 


エアコンデイシヨナーの AC ス 
イッチを押しても、表示丹び 
点灯しなかったり、点滅する。 

除湿/ ;令房された空気び送風 
されない。 


U アデフォッガースイッチの 
表示灯び点滅している。 

U アデフォッガーび短時間で 
停止する。または作動しない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

多くの電気装備び使用されているために電圧び低下している。 

► U アデフォッガーやルームランプなど、必要のない電気装備を 
停止してください。 

電圧び回復すると、シートヒーターは自動的に作動を開始し 
ます。 

故障のため、除湿/;令房機能び解除されている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


多くの電気装備び使用されているために電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してください。 

電圧び回復すると、 U アデフォッガーは自動的に作動を開始し 
ます。 


■か：？ C 9 -吟 
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トラブルの原因とタオ応 


メーターパネルの表示'灯/警告'灯 


トラブル 


(©) 


エンジンびかかつ 
ているとさに赤色 
のブレーキ警告灯 
び点灯し、警告音 
ち鳴った。 


(©) 


エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
の ABS 警告灯び点 
灯する。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

A 事故のおそれびありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

► 周囲の交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停車して< 
ださい。状況を問わず走行しないで<ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

►マルチフアンクションディスプレイの故障/警告メッセージ 
0336ページ）に従ってください。 

ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給しても問 
題は解消しません。 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS の機能び解除されている。巨 AS と ESP ®、 E 巨 D 、 
PRE - SAFE ⑩なども一時的に作動しない状態になっている。 
ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのた 
め、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 
►マルチフアンクションディスプレイの故障/警告メッセージに 
従ってください。 

► を意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 
ABS のコント□-ルユニットび故障しているときは、ナビゲーショ 
ンシステムまたはオートマチックトランスミッションび作動しな 
い可能性びある。 

A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 ABS の機能び解除されている。 

ESP ®、 目 AS 、 PRE - SAFE ® の機能も解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのた 
め、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 

► U アデフォッガーやルームランプなど、必要のない電気装備を 
停止してください。 

電圧び回復すると、すみやかに ABS は作動できる状態になります。 
警告灯び点丹しつづけるとさ： 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場でバッテ U —とオルタネー 
ターの点検を受けてください。 

システムの自己診断び完了していない。 

►約 20 km / h 1；!上の速度で、ステア U ングを操作しなびら短い距 
離をを意しなびら走斤してください。 


■か：？？吟 
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トラブル 


(©) 


エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
の ABS 警告灯び 
点灯し、警告音ち 
鳴った 0 


么 


走行中に黄色の 
ESP ® / ETS 表示 
灯び点滅する。 


瓦 


エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
の ESP ⑧/ ETS 表 
示灯び点灯する。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

EBD (こ異常わくちる。 ABS 、 目 AS 、 ESP ®、 PRE - SAFE ®、 ヒ J レスター 
トアシストち作動しない状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのた 
め、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージに 
従ってください。 

► ミ主意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤびグ U ップを失いかけているか車び横滑りをしているため、 
ESP ⑧またはトラクシヨンコント□-ルび作動している。 

クルーズコント□ールび解除される。 

► 発進するとさは、アクセルペダルを必要！;!上に踏み込まないで 
<ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP ® の機能を解除しないでください（雪道などでの走行を除 

<)。 

かな<とわ1つ!;!上の車輪び空転しているび、ブレーキの過熱を 
防ぐため ETS の機能び解除されている。 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージに 
従ってください。 

ブレーキび冷えれば、 ETS は自動的に待機状態になります。 
メッセージび消え、 m び消!打します。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP ® の機能び解除されている。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、車両操縦性や走行 
安定性を確保することびでさない。 

► ESP ® を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

ESP ® を待機状態にでさないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で ESP ® の点検を受けて 
<ださい。 


■か：？ C 9 -吟 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 


么 


(©) 


SRS 


iGa 


エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
の ESP ® / ETS 表 
示灯び点丹する。 


走行中に赤色のブ 
レーキ警告灯び点 
灯し、警告音ち 
鳴った 0 


エンジンびかかつ 
ているとさに赤色 
の SRS 警告灯び 
点灯する。 


エンジンの始動 
操作を行なラ 
と、黄色のエン 
ジン警告灯び点 
灯する。 


| l=Tn エンジンびかかつ 

一 ているとさに黄色 

のエンジン警告灯 
び点丹する。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれびあります 

故障のため、 ESP ® び作動しない状態になっている。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、車両操縦性や走行 
ま定性を確保することびでさない。 

► マルチファンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージ 
0331、332ぺージ）に従ってください。 

► を意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

警告阿び消灯し、警告音ち鳴り止みます。 

A けびのおそれびあ0まず 

乗員保護装置に異常びある。エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび不意に作動したり、事故のとさに作動しない可能性びある。 
► 注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

ディーゼルエンジン車： 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料の補給後、エンジン始動操作を3〜4回繰り返してくだ 
さい。 

エマージェンシーモードび解除されます。車の点検を受ける必 
要はありません 

1；1下に異常びある可能性びある。 

•エンジン制御システム 
•燃料噴射システム 

•イグニッシヨンシステム（ガソ U ンエンジン車） 

•排気システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェ 
ンシーモードになっている可能性びある。 

►すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


■か：？？吟 
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トラブル 


4 


4 


フ□ントドアを開 
じてエンジンを始 
動すると、赤色の 
シートベルト警告 
灯び点灯する。 


赤色のシートベル 
卜警告灯び点滅し、 
警告音わ鳴った。 


エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
の燃料残量警告灯 
び点灯する。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

A けびのおそれびありまず 

前席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯び消灯します。 

A けびのおそれびありまず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートの上に置いてある荷物を、別の場所に確実に固定 
して < ださい。 

シートベルト警告阿び消灯します。 

A けびのおそれびありまず 

前席の乗員びシートベルトを着用していない状態で走行し、速度 
び約 25 km/h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告丹び消灯し、警告音も鳴り止みます。 

A けびのおそれびありまず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約 25 km / 
h を超えた。 

► 安全な場所に停車してから、助手席シートの上に置いてある荷 
物を、別の場所に確実に固定してください。 

シートベルト警告丹び消灯し、警告音も鳴り止みます。 

燃料の残量び少なくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


■か：？ C 9 -吟 
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トラブルの原因とタオ応 


警告音 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

盗難防止警報び作動した。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとさに、運転席ドアをエマー 
ジェンシーキーで解錠して開いた。 

盗難防止警報システムび待機状態のとさに、車内のレバーを引い 
てドアまたはテールゲートを開いたか、ボンネットの□ックを解 
除した。 

►キーの解錠ボタンまたは施錠ボタンを押してください。 

または 

►エンジンスイッチにキーを差し込んでください。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクシヨンディスプレイに故障/警告メッセージび表 
示されている。 

► 故障/警告メッセージをご覽ください(>330ページ〜）。 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

ランプスイッチび昼国の位置のとさにエンジンスイッチからキー 
を抜さ、運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを E の位置にしてください。 

イグニッシヨン位置を 2 にす 

A けびのおそれびあ0ます 

るかエンジンを始動すると、 
警告音び約6秒間鳴る。 

運転席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 

速度び約 25 km/h 上になっ 

A けびのおそれびあ0まず 

たとさに警告音び鳴る。 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 



















トラブルの原因とタオ応 


事故のとさ 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

A 乂災のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷している。漏れた燃 
料に引乂したり、爆発するおそれびある。 

► ただちにエンジンを停止してください。 

► エンジンスイッチからキーを抜いてください。 

状況を問わず、エンジンを始動しないでください。漏れた燃料 
に引乂したり、爆発するおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料び漏れている。 

損傷の程度びわからない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► 通常通りエンジンを始動してください。 

損傷箇所び見当たらない。 

運転席と助手席のへッドレス 
卜び前方に動いた。 

後ちからの追突などの事故により 、 NECK PRO アクティブヘッド 
レストび作動した。 

► NECK PRO アクティブへッドレストを U セットしてください 
0363ぺージ）。 
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トラブルの原因とタオ応 


燃料と燃料タンク 


トラブル 


燃料び漏れている。 


燃料給油フラップび開かない 


ディーゼルエンジン車： 

燃料切れになり、燃料を補給 
してちエンジンび始動しない。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

A 爆発や乂災のおそれびありまず 

燃料給油システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにエンジンを停止して、エンジンスイッチからキーを抜 
いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください(>360 
ページ)。 

►テールゲートを開いてください(>361ページ）。 

► 燃料給油フラップの□ックを手動で解錠してください(>362 
ページ)。 

燃料給油フラップは解錠されているび、開閉機構に異常びある。 

► 燃料給油フラップの □ ックを手動で解除してください(>362 
ページ)。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料供給システムに空気び入っているため、エア抜さをする必要 
びある。 

► 燃料をかなくとわ5 C 1；!上給油してください。 

► イグニッシヨン位置を2にして約10秒間待ちます。 
►エンジンびスムーズに作動するよラになるまで、最大約10秒 
間エンジンの始動操作を行ないます。 

エンジンび始動しないとさ： 

►再度イグニッシヨン位置を2にして約10秒間待ちます。 
►エンジンびスムーズに作動するようになるまで、再度最大約 
10秒間エンジンの始動操作を行ないます。 

始動操作を3回行なってをエンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


■か：？？吟 
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エンジン 


トラブル 


エンジンび始動しない。 

イグニッシヨン位置を 3 にす 
ると スターターモーターの 音 
びする。 


エンジンび始動しない。 

イグニッシヨン位置を 3 にす 
ると スターターモーターの 音 
びする。 

燃料残量警告灯び点丹してい 
て、燃料計の指針び0を示し 
てし)る。 


エンジンび始動しない。 

イグニッシヨン位置を 3 にし 
てち スターターモーターの 音び 
しない。 


ガソ U ンエンジン車： 
エンジンの回転び滑らかで 
なく、ミスファイアも起きて 
し''る。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

• エンジンの電気システムに異常びある可能性びある。 

• 燃料供給に異常びある可能性びある。 

► エンジンを再始動する前に、イグニッション位置を 0 に戻して 
<ださい。 

►再度、始動操作を行なってください （01 25ページ）。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バッテリー 
びあびるおそれびあります。 

何度始動を試みてもエンジンび始動しないとき： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料を給油してください。 


バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテリー 
の電圧び低くなっている 

► 他車のバッテ U —を電源として始動してください(>390ペー 
ジ)。 

エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷により、 スターターモーターび 過熱している。 

► スターターモーターび;令えるまで、約2分間待ってください。 
►再度、始動操作をしてください。 

エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常び 
ある。 

► アクセルペダルを踏みすざないでください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

触媒を損傷するおそれびあります。 


■か：？ C 9 -吟 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 


冷却水温度び約1 20°C を超えて 
いる。 

警告音ち鳴った。 


エンジンび停止しない。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

U ヴーブタンクの;令却水量び不足している。 

冷却水の温度び高すざて、エンジンび;令却されていない。 

► すみやかに停車して、エンジンと;令却水を;令やしてください。 

► エンジンと;令却水び;令えてから;令却水量を点検し、必要であれ 
ば冷却水を補給してください0283ページ）。 

;令却水量び正常なとさは、エンジンファンび故障している可能性び 
ある。 

冷却水の温度び高すざて、エンジンび;令却されていない。 

►冷却水温度び約 i2crciu 下のときは、最寄りのメルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場まで走行を続けることびでさます。 

► このとさは、山道での走行などでエンジンに大さな負担をかけ 
たり、発進と停止を繰り返すよラな運転は避けてください。 

エンジンスイッチに異常びある。 

► エンジンルーム内にあるヒューズボックスを開さます。 

► エンジンルーム内ヒューズボックスの120番のヒューズを抜さ 
ます0398ページ）。 

エンジンび停止します。 

エンジンを再始動するとさ： 

► ヒューズを交換してください。 


■か：？？吟 










トラブルの原因とタオ応 


355 


オートマチックトランスミッション 


トラブル 


トランスミッションび正しく変 
速しない。 


加速性能び悪化している。 

トランスミッションび変速し 
ない。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッ 
ションの点検を受けてください。 

トランス三ッションびエマージェンシーモードになっている。 

2速ギアか U ノくースギアで走行でさる場合びあります。 

►停車してください。 

► イグニッション位置を0にしてください。 

► 10秒上待ってから、エンジンを再始動します。 

► シフトポジションを EE にします。 

2速ギアになります。 

または 

► シフトポジションを [ E にします。 

U バースギアになります。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランス三ッ 
シヨンの点検を受けてください。 


か 

AJ 

G 

I 




パークト□ニック 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パークト□ニックの赤色イン 
ジケーターだけび点灯して約 
2秒間警告音び鳴った。 

約20秒後にパークト□ニック 
び解除され、パークト□ニッ 
クオフスイッチの表示灯び点 
灯した。 

パークト□ニックに異常びあり、機能び停止している。 

► トラブルび続くよラであれば、メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場でパークト□ニックの点検を受けてください。 

パークト□ニックの赤色イン 
ジケーターだけび点灯し、約 
20秒後にパークト□ニックび 
解除された。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物などびある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください（|>319ページ）。 

►再度、イグニッシヨン位置を 2 にしてください。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能び停止している。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください 
([>207ぺージ）。 
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トラブルの原因とタオ応 


へツ ドランプ 



考え5れる原因および症が/ ► 対応 

夕 i 気の湿度び高くなっている。 

►へッドランプを点灯して走行してください。 

しばらく走行すると、へッドランプの内側の曇りは取れます。 

へッドランプユニットび密閉されていないため、水分び浸入して 
いる。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でへッドランプの点検を 
受けてください。 


ワイ パー 


トラブル 


ワイパーび正し < 作動しない。 


ワイパーび作動しない。 


ウインドウウォッシャー液び 
フ□ントウインドウの中央に 
噴射されない。 


考え5れる原因および症げ/ ► 対応 

葉や雪など、ウインドウに障害になる物び付着している。 

ワイパーモーターの作動び停止している。 

►安全のため、エンジンスイッチからキーを抜くか、イグニッショ 
ン位置を0にしてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

A 事故のおそれびありまず 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選択してく 
ださい（[>115、117ページ）。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でワイパーの点検を受けて 
<ださい。 

ウインドウウォッシャー液の噴射ノズレの角度び適切でない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で噴射ノズルの角度を調 
整してください。 


■か：？？吟 
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ウインドウ 


トラブル 


ドアウインドウを閉じること 
びでさない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ウインドウとドアフレームの間に障害になる物び挟まっている。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 

ドア内部のガイドレールなどに障害になる物びあり、ドアウイン 
ドウの上昇を妨げている。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 


原因び分からない場合 

ドアウインドウび閉じるまで、 
ます。 


ドアウインドウスイッチを引さ 




巧一 




トラブル 


ドア三ラーび無理に前ち/後 
方に曲げられた。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

► ドアミラー格納/展開スイッチ （097 ページ）を、ギアび陋み 
合ラ音び聞こえるまで押します。 

ドアミラーび再び固定され、ドアミラーび通常通り調整でさる 
よラになります。 


■か：？09-吟 
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トラブルの原因とタオ応 


キ- 


トラブル 


U モコン操作で解錠/施錠で 
さない。 


キーレスコ'一操作*で解錠/ 
施錠でさない。 


キーを紛失した。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離 
から再度 U モコン操作で解錠/施錠してください。 

U モコン操作びでさないとさ： 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください(>363 
ページ)。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください。 

キーび故障している。 

►非常時の解錠/施錠（:[>360ページ）に記載されている方法で 
車両を施錠するか、エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠 
して < ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてく 
ださい。 

長い時間キーレスゴーで解錠しなかったため、キーレスゴーの 

機能び停止している。 

► ドア八ンドルを2回引いて、キーをエンジンスイッチに差し 
込んでください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離 
から U モコン操作で解錠/施錠してください。 

キーレスゴーに異常びある。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離 
から U モコン操作で解錠/施錠してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けて 
<ださい。 

上記の操作びでさないとさ： 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください(>363 
ページ)。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無効 
にして < ださい。 

新しいキーの入手については、メルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 
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トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

エマージ卫ンシーキーを紛失 
した。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 

キーによるエンジン始動びで 
さない。 

バッテ U —の電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してから、再度エンジンスイッチをまわしてください。 

それでちエンジンび始動しないとさ： 

►バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

または 

► 他車のバッテ U —を電源として始動してください(>390ペー 
ジ)。 

または 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

キーび車内にある状態で、イ 
ンストルメントパネルのキー 
レスゴースイッチ*を押して 
わ、エンジンび始動しない。 

ドアび開いているため、キーび認識されにくくなっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで、始動操作を行なってく 
ださい。 


車を使用しないとき 

トラブル 

エンジンを始動しない期間び 
約4週間じ(上におよぶとさ。 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

バッテ U —び完全にあびると、バッテ U —び損傷する可能性びある。 

►バッテ U —からケーブ>1レを外してください。 

〇バッ テ U —の点検はメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なって < ださい。 

エンジンを始動しない期間び 
約6週間じ(上におよぶとさ。 

車を長期間にわたって使用しないと、不具合び発生する可能性び 
あな。 

►対応について、メルセデス-ベンツ指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？09-吟 
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非常時の解錠/施錠 


非常時の解錠/施錠 


エマージェンシーキー 

U モコン操作やキーレスゴー操作*で 
車両を解錠でさないとさは、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアを解錠で 
さます。 

盗難防止警報システム装備車では、車 
を施錠した後にエマージェンシーキー 
で運転席ドアを解錠して開いたり、 
テールゲート裏側のレバーでテール 
ゲートを解錠して開くと （^361 ペー 
ジ)、盗難防止警報び作動します。 

(下のいずれかの操作をすると、警報 
び停止します。 

• キーの解錠ボタンか施錠ボタンを 
押す 

• キーをエンジンスイッチに差し込む 

• キーび車室内のキーレスゴーアンテ 
ナの検知範囲071ページ）にあ 
るとさは、キーレスゴースイッチを 
押す（キーレスゴー装備車） 

• キーび左ち側のキーレスゴーアン 
テナの検知範囲071ページ）に 
あるとさは、ドア八ンドルに触れる 
か、テールゲートの八ンドルを引く 
(キーレスゴー装備車） 

• キーびテールゲート側のキーレス 
ゴーアンテナの検知範囲071ペー 
ジ）にあるとさは、テールゲートの 
八ンドルを引く（キーレスゴー装備 
車） 

燃料給油フラップを解錠ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
ます。 


キーからエマージェンシーキーを 取り 
外ず 



_が口 JO ■ユ占の■リ_ 

►ストッパー①を矢印のち向に押しな 
びら、エマージェンシーキー②を 
キーから引さ抜さます。 



左八ンドル車 

リモコン操作やキーレスゴー操作*で 
車両を解錠でさないとさは、(下の操 
作を行なってくださし、 

► エマージェンシーキーを運転席ドア 
のドア八ンドルのキーシリンダーに 
差し込みます。 

► エマージェンシーキーを解錠の位置 
①にまわします。 


■か：？？吟 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 ち八ンドル車は時計回りに、左 
八ンドル車は反時計回りにまわし 
ます。 

► ドア八ンドルをいっぱいまで引さ 
ます。 

運転席ドアの□ックノブび上びり、 
運転席ドアが解錠されます。 

► エマージェンシーキーを元の位置に 
まわして、キーシ U ンタ'一から抜さ 
ます。 

► 再度ドア八ンドルを引きます。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 

H エマージェンシーキーで運転席ド 
アを解錠しても、他のドア、テール 
ゲート、燃料給油フラップは解錠さ 
れません。 


リモコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車を施錠でさないとさは、じ ( 
下の方法で車を施錠してください。 

►助手席ドアと助手席側リアドア、 
テールゲートを閉じます。 

► 運転席ドアと運転席側リアドアを開 
さます。 

► 運転席ドアのドア□ックスイッチ 
(施錠）（杉77ページ）を押します。 

► 助手席ドアと左ち U アドアの□ック 
ノブび下がったことを確認します。 

►下がっていないときは、各ドアの 
□ックノブを押し込みます。 

►車を降り、運転席ドアを閉じます。 


► 開いている運転席側リアドアから腕 
を伸ばして、運転席ドアの□ックノ 
ブを押し込みます。 

〇 キーび車内になく、携帯している 
ことを確認してください。 

► 運転席側リアドアを閉じます。 

► すべてのドアと テールゲー トび施錠 
されていることを確認します。 

H ドア□ックスイッチび作動せず、 
□ックノブを押し込んで車を施錠し 
たとさには、テールゲートび施錠さ 
れていないことびあります。このと 
さは、車を施錠することはできませ 
ん。メルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。 

〇キーの閉じ込みにま意してくだ 
さし、 


テールゲー ト 裏側の レバーでの 解錠 



テールゲート裏側のレバーで、テール 
ゲートを解錠して開くことがでさます。 

U テールゲートを開くとさは、後 
方や上方に十分な空間びあり、接 
触するおそれのないことを確認し 
てください。 


■か：？ C 9 -吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 















362 


非常時の解錠/施錠 


► テールゲート 裏側の カバー ②を外し 
ます。 

► レバー①を矢印の方向に操作しなが 
ら、テーレゲートを開さます。 

レバー①でテールゲートを解錠し 
てわ、ドアと燃料給油フラップは解 
錠されません。 

〇 レバー ①で解錠した後に、 テール 
ゲートを閉じると再び施錠されま 
す。キーの閉じ込みに注意して<だ 
さし、。 


燃料給油フラップの解錠 _ 

U モコン操作やキーレスゴー操作*で 
解錠してち燃料給油フラップの□ック 
び解除されないとさは、手動で□ック 
を解除します。 



► テールゲー トを開さます。 


► ラゲツジルームち側のカバー②にあ 
る2力所のクリツプ①をコインな 
どで矢印の方向にまわし、カバー② 
を取りがします。 



►内部にあるノブ③をホルダーか 
ら外し、後ちに引きます。 

□ックが解除されます。 

► 燃料給油フラップを開さます。 

A 警告 

ラゲ ッ ジ ルームち 側のカ バーの 内部 
には、金属び露出している部分や鋭 
利な部分びありまず。けびをしない 
よラにを意してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 
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NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット 


事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへッドレストが作動した場合、 
U セットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストび作動せず、頭部-頸部を保護 
でさません。 

〇 このリセット作業は強い力び必要 
になるため、メルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なラことをお勧 
めします。 



►へッドレストの上部を①の方向に押 
します。 


► へッドレストを②のち向にいっぱい 
まで押し下げます。 

► へッドレストを③のち向に押して、 
確実に□ックさせます。 

わラーちのへッドレストでも同様の作 

業を行なってください。 

H 安全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で NECK 
PRO アクティブへッドレストの点 
検を受けてください。 


キーの電池交換 


リモコンの作動可能範囲が短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられます。メルセデス•ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

A 警告 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質び含まれていまず。子供の手の届 
かないところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 


9 環境 

電池を家庭用ゴミとして廃棄しない 
でください。電池には非常に強い有 
毒物質び含まれています。 

使用済みの電池は、新しい電池をお 
買い求めになった販売店に処分を依 
頼ずるか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄してください。 


キーの電池を点検ずる 



► キーのいずれかのボタンを押します。 

キーの表示灯のが一回点滅すれば 
電池は正常です。 


■か：？ C 9 -吟 
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キーの電池交換 


〇 車両の近くでキーの電池の点検を 
行なラと、キーの解錠ボタンまたは 
施錠ボタンを押したときに、車両わ 
解錠または施錠されます。 


電池の交換手順 _ 

リチウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 



_け口， Z0 ■ユ占30■リ 

►ストッパーのを矢印の方向に押し 
ながら、エマージェンシーキー③ 
を抜さ取ります。 



ノ 

ゾ heojwK 卜が 


► エマージェンシーキー③を図の位 
置に差し込み、カバー③が浮さ上 
がるまで、エマージェンシーキーを 
矢印の方向に押します。 

〇 指でカバー⑤を押さえないよラ 
にしてください。カバーび浮き上が 
りません。 



► カバー⑤を取り外します。 


► 電池側び下になるよラにキーを手の 
ひらに乗せて、電池④が外れるま 
でキーを軽くたたさます。 

► 電池のプラス (+) 面び見えるよラ 
にして、新しい電池を取り付けま 
す。このとさ、脂分を含まないされ 
いな巧で電池を持つよラにしてくだ 
さい。 

► 電池の表面に巧れや脂分が付着して 
いないことを確認します。 

► カバー⑤の凸部⑤をキーに差し 
込んでから、カバーを押して□ッ 
クします。 

► エマー ジェン シー キー③をキーに 
収納します。 

► キーのすべての機能び作動すること 
を確認します。 


■か：？？吟 
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電球の交換 


ランプ類は車両の重要な安全装備のひ 
とつです。すべてのランプ類び正しく 
点なすることを確認してください。 

電球が切れてランプび点なしないと 
さは、同規格*同容量の電球と交換し 
てください。交換したランプび点なし 
ない場合や、すぐに切れた場合は、メ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

B 電球の交換はメルセデス*ベンツ 
指定ヴービスエ場で行なラことを 
お勧めします。やむを得ずお客様自 
身で交換するとさは、(下のま意を 
守つて該当箇所の電球を交換してく 
ださい。 

〇電球には素手で触れないよラにして 
ください。電球の表面に少しでわ巧 
れや脂分び付着すると、ガラス表面 
で溶けて、電球の寿命び短<なりま 
す。電球に触れるとさは、されいな 
巧や手袋などを使用するか、バルブ 
の金属部を持つよラにしてくださし、 

〇指定(外の電球を使用しないでく 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になります。 

B 電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着すると切れやす< 
なります。触れたとさは、薄めた中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよく拭いてください。 

H マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにランプに関する故障/警 
告メッセージが表示されたとさは 
(>341ページ）をご覧ください。 

このとさは、すみやかに電球を交換 
してください。 


A 警告 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球び冷えた状態で行 
なってください。火傷をずるおそ 
れびあ0ます。 

• 電球はテ供の手の届かないところ 
に保管してください。 

• 落下したり、衝撃び加わった電球 
を使用しないでください。破裂ず 
るおそれびあ0ます。 

• 電球には圧力のかかったガスび封 
入されているため、電球び熱 < なっ 
ているとさに電球に触れたり、電 
球を取り外さないでください。破 
裂ずるおそれびありまず。 

• 電球を交換ずるとさは、防護眼鏡 
や手袋などを着用し、直接手で電 
球に触れないよラにしてくださし、 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンびかかっているとさ、イグニッ 
ション位置び2のとさは、バイキセ 
ノンへッドランプのバルブソケット 
や配線に手を触れないでください。 
高電圧の発生部分や高温部分びあ0、 
それらに触れると非常に危険でず。 

バイキセノンへッドランプの交換は 
行なわないでください。交換は必ず 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なってください。 

Uled やキセノンへッドランプはユ 
ニット交換になるため、必ずメルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場で交 
換作業を行なってください。 

〇 リアフォグランプはち側のみです。 


■か：？ C 9 -吟 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のわので、予告な<変更されることびあります。 
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電球の交換 



ランプ 

ワット数 
(規格） 

① 

へツ ドランプ 
上向さ 

55 W ( H 7) 

② 

車幅な/ 

フ□ントパー 
キングランプ 

5 W 

③ 

フ□ント方向 
指示な 

21 W (黄色） 

④ 

フ□ント方向 
指示な 

5 W (黄色） 


ランプ 

ワット数 
(規格） 

①フ□ントフォ 
グランプ 

55 W ( H 11) 

テールランプ 



ランプ 

ワット数 
(規格） 

① 

バックランプ 

W 16 W 

② 

リアフォグラ 

W 16 W 


ンプ 


③ 

リアフォグラ 

W 16 W 


ンプ 


お客様自身で交換できる電球は(下のフ□ントフォグランプ （ML 63 AMG ) 

通りです。交換でさない場合や、その 
他の電球の交換については、必ずメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に作 
業を依頼してください。 

H 電球の交換を行なラとさは、実際 
に車両に装着されている電球の規格 
を確認してください。 

へッ ドランプ 



が JCDI ド 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
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ライセンスランプ 


ワイパーブレードの交換 



フ□ントワイパーのワイパーブレード 


ランプ 


ワット数 
(規格） 


①ライセンスラ 5 W 
ンプ 


A 警告 

ワイパーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取ることびでさません。視界を妨げ 
て周囲の交通状況を把握でさず、事 
故の原因になります。 

ワイパーブレードは年に2回は交換 
して < ださい。 

A 警告 

ワイパーブレードを交換するとさは、 
必ずエンジンスイッチからキーを抜 
くか、イグニッション位置を0にし 
てください。ワイパーび作動してけ 
びをずるおそれびあ0ます。 


〇ワイパーブレードの損傷を避ける 
ため、ワイパーブレードのゴム部分 
に触れないよラにしてください。 

H ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで< ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損傷 
するおそれびあります。 

〇ワイパーブレードが取り付けられ 
ていない状態で、ワイパーアームを 
元の位置に戻さないでください。 

H ワイパーブレードを交換するとき 
は、ワイパーアームを確実に持つ 
てください。ワイパーブレードび取 
り付けられていない状態でワイパー 
アームから手を放すと、ワイパー 
アームびフ□ントウインドウに当た 
り、フ□ントウインドウを損傷する 
おそれがあります。 


■か：？ C 9 -吟 












368 


ワイパーブレードの交換 


ワイパーブレードを取り外ず 



左八ンドル車 


► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、キーレスゴー操作*でイグニッ 
シヨン位置を0にします。 

► ワイパーアーム④を起こします。 

►ク U ップ②を両側から押し込んで 
□ックを外し、ワイパーブレード 
①を③の方向にまわします。 

► ワイパーブレード①を⑥の方向に 
押してワイパーアーム④から取り 
外します。 


ワイパーブレードを取り付ける 



左八ンドル車 


► 新しいワイパーブレード①の取り 
付け部⑥をワイパーアーム④の先 
端⑥に合せます。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


►ク U ップ②が□ックされるまで、 
ワイパーブレード①を矢印③のち 
向に押し込みます。 

►ワイパーブレードび、ワイパーアー 
ムに確実に固定されていることを 
確認します。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 


リアワイパーのワイパーブレード 


A 警告 

ワイパーブレードを交換ずるときは、 
必ずエンジンスイッチからキーを抜 
くか、イグニッシヨン位置を0にし 
てください。ワイパーび作動してけ 
びをずるおそれびあ0ます。 


ワイパーブレードを取り外ず 



► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、キーレスゴー操作*でイグニッ 
シヨン位置を0にします。 


► ワイパーアーム①をいっぱいまで起 
こします。 

► ワイパーブレード②をまわして、 
ワイパーアーム①と垂直の位置に 
します。 


■か：？？吟 




















八ンクしたとき 
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► ワイパーブレード②を矢印のち向に 
取り外します。 

ワイパーブレードを取り付ける 

►新しいワイパーブレードを、ワイ 
ノ くーアームに押し込んで □ ックし 
ます。 

►ワイパーブレードび 、ワイパー アー 
ムに確実に固定されていることを 
確認します。 

► ワイパーブレードをワイパー アー 
ムと平行の位置にします。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 


くンクしたとさ 


A 警告 

•パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないでくださ 
し、ステア U ングをしつかり握つ 
て徐々に速度を落とし、安全な場 
所に停車してください。 

• 停車したとさは、非常点滅灯を点 
滅させてください。また、十分を 
意しなびら車の後ちに停止表示板 
を置いてください。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□ールを失 
し、事故を起こすおそれびありま 
ず。また、タイヤび異常に過熱して、 
火災び発生するおそれびありまず。 

Q 車速感応ドア□ック （>77 ぺージ) 
を設定した状態で車を押したり、車 
を持ち上げるとさは、イグニッシヨ 
ン位置を0にしてください。車輪 
び回転すると車び自動的に施錠さ 
れ、車がに閉め出されるおそれびあ 
ります。 

H タイヤ交換をするとさは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけがをするおそれびあり 
ます。 

H タイヤ交換をするときは、 エン ジ 
ンを始動しないでください。 


■か：？ C 9 -吟 
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八ンクしたとき 


タイヤの修理およびタイヤ交換の 
準備 _ 

► AIR マティックサスペンション装 
備車は、車高び通常走行レベル 
になっていることを確認します 
0195、203ぺージ）。 

►ち全を確保でさる、かたくてすべり 
にくい水平な場所に停車します。 

► 非常点滅なを点滅させます。 

► ステアリングを直進の位置にして、 
ノ くーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► シフトポジションを EE にします。 

► 周囲の状況に注意しなびら乗員を車 
から降ろして、ただちに安全な場所 
に避難させます。 

► エンジンを停止します。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。キーレスゴースイッチ*で 
エンジンを停止したとさは、運転 
席ドアを開さます。 

► 車から降ります。 

► ドアを閉じます。 

► 車の後方に停止表示板を置さます。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置< ことが 
法律で義務付けられています。 


応急用スペアタイヤへの交換* 


A 警告 

• 応急用スペアタイヤに交換したと 
きは、必ず 80 km / hl ；^ 下で走行し 
てください。 

また、 ESP ® の機能を解除しない 
で < ださい。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間の 
使用にとどめ、できるだけ早く標 
準タイヤに戻してください。 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤ 
のサイズび異なるため、応急用ス 
ペアタイヤを装着した場合、走行 
特性び大さく変化しまず。を意し 
て走行してください。 

• 応急用スペアタイヤを2本!;^上装 
着して走行しないでください。 

OML 350 BlueTEC 4 MATIC には、応 
急用スペアタイヤは車載されていま 
せん。 

タイヤ交換の準備 


►輪止め、ホイールレンチ、ジャッキ、 
ジャッキ八ンドル、ガイドボルト、 
応急用スペアタイヤ、応急用スペア 
タイヤ用ホイールボルト*を準備 
します （>326 〜328ページ）。 

ML 63 AMG は、電動エアポンプわ 
準備します。 

B トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出すとさは、必ず保護のため手袋 
を着用して<ださい。素手で作業す 
るとけがをするおそれびあります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 










八ンクしたとき 


〇応急用スペアタイヤは各車種専用 
です。他車のわのは使用しないで< 
ださい。 


ジャッキアップずる 


A 警告 



► 作業中に車が動さ出すのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 



► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をす 
るときは、交換するタイヤの反対側 
の両輪の下り側に輪止めをします。 


急な斜面ではジャッキアップしない 
でください。ジャッキび外れると、 
車に挟まれて致命的なけびをするお 
それびあ0ます。 


A 警告 

車載のジャッキはこの車専用です。 
下の点にを意してください。 

• かたくてすべりにくい、水平な場 
所で使用してください。 

• この車のタイヤ交換!;^外には使用 
しないで < ださい。 

• 不具合や損傷びあるとさは使用し 
ないで < ださい。 

• ジャッキアップずる前に乗員や荷 
物を車から降ろしてください。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木材 
などを置いてジャッキアップしな 
いで<ださい。ジャッキアップし 
た車び落下ずるおそれびあります。 

• ジャッキを取り付ける前に、ジャッ 
キサポートに付着したミ尼などを取 
り除いて < ださい。 


〇 輪止めは1個車載されています。 
わラ1個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
してください。 
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八ンクしたとき 


A 警告 

• 車び車載のジャッキだけで支えら 
れているとさは、決して車の下に 
身体を入れないでください。ジャッ 
キび外れると、車に挟まれて致命 
的なけびをするおそれびあ0まず。 
ジャッキは車を一時的に持ち上げ 
るとさだけに使用してください。 

• ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアや 
テール ゲートを開閉したり、パー 
キングブレーキを解除しないでく 
ださい。車び落下ずるおそれびあ 
0まず。 



► ホイールレンチ①で、交換するタイ 
ヤのホイールボルト （5 本）を約1 
回転ほどゆるめます。 


この時点では、ホイールボルトを取 
り外しません。 

〇 伸縮式のホイールレンチが装備さ 
れているとさは、ホイールレンチの 
柄を引いて伸ばしてください。 


〇ホイールレンチを使用するとさに、 
ホイールレンチびホイールボルトか 
らがれるとけびをしたり、ホイール 
ボルトを損傷するおそれびありま 
す。じ(下の点に注意してください。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さし、。 


•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
ください。 



№1 №"№1 

ジャッキサポートは、前輪の後方、後 
輪の前方のボディ下部4力所（矢印の 
位置）に設けられています。 

A 警告 

ジャッキヴポート外の場所には 
ジャッキを使用しないでください。 
ジャッキび外れてけびをしたり、車 
両を損傷ずるおそれびあります。 

ジャッキは交換ずるタイヤに適した 
位置のジャッキヴポートで使用して 
ください。また、ジャッキを使用ず 
る前に、ジャッキサポートに異物や 
巧れびないことを確認してください。 


■か：？？吟 








八ンクしたとき 
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" ジャッキヴポートに亀裂や損傷び 
あるとさは、作業を行なわないでく 
ださい。 



►ジャッキ八ンドル④を 、 "AUF UP " 
の文字が手前にくるよラにして、 
ジャッキ③のダイヤル部に取り付 
けます。 

► ジャッキ③の先端および底面び、 
交換するタイヤに近いジャッキヴ 
ポート③の真下になるよラに、 
ジャッキ③を地面に置さます。 

► ジャッキ八ンドル®を繰り返し操 
作して、ジャッキ⑤の先端をジャッ 
キサポート③に合わせます。 

このとさ、ジャッキの底面を確実に 
地面に接地させます。 


ロ ロ 


► タイヤが地面から最大 3 cm 離れる 
まで、ジャッキ八ンドル④を繰り 
返し操作します。 

A 警告 

ジャッキの先端びジャッキサポート 
に正しく取り付けられていることを 
確認してください。ジャッキび外れ 
ると、けびをしたり車を損傷するお 
それびあ0ます。 

P ジャッキアップする前に乗員や荷 
物を車から降ろしてください。 

H 側面から見て、ジャッキが垂直に 
なるよラに取り付けてください。 


タイヤの取り外し 



► 上側のホイールボルトを1本外し 
ます。 

► そのネジ穴にガイドボルト①をねじ 


込みます。 

►残りのホイールボルトを外して、夕 
イヤを取り外します。 

D ホイールボルトに砂やおび付着し 
ないよラに注意してください。 


(左）正しい取0付けかた 
(ち）間違った取り付けかた 
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H タイヤを地面に置くとさは、ホ 
イールの外側を下にしないでくださ 
し、ホイールに傷び付くおそれがあ 
ります。 

〇ホイールを外したとさは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て<ださい。 U ムの凹みや曲びりは 
空気圧減少の原因になり、タイヤを 
損傷するおそれびあります。 

応急用スペアタイヤを取り付ける 
A 警告 

ホイールボルトに損傷や鐘びあると 
さは交換してください。また、ネジ 
山にはミ夫してオイルやグ U スを塗布 
しないでください。ホイールボルト 
びゆるむおそれびあ0ます。 


A 警告 

ホイール八ブのネジ山び損傷してい 
るときは、走行しないで、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


A 警告 

ホイールボルトは、ホイールに適合 
した純正品だけを使用してください。 
純正品!;外のボルトを使用ずると、 
ホイールび脱落して事故を起こずお 
それびあ0まず。 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強<締め付けないで<ださ 
い。締め付ける勢いでジャッキび外 
れるおそれびあ0まず。 



装着されているホイールにより、応急 
用スペアタイヤに使用するホイールボ 
ルトが異なります。 


ML 350 4 MATIC 

応急用スペアタイヤ用の短いホイール 
ボルト②を使用してください。標準ホ 
イールに使用されている、長いホイー 
ルボルト①は使用しないでください。 

ML 63 AMG 

標準ホイールに使用されている、長 
いホイールボルト①を使用してくだ 
さし、 

〇 応急用スペアタイヤ用ホイールボ 
ルトは、応急用スペアタイヤのホ 
イールに添付されているか、応急用 
スペアタイヤの下や横に収納されて 
います。 



応急用スペアタイヤのホイールに添付され 
た、応急用スペアタイヤ用ホイールボルト③ 
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QML 350 4 MATIC に応急用スペアタ 
イヤを装着する場合は、必ずホイー 
J レボルト②を使用してください。 

標準タイヤのホイールボルトで応急 
用スペアタイヤを取り付けると、ホ 
イールを十分に固定することびでさ 
ず、走行中にタイヤび外れたり、ブ 
レーキシステムを損傷するおそれび 
あります。 


応急用スペアタイヤの取り付け 



► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
びノ V ブの接合面に砂や巧れなどびな 
いことを確認します。 

► ガイドボルトに合わせて応急用スぺ 
アタイヤを取り付けます。 

► 4 本のホイールボルトを取り付け 
て、対角線の順番に軽 < 締め付け 
ます。 

►ガイドボルトを取りがし、5本目の 
ホイールボルトを取り付けて、軽く 
締め付けます。 


応急用スペアタイヤに空気を入れる 
( ML 63 AMG ) 

車種や仕様により車載されている電動 
エアポンプび異なります。 

A 警告 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
でください。タイヤび過熱して破 
裂したり、火災を起こずおそれび 
ありまず。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 

• タイヤに空気を入れすざないでく 
ださい。空気を入れすざたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷を受けたりパンクしやずくな 
ります。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 

• 必ず応急用スペアタイヤに空気を 
入れてからジャッキダウンしてく 
ださい。ホイール U ムを損傷する 
おそれびあ0ます。 


A 警告 

電動エアポンプを作動させるとさは、 
電動エアポンプに貼付されている取 
扱ち法を参考にしてください。 

《電動エアポンプの形状や絵柄などは、 
イラストと異なる場合びあります。使 
用ち法びわからないとさは、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 
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空気圧ゲージ別体型 



► フラップ①を開いて電源プラグ③と 
エアホース⑥を取り出します。 


► 空気圧調整バルブ⑥び閉じているこ 
とを確認します。 


空気圧ゲージー体型 



► 電動エアポンプの裏面から電源プ 
ラグ③とエアホース⑥を取り出し 
ます。 


► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プを外します。 

► 電動エアポンプのエアホース⑥を応 
急用スペアタイヤのバルブに取り付 
けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ②を 
0 (停止の位置）にします。 

► 12 V 電源ソケット0265ページ） 
に、電源プラグ③を差し込みます。 


H センターコンソールのライター用 
ソケットには電源プラグ③を差し込 
まないで < ださい。 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

電動エアポンプの電源スイッチ②を 
I (作動の位置）にします。 

►電動エアポンプが作動して、応急 
用スペアタイヤに空気が送り込ま 
れます。 

► 空気圧 ゲージ ④び 3.5 バールになっ 
たら電動エアポンプの電源スイッチ 

② を〇 (停止の位置）にします。 

► 3.5 バールを超えたとさは、空気圧 
調整バルブ⑥をゆるめるか、空気圧 
調整ボタン⑦を押して空気を抜いて 
調整します。 

►12 V 電源ソケットから電源プラグ 

③ を抜き、応急用スペアタイヤの 
バルブからエアホース⑥を取りが 
します。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プを取り付けます。 

〇電動エアポンプを作動させるとさ 
は、電動エアポンプに貼付されてい 
る取扱ち法わ参考にしてください。 

〇応急用スペアタイヤを取り付ける 
前に、応急用スペアタイヤに空気を 
入れないで<ださい 

〇電動エアポンプの最大連続作動時 
間を守ってください。ポンプび過熱 
して損傷したり、乂傷をするおそれ 
があります。最大連続作動時間は、 
電動エアポンプに貼付されているス 
テッカーに記載されています。 
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〇電動エアポンプを再び作動させる 
とさは、ポンプび冷えた状態になっ 
ていることを確認してください。 

〇電動エアポンプを作動させている 
とさはエンジンを始動しないでくだ 
さい。 

〇電動エアポンプやエアホースは作 
動中に金属部分などが熱くなりま 
す。必ず手袋をして作業して<だ 
さし、 

ジャッキダウン 


►ジャッキ八ンドルを 、 "AB DOWN " 
の文字び見える面び手前に < るよラ 
に取り付けます。 

► ジャッキ八ンドルを繰り返し操作 
し、ゆっくりボディを下げてタイヤ 
を接地させます。 

► ジャッキをがします。 

H ジャッキ八ンドルは 、" AB DOWN " 
の文字び見える面び手前に < るよラ 
に取り付けないと、ジャッキダウン 
でさません。 


ホイールボルトの締め付け 



Pi4) l(W3?e^1 

► 図の順番でホイールボルトを均一 
に締め付けます。 


ホイールボルトの締め付けトルク 
の規定値は1 5 kg - m (1 50 Nm ) です。 

A 警告 

ホイールを交換した後は、すみやか 
にホイールボルトの締め付けトルク 
を確認してください。 

P ホイールレンチを使用するとさ、 
ホイールレンチびホイールボルトか 
ら外れると、けびをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷するおそれびありま 
す。じ(下の点にま意してください。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

• 足で踏んでまわさないでください 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
<ださい 

また、ホイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわすなど、必要じ(上にホ 
イールボルトを締め付けないでくだ 
さい。ホイールボルトやネジ穴を損 
傷するおそれがあります。 

► ジャッキを元の状態に戻し、車載 
工具や輪止めなどととわに元の位 
置に戻します。 

► がしたタイヤは車載の収納カバー* 
に入れてラゲッジルーム内に収納 
し、確実に固定してください。 

タイヤサイズにより、応急用スぺ 
アタイヤの収納スペースに収納で 
さる場合びあります。 

〇 応急用スペアタイヤを装着して走 
行したとさは、タイヤ空気圧警告シ 
ステムは正常に作動しません。 


■か：？ C 9 -吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 






378 


八ンクしたとき 


タイヤフィットでの修理* _ 

タイヤフィットび車載されている車種 
は、タイヤフィットでパンクしたタイ 
ヤを修理します。 

ノ くンクしたタイヤをタイヤフィットで 
修理すると、一時的に走行することが 
でさます。 

タイヤフィットは外気温度び一20で 
じ(上のとさに使用でさます。 

A 警告 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なをのでず。修理後は、 
空気圧び適正であってち、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• 下の状況のとさはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理ずることびでさ 
ません。他のち法で車両を移動さ 
せて < ださい。 

◊タイヤの傷び約 4mm 上の場 
合や、凹み、亀裂、ひびなどび 
ある場合 

◊タイヤの接地面!;^外に傷びある 
場合 

〇ホイールに損傷びある場合 

◊タイヤの空気圧び非常に低かっ 
たり、空気び完全におけた状態 
のタイヤで走行した場合 

このよラなとさは、絶対に走行し 
ないで、メルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 

"タイヤを修理す ると さは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけびをするおそれがあり 
ます。 

P タイヤを修理するときは、 エン ジ 
ンを始動しないでください。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


" 異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
でください。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットび漏れ出すおそれびあり 
ます。 

H タイヤフィットび塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧でお 
き取ってください。 

D タイヤフィットで修理したタイヤ 
は必ず交換してください。そのまま 
使用することはでさません。 

〇タイヤフィットには使用期限びあ 
ります。期限が過ざたとさは新品に 
交換してください。また、タイヤ 
フィットの使用期限び過ざている場 
合は使用しないでください。 

タイヤフイツトの準備 


►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださい。 

► ラゲツジフ□アボードの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 
し乐す。 



► タイヤフィットに付属の最高速度表 
示のステッカー①をはびし、運転者 
の見やすい場所に貼ります。 
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► 修理するタイヤのバルブ付近に夕 
イヤフィット使用表示のステッ 
カー②を貼ります。 

A 警告 

タイヤフィットは、身体や衣服に付 

着しないよラにを意してください。 

• 眼や皮膚に付着した場合は、ただ 
ちに清潔な水で十分に洗い流して 
<ださい。 

• 衣服に付着した場合は、ただちに 
付着した衣服を着替えてください。 

• アレルギー症状び出た場合は、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 

タイヤフィットは、デ供の手び届か 

ない場所に保管してください。 

• 万一、テ供びタイヤフィットを飲 
み込んだ場合は、ただちに水で口 
を十分ずすぎ、水を大量に飲ませ 
て < ださい。 

• タイヤフィットを吐かせないで< 
ださい。ただちに医師の診断を受 
けて < ださい。 

• タイヤフィットの臭気を吸い込ま 
ないで < ださい。 

〇 タイヤフィットび漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させてください。 
乾燥すればフィルム状になり、剥が 
すことびでさます。 

わし、巧類にタイヤフィットび付着 
した場合は、すみやかに洗濯してく 
ださい。 


A 警告 

使用上のを意を記載したステッカー 
び、電動エアポンプに貼付してありま 
す。使用する前に内容を確認してくだ 
さい。 

車種や仕様により、車載されている電 
動エアポンプび異なります。 

タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージ別体型） 



《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用ち法びわか 
らないとさは、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプのフラップ②を開さ 
ます。 

► 電源プラグ⑥とエアホース⑥を取り 
出します。 

► エアホース⑥をタイヤフィット①の 
バルブ⑦に確実に取り付けます。 

B 電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や衣類に付着するおそ 
れびあります。 
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► タイヤフィット①のバルブ⑦を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部③ 
に差し込みます。 



► ノ くンクしたタイヤのノりレブ⑨からバ 
ルブキヤツプを取りがします。 


►タイヤフィットの ホース ⑧を、パン 
クしたタイヤのバルブ⑨に確実に取 
り付けます。 



► 空気圧調整バルブ⑩び閉じているこ 
とを確認します。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
が0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

► 12 V 電源ソケット0265ページ） 
に、電源プラグ⑥を差し込みます。 

► イグニッシヨン位置を2にします。 


► 電動エアポンプの電源スイッチ④を 
I (作動の位置）にします。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめます。 

〇 最初にタイヤフィットびパンクし 
たタイヤに送り込まれます。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることびあります。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ④を〇 (停止の位置）にしな 
いで <ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧び少なくとち 1.8 
ノ（ールに達していることを確認して 
ください。 

H 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプが過熱して損傷し 
たり、乂傷をするおそれびあります。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプび冷えた状態になって 
いることを確認してください。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
ても、空気圧び 1.8 バールに達しな 

し、口*: 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にして、タイヤ 
のバルブからタイヤフィットのホー 
スを取りがし、タイヤフィットび夕 
イヤ内に行き渡るよラに、低速で車 
を約1 Om 前進または後退させます。 
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〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外すとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋か巧などを被せてください。 
取り外すときにタイヤフィットび 
漏れ、身体や衣服に付着するおそ 
れびあります。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外します。 

► 電動エアポンプのエアホース⑥を、 
タイヤのバルブ⑨に確実に取り付け 
ます。 

► 再度、タイヤに空気を入れます。 

A 警告 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てを空気圧び 1.8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してい 
ます。それ!;^上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

空気圧び 1.8 バールに達している 
場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にします。 

電動エアポンプが停止します。 

►12 V 電源ソケットから電源プラグ 
⑥を抜きます。 

► タイヤのバルブ⑨からタイヤフィッ 
卜のホース⑧を取りがします。 

B タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外すとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋か巧などを被せて < ださい。 
取りがすとさにタイヤフィットび 
漏れ、身体や巧服に付着するおそ 
れびあります。 


Q タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットの ホースから タイヤ 
フィットび漏れることびあります。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりますので、タイヤフィットび 
収納されていた袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 

► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けます。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行します。 

タイヤフィットびタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所が固まりやすくな 
ります。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑥を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、空気 
圧ゲージ⑩でタイヤ空気圧を点検 
します。 

A 警告 

空気圧び1 .3 バール!; TR こなっている 
場合は、タイヤびかなり損傷していま 
す。それ!;上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡 してく 
ださい。 


■か：？ C 9 -吟 




382 


八ンクしたとき 


► 空気圧び1 .3 バール(上の場合は、 
規定の空気圧に調整します。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照してください。 

規定の空気圧に達するまで、電動 
エアポンプでタイヤに空気を入れ 
ます。 

規定の空気圧を超えた場合は、空気 
圧ゲージ⑩の空気圧調整バルブ⑩ 
を緩めて調整します。 

► 最寄りのメルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換します。 

► 新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場でお買い求め<ださい。 

A 警告 

タイヤフィットでタイヤを修理した 
後に走行するとさの最高速度は約 
SOkm/h でず。 

最高速度のステツカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やずい場所に貼つ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化び現れることびあ 
ります。 カーブ 走行時や ブレーキ 時 
には慎重に運転してください。 

平環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なつてください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で交換してください。 


タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージー体型) 



《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用ち法びわか 
らないとさは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプの背面から電源プ 
ラグ④とエアホース⑥を取り出し 
ます。 

► エアホース ⑥を タイヤフィッ ト① 
のバルブ⑥に確実に取り付けます。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や衣類に付着するおそ 
れがあります。 

► タイヤフィット①のバルブ⑥を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部② 
に差し込みます。 


■か：？？吟 
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► ノ くンクしたタイヤのノりレブ⑦からパ' 
ルブキャップを取り外します。 


► タイヤ フィッ トの ホース ⑧を、パン 
クしたタイヤのノりレブ⑦に確実に取 
り付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③が 
0 (停止の位置）になっていること 
を確認します。 

► 12 V 電源ソケット0265ぺージ） 
に、電源プラグ④を差し込みます。 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (作動の位置）にします。 

電動エアポンプが作動して、タイヤ 
び膨らみはじめます。 

〇 最初にタイヤフィットびパンクし 
たタイヤに送り込まれます。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることびあります。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ③を〇 (停止の位置）にしな 
いで <ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧が少なくとち 1.8 
バールに達していることを確認して 
ください。 


Q 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
たり、乂傷をするおそれびあります。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプび冷えた状態になって 
いることを確認してください。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
ても、空気圧が 1.8 バールに達しな 

し、巧ピ： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にして、タイヤの 
ノりレブからタイヤフィットのホース 
を取りがし、タイヤフィットがタイ 
ヤ内に行き渡るよラに、低速で車を 
約1 Om 前進または後退させます。 

P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外すときは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋か巧などを被せて < ださい。 
取りがすときにタイヤフィットが 
漏れ、身体や衣服に付着するおそ 
れびあります。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外します。 

► 電動エアポンプのエアホース⑥を、 
タイヤのバルブ⑦に確実に取り付け 
ます。 

►再度、タイヤに空気を入れます。 


■か：？ C 9 -吟 
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A 警告 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てを空気圧び 1.8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してい 
まず。それ!;^上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

空気圧び 1.8 バールに達している 
場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にします。 

電動エアポンプが停止します。 

►12 V 電源ソケットから電源プラグ 
④を抜きます。 

► タイヤのバルブ⑦からタイヤフィッ 
卜のホース⑧を取りがします。 

B タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取りがすとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋か巧などを被せてください。 
取り外すときにタイヤフィットが 
漏れ、身体や衣服に付着するおそ 
れびあります。 

D タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットのホースからタイヤ 
フィットび漏れることびあります。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりますので、タイヤフィットが 
収納されていた袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 


► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けます。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行します。 

タイヤフィットがタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所び固まりやすくな 
ります。 



►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑥を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、電動 
エアポンプの空気圧ゲージ⑩で夕 
イヤ空気圧を点検します。 

A 警告 

空気圧び1 .3 バール!; TR こなっている 
場合は、タイヤびかなり損傷していま 
す。それ!;^上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

► 空気圧び1 .3 バール(上の場合は、 
規定の空気圧に調整します。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照してください。 

規定の空気圧に達するまで、電動 
エアポンプでタイヤに空気を入れ 
ます。 


■か：？？吟 
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手袋やエプ□ン、マスクを 
着用してください。 


--U- 


バッテリー取り扱いの一般のなま意 

バッテリーの性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び常に十分充電されていることび 
必要です。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行が多いとさは、通常より 
わ頻繁にバッテリ ー 液量などを点検し 
てください。 

バッテリーの爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用してくだ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管ち法 
などは、メルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


爆発の危険びあります。 


バッテリーを取り扱ってし、 
るとさは、乂気や裸乂、乂 
花、タバコなどを近付けな 
いで <ださい。 

乂花び出ないよラに注意し 
てください。 


規定の空気圧を超えた場合は、タイ 
ヤフィットのホース⑧の先端にある 
空気圧調整ボタン⑨を押して調整し 
ます。 

► 最寄りのメルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換します。 

► 新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場でお買い求め < ださい。 

A 警告 

タイヤフィットでタイヤを修理した 
後に走行するとさの最高速度は約 
80 km/h でず。 

最高速度のステッカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やずい場所に貼つ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化び現れることびあ 
りまず。 カーブ 走行時や ブレーキ 時 
には慎重に運転してください。 

9 環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なつてください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で交換してください。 
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こリ— 


@ バッテ U —を取り扱ラとき 
は保護眼鏡を着用して < だ 
さい。 

戀説を近付けなぃでくだ 

取扱説明書の指示に従って 
ください。 


A 警告 

爆発や火傷を防ぐため、バッテ U — 

を取り扱ラとさは!;^下の事項を守つ 

て < ださい。 

• バッテ U —を傾けたり横倒しにし 
ないで < ださい。 

• 金属製の工具などをバッテ U —の 
上に置かないでください。バッテ 
U —びシヨートして可燃性のガス 
に発火し、バッテ U —び爆発ずる 
おそれびあ0まず。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣 
服を着用しないでください。また、 
カーぺットの上などでバッテ U — 
を弓 I さずらないでください。 

• バッテ U —に触れるとさは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させてください。 

• 巧などでバッテリーを拭かないで 
<ださい。静電気や火花び発生し 
て、バッテ U —び爆発ずるおそれ 
びあります。 


H ち全のため、バッテリー端テをゆ 
るめたりがすとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜くか、イグニッ 
ション位置を0にしてくださし、 
電気系部品やオルタネーターを損傷 
するおそれびあります。 

〇 必要でなければ、駐車時はエンジ 
ンスイッチからキーを取り外してく 
ださい。エンジンスイッチにキーび 
差し込まれているとさはわずかに電 
力び消費され、バッテ U —を消耗し 
ます。 

〇 バッテリー端テの取りがし、バッ 
テ U —の取りがし、充電、交換につ 
いては、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で作業することをお勧めし 
ます。 

9 環境 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
U —を廃棄ずるとさは、新しいバッ 
テ U — をお買い求めになった販売店 
に廃棄処分を依頼してください。 


バッテリーの位置 _ 

バッテリーはち側フ□ントシート下部 
にあります。 

。他車のバッテリーを電源としてエ 
ンジンを始動するとさは、エンジン 
ルーム 内の端 テにブースターケーブ 
ルを接続してください0390ペー 
ジ）。 


■か：？？吟 
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バッテリーの交換 _ 

この作業はメルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場に依頼することをお勧め 
します。 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、シフトポジションを m にし 
ます。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► ち側フ□ントシートをいっぱいまで 
前ちに動かします。 



► バッ了 U —カバー①を矢印の方向に 
持ち上げて取り外します。 



►ミシン目びある位置まで、白い点線 
におってカーぺット③にカッターな 
どで切り込みを入れます。 


P カッターなどでカーぺットに切り 
込みを入れるときは、けびをしない 
よラに十分注意してください。 

► ち側フ□ントシートをいっぱいまで 
後ちに動かします。 



► カーぺット②の後端を矢印のち向に 
め < ります。 

► ち側フ□ントシートをいっぱいまで 
前ちおよび上ちに動かします。 



► 固定クリップ④を取り外します。 

► エアダクト③を矢印のち向に引き抜 
さます。 


■か：？09-吟 
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バッテリーの取り外し 



► 保護カバー⑥をバッテリー⑥から取 
り外します。 



► バッテ U —から©端テ⑧を取り外 
し、後から外す®端テ⑦と接触しな 
い場所に置さます。 


► ©端テ⑦のカバーを取り外します。 

► バッテ U —から®端テ⑦を取り外し 
ます。 



► ブリーヴーホース⑨を取りがします。 
► 取り付けボルト⑩を取りがします。 
► ブラケット⑩を取りがします。 



► バッテリー⑩を矢印の方向に持ち上 
げて取り出します。 


■か：？？吟 









バッテリーの接続/取り付け 

A 警告 

バッテ U —を接続ずるとさは、政下の 
手順を守って、端テの取0付けちを絶 
対に間違えないようにしてください。 
ショートして乂傷をするおそれびあり 
まず。また、車両の電気装備を損傷ず 
るおそれびあ0ます。 

► 電気装備をすべて停止します。 

► 取りがしたとさと逆の手順でバッテ 
U —を取り付けます。 

► @端子⑦を取り付け、保護カバー⑥ 
わ取り付けます。 

► 0 端子⑧を取り付けます。 

► 取り外したとさと逆の手順で車両を 
元の状態に戻します。 

バッテ U —の接続び一時的に断た 
れたとさは、じ(下のよラな作業び必 
要になることびあります。 

• COMAND システムの再設定 
• ドアウインドウのリセット 

• スライディングルーフ*のリ 
セット 

• 施錠時のドア S ラー格納のリ 
セット 


VRLA バッテリー 

バッ テリーのケースび黒色で、 上面に 
VRLA-BATTER 丫のラベルびある場合 
は、バッテリー液量の点検や補充はで 
さません。また、危険ですので分解は 
絶対に行なわないでください。点検に 
ついてはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 



ケースが黒色で、上面にインジケー 
ター①びあるバッテリーは、バッテ 
U 一液の補充はでさません。 

インジケーター①は、バッテ U —の液 
量や充電状態び適正なとさは黒色に、 
バッテリーの交換び必要なとさは白色 
になります。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してください。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
ねないで <ださい。 


■か：？09-吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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たとを 


たとさ 


バッテリーの電圧び低下し、エンジン 
の始動が困難なとさは、ブースター 
ケーつ '、レを使用して他車のバッテリー 
を電源として始動することがでさま 
す。ブースターケーブルは、十分な容 
量と太さのあるケーブルを使用してく 
ださい。 

他車のノ（ッテ U — とブースターケーブ 
ルを接続するとさは、エンジンルーム 
の向かって左側にある®端テと©端テ 
にブースターケーブルを接続します。 

作業を始める前に、必ず(降に記載す 
る説明を読んでください。 

• エンジンと触媒び冷えているときに 
行なってくださし、 

• バッテ U —び凍結しているときは 
エンジン始動を行なわないで<だ 
さい。 

•救援車のバッテ U —び、 12 V バッ 
テリーであることを確認してくだ 
さい。 

•十分な容量と太さがあり、絶縁さ 
れたクランプを持つブースター 
ケーブルを使用してください。 


A 警告 

• 他車のバッテ U —を電源として始 
動しているとさは、バッテ U —を 
のぞさ込まないでください。万一、 
爆発したとさにけびをずるおそれ 
びありまず。 

• 他車のバッテ U —を電源として始動 
するとさは、バッテ U —を傾けない 
でください。バッテ U —び爆発して 
けびをするおそれびあ0ます。 


A 警告 

たばこなどの火気を近付けたり、乂 
花を発生させたりしないでください。 
バッテ U —び爆発してけびをするおそ 
れびあ0まず。 

放電したバッテリー液は、約一 
10でで凍結します。凍結している 
とさは、乂気を近付けずにバッテ 
リー全体を暖め（約50ご1^(下）、バッ 
テリー液を解凍してからエンジンを 
始動してください。 

〇バッ テリーの接続び一時的に断た 
れたとさは、じ(下のよラな作業が必 
要になることびあります。 

• C 0 MAND システムの再設定 
• ドアウインドウのリセット 

• スライディングルーフ*の U 
セット 

• 施錠時のドアミラー格納の U 
セツト 


■か：？？吟 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 他車のバッテリーを電源としたェ 
ンジン始動について、詳しくはメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 

〇ェンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

ェンジン始動を2〜3回試みても 
始動でさないとさはメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に連絡して< 
ださい。 

ェンジンを始動でさたとさわ、すみ 
やかにメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でバッテリーの点検を行 
なって< ださし、。 

P 急速充電器によりェンジン始動を 
行なわないで < ださい。 

P ェンジンが暖まっているときは、 
他車のバッテ U — を電源として始動 
しないで < ださい。 

P ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているちの 
は使用しないでください。 

P ブースターケーブルが ラジェ ター 
冷却ファンや回転べルトに巻さ込ま 
れないよラにして < ださい。 

P 救援車により接続方法び異なるこ 
とびあります。接続前に救援車の取 
扱説明書ちお読みください。 


始動の方法 _ 

►バッテリー電圧が同じ （12 V ) で、 
バッテリー容量び同程度の救援車を 
用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認してください。 

►パーキングブレーキを効かせて<だ 
さい。 

►シフトポジションを m にして< 
ださい。 

► 救援車のエンジンを停止します。 

► 両車のイグニッション位置を0に 
して、電気装備をすべて停止します。 

► ボンネットを開さます。 


■か：？ C 9 -吟 








► 自車の©端テカバー①を矢印の方向 
に開さます。 

► 自車の©端子②に赤色ブースター 
ケーブルを接続します。 

► 救援車のバッテ U —⑦の©端子③に 
赤色ブースターケーブ; I レの反対側を 
接続します。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
リング状態にします。 

► 救援車のバッテ U —⑦の©端テ④ 
に黒色ブースターケーブルを接続 
し未す。 

►車種や仕様により、自車の©端テ⑥ 
にキャップ⑥び取り付けられている 
ときは、キャップ⑥を取り外します。 


► 自車のエンジンを始動します。 

► 黒色ブースターケーブルを両車の 
バッテリーの G ) 端テからがします。 

先に自車の©端テ⑥に接続している 
黒色ブースターケーブルをがします。 

► 赤色ブースターケーブルを両車の 
バッテリーの©端テから外します。 

先に自車の©端子②から外します。 
► 必要のない電気装備を停止します。 

► メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
さい。 


► 自車の©端子⑥に黒色ブースター 
な一つ、 レの反対側を接続します。 
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A 警告 

• エンジンびかかっていないとさは 
ブレーキやステアリングの操作に 
非常に大さな力び必要になりまず。 

• けん引されるとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜かないでくだ 
さし^。 

n けん引はできるだけ避けてくださ 
し、自走でさないとさは、専門業者 
に依頼して車両運搬車で移送して< 
ださい。 

〇トランスミッションを損傷してい 
るとさは、車両運搬車で移送して< 
ださい。 

H やむを得ず、他車にけん引しても 
らラとさはじ(降に記載する説明に 
従ってください。 

H けん引されるとさは、けん引防止 
警報機能*を解除してください 
64ぺージ)。 

[I けん引されるとさは、車速感応ド 
ア□ックを解除してください（杉 
165ページ）。車輪が回転すると車 
び自動的に施錠され、車外に閉め出 
されるおそれがあります。 

Q 一般道では 30 km/h (下の速度 
で、距離は 50 km じ(内に限り、け 
ん引走行することがでさます。距離 
が 50 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用してください。トラ 
ンスミツシヨンを損傷するおそれび 
あります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


Q プ□ペラシャフトの取り付けナッ 
卜は再使用でさません。プ□ペラ 
シャフトを取り付けるときは、必ず 
新品の取り付けナットを使用してく 
ださい。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

H 車両運搬車に積載して車両を固定 
するときは、固定□ープをヴスペン 
シヨンなどのメンノ（一部にかけない 
で< ださい。車体を損傷するおそれ 
があります。 

Q 前輪または後輪のみを持ち上げた 
状態でけん引しないでください。馬区 
動装置などを損傷するおそれがあり 
ます。 

H けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとさは、じ(下の点に注意してく 
ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しなし^でくださし、車を損傷 
するおそれがあります。 

• □ープの長さは 5 m じ(内とし、 
□—プの中央に白巧 （30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
が□ープでつなびれていること 
を周囲に明示してください。 

• □ープは両車とわでさるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• けん引フックじ(がには□ープを 
かけないで < ださい。 

• □ープに無理な力や衝撃びかか 
らないよラにしてください。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よラに前車のブレーキランプに 
注意しなびら車間距離を調整し 
てください。 


■か：？ C 9 -吟 
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けん引フックの取り付け 


A 警告 

リアのカバーを取り外ずとさは、 マ 
フラーに を意してください。 マフラー 
は高温になるため、 マフラーに 触れ 
ると火傷をずるおそれびあります。 


けん引フックの取り付け位置 



フ□ントの取り付け位置 

フ□ントバンパーの向かって左側にあ 
ります。 

►マーク部を押して、カバーのをが 
します。 

リアの取り付け位置 

リアバンパーの向かってち側にあり 
ます。 

►マーク部を押して、カバーのを外 
します。 

※車種や仕様により、カバーのの形状や 
マーク部の位置は異なります。 


けん引フックを取り付ける 


►車載工具 （^326 ページ）からけん 
引フックを取り出します。 

►内部のネジ穴に、けん引フックを時 
計回りにまわしてねじ込み、止まる 
まで手で締め込みます。 

►さらに、ホイールレンチ*の柄の 
部分などを使用して確実に締め付け 
ます。 

けん引フックを取り外ず 


► ホイールレンチ*の柄の部分など 
を使用して、けん引フックを反時計 
回りにまわします。 

► けん引フックを取り外します。 

► けん引フックのカバーを取り付け 
ます。 

► けん引フックを車載工具に収納し 
ます。 


けん引ずる 


エンジンが始動できるとき 

►エンジンを始動し、シフトポジシヨ 
ンを EHH にします。 

エンジンび始動できないとき 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、イグニッシヨン位置を2にして、 
ブレーキペダルを踏みながらシフト 
ポジシヨンを EE にします。 

►イグニッシヨン位置を0にして、 
エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だままにします。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 
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H けん引されるとさは、エンジンス 
イッチにキーび差し込んであり、シ 
フトポジションび EE になってい 
ることを確認してください。 

エンジンスイッチからキーを抜い 
たり、シフトポジションが EE や 
EE のとさにフ□ントドアを開く 
と、シフトポジションび巧□にな 
り、トランスミツシヨンを損傷する 
おそれがあります。 


めかるみなどか S けん引ずるとさ 

めかるみなどで動けな<なったとさ 
は、じ(下の点に注意してけん引してく 
ださい。 

• 車を急激に引き出したり、斜めに引 
さ出さないでください。車体を損傷 
するおそれがあります。 

• トレーラーをけん引している場合 
は、絶対にトレーラーを接続したま 
ま車を引さ出さないでください。 

この場合はトレーラーを外し、車両 
後部のトレーラーカップリングを引 
くよラにし、でさるだけ走行してさ 
たわだちに沿って後方へ弓 I さ出して 
ください。 


けん引ずるときの注意 _ 

トランスファー*やアクスルび故障し 

ているときは、じ(下の点にま意してけ 

ん引してください。 

この作業はでさるだけ専門業者に依頼 

してください。 

B トランスファーやアクスルび故障 
したとさは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに故障/警告メッ 
セージが表示されます。詳しくは （> 
338、339ぺージ）をご覧くださし、。 

トランスファーが故障しているとき 

► 前後のアクスルとトランスファー 
の間のプ□ペラシャフトを外し 
ます。 

► フ□ントアクスルを上げてけん引し 
ます。 

フ□ントアクスルび損傷しているとき 

► U アアクスルとトランスファーの 
間のプ□ペラシャフトをがします。 

► フ□ントアクスルを上げてけん引 
します。 

リアアクスルび損傷しているとさ 

►フ□ントアクスルとトランス 
ファーの間のプ□ペラシャフトを夕+ 
します。 

► リアアクスルを上げてけん引します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？ C 9 -吟 
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バッテリーびあがっているときや電気 
装備が故障しているとさ 

バッテ U —びあがっているとさや電気 
装備び故障しているとさは、シフトポ 
ジションび [ E に□ックされること 
びあります。シフトポジションを m 
にするには、ブースターケーブルを使 
用して他車のバッテリーから電力を供 
給してください（1>390ページ）。 

それでちシフトポジションを EHH に 
できないときはメルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場に連絡してください。 


ヒューズ 


ヒューズ交換についての注意 

電気装備に異常び発生するとヒューズ 
び切れて電気装備への接続が切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
くなります。 

A 警告 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズを使用しない 
でください。電気回路に負荷びかか 
り、火災の原因になりまず。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を依頼してください。 

U じ^下のよラなときは、ただちにメ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 

• ヒューズを交換してもすぐに切 
れるとさ 

• ヒューズに異常はないび、電気 
装備が作動しないとさ 

P ヒューズボックスのカバーを取り 
外したとさに、ヒューズボックスの 
内部に水などび入らないよラにして 
ください。 

P ヒューズボックスのカバーは、 
ヒューズボックスに密着するよラに 
取り付けてください。ほこりや湿気 
び入るおそれびあります。 

P ヒューズボックスを開<とさに、 
先のとびったわのを使用しないでく 
ださい。カバーやダッシュボードを 
損傷するおそれびあります。 


■か：？？吟 











エンジンルーム内のヒューズボッ 
クスを点検するときは、必ずワイ 
パーを停止して、エンジンスイッチ 
からキーを抜いてください。ワイ 
パーが作動するとけびをするおそれ 
びあります。 


ヒューズボックスはじ(下の場所にあり 
ます。 

• エンジンルーム向かって左側 
• ラゲッジルームち側 
• グ□ーブボックス横 

エン ジン ルームのヒューズボ ツクス 


► 2力所のフック②を外し、カバー① 
を取り外します。 


ラゲツジルームち側のヒューズボッ 
クス 


►コインなどを使用して、ク U ップ① 

を矢印の方向にまわします。 Q 

►カバー③を取り外します。 占 

グ □ ー ブボックス横のヒューズボッ 
クス 


左八ンドル車 

► グ□ーブボックスを開さます。 

► カバー①の切り欠き部に指をかけ 
て、矢印の方向に開さます。 


ヒューズの位置 


カバーを取り付けるとさは、最初に力 
バーの前部を A ピラーの内側に差し込 
みます。 
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Q ヒューズボックスを開くとさに、 
ドライノ く一など先のとびつた物を使 
用しないで<ださい。ダッシュボー 
ドやカノ く一を損傷するおそれびあり 
ます。 


ヒュ ー乂を父換ず な _ 

► 停車します。 

► すべての電気装備を停止します。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当するヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取り外します。 

► ヒューズを点検し、ヒューズび切れ 
ている（溶断）とさは、同じ電流値 
(色）のヒューズと交換します。 


ヒュースー覧 


エンジン ルーム 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

100 

30 A 

フ□ントワイパー 

101 

15 A 

エンジン制御 

102 

10 A 

エンジンコント□—ルユニット 

103 

20 A 

エンジン制御 

104 

15 A 

エンジン制御 

105 

15 A 

エンジン制御、エンジンスター 
夕一 

106 

- 

未使用 

107 

40 A 

二次エアポンプ 

108 

40 A 

AIR マティックヴスペンショ 
ン、車高コント□—ルユニット 

109 

25 A 

ESP 

110 

10 A 

ホーン（盗難防止警報システム） 

111 

30 A 

オートマチック、トランスミッ 
ション 

112 

7.5 A 

へッドランプ光軸自動調整 

113 a 

15 A 

ホーン 

114 

5 A 

エンジンコント□ールユニット 

115 

5 A 

ESP 

116 

7.5 A 

才ートマチックトランスミッ 
ション 

117 

7.5 A 

オプション 

118 

5 A 

エンジンコント□—ルユニット 

119 

5 A 

エンジンコント□ールユニット 

120 

10 A 

エンジンコント□—ルユニット 

121 

20 A 

余熱ヒーター 

122 

25 A 

エンジンスターター 

123 

20 A 

ディーゼルフィルターヒーター 

124 

7.5 A 

パワーステア リング 

125 

- 

未使用 


■か：？？吟 
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ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

34 

25 A 

運転席側ドアコント□ールユ 

ニット 

35 

30 A 

オーディオアンプ 

36 

10 A 

V に S 

37 

5 A 

ノ くーキングアシスト U ビュー 
カメラ 

38 

10 A 

COMAND システム 

39 

7.5 A 

COMAND システム 

40 

30 A 

EASY-PACK 自動開閉テール 
ゲート 

41 

25 A 

ルーフユニット 

42 

25 A 

スライディングルーフ 

43 

20 A 

燃料ポンプコント□ールユ 

ニット 

44 

- 

未使用 

45 

20 A 

12 V 電源ソケット（センター 
コンソール後端、 ラゲッジ 
ルーム） 

46 

15 A 

ライター 

47 

10 A 

オプション 

48 

5 A 

U アディファレンシャル□ッ 
ク、 BlueTEC 

49 

30 A 

U アデフォッガー 

50 

15 A 

U ァワィ パー 

51 

5 A 

エンジンコント□—ルユニット 

52 

5 A 

U アディファレンシャル□ック 

53 

5 A 

AIR マティックヴスペンショ 
ン、車高コント□—ルユニッ 
卜、燃料ポンプコント□ール 
ユニット、 U アディファレン 
シャル □ ック 

54 

5 A 

へッドランプ光軸自動調整 

55 

7.5 A 

インストルメントパネル、ラ 
ンプスイッチ 

56 

5 A 

BlueTEC 

57 

20 A 

燃料ポンプ 



グ□ーブボックス横 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

10 

10 A 

U アエアコンディショナーブ 
□アモーター 

11 

5 A 

インストルメントパネル 

12 

15 A 

エアコンディショナーモ 
ジュール 

13 

5 A 

ステア U ング調整、スイッチ 
パネル 

14 

7. 5 A 

エンジンスイッチ 

15 

5 A 

コンパスモジュール、メディ 
アインターフェース 

16 

- 

未使用 

17 

- 

未使用 

18 

- 

未使用 


ラゲツジルーム内ち側 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

20 

5 A 

アンテナ 

21 

5 A 

U アコント□—ルパネル 

22 

5 A 

パークト□ニック、余熱 ヒー 
夕一 

23 

10 A 

携帯電話ユニット 

24 

40 A 

シートベルトテンショナー 

25 

15 A 

ラジオ 

26 

25 A 

助手席側ドアコント□ールユ 

ニット 

27 

30 A 

助手席シート調整 

28 

30 A 

運転席シート調整 

29 

40 A 

シートベルトテンショナー 

30 

40 A 

燃料ポンプコント□ールユ 

ニット 

31 

10 A 

オプション 

32 

15 A 

AIR マテイックヴスペンショ 
ン、車高コント□—ルユニット 

33 

25 A 

キー レス ゴー 


I 
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(2009-05-05 A 164 006 67 99) 

〇 ヒューズ配置表（英文）は、車載 
工具またはラゲツジフ□アボード下 
にわ収納されています。ヒューズ配 
置表にはヒューズ容量ち記載されて 
います。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のちので、予告な<変更されること 
があります。 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

58 

7.5 A 

診断ソケット 

59 

7.5 A 

NECK PRO アクティブヘッド 
レスト 

60 

5 A 

グ□ーブボックスランプ、マ 
ルチコント□ールシートバッ 
ク、フ□ントワイパー、 V に S 
システム、パーキングアシス 
卜 U アビユーカメラ 

61 

7.5 A 

エアバッグシステム 

62 

30 A 

助手席シート調整 

63 

30 A 

運転席シート調整 

64 

- 

未使用 

65 

- 

未使用 

66 

30 A 

マルチコント□ールシート 
バック 

67 

25 A 

U アフアン 

68 

25 A 

オプション 

69 

30 A 

U アディファレンシャル□ック 

70 

- 

未使用 

71 

- 

未使用 

72 

- 

未使用 


■か：？？吟 
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純正部品/純正アクセサリー、車両の電子制御部品について 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意しています。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
ください。 

アクセサリーにつし"!ても 、 Daimler 
AG またはメルセデス*ベンツ日本株 
式会社び指定する製品だけを使用して 
ください。 

A 警告 

どんな場合でち、ブレーキ関連部品 
などの重要保安部品や走行系統に使 
用する部品には、純正部品!;外のを 
のを使用しないで < ださい。事故や 
故障の原因になります。 

平環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進ずるため、 U サイクル部品を積 
極的に導入しています。 

〇 純正部品(がの部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇所 
に不具合が生じても、保証を適用で 
さないことびあります。 


車両の電子制御部品について 


A 警告 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、メルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なってください。 

特に、安全装備や安全に関わるシス 
テムについての作業は、必ずメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。車両の使用に対ず 
る適合性に影響を与えるおそれびあ 
0ます。 

H 電子制御部品およびそれに関わる 
コント□ール ユニッ トやセンサー、 
配線類などのメンテナンス作業は、 
必ずメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なって<ださい。車両の 
構成部品び通常より早<摩耗した 
り、保証を適用でさないことびあり 
ます。 

D 車の電子制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になります。また、関連す 
る他の装備にわ悪影響を与えるおそ 
れがあります。 

Q 車載無線機など電装アクセヴリー 
を装着するとさは、メルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。装着方法などが適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響を与 
えるおそれびあります。また、電気 
配線を間違えると、乂災や故障の原 
因になります。 

Q ウインドウに透明な吸盤を貼付し 
ないでください。透明な吸盤びレン 
ズとして作用して、乂災び発生する 
おそれびあります。 
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pii (下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテン シヨ ナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
ニットやセンサー類び取り付けられ 
ています。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や飯 
金作業などを行なラと、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれび 
あります。 

•ドア 

-ピラー 付近 
-サイドシル付近 
•シート 

• ダッシュボード 
• インストルメントパネル 
• センターコンソール 
• エアバッグ収納部 
• シー トベルト 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場におたずねください。 


ビークルプレート 


純正部品をま文するとさに車台番号や 
エンジン番号などび必要になることび 
あります。車台番号やエンジン番号な 
どは図の箇所に記されています。 


@ の③ 



① ニューカー プ レー ト 
③エンジン番号 
③車台番号 
⑧車台番号 

⑦オプシヨンコードプレート 


1ューカープレート 



運転席側または助手席側のセンターピ 
ラー下部に、車台番号およびカラー 
コードなどを記載したニューカープ 
レート①び貼付されています。 
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404 ビークルプレー 




■ ML 350 4 MATIC 

* エンジンブ□ックのクランクケースに 
^ エンジン番号③び巧刻されています。 

詳しくはメルセデス•ベンツ指定ヴー 
K ビスエ場におたずねください。 

U 





ち側 U アシート下部のボディフレーム 
に車台番号③が打刻されています。 

車台番号を確認ずる 

► ち側のリアシートクッション④を引 
き起こします。 

► カーぺット⑥をめくり上げます。 


フ□ントウインドウ下部の図の位置に 
わ車台番号⑥が巧刻されています。 




ボンネット裏側にオプションコードを 
記載したオプションコードプレート⑦ 
び貼付されています。 
















オイル•液類/パッミ 


オイル•液類/バッテリー 


オイル-液類に関ずる注意 _ 

オイル*液類には(下のものが含まれ 
ます。 

• 燃料（ガソリン、軽油など） 

• 排気ガス処理装置添加剤 （ AdBlue ®) 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランスミッションオイ;!レ、 
ノ くワーステア U ングオイルなど） 

• ウォッシャーミイタ 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはメルセデス*ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
てください。 

詳し<は、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

〇 指定品(がのオイル*液類を使用 
したときは、該当箇所だけでなく関 
連箇所に不具合び生じてわ、保証を 
適用できないことがあります。 

A 警告 

オイル-液類はテ供の手の届かない 
場所に保管してください。また、乂 
気の近くには保管しないでください。 

オイル•液類び目や粘膜、傷に触れ 
ないよラにしてください。万一目に 
入ったり皮膚に付着したとさは、ず 
ぐに清潔な水で十分に洗い流し、医 
師の診断を受けてください。 


9 環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 


燃料 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラとさは、火気を近付けた 
り、近くで喫煙をしないでください。 

燃斜を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

燃斜び皮膚や衣類に触れないよラに 
ミ主意してください。 

燃料び皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響 
を与えます。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約95尼 

警告な点'灯時の残量 

約13 G 

警告な点'灯時の残量 
(ML 63 AMG ) 

約15尼 


み II P 










406 


オイル•液類/バッテリー 


P ガソリンエンジン車には軽油を給 
油しなし"!でくださし、また、ディー 
ゼルエンジン車にはガソリンを給油 
しないでください。少量でわガソリ 
ンと軽油び湿じると燃料噴射システ 
ムとエンジンを損傷するおそれがあ 
ります。誤った燃料を給油して故障 
が発生したとさは、保証の対象外に 
なります。 

P ガソ U ンエンジン車の燃料には無 
鉛プレミアムガソリン、ディーゼル 
エンジン車の燃料には自動車用の軽 
油を使用してください。指定外の 
燃料（高濃度アルコール含有燃料な 
ど）を使用すると、燃料系部品の腐 
食や損傷などによりエンジンを損傷 
したり、乂災び発生するおそれびあ 
ります。指定(外の燃料を使用して 
故障が発生したとさは、保証の対象 
がになります。 

P 燃料の添加剤は、純正品または承 
認されている製品のみを使用してく 
ださい。エンジン内部の摩耗び進ん 
だり、エンジンを損傷するおそれが 
あります。故障び発生したときは、 
保証の対象外になります。 

〇 ディーゼルエンジン車の指定燃料 
は自動車用の軽油になります。 

自動車用の軽油とは、 JIS 規格 （ J に 
K 2204) を満たす軽油を示します。 


燃料消費について 

(下のよラな状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温び非常に低いとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

平環境 

C 02 (二酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となります。 

緩やかな運転をびけ、定期的に点 
検•整備を行なラことにより、 C 02 
排出量を最小限に抑えることびでさ 
よ^ 〇 


AdBlue 饭 - 

OmL 350 BlueTEC に対応した項 
目です。 

AdBlue ® は非可燃性で無害、無色•無 

臭で、水溶性の液体です。 

HiSO 22241に準拠した AdBlue ® の 
みを使用して<ださい。特別な添加 
剤は使用しないでください。 

U 補充を行なっているときに、 
カーぺッ トや塗装面などの表面に 
AdBlue ® び付着したときは、十分 
な水でただちに洗い流して < ださ 
し、さらに、流した後にただちに、 
湿らせた巧と冷水で AdBlue ® をな 
き取ってください。 AdBlue ® び結 
晶化してしまったとさは、スポン 
ジと温水で取り除いてくださし、 
AdBlue ® の残留物は、一定時間後 
に結晶化し、表面を損傷させます。 
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外気溫度が高いとさ 


AdBlue ® タンクに直射日光び当たつ 
たときなど、 AdBlue ® び一定時間、 
50でじ(上で熱されたときは、 AdBlue ® 
は分解されることがあります。その結 
果、気化したアンモニアが発生します。 

A 警告 

高温の状態で AdBlue ® タンクの 
キャップび開いていると、気化した 
アンモニアび出てくる場合びありま 
ず。気化したアンモニアには刺激臭 
びあり、皮膚や粘膜、目びヒ U ヒ U 
してさまず。その結果、咳さ込んだ 
り涙目になるととをに、目や鼻、の 
どに炎症び起きることびありまず。 

気化したアンモニアを吸い込まない 
よラにして < ださい。 


外気溫度び低いとさ 


AdBlue ® は、約- ire じ I 下で凍結しま 
す。車両には、標準装備で AdBlue ® 
予備ヒーターび装備されています。そ 
のため、気温び- 1 rcii (下になる冬季 
でわ、作動び保証されています。 

特別な添加剤 


HiSO 22241に準拠した AdBlue ® の 
みを使用してください。 AdBlue ® 
に特別な添加剤を加えたり、水で薄 
めないで < ださい。 

BlueTEC 排気ガス処理装置を損傷 
するおそれがあります。 


純度 

BlueTEC 排気ガス処理装置の故障を防 
ぐためには、 AdBlue ® の純度び特に重 
要になります。 

補修作業の途中などで AdBlue ® を 
AdBlue ® タンクからあみ出したとき 
は、液体の純度び保証でさなくなるた 
め、あみ出した AdBlue ® をタンクに 
戻さないでください。 

HAcIBIue ® 内の不純物（他のヴービ 
スプ□ダクト、クリーナー、ホコリ 
など）は、排出物量の増加やシステ 
ムの故障、触媒コンノ（一夕一の損傷、 
BlueTEC システムの損傷につなび 
ります。 


車種 

AdBlue ® タンク全容量 

ML 350 

約 26.6 e 

BlueTEC 


4 MATIC 



エンジンオイ J レ _ 

B エンジンオイルの添加剤は、純正品 
または承認されている製品のみを使 
用してください。エンジンを損傷す 
るおそれびあります。故障び発生し 
たときは、保証の対象がになります。 

H エンジンオイルは、使用している 
間に巧れたり劣化するだけでな<、 
消費され減少します。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給ちしくは 
交換してください。 
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添加剤などの使用や水分による損傷 
は、保証の適用外になります。 
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オイル•液類/バッテリー 


エンジンオイル容量 


車種 

容量 

ML 350 BlueTEC 
4 MATIC 

約 8.5 尼 

ML 350 4 MATIC 

約 8.0 尼 


約 9.7 尼 

ML 63 AMG 

(オイルク- 
ラー 分を含む） 


〇 容量は、オイルフィルター分を含 
む交換時の数値です。 


使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス*ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

グレードと粘啟ま、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 



才ートマチックトランスミッション 
オイル _ 

オートマチックトランスミッションオ 

イルの交換については、別冊「整備手 

帳」をご覧ください。 

〇オートマチックトランスミッショ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 

U オートマチックトランスミッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランスミッション内部の 
摩耗び進んだり、トランスミッショ 
ンを損傷するおそれがあります。添 
加剤を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象がになります。 

〇オートマチックトランスミッショ 
ンオイルの漏れを見つけたり、トラ 
ンスミッションの作動に異常を感じ 
たとさは、メルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 
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ブレー平が _ 

定期的にメルセデス.ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で交換をしてください。詳し 
くはメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


A 警告 

ブレーキ液を補給するとさは、ゴミ 
や水分び U ヴーブタンクの中に入ら 
ないよラにしてください。たとえル 
さなゴミでち、ブレーキび効かな< 
なるおそれびあ0まず。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を吸収して劣化しまず。劣 
化した状態で使用ずると、過酷な条 
件下ではベーパー□ックび発生ずる 
おそれびあ0まず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰し 
て気泡び発生し、ブレーキペダルを 
踏んでを圧力び伝わらず、ブレーキ 
び効かなくなる現象のことでず。 


冷却水 

冷却水は時間の経過ととわに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはメルセデス‘ 
ベンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

A 警告 

冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いでください。発火ずるおそれびあ 
0ます。 


不凍液の濃度 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用します。 


車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えます。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37に 

約55% 

- 45で 

〇不凍液の濃度は約50%から約 


55%の間にしてください。濃度を 
約55%じ(上にすると、冷却性能び 
低下します。 

〇冷却水には必ず不凍液を湿ぜてく 
ださい。不凍液には防鐘の効果わあ 
ります。 

〇指定(がの不凍液や不適当な水を 
使用しないでください。鐘や腐食な 
どの原因になります。 
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積載荷物の制限重量 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
です。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、火気をお付けたり、近くで喫 
煙しないでください。 

H ウォッ シャー 液は、リヴ ー ブタン 
クに補給する前に別の容器で適正な 
湿合比に湿ぜてください。 

〇 ウォッシャー液には夏用と冬用び 
あります。夏用には油膜を防ぐ効果 
びあり、冬用には凍結温度を下げる 
効果があります。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ランプウオッシヤー液のリヴーブタ 
ンクは兼用です。 


車載ノいッテリーの電圧/容量 


電圧 

12 V 

容量 

95 Ah 


※パ'ッテ U —の容量は、予告な<変更され 
ることびあります。 


車種 

ルーフレール 

全車 

100 kg 


〇 ルーフの 制限重量には、 ルーフ 
ラックやアタッチメントの重量も含 
まれます。 


バッテリー 


ウォッシャー液 


積載荷物の制限重量 
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1ー ル ゲー トを開いたとさの高さ 



①テールゲートを開いたとさの高さ 
(外側） 

③テールゲートを開いたとさの高さ 
(内側） 


テールゲートをいっぱいまで開いたと 
きの高さは、じ(下のよラになります。 


① ③ 

ML 350 
BlueTEC 

4 MAT に 

2119〜1985〜 

21 29 mm 1 995 mm 

ML 350 

4 MAT に 


ML 63 AMG 

2084〜1951〜 
21 64 mm 2031 mm 


〇 タイヤ、積載荷物、オプション装 
備品やヴスペンションの状態などに 
より、数値び異なります。 


タイヤとホイール 


H タイヤとホイールは必ず純正品お 
よび承認された製品を使用してく 
ださい。詳しくはメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね 
ください。 

ABS や ESP ⑩などの装備は、純正 
品および承認された製品を使用する 
ことで効果び発揮されます。 

純正品および承認された製品(がの 
タイヤやホイールを装着した場合 
は、安全性の保証はでさません。 

D 純正品および承認された製品(外 
のタイヤやホイールを装着した場合 
は、操縦性や騒音、燃料消費などに 
影響を与えるおそれびあります。ま 
た、指定されたサイズ m がのタイヤ 
やホイールを装着すると、フェン 
ダーの内側やヴスペンシヨンなどに 
接触し、車やタイヤを損傷するおそ 
れびあります。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定 
のタイヤ空気圧を記載したラベルび 
貼付してあります0289ページ）。 

〇 左ちには必ず同サイズのタイヤ/ 
ホイ ー j レを装着してください。 

〇 標準タイヤとウィンタータイヤ、 
ランフラットタイヤなど、異なる種 
類のタイヤを同時に装着しないでく 
ださい。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳し 
くはメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 
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タイヤとホイール 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

ML 350 BlueTEC 4 MATIC 

255 / 50 R 19 

8.0 J X 19 

60 mm 

ML 350 BlueTEC 4 MATIC 

グランドエディションパッ 
ヶーシ 

255 / 50 R 19 

8.0 J X 19 

60 mm 

ML 350 4 MAT に 

グランドエディション 

255 / 50 R 19 

8.0 J X 19 

60 mm 

ML 350 4 MAT に 

ラグジユア U — ノ くッケージ 

255 / 50 R 19 

8.0 J X 19 

60 mm 

ML 63 AMG 

295 / 35 R 21 

10.0 J X 21 

46 mm 


HML 63 AMG には、スノーチェーンを装着しないでください。 

〇 ウィンタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

〇 ウィンタータイヤのサイズは Daimler AG び指定するわので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、上記のサイズに対応していないこと 
びあります。 


標準タイヤ/ウィンタータイヤ 
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オプションまたは仕様により、じ(下のタイヤ/ホイールび装着される場合びあ 
ります。 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

17インチホイール 

235 / 65 R 17 

7.5 J X 17 

56 mm 

18インチホイール 

255 / 55 R 18 

8.0 J X 18 

60 mm 

19インチホイール 

255 / 50 R 19 

8.5 J X 19 

58 mm 

19インチホイール 

前輪255 / 50 R 19 
後輪285 / 45 R 19 

前輪 8.5 j X 19 
後輪 9.5 j X 19 

前輪 60 mm 
後輪 56 mm 

20インチホイール 

265 / 45 R 20 

8.5 J X 20 

55 mm 

20インチホイール 

295 / 40 R 20 

10.0 J X 20 

46 mm 


H 19 インチ/20インチのタイヤ/ホイールには、スノーチェーンを装着し 


ないで < ださい。 

応急用スペアタイヤ* 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

空気圧 

ML 350 

4 MAT に 

T 155 / 90 D 18 

4.0 B X 18 

40 mm 

4.2 bar / 61 psi / 
420 kpa 

ML 63 

AMG 

185 / 65-19 

5.5 B X 19 

1 3 mm 

3.5 bar / 51 psi / 
350 kpa 
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〇応急用スペアタイヤにスノーチェーンを装着しないでください。 

〇 ML 350 BlueTEC 4 MATIC には、応急用スペアタイヤは装備されません。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 





















対象モデル 


ML 350 BlueTEC 4 MATIC 
ML 350 4 MATIC 
ML 63 AMG 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

※この取扱説日月書の内容は、2011年2月現在のわのでず。 





メルセデス-ベンツ曰本株式を社 

干 106-8506 東京都港区六本木一 T 目9ま9号六本木ファーストビル 

MBJCSD 32170 -021100400 L 

環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 6515 4343 20 RE 2010 /12a， 02/11 


